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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１３名でございます。 

 これより、平成２６年第４回上富良野町議会定例

会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 今期定例会は、１２月８日に告示され、同日、議

案等の配付をいたしました。 

 今期定例会の運営については、１１月２１日及び

１２月５日に議会運営委員会を開き、会期及び日程

等を審議いたしました。今期定例会まで審議しまし

た陳情、要望の件数は５件であり、その内容は、さ

きに配付したところであります。 

 監査委員から、監査・例月現金出納検査結果報告

書の提出がありました。 

 今期定例会に提出の案件は、町長からの提出議案

１９件及び議長からの報告案件５件及び認定案件２

件、議員からの発議案１件であります。 

 町長から、今期定例会までの主要な事項につい

て、行政報告の発言の申し出がありました。その資

料として、行政報告とともに平成２６年度建設工事

発注状況を配付しましたので、参考に願います。 

 町の一般行政について、村上和子議員外２名の議

員から一般質問の通告がありました。その要旨は本

日配付したとおりであり、質問の順序は、通告を受

理した順となっております。 

 今期定例会までの議会の主要な行事は、お手元に

配付の議会の動向に掲載したところであります。 

 今期定例会の議案説明のため、町長以下関係者の

出席を求め、別紙配付のとおり出席しております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ２番 小 野   忠 君 

     ３番 村 上 和 子 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 会期の決定につ

いて議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月１２日までの

２日間といたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は、１２月１２日までの２日間と決

しました。 

────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 行政報告を行い

ます。 

 今期定例会までの主な行政執行経過について、町

長から報告の申し出がありましたので、発言を許し

ます。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 議員各位におかれましては、公私ともに何かと御

多用のところ、第４回定例町議会に御出席いただ

き、まことにありがとうございます。 

 この機会に、去る９月定例町議会以降におきます

町政執行の概要について御報告させていただきま

す。 

 初めに、平成２６年度の町表彰式についてであり

ますが、多くの御来賓の御臨席を賜り、１１月３日

に挙行いたしました。町の関係では、農業振興、消

防業務、社会福祉の各分野において、長年にわたり

大きな役割を果たされた１０名に、社会貢献賞を授

与いたしました。 

 教育委員会関係では、１６名に文化奨励賞、１８

名６団体にスポーツ奨励賞の表彰をさせていただい

たところであります。 

 国の栄典関係では、１１月３日発令の秋の叙勲に

おきまして、危険業務従事者の防衛功労として、瑞

宝双光章に１名、瑞宝単光章に２名が受章されまし

た。受章されました皆様の御功績に対し、心より敬

意をあらわしますとともに、ますますの御活躍と御

健勝をお祈り申し上げる次第であります。 

 次に、全国町村長大会及びふるさと会等について

でありますが、１１月１９日の全国町村長大会に出
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席するとともに、旭川十勝道路の整備促進に向け

て、期成会関係首長の皆様と秋季の中央要望を行っ

てまいりました。また、上京中に、東京ふらの会総

会が開催されたことから、沿線市町村長とともに出

席をしてまいりました。 

 なお、札幌上富良野会総会につきましては、１１

月７日に開催され、関係者とともに出席し、当町に

ゆかりのある多くの方々とお会いし、有意義な時間

を過ごさせていただきました。 

 次に、不採算地区病院に対する特別交付税経過措

置に関する要望についてでありますが、昨年度末で

の経過措置終了が予定されておりましたが、昨年行

いました中央要望の結果、制度内容の見直し検討を

図るため、経過措置が１年延長されてきたところで

あります。 

 今年度は、経過措置病院への対応といたしまし

て、北海道及び関係３町で調整を図り、１１月１９

日に連名による「公立病院に係る財政措置の充実に

関する要望書」を総務省自治財政局に対し提出した

ところであります。 

 町立病院の維持は、町民の地域医療環境を支える

基盤であり、さらには救急医療体制を初めとした圏

域医療体制の一翼を担っていることから、その財政

支援の確保について、引き続き関係する自治体や北

海道と連携し、取り組みを進めてまいります。 

 次に、昨年度から事業を進めております超高速ブ

ロードバンド環境整備事業の進捗状況についてであ

りますが、農村部及び十勝岳温泉地区の整備工事に

つきましては、本年６月３０日に契約し、今月２６

日を工期として進めているところであります。 

 役場基地局を初め農村部及び十勝岳温泉地区にお

ける無線中継局の設置工事については、全ての設置

が終了し、現在、工事完成に向けた機器調整等を

行っている段階となっております。 

 また、１１月１２日からは、十勝岳温泉地区にお

いて試行運行を開始し、既に一部の温泉施設では、

施設、利用者ともにインターネットを利用している

ところであります。 

 農村部の皆様へのインターネット接続サービスに

つきましては、来年４月からを予定しており、今月

から来月にかけまして、各農村地区での説明会を初

め、利用希望者の事前申し込みの取りまとめを行っ

てまいります。 

 あわせて、農村部の皆様への単なるインターネッ

ト接続サービスにとどまらず、観光や防災・地域振

興策に資する情報通信技術の利用を前提としてきま

したことから、施設の有効活用を図るよう進めてま

いります。 

 次に、緊急防災・減災事業についてであります

が、地域の元気臨時交付金を活用した防災備蓄施設

を上富良野小学校敷地内に整備し、１１月１１日に

完成したところであります。備蓄品につきまして

は、今後、策定いたします備蓄計画に基づいて整備

を進めてまいります。 

 また、火山災害対策につきましては、９月の御嶽

山噴火により多くの犠牲者が発生したことを踏ま

え、活火山を抱える当町におきましても、登山者の

安全確保など必要な対策を講ずるため、１１月１８

日から２０日にかけて、北海道並びに美瑛町ととも

に「十勝岳火山災害対策の充実強化に関する要望」

として、シェルター等の避難施設整備について、関

係省庁、国会議員に対し要望を行ってまいりまし

た。 

 また、過日、上富良野町建設業協会様より、登山

者用ヘルメット１００個の寄贈を賜り、早速、登山

口にあります宿泊施設及び避難小屋へ配備をさせて

いただきました。 

 次に、自衛隊関係についてでありますが、１１月

１０日に北海道基地協議会によります「平成２７年

度基地関係予算の確保及び基地交付金等に関する要

望、防衛施設周辺整備対策に関する中央要望」を、

翌１１日には、北海道自衛隊駐屯地等連絡協議会に

よります「北海道の自衛隊体制強化を求める中央要

望」を、それぞれ国会議員、自由民主党本部、防衛

省に対し行ってまいりました。 

 また、９月９日から１０日、１０月１６日から１

７日にかけて、富良野地方自衛隊協力会及び上富良

野支部によります「上富良野駐屯地現状規模堅持さ

らなる拡充を求める要望」を道内選出国会議員、防

衛省に対して行ってまいりました。 

 次に、記念行事についてでありますが、９月１３

日の第３地対艦ミサイル連隊創立２０周年記念行事

を初めとして、多田弾薬支処創立５８周年記念行

事、自衛隊協力会上富良野支部女性部３０周年記念

行事、北海道殉職者隊員追悼式、北部方面隊創隊６

２周年記念行事にそれぞれ参加したところでありま

す。 

 また、このたび富良野地方自衛隊協力会におきま

しては、防衛基盤の育成と自衛隊員の士気高揚に寄

与した等、日頃の活動の功績が認められ、１０月２

５日に防衛大臣感謝状をいただいたことを御報告い

たします。 

 次に、保健福祉総合センター「かみん」について

でありますが、平成１６年１１月のオープンから１

０周年を迎え、この１０周年を記念し、町内福祉事

業所１０施設の紹介や作品提示コーナーを「ふれあ

いホール」に設置し、多くの来場者にごらんいただ

いたところであります。あわせて１１月の１カ月
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間、健康遊浴施設の無料体験を実施し、プール４５

人、浴室８１人の利用をいただきました。今後とも

多くの町民の皆様に利用されるよう、また本町の保

健・福祉の拠点施設として、その機能を発揮してま

いります。 

 次に、臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給

付金についてでありますが、それぞれ９月３０日に

申請受け付けを終了し、申請辞退や居所不明などに

より申請のなかった方を除き、臨時福祉給付金につ

いては、支給対象１,６０５件に対し１,５９２件、

２,８４７万円を、子育て世帯臨時特例給付金につ

きましては、支給対象８１５件全てに対し１,４０

６万円を支給したところであります。今後は、所得

更正等が生じた場合などの対応を図りまして、事業

の完了を迎えることとしております。 

 次に、臨時福祉生活支援、通称（ぬくもり生活応

援券給付）事業についてでありますが、１１月２８

日に対象世帯に対しまして申請書を同封し、お知ら

せしたところであります。１２月１日から申請受け

付けを開始し、１２月９日現在、３９８名の方に商

品券を交付させていただいているところでありま

す。 

 次に、上富良野町子ども・子育て支援事業計画に

ついてでありますが、ニーズ調査の分析結果の検証

を進めるとともに、子ども・子育て会議における審

議を重ね、１０月に素案をまとめ、パブリック・コ

メントを経て、１１月２８日に計画策定したところ

であります。 

 本計画は、次年度からスタートする「子ども・子

育て新制度」のもと、平成３１年度までの５カ年間

を計画期間とし、幼児教育・保育・子育て支援の充

実を図り、計画的に給付・事業を実施するために策

定したものであります。今後におきましては、計画

目標を達成するよう、計画に沿った着実な実践に努

めてまいります。 

 次に、津市との交流についてでありますが、１０

月１１日から１２日に開催されました「津まつり」

に、産業振興課長を初め観光協会職員を含む５名が

訪問し、イベント会場において上富良野コーナーの

設置、ラベンダー製品及び農産物等のＰＲ、販売、

また両市町間における交流の経過を紹介した写真パ

ネルを展示し、来場者に上富良野町を広く紹介させ

ていただいたところであります。今後も人材交流を

初めとして、経済、スポーツ、さらには文化交流な

ど、さまざまな分野において交流を深めてまいりた

いと思います。 

 次に、「暴力団等の排除に関する合意書」の締結

についてでありますが、当町暴力団排除の推進に関

する条例に基づき、１１月２７日に富良野警察署と

の調印式を行ったところであります。 

 この締結により、町が発注する工事や公共施設の

利用などからの暴力団排除に向けて、連絡協議体制

が確立され、今後におきましても富良野警察署その

他関係機関と連携を密にし、地域社会における安

全・安心な社会の実現を目指してまいります。 

 次に、イベントの実施状況についてであります

が、町内各団体を中心に構成された「２０１４全国

フットパスフォーラムｉｎかみふらの実行委員会」

が主催し、９月２０日、２１日の両日、「２０１４

全国フットパスフォーラムｉｎかみふらの」が開催

され、道内外から約３００名に及ぶ愛好者皆様の参

加を得て、盛大に開催されたところであります。 

 両日とも天候に恵まれ、参加された皆様におかれ

ましては、本町が風光明媚な町として、深い印象を

抱かれたものと思っております。 

 次に、街なかの賑わいづくりの拠点として、セン

トラルプラザ横の中央コミュニティ広場に設置した

大型テントの利用状況についてでありますが、町と

商工会、農協、観光協会で組織する「かみふらの街

なか賑わい協議会」を設立し、７月３日の供用開始

から、１０月２４日の天幕撤去までの１０４日間、

管理運営を行ってまいりました。この間、１９件、

延べ１,２６６人の町民の皆様に御利用をいただい

たところであり、来年以降におきましても、利用環

境の向上とともにソフト面での充実を図り、より多

くの皆様に御活用いただき、地域の活性化に努めて

まいります。 

 次に、プレミアム商品券事業についてであります

が、１１月１７日から２１日までの予約期間におい

て、５７９組、５,７９０万円、１,２３９世帯の皆

様が予約をされ、また、残りの２１組、２１０万円

分につきましても、引きかえ販売初日の１２月１日

には、完売したとの報告を受けているところであり

ます。本事業を通じ、町民の地元での購買意欲を喚

起し、地元経済の活性化につながることを期待して

いるところであります。 

 次に、治水砂防海岸事業促進同盟関係行事につい

てでありますが、１０月２９、３０日にかけて栃木

県日光市で開催された全国治水砂防協会理事・顧問

会議及び現地視察に出席し、１１月１８日には東京

で開催された全国治水砂防促進大会及び国土交通省

への中央要望行動を行ってまいりました。今後にお

きましても、道内の河川砂防整備の促進はもとよ

り、当町の河川砂防施設の整備がより進捗する取り

組みとなるよう取り組んでまいります。 

 次に、町立病院の眼科の廃止についてであります

が、平成２０年７月から富良野協会病院との病病連

携により、眼科医師の派遣を受けて眼科診療を行っ
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てまいりました。しかし、平成２６年８月から、同

病院の眼科の常勤医師が不在となったため、町立病

院への派遣が中止され、休診としておりましたが、

診療再開の見通しが立たないことから、平成２７年

１月１日をもって、診療科目から眼科を廃止するも

のであります。 

 次に、第５１回町総合文化祭についてであります

が、１１月１日から１１月３日までの３日間、社会

教育総合センターにおいて開催されました。今回の

文化祭は、町民コンサートに１２団体、芸能発表に

１８団体が参加されたほか、町民作品など１,０５

０点の展示や協賛事業が開催され、延べ２,７１５

名の方々に御来場をいただき、盛会のうちに終了す

ることができました。 

 あわせて１０月３１日は、特別協賛事業として、

北海道舞台塾のふらの塾ＯＢユニット公演が保健福

祉総合センターにおいて開催され、２１５名が鑑賞

されました。 

 最後に、建設工事の発注状況についてであります

が、９月定例町議会で報告以降に入札執行した建設

工事は、１２月１０日現在、件数で３件、事業費総

額２億５,３５７万３,２００円、本年度累計では５

７件、事業費総額９億９,４１７万４,５６０円と

なっております。 

 詳細につきましては、お手元に「平成２６年度建

設工事発注状況」を配付しておりますので、御高覧

いただきますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、行政報告を

終わります。 

────────────────── 

      ◎日程第４ 報告第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 報告第１号監

査・例月現金出納検査結果報告について、監査委員

より報告を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 監査及び例月現金

出納検査の結果について御報告いたします。概要の

み申し上げますので、御了承を賜りたいと存じま

す。 

 初めに、定期監査の結果について御報告を申し上

げます。 

 １ページをお開きください。 

 地方自治法第１９９条第４項の規定により定期監

査を執行しましたので、同条第９項の規定により、

その結果を報告いたします。 

 監査の対象及び範囲ですが、総務課所管の財務事

務を監査の対象として、平成２６年度１１月１１日

の１日間、平成２６年度に執行された財務及びこれ

らに関する事務の執行状況を監査いたしました。 

 監査の方法ですが、所管財務事務に関しての一部

を選択して試査する部分監査とし、伝票、決議書な

ど関係書類の資料の提出を求め、この中から抽出し

て点検、照合を行うとともに、必要に応じて関係職

員から事務の執行状況及び内容の聴取もいたしまし

た。 

 監査の結果を申し上げます。 

 抽出により試査した結果、財務に関する事務は、

おおむね適正に執行されていると認められました。 

 次に、２ページから１３ページの例月現金出納検

査結果について御報告申し上げます。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により、

例月現金出納検査を執行いたしましたので、同条第

３項の規定により、その結果を報告いたします。 

 平成２６年度８月分から１０月分について、概要

並びに検査結果を一括して御報告いたします。 

 例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、

いずれも各会計の出納の収支状況は、別紙資料に示

すとおりであり、現金は適正に保管されていること

を認めました。 

 なお、資料につきましては、御高覧いただいたも

のと存じ、説明を省略させていただきます。 

 また、税の収納状況につきましては、１４ページ

にございますので、参考としていただきたいと存じ

ます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

      ◎日程第５ 報告第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 報告第２号町内

行政調査について、報告を求めます。 

 総務産建常任委員長、岡本康裕君。 

〇総務産建常任委員長（岡本康裕君） 報告第２号

町内行政調査報告について。 

 ただいま上程いただきました報告第２号町内行政

調査報告について御報告申し上げます。 

 平成２６年第３回定例会において議決された町内

行政調査について、次のとおり実施したので、その

結果を報告する。 

 平成２６年１２月８日、議長あて。 

 総務産建常任委員長、岡本康裕。 

 厚生文教常任委員長、金子益三。 

 記。 

 １、調査の経過。 
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 平成２６年９月３０日、全議員による合同調査と

して町内行政調査を実施し、町内の公共施設等の現

況を視察し、町理事者及び所管課長等から説明を求

め、調査を行った。 

 ２、調査の結果。 

 施設等の把握をすることを重点とし、１５カ所の

現地調査を行ったところ、その実態により今後の議

会審議の資とすることとした。 

 調査時点では、工事などおおむね適正に進められ

ているが、今後においても適正な施工・管理に努め

られたい。 

 調査した施設等は次のとおりである。 

 以下、１５カ所については御高覧願います。 

 ３、まとめ。 

 調査日以降（10）泉町南団地町営住宅新築工事に

おいて遅延が発覚し、工期に間に合わない事態と

なった。調査段階で懸念がありながら、所管委員会

で精査検討しなかったことは対応としては不十分で

あった。今後は調査後において、必ず総括するもの

とする。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第６ 報告第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 報告第３号議員

派遣結果報告について、報告を求めます。 

 議会運営委員長、今村辰義君。 

〇議会運営委員長（今村辰義君） ただいま上程さ

れました報告第３号議員派遣結果報告について、報

告書の朗読をもって御報告申し上げます。 

 裏面をごらんください。 

 報告第３号議員派遣結果報告書。 

 平成２６年第３回定例会において議決された議員

派遣について、次のとおり実施したので、その結果

を報告する。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 議会運営委員長、今村辰義。 

 記。 

 １、富良野沿線市町村議会議員研修会。 

 （1）研修の経過。 

 本町議会は、平成２６年１０月２１日に占冠村で

開催された富良野沿線市町村議会議長会主催の議員

研修会に１２名が参加した。 

 （2）研修の結果。 

 北海道町村議会議長会事務局長、村川寛海氏よ

り、「道州制について」の講演を聴講した。 

 ２、上川管内町村議会議員研修会。 

 （1）研修の経過。 

 本町議会は、平成２６年１０月２８日に鷹栖町で

開催された上川町村議会議長会主催の議員研修会に

１１名が参加した。 

 （2）研修の結果。 

 東京新聞・中京新聞論説副主幹、ジャーナリスト

長谷川幸洋氏より「政局展望」の講演と、慶應義塾

大学商学部教授、日本創成会議メンバー、樋口美雄

氏より「地域の雇用と産業創成」の講演を聴講し

た。 

 以上、御報告申し上げます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

      ◎日程第７ 報告第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 報告第４号議会

報告会開催結果報告について、報告を求めます。 

 議会運営委員長、今村辰義君。 

〇議会運営委員長（今村辰義君） ただいま上程さ

れました報告第４号議会報告会開催結果報告につい

て、報告書の朗読をもって御報告申し上げます。 

 １ページ、おめくりください。 

 報告第４号議会報告会開催結果報告書。 

 平成２６年第３回定例会において議決された議会

報告会について、次のとおり実施したので、その結

果を報告する。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 議会運営委員長、今村辰義。 

 記。 

 １、開催の目的。 

 上富良野町自治基本条例による「議会の役割と責

務」の趣旨に基づき、議会の監視機能や政策提言活

動などの議会活動を町民に直接報告するため、昨年

に引き続き全議員による議会報告会を町内２カ所で

開催した。 

 ２、開催日。 

 平成２６年１１月１９日水曜日。 

 ３、会場及び参加人数。 

 ２会場、３０人。 

 （1）保健福祉総合センターかみん（夜間）８

人。 

 （2）セントラルプラザ（夜間）２２人。 

 ４、出席議員数。 

 （1）１班（保健福祉総合センターかみん）７
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人。 

 （2）２班（セントラルプラザ）６人。 

 ５、議会報告及び懇談内容等。 

 （1）議会報告。 

 平成２６年第１回定例会から第３回定例会までの

主な議決事件及び常任委員会の調査報告等につい

て、担当議員により説明を行うとともに、質疑応答

を行った。 

 （2）懇談。 

 「議員定数と報酬について」のテーマのほか、参

加された町民の方から自由に発言をいただき、懇談

を行った。 

 まちづくり全般について、参加者から多くの意

見・質問が寄せられ、議員との懇談が図られた。 

 （3）参加者のアンケート調査を実施した。 

 ６、結果報告。 

 両会場で寄せられた意見などをまとめ、「かみふ

らの議会だより」で周知報告する。 

 ７、まとめ。 

 （1）今回の議会報告会も第４回報告会と同様、

２部構成として行い、第１部の定例会及び委員会の

説明では、審議・調査された議事について説明を

行った。 

 また、第２部では参加者と議会との直接的な懇談

の場を設けて、住民の質問に議会が答えるという一

方通行ではなく、住民からまちづくりの意見を聞く

という、相互の意見交換が図られた。 

 議員定数と報酬については、削減、現状維持など

多くの意見をいただいたが、これらの意見を議員

個々が重く受けとめながら、今後の検討に資してい

く。今後も引き続き幅広い住民の意見を聞きなが

ら、議会活性化とともに住民に身近で開かれた議会

を目指していく。 

 （2）今回の議会報告会において、住民から出さ

れた要望等で重要なものについては、町長に書面で

提出し、今後の町政の参考とするよう求めていく。 

 （3）多くの方が参加するよう、より興味を持ち

やすい議会報告会のテーマや、参加しやすい実施方

法などについて検討する必要がある。 

 以上でございます。御審議を賜りまして、お認め

くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（長谷川徳行君） 御質疑がなければ、こ

れをもって、本件の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第８ 報告第５号 

○副議長（長谷川徳行君） 日程第８ 報告第５号

委員会所管事務調査報告について、各常任委員長よ

り報告を求めます。 

 初めに、総務産建常任委員長、岡本康裕君。 

○総務産建常任委員長（岡本康裕君） 報告第５号

委員会所管事務調査報告について。 

 次の委員会から会議規則第７５条の規定により申

し出のあった閉会中の継続調査について、同規則第

７７条の規定により、別紙のとおり報告があったの

で提出する。 

 平成２６年１２月１１日提出。 

 上富良野町議長、西村昭教。 

 記。 

 総務産建常任委員長、岡本康裕。 

 厚生文教常任委員長、金子益三。 

 総務産建常任委員会所管事務調査報告書。 

 本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調

査に付託された事件について、調査の経過及び結果

を会議規則第７７条の規定により報告する。 

 調査事件名、先進市町村行政調査の件。 

 １、調査の経過。 

 本委員会は、平成２６年第１回定例会において、

本委員会の閉会中の継続調査に付託された先進市町

村行政調査について、平成２６年６月から４回の委

員会を開催し、「６次産業化について」及び「商工

振興について」のテーマから「特産品等開発と販路

について」「商店街空き店舗対策等について」「御

当地キャラクターの活用について」を調査課題と

し、現状把握とともに先進市町村の選定調査などを

行い、平成２６年１０月１４日から１７日までの

間、栃木県茂木町、茨城県茨城町、千葉県横芝光町

を視察し、調査を行った。 

 以下、項目ごとにまとめを読み上げ、報告といた

します。 

 ３ページをごらんください。 

 ６次産業化の取り組みについては、行政が主体と

なって加工販売に携わっている例、新しい特産品の

開発に携わっている例、事業者が主体となり行政の

関与は少ない例と、三者三様の取り組みが見られ

た。行政が中心となり進められていた背景には、農

家個人が行うには、施設整備などの資金の確保・販

路の確保・品質の確保・衛生面の確保など多くのリ

スクが伴うことが予想されることから、当面は、民

間の事業者の力をかり、特産品の開発、加工と販売

を手がけることができる事業者に委託し、町が主導

して６次産業化の取り組みが実施されている。 

 今後、町が６次産業化の取り組みを行う上で重要

だと考えるのは、既に実施している農業者や新規に

参入したいと考えている農業者等による商品開発や

加工設備、直売所の設置等の取り組みが促進される
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よう、人材育成のための講座の開設、融資や補助金

等の支援体制を整備するなど、行政の持続的な支援

体制が欠かせないと考える。 

 また、単体の事業にとどまらず、その町全体の方

向性を考え、６次産業・雇用・移住定住等、複合的

な施策を通じて大きな視点での取り組みが必要であ

る。 

 ４ページをごらんください。 

 商店街空き店舗対策等については、首長の強い

リーダーシップのもと、調査に基づき国・県の補助

等を有効活用し、あわせて中心市街地拠点整備も含

めて、面で整備していたのが特徴的であった。ま

た、今後の人口減少も念頭に置きながら、魅力ある

町を目指し、移住・定住がより一層図られ、また雇

用の創出ができるよう整備している印象を強く感じ

取れた。今後、行政がどのようなまちづくりをして

いくのかを、関係各機関との調整をし、また町民の

参画・協働を通じて検討していく必要を感じた。 

 ５ページをごらんください。 

 御当地キャラクターの活用等については、研修先

をキャラクターに共通するのは、キャラクター自身

に人格を持たせ、積極的に行動し、日常の出来事を

町内はもとより全国に広く情報発信する事で、キャ

ラクター視点から見た町の魅力をＰＲしていた。ま

た、中に入る人間も緊急雇用創出事業等で雇用した

女性を登用し、かわいい動きを演出し、より愛され

る工夫をしていた。また、付き添いの人間の衣装や

帽子などの小道具にも工夫を凝らし、セットでＰＲ

していたのが特徴的であった。 

 関連グッズに関しても、多種多様なものを取りそ

ろえていた。特筆すべきは、その町の衣料業者と提

携してキャラクターの入ったＴシャツやポロシャツ

を販売していた。官民挙げた取り組みによって、地

元を盛り上げる工夫がなされていた。 

 上富良野町の町と観光・農産物のＰＲのために

も、今後とも「らべとん」の積極的な活用が求めら

れる。 

 以上、報告といたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、厚生文教常任委員

長、金子益三君。 

〇厚生文教常任委員長（金子益三君） 次に、厚生

文教常任委員会から報告をいたします。 

 厚生文教常任委員会所管事務調査報告。 

 本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調

査に付託された調査事件について、調査の経過及び

結果を会議規則第７７条の規定により報告する。 

 平成２６年１２月１日。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 厚生文教常任委員長、金子益三。 

 記。 

 調査事件名。 

 １、特別養護老人ホームラベンダーハイツの運営

について。２、健康寿命の延伸について。 

 調査の経過。 

 本委員会は、閉会中の継続調査事件名を「特別養

護老人ホームラベンダーハイツの運営について」と

「健康寿命の延伸について」に決定し、平成２５年

６回、平成２６年７回、計１３回にわたり委員会を

開催し、その結果を次により報告する。 

 調査の結果。 

 （1）「特別養護老人ホームラベンダーハイツの

運営について」。 

 ラベンダーハイツの現状。 

 昭和５９年４月１日に開設され、定員５０名の多

床室で運営されている。その後、平成４年に定員２

５名のデイサービス事業、平成１１年に定員１０名

の短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護い

わゆる（ショートステイ）事業を行い、平成２６年

には給食業務が委託となり、それにかかわる臨時職

員は、委託先の業者に再雇用されている状況であり

ます。 

 ラベンダーハイツの施設及び設備整備状況につい

ては、平成７年にボイラーの更新、平成８年から９

年にかけて暖房の大規模改修、平成１０年に一般及

び介護浴室の改修が行われ、平成１３年から１４年

に屋根及び外壁の改修、平成１７年には給湯暖房ボ

イラーと下水道整備の改修がされ、平成２３年には

スプリンクラーの新設、平成２４年、２５年にトイ

レの改修を行い、今後はさらに大規模な中間浴室や

ボイラーの改修が予定をされております。 

 ラベンダーハイツ介護サービスの利用状況につい

て。 

 特別養護老人ホームにおきましては、平成２５

年、１日平均として４８名、ショートステイにおい

ては、平成２５年、１日平均８名、デイサービス事

業においては、平成２５年、１日平均１９.５名の

サービス状況となっております。 

 富良野圏域の介護施設「特別養護老人ホーム」の

状況につきましては、当町におきましては、昭和５

９年４月開所のラベンダーハイツが５０床のベッド

数の多床室で、公設公営。中富良野町におきまして

は、こぶし苑が平成１７年１２月に、同じく３０床

で多床室、公設公営が行われており、富良野市にお

いては北の峯ハイツが昭和５４年１月に開設され、

その後、平成２５年４月に移転新築が行われ、現

在、１２０床の個室型として民設民営で行われてお

り、南富良野町におきましては平成２２年４月から

民間移譲がされ、一味園、ふくしあにおいて、それ
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ぞれ５０床ずつ多床室と個室型で、公設民営で行わ

れている状況にございます。 

 特別養護老人ホーム「ラベンダーハイツ」の課題

につきましては、介護職員、看護職員の確保につい

て。 

 介護職員、看護職員の確保は、安定した事業の運

営には欠かせない常時の課題であり、安定した良質

なサービス提供を維持するためには、人員確保のた

めの処遇改善など、何らかの対応を図る必要があ

る。 

 長期的展望に立った整備計画の策定について。 

 ラベンダーハイツは、昭和５９年４月に開設し、

ことしで３０年目を迎え、これまで各種の改修を行

い施設を維持してきたが、全体的に老朽化している

状況にある。今後の多様化・高度化する利用者ニー

ズに対応できる個室型の部屋がなく、多床型のみの

つくりとなっている。 

 第６期介護保険制度改正に係る対応について。 

 介護保険法改正が予定されている平成２７年度第

６期の初年度以降の財政措置については不透明な状

況であり、今後、施設の経営状況の推移を見きわめ

ながら、適切な運営を図っていく必要がある。 

 小規模特養（50 床）の規模について。 

 一般的に特養の経営で採算がとれる適正な規模

は、１００床程度が最も効率的と言われている。今

後は、効率的な利用者確保を図るとともに、経営改

善や財源確保の観点からも、増床の調査研究を重ね

る必要がある。 

 まとめ。 

 ラベンダーハイツは、建設から既に３０年が経過

し、開所された当時の社会的背景としては、高齢化

率も９.９２％と低く、いわゆる高齢者の収容の場

として位置づけがされていた。その後、収容の場か

ら生活の場へと老人ホームのあり方が変化し、より

人権を重視した施設運営が求められてきた。 

 近年、特別養護老人ホームも公設公営から社会福

祉法人など民間への移譲を行い、入所者のプライバ

シー保護やプライベート空間の確保などの面から、

個室化によるユニット化がふえている。 

 富良野圏域でも南富良野町は、平成２２年に行政

から社会福祉法人に管理運営を移譲し、個室ユニッ

トの特養も運営がされている。 

 また、富良野市は、昭和５４年に開設された多床

室の施設も平成２５年には、郊外の北の峯地区から

市街地区に、完全個室ユニット型介護施設の特養と

して移設新築がされた。 

 先進地の視察先においても、地元の社会福祉法人

が移譲を受けて、公設民営化で運営をしている例が

老朽化した施設を民間の社会福祉法人が新たに新築

をして、民設民営を行った例もあり、入所者にも働

く従業員にも、さらには地域の介護のためにも、

「三方よし」の福祉政策がとられている地域なども

非常に多くなっている。 

 入所者や家族のニーズの多様化や社会状況の変化

に伴い、我が町のラベンダーハイツも近い将来まで

に公設民営化、民設民営化などのあり方も検討する

必要がある。 

 超高齢社会で、居宅介護では支えきれない状況が

想定される中で、現在、５０床のラベンダーハイツ

も増床を視野に入れ、多床室と個室の混合型など、

さまざまな介護施設の運営が望まれる。 

 施設に入所した高齢者が、社会的に孤立しないよ

うに生活の場として、地域と共存・共栄する施設が

求められる。 

 次に、「健康寿命の延伸について」。 

 国では、平成２５年からの第２次健康日本２１計

画において、「健康寿命の延伸と健康格差の縮小」

が重要推進事項に定められていることから、本町に

おいても、高齢者になっても健康で自立して暮らす

ことができる期間をいかに長く保つかが、超高齢社

会の最も重要な基本戦略の一つとして位置づけられ

ていることから、「健康寿命の延伸」をテーマに掲

げるものとする。 

 上富良野町の平均寿命と健康寿命について。 

 平成２２年の我が町の平均寿命は、男性７９.５

５歳、女性８６.３０歳で、健康寿命は男性７０.４

２歳、女性７３.６２歳となっている。 

 この平均寿命と健康寿命との差は、日常生活に制

限のある「不健康な期間」を意味し、この差は、男

性が９.１３歳、女性１２.６８歳となっている。 

 上富良野町の健康寿命延伸の取り組み状況につい

て。 

 健康日本２１計画（第２次）における「健康寿命

の延伸」の位置づけにおいて、生活習慣病の１次予

防を重視した国民健康づくり運動を推し進めてい

る。本町においても、「健康かみふらの２１」健康

増進計画で、生活習慣病の発症予防と重度化予防、

社会生活に必要な機能の維持向上を最重要課題に位

置づけ、健康寿命の延伸に積極的に取り組んでい

る。 

 特定健診と特定保健指導実施率について。 

 多くの市町村では、特定健診の受診率が低迷する

中で、本町の特定健診の受診率は、平成２２年度に

おいては７３.２％で全道１位、特定保健指導の実

施率は８１.７％で全道６位と、高位置をおさめて

いることは特筆に値する。 

 健康づくりの推進体制について。 

 行政の推進体制は、保健福祉課が中心となり、特
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定健診、特定保健指導、がん検診、食生活改善、歯

科検診、介護予防等の事業を行っている。 

 国保担当部局の町民生活課においては、住民を対

象とした健康づくり講演会や健康教室等を開催して

きている。 

 また、教育委員会においては、体育協会や総合型

地域スポーツクラブの協力のもと、スポーツ団体の

育成や体力増強の各種教室や講演会を開催してい

る。 

 住民の健康づくりとして、住民会単位で定期的に

フロアカーリングやパークゴルフ大会や練習を行っ

ており、住民個人ではウオーキング、ジョギング、

自転車、パークゴルフ、ふまねっとなど、体力増強

や維持活動が行われている。 

 「健康づくり推進のまち」宣言について。 

 町では、平成２６年２月８日に「健康づくり推進

のまち」宣言を行い、さらなる健康長寿の町を目指

している。 

 その他の取り組みとして、学童・若年者健診、後

期高齢者健診、無保険者健診の実施と受診促進。国

保加入者以外の希望者の保健指導実施。がん検診受

診率向上対策。健康学習の実施、健康知識の普及啓

発活動の推進。歯周病等への歯科対策の推進を行っ

ております。 

 今後の課題として、健康寿命の延伸は、住民個々

人の「健康」に対する考え方によることが大きいこ

とから、健康づくりに対する意識をさらに高めてい

くことが最も重要なことと考えられる。 

 健康づくりの目標の明確化については、数値化・

数量化した目標を掲げ、町民の健康寿命を何年延長

するか、運動大好き人口を何％にといった目標を数

値化し、その目標に向かい、着実に住民と一体と

なって健康づくりを進めるべきである。 

 喚起事業の充実。 

 みずからの健康はみずからつくることが基本であ

るが、住民の気づきとやる気を起こさせることが必

要であり、住民自身が気づき、そしてやる気を起こ

させるような施策の充実が求められる。 

 健康づくり推進体制。 

 行政組織内の推進体制としては、行政組織の関係

部署を連携させ、推進体制をつくることが期待され

る。 

 地域力を活用した推進体制の充実としては、行政

と地域が一体となって取り組む必要がある。 

 「健康づくり推進のまち」を活用し、宣言後、２

月９日から１５日までを「健康づくり推進週間」と

位置づけ、各施設の無料開放等を行ったが、継続的

に「健康づくり推進週間」を設定し、住民の意識向

上を図るべきである。 

 まとめ。 

 上富良野町の健康づくりの取り組みは、他の市町

村の模範となるほど充実している。特に、特定健診

受診率、特定保健指導終了率は、全道市町村の中で

もトップを競い合っていることは、元気で長生きを

したいという誰もの願いと、医療費や介護給付費の

削減に大きく貢献していることは、大きな成果と評

価するものである。しかしながら、健康寿命の延伸

は、特定健診受診率や特定保健指導率を向上させる

ことが目的ではなく、あくまでも住民一人一人の健

康寿命を延伸、生き生きとした豊かな暮らしを持続

することが究極の目的と考える。 

 そのためには、健康寿命を延ばすための施策を明

確にし、ターゲットの絞り込み、地域力の積極的な

活用などを進め、「健康づくり推進のまち」宣言に

ふさわしい健康寿命の町の実現のために、主役であ

る町民と行政との協働で進めていくことが強く望ま

れる。 

 なお、１３ページにあります委員会における審議

の経過については、御高覧いただいておりますこと

から省略させていただきます。 

 以上、厚生文教常任委員会所管事務調査報告とい

たします。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって委員会所管事務調査の報告を終わります。 

 この際、理事者に申し上げます。 

 今、各委員会より報告された報告書について十分

参考とされ、今後の行政運営に反映されますことを

御期待いたします。 

────────────────── 

◎日程第９ 町の一般行政について質問 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 町の一般行政に

ついて質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次、発言を許しま

す。 

 初めに、３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 私は、さきに通告してあり

ます２項目５点について質問させていただきます。 

 １項目めは、人口減少時代に対応した町独自での

支援事業の展開を。 

 １点目は、街コンの考えは。 

 ライフスタイルの多様化により、男女ともに独身

でいることに対しての抵抗が弱くなり、晩婚化の傾

向にある。また、結婚をしない選択をする男女もふ

えており、これらの独身者に対して出会いの場を創

出し、婚活を促すためにも街コンを実施してはどう
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か。 

 ２点目は、出生祝い金を。 

 日本創成会議の発表によると、２０１０年から２

０４０年にかけて、道内の１４７市町村で子どもを

産む中心世代の２０歳から３９歳の女性が５割以上

減ると予測された。人口が減ると税収が減り、公共

サービスや社会インフラの水準が低下するおそれが

ある。また、上富良野町の合計特殊出生率は１.６

６人、（平成２４年現在）であり、北海道では１３

位となっている。５年後の計画も上昇する見込みは

なく、出生した第１子・第２子・第３子に対して出

生祝い金を支給してはどうか。 

 ３点目は、不妊治療費助成を。 

 晩婚化の影響から、不妊に悩む夫婦が年々ふえて

いる。しかし、高度な不妊治療は医療保険が適用さ

れず、高額な医療費がかかる。町独自での支援策と

して、治療に要する費用の一部を助成してはどう

か。 

 ４点目は、保育情報の窓口設置を。 

 幼児期の学校教育や保育、地域の子ども・子育て

支援を総合的に推進するため、子ども・子育て支援

法などが改正された。町に子どもを預ける施設や子

育てに関する相談を一括して行える窓口を設置して

はどうか。 

 町長にお伺いいたします。 

 ２項目めは、江幌小学閉校後の利活用について。 

 江幌・静修住民会では、利活用したいが住民会で

維持管理を行い、利活用していくには荷が重いとい

う結論になった。この意見を行政としてはどのよう

に受けとめ、考えていくのか。地域の核である小学

校がなくなることは一抹の寂しさを覚え、周辺住民

の思いを生かすためにも行政側から、維持管理等行

う人材を派遣し利活用できないか、町長と教育長に

お伺いいたします。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の御質問にお

答えをさせていただきます。 

 まず、１項目めの人口減少時代に対応した町独自

の支援策に関します４点の御質問にお答えをさせて

いただきます。 

 我が国は、いよいよ人口減少時代を迎え、地域社

会の持続性が大きな懸念となっているところであり

ます。ことしの春、日本創成会議におきまして、２

０１０年から２０４０年までの間に、２０歳から３

９歳の女性人口が５割以上減少する市町村は８９６

にのぼり、全自治体の４９.８％になり、そのうち

人口が１万人を切る市町村は５２３自治体に及び、

このままでは消滅する可能性が高いと言わざるを得

ないという、衝撃的な試算結果が発表されたところ

であります。このようなことから人口減少問題、少

子化問題は、議員と同様に極めて大きな課題である

と認識しているところであります。 

 また、結婚や出産につきましては社会の価値観が

多様化し、さまざまな生活スタイルの中からそれぞ

れが選択し、人生設計をされているということを理

解し、また、社会背景等を見きわめながら対応して

いく必要があると受けとめているところでありま

す。 

 そこで、１点目の婚活を促すための街コンの実施

についてでありますが、これまで町では農業後継者

のパートナー対策として実施している、アグリパー

トナー事業、駐屯地曹友会が実施するふれあいパー

ティー事業などの支援・協力をしているところであ

り、今後におきましても引き続き関係団体に対しま

して、支援・協力を進めてまいりたいと考えている

ところであります。 

 また、町におきましては、さまざまなイベント等

が実施されておりますが、それらのイベント等に若

者が積極的に参加していただけるような創意工夫を

検討し、その中で出会いの機会がふえることを期待

しているところであり、町が独自に実施することは

想定していないことを御理解賜りたいと存じます。 

 次に、２点目の出生祝い金についてであります

が、子どもの誕生は御家族のみならず、地域社会に

とりましても大変喜ばしいことであり、町といたし

ましては、安心して出産・子育てができるよう相談

体制や多様な支援の仕組みなど、子育て環境の整備

に努めていくことは、何より大切であると受けとめ

ておりますことから、直接的な給付制度を創設する

考えは持ち合わせておりませんので、御理解を賜り

たいと存じます。 

 次に、３点目の不妊治療に対する町独自の助成に

ついてでありますが、体外受精など高額な費用を要

する特定不妊治療に対しましては、北海道の助成が

制度化されており、みずからの選択の中でこれらの

治療を希望される場合にありましては、北海道の制

度をしっかり説明し活用していただくことで、現時

点におきまして、町独自の支援策の必要性を考慮し

なければならない状況とは判断しておりませんこと

を御理解賜りたいと存じます。 

 次に、４点目の子育てに関する相談窓口について

でありますが、子ども・子育て支援制度における地

域子育て支援事業の一つとして利用者支援事業があ

り、このたび策定した本町の子ども・子育て支援事

業計画にもありますように、その調整機関を保健福

祉課とし、子育て支援班を初め子どもセンター、健

康推進班、教育委員会、さらには民間の幼稚園や保
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育所など、どこに相談しても必ず必要な支援につな

がることができるよう、連携体制を図っていくこと

としております。 

 町では、妊娠期の母子手帳交付から始まり、妊婦

相談、乳児全戸訪問、乳幼児健診のほかさまざまな

子育て支援や発達支援事業、育児サークル支援、地

域支援事業等により、子育て支援体制の基盤は一定

程度確保されているものと理解しているところであ

りまして、引き続き連携体制の強化に努めてまいり

たいと考えておりますので、御理解を賜りたいと存

じます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番村上議員の２項目

め、江幌小学校閉校後の利活用に関する御質問にお

答えいたします。 

 江幌小学校は、明治４３年４月に上富良野第２教

習所が西８線北２８号に開校、明治４５年に江幌尋

常小学校に改称し、昭和４年には静修特別教授場と

併合し、現在地に校舎が移転されました。この間、

１,３００人を超える多くの卒業生を輩出し、地域

における人材育成とともに、地域振興と文化活動の

拠点として大きな役割を果たしてまいりました。 

 平成３年度からは特認校として、小規模校ならで

はの特色ある教育を進めるとともに、平成２２年に

は開校１００周年を迎えたところでありますが、児

童数の減少などから来年３月をもって閉校し、１０

４年の長い歴史に幕をおろすことになりました。現

在の学校は、平成２年に建設され、校舎と体育館が

一体の建物で、面積は約９６１平方メートルであり

ます。 

 閉校後の利活用でありますが、江幌・静修両住民

会長を通じ、地域の意向を伺ったところ、次の３点

を要望されたところであります。 

 １点目として、江幌小学校の体育館で現在ミニバ

レーを行っているほか、最近は高齢者を中心にフロ

アカーリングが広まっており、閉校後も継続した利

用をお願いしたいと。 

 ２点目として、地域の集会施設である公民館江幌

分館が老朽化しているため、清富地区にある多世代

交流センターと同じように、地域の会館として利用

をお願いしたい。 

 ３点目として、災害の避難所でもあるため、閉校

後も引き続き避難所機能として残すようにお願いし

たい。 

 この中で、２点目の旧清富小学校と同様の利活用

につきましては、公民館江幌分館を地域の集会施設

として利用している現状から、その考えは持ち合わ

せておりませんので、御理解を賜りたいと存じま

す。 

 今後、地域におきましては、高齢化や人口減少問

題など将来の地域コミュニティーの課題もあります

ことから、町においては民間活力も含めた幅広い利

活用の検討を行ってまいりますので、御理解を賜り

たいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） １点目の街コンを考えては

というところでございますが、人口減少問題と少子

化問題は、私と同じ極めて大きな課題であるという

ことで、町長も認識されているということで、私も

意を強くしたところでございますが、それであれば

やっぱりこのままですと、男女の自由にゆだねてお

りますと、だんだん晩婚化が進みますし、人口減少

になると考えますので、総務課で企画をしていただ

いて、ホームページに「街コン始めましたよ」とい

うことで、参加者、希望は申し込んでくださいとい

うことで、男女ともに会費は３,０００円ぐらい、

それで年齢はこれは考えていただくこととして、５

０ぐらいなら５０ぐらいまでということで、そう

やってホームページに載せていただいて、そして産

業振興課、農業委員会、町民生活課、教育委員会と

かにも声をかけて協力をしていただいて、そしてポ

スターは３カ月前ぐらいに作成しまして、コンビニ

さんに協力をもらってポスターを張らしていただい

て、そうしますと余りお金もかけないで、１５万円

ぐらい予算がありますと、できるかなということで

ございます。 

 余りお金もかかりませんので、そして申し込みを

見て、これらのお手伝いをしてくださる方、実行委

員さんを募ってやってみるという、今、男女の方に

お聞きしますと出会いの場が余りないと、出会える

機会も余りないのだと、こういう話をいっぱい聞い

ておりますので、どうでしょうか。とかく行政でや

ると堅くなってしまうのでということをよくおっ

しゃるのですけれども、少しそこは柔軟に考えてい

ただいて、取り組みをお考えいただけないでしょう

か、お尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の婚活に対し

ます御質問にお答えさせていただきます。 

 冒頭のお答えで申し上げましたように、私も結婚

適齢期を迎えた方々が晩婚化になってきている、あ

るいは結婚を選択しないと、そういうライフスタイ

ルを選ばれる方が最近多いということは、これは社

会問題として考えていかなければならないというふ

うに考えているところでございます。 

 そういう中で、出会いの機会をどのようにつくっ

てあげるかということは非常に大切であります。先
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ほど申し上げましたように、私の考えといたしまし

ては、やはりそういったグループだとか、あるいは

サークル、あるいは組織団体、そういった方々が主

体に機会を議員から御提言ございましたような形

で、そういう仕組みづくりは可能だといたしまして

もやはり中身をどのようにするかということが、非

常に大切だと思うのです。 

 そういうことから、不特定多数と申しましょう

か、そういう表現が正しいかどうかわかりませんけ

れども、皆さん、どこからでもどなたでもいらして

くださいというような形での果たして中身が充実す

るかということを考えると、やはり願わくば昔のよ

うな世話焼きおばあさんがいてくれれば一番いいの

ですが、最近そういうわけにいきませんので、冒頭

申し上げましたように、いろいろな上富良野で言え

ばアグリパートナー事業だとか、あるいは曹友会の

皆さん方の事業だとかと、そういったことにしっか

りとこれからも支援させていただくことのほうが、

結果として実はいいのではないか、実りはあるので

はないかなというふうに考えおりますので、ぜひそ

ういう機会を数多くつくっていきたいなというふう

に考えているところでございます。 

 御理解をいただきたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 再質問させていただきま

す。 

 こういった方法でいたしますと、地元の女性より

も地元以外の方が申し込んでくださるということ

で、今、美瑛町では、上富良野と同じような人口で

すけれども、社会福祉協議会なんかに結婚相談所と

いうのがありまして、美瑛町もやっぱり自衛隊なん

かに問い合わせがあるそうで、こういうことを町で

するのであれば、自衛隊のほうも何とか情報を提供

したい。自衛隊さん何かも、人を送り込みたいとい

うようなお話もありますので、ぜひこういった、お

金も余りかかりませんので、そういったポスターを

つくっていただくとか、ホームページに載せていた

だくとか、この申し込みが地元以外の方、女性が申

し込んでくださるということで定住、人口増にもつ

ながるかなということで、一度これやってみていた

だく、支援をするよと町長はおっしゃるのですけれ

ども、町のほうでもぜひとこう思うのですけれど

も、いかがでしょうかね。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 村上議員の再度の婚活に対

します御質問にお答えさせていただきます。 

 今、御質問の中に、御意見の中にありましたよう

に、どういった組織か、あるいはどういった機関か

が結婚問題といいましょうか、そういうことのお話

をお聞きしたり、あるいは情報提供したりするとい

う仕組みは、これはやっぱりあってもいいのだなと

いうような感じで受けとめております。それはどこ

が担うかは別といたしましても、そういうような人

口定住者がふえる、あるいは人口を確保するという

ことは、私も非常に大きな問題だと思っております

ので、そういうところに結ぶような方法があれば、

今、議員から御提言ございましたようなことも含め

て、町として取り組めるものがあれば取り組むよう

なことは、これからも検討させていただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） よろしくお願いいたしま

す。 

 では、２点目の出生祝い金のところですけれど

も、給付制度を創設する考えはないということを

おっしゃって答弁いただいたのですけれども、８年

前、上富良野町で１４３名ぐらいの子どもさん出生

いたしておりまして、もう８年で９０名ぐらいにな

りまして、５０名ぐらい出生率が落ちてきていると

いうことで、出生率も道内一、二を争って１.８３

ぐらいだったのですけれども、今は１.６６という

ことで、これでも高いほうですけれども、各道内か

ら見ますと。でも８年前と比べて、既に５０名ぐら

い出生率が落ちてきていると、第２子、第３子もう

けたいなと思いましても、また経済的なことが大変

でございまして、児童手当も国とか道で出されてお

りますけれども、これら見ましても町は１,５５１

万円ぐらい。 

 それから、子育て支援等も、ごみ袋１歳の誕生祝

いとかやっていただいております、いろいろと。子

育て支援事業やっていただいているのですけれど

も、これを見ましても８６０万円ぐらいと、それか

ら母子保健のほうもやっていただいております。い

ろいろやっていただいているのですけれども、何と

いったって子育てには大変お金がかかることでござ

いますし、結婚も経済面の支援、経済的なきちっと

した基盤ができなければということもありますし、

今、国のほうでは３６０万円未満は５歳までの教育

費無償にするということ、文科省で検討していたの

ですけれども、解散になりましたので、ちょっとこ

こら辺はどうなるのかなと思うのですけれども、そ

ういうことを考えますと、特殊出生率も少し回復を

狙って１.８を目指すような計画、計画は１.６６で

横ばいのような計画されておりますし、やっぱり第

１子誕生されましたら、「あなたは上富良野町の宝

物だと、よく産まれてくださいました」というよう

な感じのお祝い金、子育ての予算が、優先順位は一

番高いのではないかと。 
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 やっぱり大体で子育て、子どもさんの関係で３,

０００万円ぐらいの予算でしょうか、全体を眺めま

すと、やっぱり子育てのほうの予算がちょっと、も

う少し取ってもいいのではないかな。第１子、あな

たは宝物、上富良野町にとって本当にというお子さ

んに対するお祝い金これを考えても、児童手当があ

るではないかとかいろいろ言われるかもしれません

けれども、それは国・道からの大分補助金もいただ

いていますので、上富良野自体を考えますと、もう

少し子どもさんに予算を取ってもいいのではないか

とこのように考えるのですけれども、いかがでしょ

うか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の子どもに対

する給付制度についての御質問にお答えさせていた

だきます。 

 町といたしまして、おかげさまで出生率につきま

しては、全道と比較いたしましてもあるいは全国と

比較いたしましても、割と上位に位置している恵ま

れた状況でございます。しかし、まだまだ町の思い

としては、高い出生率を望むわけでございますけれ

ども、いろいろ今までも議会の皆さんとも議論の中

で、私もお答えさせてきていただいておりますけれ

ども、やはり私は上富良野町の姿勢として妊娠から

就学に至るまで、確かにおめでたいということでお

祝いをしてあげることも、それは有用ではあるとい

うことは十分理解できますけれども、しかし、やは

りどの時点においてもしっかりとサポートされ、支

えられているという安心感を若い世代の皆さん方に

与えていくということは、今の政治のキャッチフ

レーズではないですけれども、切れ目がなくどこま

でもしっかりとサポートされているという仕組みを

厚くしていくことが、やはり究極的には安心して出

産をしていただける、安心して子どもを育てていっ

ていただける基本であろうというふうに考えおりま

すので、限られた財政の中でどのように出産・子育

てをしていくという観点から考えますと、やはり日

常のそういった支援体制を厚くしていくほうに町民

の大事な血税を向けていくことが、私は安定したま

ちづくりにつながるものと理解しておりますので、

給付事業につきましては、そういう考えは持ち合わ

せていないことを御理解いただきたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） では、子育て環境のほうに

厚くするように、ひとつよろしくお願いしたいと思

います。 

 それから、３点目の不妊治療費の助成のところで

すけれども、この質問は、何回か前に１回させてい

ただいておりまして、これできょう２回目なのです

けれども、前回、検討してみるというような答弁い

ただいたのですけれども、今現在、道のほうからで

通算５回助成されていますけれども、ことしの４月

１日から新たに助成を利用する妻の年齢が４３歳以

上の場合は、助成が３回になったのですよ。それ

で、そこのところを何とか、前と同じような通算５

回にならないかどうかということと、それと、これ

が進んでいかないのは町として、どういった方が不

妊治療されているかという状況を把握していらっ

しゃらないところが、ちょっと進んでいかない原因

なのかなと思うのですけれども、それと、国のほう

でもどんどん変わってくるわけなのですね、助成方

法が。それで、この手続も物すごい複雑でして、五

つぐらい資料がいるのですね。 

 それで、この資料の五つを省くわけにはいきませ

んけれども、助成のほう、ことし４月からこのよう

に変わっておりますので、その変わった部分につい

てでもどうなのでしょうか、お考えしていただけな

いでしょうかと思いますが、いかがですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の不妊治療に

対します助成についての御質問にお答えさせていた

だきます。 

 以前にも議員から御質問をちょうだいしておりま

すが、そのときもお答えさせていただいております

が、御質問の中でありました、本町の実態につきま

しては現場のほうで把握しておりますので、必要で

あればお知らせさせていただきますが、制度につき

ましては、本年の４月から一部受けられる助成の回

数が変わったという実態はございます。平成２８年

からは、さらに見直しがされるというふうに伺って

おりますが、現在、ほかの現課におきまして、町村

独自の助成事業を行っているような実例も伺ってお

ります。どこの町村にお聞きいたしましても、非常

に北海道の行っております助成事業を超えて、それ

を望まれるという仕組みは持っていてもなかなかそ

ういった実態に結びついていないと、多くの自治体

がですね、そういうようなお話も伺っております。 

 しかしながら、少ないからいいのかということで

はございませんが、当町におきましても非常に、

今、聞いている限りでは過去に、いっとき大変複数

の方々が御利用されたと、事業を受けたということ

を聞いておりますけれども、最近の状況の限りにお

きましては緊急性等を考えると、少し検討する期間

があってもいいのかなというふうに理解しておりま

して、あの制度を議員からお話がありましたよう

な、町でも応援してあげること大事ではないのとい

うことを否定するわけではありませんけれども、少

し状況を検討する期間がまだあってもいいのかなと
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いうふうに理解しておるところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） よろしくお願いしたいと思

います。もう２８年と言いましても来年２７年です

ので、途中で挫折される方がいらっしゃいますの

で、その点、今、継続するような感じでひとつ考え

ていただきたいなと思います。 

 それから、４点目の地域に保育所情報の窓口の設

置のところでございますが、今度、子ども・子育て

支援新事業の中に、子どもを預ける施設探しですと

か、新しい制度で今後１号、２号、３号、幼稚園や

保育所を利用するときには、自治体から認定を受け

ることが原則となりましたし、保護者の就労などで

保育の必要性がある場合は２号、３歳以上、それか

ら３号はゼロ歳から２歳、利用できるサービスの範

囲も異なるわけなのですね。 

 そういったことで設置機関が、保健福祉課だとい

うことであれば、大元は保健福祉課ですので、やっ

ぱり利用者の支援事業として情報を集約して、まと

めて相談できる場を設けることが盛り込まれている

わけですので、そういったことをわかりやすく保健

福祉課の中に子育て支援班がございますけれども、

こういったすごい環境が変わりますので、今度、保

育事業が。そういったことで、総合のここが窓口で

すよというような感じで設置をしていただいて、わ

かりやすいようにしていただきたいと思うのですけ

れども、その取り組みについてはいかがでしょう

か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の子育てに関

する相談窓口についての御質問にお答えさせていた

だきます。 

 ただいまの御質問は、保育事業に関することが主

眼なのかなというふうに理解しております。 

 町といたしましては、先ほど当初のお答えで申し

上げましたように、ワンストップサービスができる

ように、例えば保育に関する事項、あるいは育児に

関する事柄、あるいはお子様の病気等に関する事

柄、そういったものはどこの部署へ行ってもきちっ

と御説明できるような連携体制は、一定程度整って

いるということでお答えさせていただいたところで

ございます。 

 保育に関する相談も、その目的に沿った場所へ

行っていただければ、必ず保育に関する事項は全て

御説明できるような状況に、現在、既になっている

というふうに私は理解しておりますので、もし、そ

ういったことでまだ十分なそういった体制が整って

いないと感じる部分がありましたら、それはどんど

んおっしゃっていただければ改善もいたしますし、

今、あちらへ行って聞いてください、こちらへ行っ

て聞いてくださいというような御不便はおかけして

いないというふうに理解しておりますので、もし私

の思いと違う部分がありましたら、ぜひ御指導いた

だければと思います。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 横の連携、保健福祉課に設

置するということで、子育て会議の中にもうたわれ

ておりますので、あっちへ行きなさい、こっちへ来

なさいということならないように、今、町長、おっ

しゃいましたけれども、ぜひ横の連携をひとつよく

していただくように相談窓口、よろしくお願いした

いと思います。 

 それで、次の２項目めの江幌小学校、閉校後の利

活用についてでございますが、町長と教育長に再質

問させていただきたいと思います。 

 １０４年の長い歴史に幕をおろすということにな

りまして、大変寂しく感じているところでございま

すけれども、江幌小学校の閉校後の利活用について

は、地域の会館としての利用は江幌会館があります

ので、分館がありますので、集会所としての利用は

考えていないということをいただきましたけれど

も、そのほかについては町としては、民間活力を含

めた幅広い利活用を検討を行うという御答弁をいた

だいたのですけれども、それであれば民間でこうし

た場所を借りて何か事業を行いたいということ、そ

ういったことがありましたときには、それに応じて

いただくことができるのでしょうかどうか、ちょっ

とお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番村上議員からの江幌

小学校閉校後の利活用についての御質問にお答えい

たします。 

 今、民間活力という部分で売却になるのか、貸与

なのか、具体的な話は全く進んでおりませんし、

今、御質問あった部分については、その相手から話

があったときに、さまざまなことに対応していくと

いう形で考えているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） そういった方がないことも

ありませんので、そういった場合には相談に乗って

いただいて、そのときに住民会の要望も避難場所、

これは絶対必要だと思いますので、やっぱり避難場

所としての機能を備えるということは、これは条件

的にはいずれにしても大事なことだと考えているの

ですけれども、住民会の今言われているところを条

件も飲んでいただくと言ったらあれですけれども、

できることとできないことがあるとは思うのですけ

れども、そういったもし民間はないこともありませ
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んので、そういった方がこことをということになっ

た場合には、住民会の意向も取り入れていただける

ような努力をされるのかどうか、そこら辺ちょっと

お尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番村上議員の御質問に

お答えいたしたいと思います。 

 先ほど申し上げたとおり、１番の部分、体育館の

部分を続けて利用したいだとか、３点目にお話の

あった避難所施設としての部分についての御質問か

と思いますけれども、ともかく相手が貸与にするの

か、譲渡するのかだとかいろいろな条件が、まず相

手が出てきたときにはあります。 

 住民会のほうから、こういう部分でという御要望

については当然相手が許せば、そういうふうな対応

を極力とりたいなというふうに思っております。 

 また、避難所についてでありますけれども、避難

所については今回の防災計画の改正したときに、そ

れまで江幌分館が避難所と指定されていましたけれ

ども、それらを江幌小学校に改正したばかりでござ

います。それは閉校になるということを想定してな

かったものですから、そういう結果になったのであ

りますけれども、避難所については、それら江幌分

館に直すというようなことも対応としてございます

ので、それらの部分で御理解をいただければと思っ

ております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、３番村上和子君の一般質問を

終了いたします。 

 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１０時３６分 休憩 

午前１０時５０分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 一般質問、次に、４番米沢義英君の発言を許しま

す。 

○４番（米沢義英君） 私は、６項目について、町

長に質問いたします。 

 第１点目は、福祉避難施設の指定についてお伺い

いたします。 

 福祉避難施設の指定は、災害時における福祉避難

所として利用されるというのが現状であります。既

存の建物を活用し、介護の必要な高齢者や障がい者

など一般の避難施設では生活に支障が出るというこ

とが予想される人に対してケアが行われ、要支援者

に配慮した避難所のこととされています。しかし、

上富良野町においては、明確な福祉避難施設の指定

がないというのが現状であります。今後、どのよう

にされるのか、この点についてお伺いいたします。 

 次に、ファミリーサポートについてお伺いいたし

ます。 

 ファミリーサポートセンターとは、家庭の事情な

どで、子どもを一時的に預けなければならないとき

に利用できる会員制の組織であります。利用料につ

いては３０分を基本とし、設定されています。しか

し、利用者からは、利用料が高いという声も聞か

れ、パートなどで働いたら、パートの賃金がなく

なってしまうという声が、利用者のアンケート調査

でも明らかになってきています。その点でおいて、

高い利用料金の見直しを町としても対応すべきだと

いうふうに考えますが、この点について、今後、ど

のようにされるのかお伺いいたします。 

 次に、中学校までの医療費の無料化と小児科の設

置についてお伺いいたします。 

 上富良野町子ども・子育て支援事業計画策定のた

めのアンケート調査結果でも、子育ての環境や支援

に関する意見、充実してほしいという声が多数寄せ

られています。 

 例えば、子どもが病気になったとき、遠くへ行か

なくても済むような医療体制の充実を望む声や、子

どもの医療費の無料期間を現在よりももっと長くし

てほしいなどなどの声が、多数寄せられているのが

実情であります。これは就労の状況等の変化、経済

的な負担がふえるという状況の中で、医療体制の充

実、子育て支援の充実の声が上がるのは当然であり

ます。このことを考えれば、中学生までの医療費の

無料化と小児科の設置など、町として今後どのよう

にされるのか、明確な答弁をお願いいたします。 

 次に、介護保険計画についてお伺いいたします。 

 第６期介護保険事業計画の策定がされています。

介護保険制度が大幅に改悪されようとする中で、多

くの利用者の方からも将来の介護保険料の負担はど

うなるのか、介護施設の入所はかなうだろうかなど

などの不安の声が多数聞かれるという状況にありま

す。そのことを申し上げ、次の項目についてお伺い

いたします。 

 一つ目には、平成２７年度の介護保険料は高くな

ることが予想されますが、見込み額はどのようにな

るのか、お伺いいたします。今現在では、基準額

３,９５０円というところから出発すれば、当然４,

５００円台になることも想定されます。そういう状

況になれば当然介護利用者の負担が増すという状況

になりますから、介護保険料の抑制を行うことが求

められます。一般会計からの繰り入れを行うなどし

て介護保険料の軽減を行う、これが今、行政に求め
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られているものと考えます。この点について伺いま

す。 

 二つ目には、従来からの要望が多い特別養護老人

ホーム、上富良野町においては５０床という状況の

中で、上富良野町に入所できないという状況で、他

の施設に入所せざるを得ないという状況がありま

す。グループホームについてもそうであります。こ

のことを考えれば、増床や新設が当然日程に上るべ

きものと考えますが、介護保険計画の中では、この

位置づけはどのようにされているのかお伺いいたし

ます。 

 三つ目には、独居、高齢者世帯へのこの間、町は

１０世帯を対象にした合同訪問調査を実施している

ということが書かれていました。介護計画に反映す

べき内容など多数あるものと考えられますが、この

合同調査の結果踏まえて、介護計画に反映すべき課

題はどのような課題があったのか、この点について

お伺いいたします。 

 次に、農業政策についてお伺いいたします。 

 今、農業は、大変な状況にあります。近年では、

反当たりの直接支払い金が半額になるという状況の

中で、米価格の暴落や畑作物の価格の低迷、またこ

の間決着したＥＰＡの決定、経済連携協定、あるい

はＴＰＰの推進、太平洋連携協定という状況の中

で、農家の人が農家をしたくてもなかなかできない

環境、一定価格の価格保障がなければ、農家はやっ

ていけないということは明らかであります。 

 また同時に、それは上富良野町の基幹産業である

農業、これは当然言うまでもなく家族経営・農業経

営で維持・発展してきたわけですから、今、こうい

うことを考えれば、少なくとも上富良野町において

農業を維持するための多様な農業者を確保し、農業

を強くすること、これが今、町に求められていると

考えます。 

 町においては、独自の農業振興計画の総括と評価

を踏まえ、町の特色を生かした足腰の強い魅力ある

農業の実現のために、農業振興計画の策定が実施さ

れましたが、次の項目についてお伺いいたします。 

 一つは、第６次農業振興計画の評価と次年度の計

画に生かすべき課題はどういうものであったのか、

この点をどう評価されているのかお伺いいたしま

す。 

 二つ目が、高齢化する農業の中で、労働力の確保

は欠かせないものになっています。また同時に、後

継者の育成及び新規就農者を受け入れる支援体制づ

くりが必要であることは言うまでもありません。閉

校した学校、空き家などを活用し、農業実習生や農

業体験者を受け入れる施設整備など、具体的な施策

の展開、こういう状況の中で労働力の確保もする必

要が今求められているとも考えますが、この点につ

いてお伺いいたします。 

 三つ目には、当然のことながら、大規模拡大をし

なさいというのが国の政策であります。しかし、大

規模拡大をすればするほど、経費がかさんで農業が

やっていけないという声が、上富良野町でも聞かれ

るという状況になってきています。しかし、そうい

うことをいっておられませんから、農業者はみずか

ら努力して営農集団等、あるいは機械等の使い方を

共同利用するなどいろいろな工夫を試みながら、こ

の上富良野町の農地を守りたい、その思いで農業を

維持しているというのが状況でありますから、農業

機械や施設などの共同利用の充実は、当然のごとく

これからも一層充実するということは必要だと考え

ますが、この点についてどのように考えているのか

お伺いいたします。 

 また、今、近年では女性農業者が、農業に参入す

るという機会もふえてきているのも実情でありま

す。上富良野町を見ても、若い女性が農業に夢見て

農業をする、こういう人たちも出てきています。そ

のことを踏まえれば、女性農業者を育成するための

一層の研究機会の充実、または上富良野町独自での

農業者の女性農業者のフォーラムを開催するなど、

女性農業者がこの上富良野で、さらに希望を持って

農業の担い手としてなっていけるそういう農業を目

指すためにも、フォーラムの開催が必要だというふ

うに考えますが、この点について町長は、どのよう

にお考えなのかお伺いいたします。 

 次に、６次産業化についてお伺いいたします。 

 ６次産業化は、町においてもこの間取り組まれて

きております。観光客などの宿泊施設として活用さ

れているという話も聞きました。また、畑等におい

てワイン用のブドウを植え、そして栽培して、それ

を加工し販売する、あるいは地元の麦などを使い活

用しながら、パスタなどの加工販売するなど、農業

者の新たな取り組みも始まっているというのが実情

であります。 

 しかし一方で、経営するためには農産物の加工販

売するための資金ぐりや許認可の申請を初め、多く

の課題があるようであります。当然、人も必要であ

ります。多くの人に上富良野町の自然や農業の魅力

を知ってもらうためにも、町の支援体制の強化・充

実が今よりも求められていると考えますが、この点

についてお伺いします。 

 二つ目には、町の現在ある加工施設を観光者にも

利用できる、また当然ながら一般の町民にも利用し

てもらうことは言うまでもありませんが、加工体験

施設として発展・充実させるということが今求めら

れていると考えます。今こそ上富良野町の独自色、
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町の色を出す、このことが必要だと思います。 

 以上の点について、町長の明確な答弁を求めま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの福祉避難施設の指定に関する御

質問にお答えさせていただきます。 

 町では、災害発生時におきましては、まず第一に

指定する避難所へ安全に避難していただくことが重

要であると考えており、各避難所におきましては、

避難行動要支援者に対しましては、避難所生活に配

慮し、専用スペースの確保や間仕切りの設置など、

地域防災計画において位置づけているところであり

ます。 

 また、避難生活が長期化した場合におきまして

は、高齢者・障がい者・妊産婦・乳幼児及び病気の

方など、一般的な避難所での生活に支障を来す避難

行動要支援者に対しまして、特別な配慮が必要とさ

れた場合に、福祉避難施設を開設することとしてお

ります。 

 福祉避難施設の開設に当たりましては、２次避難

所として位置づけられ、指定する避難所のほかに特

別養護老人ホーム等の老人福祉施設、保健福祉総合

センター等社会福祉施設等に開設し、避難行動要支

援者の身体的状況に応じた施設へ収容することとし

ており、あらかじめ福祉避難施設を指定しておりま

せんが、災害時にはその対応がしっかりとできる地

域防災計画となっており、さらにこれら福祉避難施

設につきましては、町外へ及ぶことも想定されてお

り、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めのファミリーサポートセンターの

利用料に関する御質問にお答えいたします。 

 ファミリーサポートセンターは、現在、ＮＰＯ法

人こどもサポートふらのに委託し、会員間の信頼関

係をもとに事業運営が図られているところでありま

す。 

 利用料につきましては、会員相互の援助活動とし

て、援助する側と受け取る側、双方の立場から検討

し設定されたものであり、会員登録の際には、事業

の趣旨と助け合いの仕組みを十分説明し、御理解を

いただいた上で入会していただいております。 

 会員の中には、依頼するときには利用料を支払

い、提供するときには利用料を受け取るという、両

方の会員登録をされている方も多くおり、提供会員

となっていただく方には、２４時間の講習を受講い

ただき、その後のフォローアップ研修や託児サポー

ターなどの経験を積み、スキルアップを図っており

ます。 

 また、この事業は、保育所入所や一時預かり事業

の補助的な役割が大きく、早朝・夜間・休日等の限

られた場合での預かりや送迎など、他の保育サービ

スのすき間を埋めるような利用が主であることか

ら、提供される援助活動に対して、現在の利用料は

適正なものと理解しているところであり、現状にお

いて利用料の見直しを考えておりませんので、御理

解を賜りたいと存じます。 

 次に、３項目めの小児医療への支援に関する御質

問にお答えいたします。 

 議員の御質問にありますように、昨年実施いたし

ましたアンケート調査におきましては、小児医療に

対する不安や医療費の負担感について、多くの御意

見が寄せられたところであります。 

 町内に小児科を設置することは、非常にハードル

の高い課題であると受けとめておりますが、幼児保

育など子育て支援事業の充実のほか、任意の予防接

種費用の助成や各種健診事業など、予防への支援や

母子保健面からの支援の充実などに取り組んでいく

ことが必要と考えているところであります。 

 また、中学生までの医療費の無料化につきまして

は、多額の一般財源を伴う事業でありますことか

ら、年代による医療費の負担感、あるいは入院・通

院別など、さまざまな角度から検証を行い、子育て

支援対策全体の中で、現行の乳幼児医療費助成制度

の見直しも含め、検討を進めてまいりたいと考えて

おりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、第６期介護保険事業計画に関する３点の御

質問にお答えさせていただきます。 

 まず１点目の第６期の介護保険料についてであり

ますが、国の介護報酬についてもいまだ未確定の中

での計画策定であり、現段階におきましては、来年

度以降の介護保険料基準額は確定していない状況で

あります。 

 改定に当たりましては、安定した介護保険財政の

運営を基本とし、平成２７年度からの３カ年の介護

給付費を見込んだ中での算定となりますが、昨今の

急激な高齢化による要介護認定者の増加に伴い、介

護給付費の増嵩が見込まれることから、現状の介護

保険料では、十分なサービスの提供が難しくなるも

のと考えております。 

 また、１号被保険者の保険料負担割合につきまし

ても２１％から２２％になることから、一定程度の

保険料の上昇は避けられないものと予測していると

ころであります。 

 介護保険料抑制のための一般会計からの繰り入れ

につきましては、介護保険制度は相互扶助の趣旨の

もと、ルールに基づいて国・道・町、そして１号被

保険者・２号被保険者の保険料によって運営するこ
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ととなっておりますことから、町独自の一般会計か

らの繰り入れは考えておりませんので、御理解を賜

りたいと存じます。 

 ２点目の介護保険施設等の増床についてでありま

すが、地域における状況は、特養・老健・療養型の

介護保険３施設を含め、グループホームや小規模多

機能といった地域密着型施設のほか、有料老人ホー

ムやサービスつき高齢者住宅など、多様な施設の整

備が進められております。本町におきましても、昨

年度、小規模多機能施設と住宅型有料老人ホームが

開設されたところでありまして、富良野圏域全体で

は、第５期の計画期間中に約２００床が増床された

ところであります。 

 このようなことから、第５期の計画に盛り込んで

おりましたグループホーム９床の整備につきまして

は、積極的な対応を見合わせたところであります

が、なお、一層進む高齢化の中で介護認定者、とり

わけ認知症高齢者につきましては、年々増加が予測

されますことから、民間事業者における多様な施設

整備の状況も踏まえながら、地域ニーズをとらえた

中で、次期計画に反映できるよう検討してまいりた

いと考えております。 

 ３点目の高齢者調査の次期計画への反映について

でありますが、本年度、地域福祉活動の核である社

会福祉協議会と保健福祉課におきまして、地域の実

態把握、情報共有等を図ることを目的に、独居高齢

者世帯等への合同訪問調査を実施したところであり

ます。 

 また、町内の在宅高齢者９００名を無作為抽出

し、「高齢者生活状況アンケート」を実施するとと

もに、町内の居宅介護支援事業所、介護サービス事

業所等からのヒアリングを実施し、高齢者が在宅で

生活する上での課題等について把握を行ったところ

であり、これら調査等から、冬期間の除雪、買い物

支援、移動支援等の充実など、主に生活支援に関す

る課題が抽出されたところであります。 

 今回の介護保険計画策定の中でも、地域包括ケア

システムの構築が求められており、その中で生活支

援策の充実・強化が掲げられておりますので、本町

におきましても生活支援サービスの充実のため、Ｎ

ＰＯやボランティアなどを活用するとともに、自治

会組織の御協力をいただきながら、地域全体で高齢

者を支え合う仕組みづくりが重要と認識をしており

ます。 

 また、次期計画期間中に「新しい総合事業」のス

タートを迎えることから、恒常的な支え合いの仕組

みづくり等も含め検討を重ね、次期計画に反映して

まいりたいと考えておりますので、御理解を賜りた

いと存じます。 

 次に、５項目めの農業政策に関する４点の御質問

にお答えいたします。 

 まず１点目の第６次農業振興計画の評価と第７次

計画への反映についてでありますが、取り組みの達

成程度や事業の活用度合いなど、第６次計画で示し

た主要施策ごとに評価を行い、さらに今後の農業情

勢を推しはかる中から、後継者対策、土地基盤整備

の推進、経営の効率化、多角化等重点課題を含め、

見直しや継続、拡充など、今後における施策の必要

性や重要性を判断し、第７次計画に反映させ、策定

したところであり、本計画の着実な推進に力を注い

でまいりますので、御理解を賜りたいと思います。 

 次に、２点目の労働力確保のための体制づくりに

ついてでありますが、後継者の育成や新規就農者の

受け入れの必要性につきましては、大変重要なこと

と認識しており、議員御発言にあります新規就農者

受け入れのための諸対策も含め、農作業全般を支援

するコントラクターの導入や法人化の推進など、総

合的な見地から労働力の確保や担い手対策を講じる

必要があると考えております。 

 いずれにいたしましても、農業が魅力的で将来性

のある産業になっていくことが重要と考えておりま

して、第７次農業振興計画におきましても、そのよ

うな方向へ向かっていけるよう計画されております

ので、一層努力をしてまいりたいと考えております

ので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、３点目の農業施設・農業機械の共同利用の

充実と促進についてでありますが、農業施設等の共

同利用は、生産コストの低減による経営の安定・向

上につながることから、非常に有効であると認識し

ております。 

 これまでも国や北海道の制度活用による共同利用

施設・機械の導入が図られてまいりましたが、中山

間事業を活用した町の独自事業におきましても、共

同利用についての補助事業制度を設けており、豆の

調整施設、育苗施設、格納庫や直播用田植機などの

導入を進めてきております。今後におきましても、

農業者の需要に応じた事業・制度の組み立てと合わ

せ、共同利用を促進してまいりますので、御理解を

賜りたいと存じます。 

 次に、４点目の女性農業者の育成についてであり

ますが、女性農業者で構成される直売活動への支援

を初め、女性農業者を対象とした学習・研修機会へ

の情報提供などを行っており、女性農業者がかか

わった活動も年々活発化してきていると、私も認識

しているところであります。 

 昨今、全道規模のネットワークを有する女性農業

者組織の活動も活発になってきており、その中に当

町の若手女性農業者が参画し、積極的に活動を展開
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しております。 

 私といたしましては、町の研修制度等の活用拡大

を図るなど、女性農業者がみずから取り組む一連の

活動に、引き続き支援をさせていただきたいと考え

ておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 いずれにいたしましても、議員御質問の農業政策

につきましては、第７次農業振興計画をもとに、足

腰の強い上富良野農業を目指して、新たな展開とし

て位置づける施策の規模や優先度、あわせて推進体

制の明確化について早急に作業を進め、施策の具現

化を図ってまいりたいと考えておりますので、御理

解を賜りたいと存じます。 

 次に、６項目めの６次産業化に関する２点の御質

問にお答えいたします。 

 まず１点目の町の支援体制の強化についてであり

ますが、これまでもお答えさせていただいておりま

すが、６次産業化に対応した専門部局は設けており

ませんが、現体制の中で必要に応じた活動への支援

協力、また、バイヤー紹介などの販路拡大や６次化

製品の都市部レストランでの活用、デパートでのＰ

Ｒ・販売活動の支援など、取り組み農業者・団体へ

の支援拡大を図ってきたところであります。 

 議員と同様に、６次産業化は農業者の所得向上の

みならず、雇用機会の増大など地域振興を図る上で

も重要であると考えており、引き続き現体制の中で

一層の充実・強化を図ってまいりますので、御理解

を賜りたいと存じます。 

 次に、２点目の農産物加工の観光体験利用につい

てでありますが、農業振興、あるいは観光振興を図

る上においても、当町を訪れていただく皆様に加工

体験の機会を提供することは大変有効であり、ま

た、地域の風土に触れていただくことも、その地域

を理解し、魅力の発信につながると思われます。 

 このことから、工夫に満ちた体験メニューは、誘

客の仕掛けとして効果的な手法であると認識をして

おり、実践される方々に対する側面的支援は必要で

あると考えていることから、これからも農業者や観

光事業者など、民間の皆様の取り組みに対し、積極

的に支援や情報提供を行ってまいります。 

 なお、行政みずからが直接行うべきものとは考え

ておりませんことを御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） まず１点目については、福

祉避難施設についてお伺いいたします。 

 道の調査では、上富良野町においての指定福祉避

難施設の施設指定はないというような表示になって

おります。当然、保健福祉センター、あるいは各施

設等においては、避難所指定という形にもなってお

りますから、万が一、そうなった場合、混雑するよ

うな状況が生まれるということは明らかでありま

す。確かに、そういう機能は備えているとはいって

も、多くの人がそういう施設に避難されるというこ

とも考えられますから、そういうことを考えれば、

きっちりと福祉避難施設の指定というのは、あらか

じめしておかなければならないというふうに思いま

すが、答弁の中では、大枠、指定はしていないけれ

ども、指定してあるのだという、わかったようなわ

からないような答弁で、私自身、非常に納得できな

い話で、この点どのように理解したらいいのか、明

確な答弁お願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の福祉避難所

についての御質問にお答えさせていただきます。 

 お答えの中でも御説明させていただいております

が、現在、福祉避難所となり得る場所は、想定して

おることは御案内のとおりでございます。しかし、

避難に当たりましては１次避難、１次避難に当たり

ましては、とにかくまず避難ということが大前提と

なりますので、１次避難を終えた後、１次避難の中

でも一部そういった支援を、特別な支援を要する方

に対しましては配慮いたしますけれども、それから

さらにそれぞれの方に合った場所へ２次避難をして

いただく。そしてその場所が、議員が心配されてお

ります福祉避難施設としてそこを位置づけるわけで

ございまして、住民の皆さん方に御不便をかけする

わけでもありませんし、何ら不安感を与えるものと

は思っておりませんので、避難行動をお願いする過

程において、それらは障りとなるようなことは想定

しないことから、あらかじめここが福祉避難施設で

すというような明示はしていないことを御理解いた

だきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） いずれにしても福祉避難所

として指定していないということでありますから、

きちっとどことどこを福祉避難施設として指定する

のかということは明確に位置づけて、道のほうにも

申告してもらいたいというふうに思います。 

 次、ファミリーサポートについてお伺いいたしま

す。 

 先ほども例で言いましたが、働いてもパート代が

この利用料になくなってしまうという形に、平日で

したら３０分当たり３５０円、１時間７００円とい

う形になります。平日の午前７時から午後７時以外

の時間当たりになりますと、３０分４００円、祝祭

日もそういう形になります。預ければ預けるほど、

当然ながらありがたいことなのですが、負担がふえ

るという状況になります。 
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 そのほかにも送り迎えに１回２００円と、距離等

によって換算されますし、食事等が提供された場合

は、１食２００円等が納めなければならないという

形になります。 

 そういうことを考えれば、アンケートの中にもあ

りましたように、こういう実情を変えてほしいと、

負担を軽減してほしいと、いっときであってもそう

いう声が寄せられておりますが、町の従来からも私

は答弁の内容の中でおかしいと思う。そういうこと

は一切行いませんと、従来の制度を利用していただ

くことが最高なのだということなのですが、こうい

うアンケートの結果をもって子育て支援計画をつく

るわけですから、そういう計画を生かさないという

わけにはいかないのだというふうに私自身は考える

のですが、この点は何が何でもこれは見直さない、

負担の軽減策は行わないのですか、明確に答弁して

いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員のファミリー

サポートに関します利用料の御質問にお答えさせて

いただきます。 

 このファミリーサポートセンターが運営されてい

るという趣旨そのもの、先ほども御説明申し上げま

したが、これは通常の保育事業の中で充足しきれな

いすき間を埋める事業というふうに私ども理解して

おりまして、例えば議員御質問にありましたよう

に、パートで働く時間帯は預かってほしい、あるい

はそういったことに類するそういうような方々をサ

ポートするという目的より、むしろ突発的などうし

ても予期できないような状況のときに預かったり、

あるいは面倒を見させていただくというようなこと

を相互に会員制で運営している事業でございまし

て、これは事業の中身を考えますと、当然、現在設

定されているような料金設定が、これは会員相互の

皆さん方が十分理解をした中での設定内容となって

おりますので、これは一部そういうような、どうい

う方面から御意見を伺ったかわかりませんが、現

在、私どものほうの判断といたしましては、料金は

適正に設定されているというふうに理解しておりま

すので、現在、見直す予定はございません。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） いずれにしても一時預かり

だろうが何であろうが、料金設定が高いという声が

あるわけですから、そういう側面、そういうことを

判断した場合、子育てを支援する、応援するという

ことは会員相互が納得して受け入れたとしても、や

はりそういう状況があれば頼まざるを得ないという

状況が生まれますから、ぜひこの点、負担の軽減策

を通り一遍のそういった決まり切った答弁ではなく

て、町でどうするのかということを明確に子育てを

側面から支援するという点からも、私はそう多くな

い利用だというふうに思いますので、この点再考す

べきだというふうに思いますが、町長の明確な答弁

を求めます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員のファミリーサ

ポート事業に対します利用料につきましての御質問

に再度お答えさせていただきますが、先ほど申し上

げましたとおり、その運営主体を含めまして、料金

設定も含め、あるいはその運営体制につきまして

も、しっかりと会員相互が理解を深めた中で運営が

されておりまして、私どもが認識している限り、そ

ういった議員から御質問にありますようなことが運

営上、課題だというような状況というふうに理解し

ておりませんし、私も現在、設定されている利用料

につきましては適正であると、先ほど申し上げまし

たように理解しておりますので、今の体制で進む

と、事業を運営されていくことについては、それで

適正であるというふうに理解しておりますので、御

理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 町長、もう一度、子育て支

援計画の寄せられたアンケートの中をよく熟読して

いただきたいと思う。表面的な読むことは誰でもで

きるわけですが、町長ともなれば熟読して、こう

いった住民から寄せられたアンケートの中に何を求

めているのかと。子育て支援に対して、そういうと

ころまできっちり押さえて政策展開をしないと、子

育ての基準がおかしくなってくるというふうに思い

ますので、含めてぜひ検討見直していただきたいと

いうふうに思います。 

 次に、中学生までの医療費の無料化と小児科の設

置の問題で伺います。 

 まず中学生までの医療費の無料化でありますが、

この間、幾度となく無料化を行うべきだということ

で質問を再三行ってきました。しかし、一向にらち

が明かないというのが実情であります。検討しま

す、検討しますということで、何を検討しているの

かわからないというのが、町長の答弁の内容なので

す。私、聞いてもですね。 

 それで、近隣の医療費の無料化の状況どうなって

いるのかということで、道の調べのもとで調べまし

た。幌加内から鷹栖、東神楽、中富良野町や南富良

野町、それこそ美瑛町においても中学生までの医療

費の無料化を行っている。ほとんどが小学校６年生

までが、通院も入院も含めて実施しているというこ

とがうかがえます。そういう状況の中で、どこもお
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金はないけれども、こういったお金をやりくりしな

がら、そういった制度をつくっているというのが実

情なのです。 

 私は、そういうことを考えたら、いつまでたって

も同じ答弁の繰り返しだ、お金がない、お金がな

い。誰もお金がないというのはわかっているのだけ

れども、そこで工夫するのは、町長、行政の役割だ

と私は思うのです。そういうことを繰り返してい

て、何がこれから検討するのだと、何を検討したい

のだという話になるのですよ、町長、やる気がない

ということでしょう。どうなのですか、明確に答弁

お願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の小児医療に対す

る助成の御質問について、中学生までの医療費無料

化についての御質問にお答えをさせていただきま

す。 

 ただいま議員のほうから、他の自治体の事例等に

ついてもお話ございました。それはその部分を切り

取ってみれば、確かにそういう自治体もあるという

ことは私も当然、承知をしております。しかし、こ

の自治体を預かる立場として、その１点だけ切り

取って判断するということは、むしろ非常に住民の

皆さん方には公平感を欠くと、あるいはバランスを

欠いた行政運営になる大きな要因を生むことになり

ます。 

 私としては、米沢議員にも再三お答えさせていた

だいておりますが、全体を通して、行政運営全体を

通して例えば子育て、あるいは子ども手当、医療費

も含めまして、全体がバランスのとれた行政運営を

することが、私に課せられた最大の責務でございま

す。１点を切り取って、それが自分に合う合わない

ということで判断をするべきものでないというふう

に考えております。総合的に子育て事業を通じて、

私は町民の皆様方から御理解をいただいているとい

うことで、これをこれからも継続していくことが私

の責任の果たし方だと考えておりますので、御理解

をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 毎回そういう答弁の繰り返

しなのです。トータルで総合的に判断すると、他の

自治体も総合的に子育て支援をしながら、こういう

ものをさらに充実して深めるということをやってい

るのですよ。ですから私は何度も言いますが、その

子育て支援計画に、こういう計画、立派な報告書な

んかも調査結果も書かれております。この中に本当

に切実な声が寄せられている、病気になったときだ

とか、少しでも医療費の負担を軽減してしほしいと

いう声もたくさん寄せられているのですよ。 

 そういうことを考えたときに、私は、何のために

この事業計画、あるいはアンケート調査を行ったの

かということで、疑問を、疑念を抱かざるを得ない

という状況に私は今考えています。 

 そういう意味では、この点、例えば一遍に中学校

まで行かなくても中学校までの２年までだとか、せ

めて小学校の６年までは全て無料にするだとかと、

いろいろ工夫の仕方があるでしょう。町長、それす

ら出てこないのですよ、答弁の中に。だからそうい

う手順、一遍にいくのが嫌だったら、段階踏まえて

一つずつやりましょうと、こういうことも発想とし

て町長の頭の中にはないですか、この点お伺いいた

します。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきますが、行政運営の事業組み立

ての手法というのは、さまざま想定して行わなけれ

ばならないというふうに考えおります。 

 そういう中でアンケート、あるいは意向調査、そ

ういったものの中から何をそこから読み取っていく

かということは、当然、議員の見解と同じにするも

のでございますが、私になりにその中から読み取っ

て、そして事業に反映させていっているというふう

に理解しておりまして、米沢議員と私との判断の価

値判断がどこに力点が置いているかというその点の

違いはあろうかと思いますが、子どもたちが安心し

て育てていただけるような方向を目指そうというこ

とでは、これは手法は多少違っても目指すところは

私は一緒だというふうに考えおりますので、御理解

を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 毎回、町長の答弁を聞くと

感じますが、情熱が感じられないですね、町をどう

いうふうにつくっていくかという、そこは上富良野

町が元気な町になっていない一つの要因だというふ

うに考えております。ぜひ中学校までの医療費の無

料化、だめであれば段階的にそういったところまで

充実してほしいというふうに考えている。 

 小児科の設置については、いろいろ段階がありま

すから、お医者さんがいないだとかということも考

えられます。そう簡単にはいかないにしても、やは

りそういう心を持った人たちを、診療科目を設置す

るだとか、そういうことも当然必要だというふうに

思いますので、この点ぜひ検討していただきたいと

いうふうに思います。 

 次に、介護保険料の問題についてお伺いいたしま

す。 

 従来も同じ答弁で、受益者負担という形の中で運

営しているので、町独自の繰り入れは行わないとい
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う形の答弁繰り返しておりますが、私は、ぜひ想定

される介護保険料等を考えた場合、繰り入れを行う

ということが必要だと思いますので、この点。介護

保険料等については、大体どのぐらい想定されてい

るのか、見込み額、この点も合わせてお伺いいたし

ます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の介護保険の

新しい介護保険計画に関する御質問にお答えをさせ

ていただきますが、まず、次期計画の中で介護保険

料をどのように設定するかということに対しまして

は、これはまだ皆さん方にお示しするような状況に

至っておりません。しかしながら、現在の料金設定

におきまして、介護保険料設定におきまして、従来

のサービス提供は非常に難しくなるというような状

況は申し上げれると思います。 

 しかしながら、料金改定をお願いしなければなら

ないことになりましても、でき得る限りの工夫をし

て利用料の低減につながるような、これから検討は

してまいらなければならないというふうに考えおり

ます。具体的にどの程度ということは、今、ここで

申し上げるわけにいきませんが、現行の水準でサー

ビス提供が維持できるということは、非常に困難だ

ということで御理解をいただきたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 一般会計からの繰り入れは

ぜひ行って、低減をしていただきたいというふうに

思います。 

 次に、グループホーム等、あるいは特養等の設置

でありますが、この答弁では町主体では設置しない

ということで、民間の活力を使うということであり

ますが、やはり入所者の多くの方の、あるいは介護

されている方の話では、当然、私も介護をした経験

ありますので、美瑛だとか富良野だとか行った場合

に結構時間がかかったりだとかします。やはり地元

で一定程度、その要素を全部カバーできないにして

も、そういう施設の充実というのは必要だというふ

うに思います。この点もう一度、介護計画はありま

せんが、位置づける必要があると思います。この

点、答弁お願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の老人保健施設と

介護保険施設等に関する御質問にお答えさせていた

だきますが、現在、そういう表現はふさわしくない

かもしれませんけれども、求める側、あるいはお引

き受けする側、施設の整備状況につきましては、現

在、不足しているような状況ではないというふう

に、総体的に不足している状況ではないというふう

に把握しております。 

 しかしながら、町の特徴、将来の、上富良野町の

みならずでしょうけれども、今後、認知症の高齢者

が増加していくというこの傾向は読み取れますの

で、そういった部分については町内において、さら

に次期計画の中で上富良野の中で充足されるような

ことは、計画の中で盛り込んでいく必要があるかな

というような課題意識を持っている状況でございま

す。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） その点を明確にしていただ

きたいというふうに思います。町はいつも曖昧に、

はっきり明確に述べないというのが従来の答弁の繰

り返しで、私は、充足しているという話であります

が、潜在的に上富良野町に求める方が多いというふ

うに判断しておりますので、ぜひこの点をきっちり

対応していただきたいと思います。 

 次に、農業問題についてお伺いいたします。 

 ７次の農業振興計画、読まさせていただきました

が、従来の６次の農業振興計画と、ほぼ同列視され

たものが非常に多いという形になっています。総体

的に答弁の中では、今後、着実に農業者の育成等を

図るために、充実を今後とも図っていきますと、一

般的な言葉でしか羅列されていないという、答弁さ

れておりません。 

 恐らく６次の計画の中にも、ここに列記されてい

る同じ計画が出てきていますから、やはりそれが十

分でなかった、だから７次の計画の中にそれを位置

づけされている部分もあるのだろうというふうに、

不十分でなかったということでね。そこら辺を考え

たときに、やっぱりもっと具体的に町として何をし

たいのか、町長自身が何をしたいのか。 

 町長、農業者出身でありますけれども、私はいつ

も農業の問題を考えるときに、農業の独自施策は薄

いなというふうに考えているのです。私はこういう

ときにこそ、今、米価が下がって直接支払い金が半

減になって、面積が大きい人ほど打撃を受けるとい

う形になっています。 

 例えば、農民連の調査でもペットボトル５００ミ

リリットルのペットボトルの米を入れた場合、こし

ひかり、魚沼産で９０円台なのです。北海道でした

ら５４円台ぐらいになるみたいです。そのことを考

えたときに、ペットボトル１本百数十円、これにも

満たない価格で米の料金設定がされているというこ

と。そういうことを考えたときに、上富良野町で後

継者を育成して、そういった体験施設もつくりなが

ら前へ進めるという、こういった政策の展開をどう

していくのかということは、今後課題であります

し、さらに町として具体的にこの部分をどう支援す
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るのかという提起が、この振興計画の中にはっきり

ともう少し位置づけてやるべきだというふうに思い

ますが、こういう方向性、町長、どのように考えて

おられるのか、お伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の農業政策に

ついての御質問に総体的になろうかと思いますが、

お答えをさせていただきます。 

 特に、第７次の農業振興計画について御質問をい

ただきましたが、６次から７次へ引き継いだものも

相当程度あることは、私も承知しております。しか

しながら、振興計画の計画上、そういった振興計画

上やはり抽象的な表現を多く用いらざるを得ない、

そういった側面もあることは御理解いただきたいと

思います。 

 しかしながら、今回の４定の中で、補正予算の中

でもお願いすることになっておりますけれども、議

員がお話のように、さらに具体的に上富良野の方向

性をしっかりと示していきたいというのが、私の願

いでもございます。そういった意味におきまして、

これまで振興審議会等につきましては、非常にその

間隔は遠く御議論をいただいておりましたが、この

たびそういった皆さん方からの意見をもう少し頻度

を多く、さらに突っ込んだ意見を具体的に御意見を

いただいて、私の思いとそこで合わせまして、農業

者の皆さん方に具体的に上富良野町としてどういう

農業の姿を目指しているのかということをお知らせ

できるように、今、その準備に既に取りかかってお

りますので、これからの推移を見ていただきたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ぜひ具体的なところまで踏

み込んだ政策提言をやらないと、上富良野町の農業

は将来にわたって大変な状況に置かれます。ＴＰ

Ｐ、ＦＴＡとかＥＰＡだとかも含めて、自由貿易協

定がどんどん進むという形になりますから、価格の

低迷が予想をされます。実態調査でも農業所得の推

移がぐっと毎年下がっているという報告もありま

す。６０代、７０代が農業の担い手だという、この

深刻な状況もあるわけですから、それをカバーする

ためにもそういった具体的な振興策を持つべきだと

いうふうに考えます。 

 次に、若い女性の農業政策の問題で、町では具体

的な行動を起こしませんということを答弁しまし

た。私は、町の中で若い女性の方が希望を持って、

新しい後継者も必要です。そういう方も含めて独自

でフォーラムを開催するなど、そういう組み方をし

ていかないと、農業者の熱意をくみ上げる仕組みを

つくっていかないと、町は元気になりません、町

長。農業者でありながら、そういう具体的な政策の

展開が、なかなか町長の中から聞こえてこない。私

は、こういうものも含めて、町でする女性の後継者

も含めたフォーラム等を開催して、少しでも応援す

る、側面から、こういう場が大事だと思いますが、

この点お伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の女性農業者の活

動支援についてのお答えをさせていただきますが、

議員御心配をされておりますが、既にそういった活

動をされております。緑峰高校のそういったグルー

プを、もう既に上富良野の中にも浸透しておりまし

て、議員が御心配されているような部分は、既に活

動されております。ただ、上富良野でフォーラムを

開くかどうかということは、これは別問題でござい

まして、女性の農業者がしっかりと主体性を持って

活動や行動をされている実態がございますので、こ

れからもそういった活動に支援を続けてまいりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） そういうことが既にわかっ

ているのですよ、いろいろ聞いて。だけれども、そ

れにもう一つ上積みしましょうという話なのです。

町長。そういうところまできっちり踏み込んだ内容

で、多くの後継者を育成する立場からやってほしい

と思います。 

 次に、農業観光体験の加工施設を発展させるとい

う問題がありますが、これも相変わらず消極的で、

物事を前に出さないという町長の姿勢がはっきりし

ています。私は、こういう農業者がいろいろな観光

される方、一般の方も含めてああいうところを活用

して、そば打ち体験だとかいろいろなものを含めて

体験できる、そういうところが今、主流になってき

ているわけですから、そういう人たちと６次化をし

ている人たち、こういう人たちとリンクして、そう

いった支援するということが今望まれています。こ

の点、町長、明確な答弁お願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の６次化に対

する支援についてお答えさせていただきますが、当

初のお答えでもさせていただいておりますけれど

も、既にそういった方々と町・行政と一体となって

取り組みをさせていただいておりますので、これを

さらに充実させていきたいというふうに考えており

ます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、４番米

沢義英君の一般質問を終了いたします。 
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○議長（西村昭教君） 昼食休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時５１分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 午前中に引き続き、会議を

再開いたします。 

 次に、１番佐川典子君の発言を許します。 

 １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） さきに通告のとおり、２項

目について質問させていただきたいと思います。 

 １項目めは、胃がん予防（ピロリ菌除菌）につい

てです。 

 平成２６年２月８日、上富良野町は多くの町民の

集う中、「健康づくり推進のまち宣言」をいたしま

した。過去における適正で細やかな保健指導によ

り、特定健診率や特定保健指導率も全道でトップク

ラスで、まさに「健康づくり推進のまち」にふさわ

しいことは、多くの町民が理解し、注目し、関心を

寄せているところです。 

 厚生労働省は、国保医療費の抑制や胃がんでの死

亡率を減らすため、平成２５年２月に、ヘリコバク

ター・ピロリ菌による慢性胃炎の除菌についても保

険適用の拡大を承認いたしましたが、この胃がん予

防について、町として死亡率の減少のための目標値

や町民周知の施策、助成制度など、今後の施策をど

のように行うのか伺いたいと思います。 

 ２項目めは、高齢者や障がい者に優しい環境整備

についてです。 

 先日、平成２６年度上富良野町高齢者実態調査の

概要が示されました。人口１万１,２９７名に対

し、６５歳以上の高齢者は３,２３４人、高齢化率

２８.６３％となっております。国や町においても

最大人口集団であるとされる団塊の世代が、いよい

よ還暦を超えてきているとされており、高齢化の波

が着実に来ております。 

 平成２５年に、上富良野町高齢者、障がい者等の

移動等の円滑化促進にかかわる道路の構造等に関す

る条例が、国の権限移譲により町として条例制定さ

れましたが、この中には乗り合い自動車停留所等に

おいては、ベンチ及び上屋を設けるとしてありま

す。高齢者や障がい者に安全で安心な道路利用の提

供をすることが、町のソフト面においても要求され

ています。買い物や病院に行くまでの途中に、雪の

ない間だけでもベンチを各所に置くことで、休みな

がら自分のペースで歩くことができる手助け的な配

慮を考えてみてはどうかと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の胃がん予防

（ピロリ菌除菌）に関する御質問にお答えさせてい

ただきます。 

 日本は、先進国の中ではピロリ菌の感染者が極め

て高く、５０歳以上では７０％の人が感染している

とも言われております。このようなことから、議員

御発言のとおり、平成２５年２月から、その除菌治

療の保険適用が大幅に拡大され、ほとんどの場合で

保険での対応が可能となったところであり、多くの

医療機関ではポスターの掲示などで、広く皆様に周

知されている状況にあります。 

 ピロリ菌検査や除菌に係る助成制度につきまして

は、現在、その考えは持ち合わせておりませんが、

がんの発症原因となる生活習慣の改善に向けた学習

や保健指導を引き続き継続していく中で、ピロリ菌

のリスク等についても周知に努めてまいりたいと考

えているところであります。 

 がん対策におきましても、最も重要なことは早期

発見でありますことから、町といたしましては進行

がんの罹患率を減少させ、がんによる死亡を少しで

も防ぐためにも「健康かみふらの２１計画」に沿い

まして、５大がんの検診受診率の目標達成に向けて

取り組んでいるところでありますので、御理解を賜

りたいと存じます。 

 次に、２項目めの高齢者や障がい者に優しい環境

整備に関する御質問にお答えいたします。 

 平成１８年に、高齢者、障がい者等の移動等の円

滑化の促進に関する法律が施行され、高齢者、障が

い者等が自立した日常生活及び社会生活を確保する

ために必要な公共交通機関の旅客施設及び車両等、

道路、路外駐車場、公園施設及び建築物の構造及び

設備を改善するための措置を講ずることにより、高

齢者、障がい者等の移動上及び施設の利用上の利便

性及び安全性の向上の促進を図り、公共の福祉の増

進に資することを目的に、国、地方公共団体及び国

民の責務などが義務づけられたところであります。 

 この法律の趣旨に基づき、北海道を参考に町でも

平成２５年４月に条例を制定し、高齢者、障がい者

等が安全かつ円滑に通行を確保するための基準等を

設けたところであります。 

 現在、町におきましては、主な道路に７カ所のベ

ンチを設置しており、そのほかにも個人商店等が店

先にベンチを設置していただいておりますが、歩道

に隣接して設置するためには、交通安全上、歩行者

の通行に支障にならない設置スペースがあることや

街路灯の設置がされていることなどが必要な条件と

なりますことから、今後におきましては、町民の皆

様の意向等を把握した上で、町においてどのような

対応が必要か等を検討してまいりたいと考えており
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ます。 

 また、高齢者、障がい者等の移動等の円滑化の促

進に関する法律では、道路における移動上の利便

性、安全性の適合基準につきまして、国が指定する

特定道路に対して適合義務が課せられておりまし

て、それ以外の道路につきましては努力義務となっ

ており、現在、当町におきます町道につきまして

は、特定道路の指定をされていないことから、適合

基準義務路線はありませんが、今後、大規模な歩道

改良事業等が実施されることとなりました場合は、

特定道路の指定等も含め、ベンチ、上屋等の整備も

検討するよう進めてまいりますので、御理解を賜り

たいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） きのう、厚生労働省のホー

ムページを開きまして、世界的にも新しく改定され

た除菌制度につきまして、高い評価を受けていると

いう情報もありましたので、ホームページを開いて

探してみましたが、一向に見当たらないという現実

があります。いろいろと厚生労働省ともお電話をさ

せていただきましたけれども、それぐらい新しい施

策であるということを先に御理解いただいて、お話

を進めたいというふうに思います。 

 次に、お答えをいただきましたことに関して、

ちょっと伺いますけれども、平成２５年度から平成

３４年度までの第２次国民健康づくり運動に合わせ

まして、健康かみふらの２１の計画（第２期）の上

富良野町国民健康保険特定健康診査等の実施計画と

いうのが出されました。そこで、上富良野町の２１

年度の死因はがんで、悪性新生物です。それで、そ

の中に３人に１人が、がんで亡くなっているという

実態がございます。 

 死亡者数を伺いますけれども、平成２４年は、が

んで２５人というふうに聞いております。２５年

は、がんで亡くなったのは何人ぐらいになっている

のか、お答えをまずいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の、がんにお

きます死亡者数についてのお尋ねにつきまして、現

在、そういった数値を持ち合わせておりましたら、

担当課のほうから答弁させていただきたいと思いま

す。少しお時間をください。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） １番佐川議員の御

質問にお答えいたしますが、今、手元に２５年度の

数値持ち合わせておりませんけれども、２０年から

２４年の５年間の積算の数値でございますが、がん

においては今、佐川議員のほうからの御発言ありま

したように、３人に１人の方が悪性新生物でお亡く

なりになっているということで、５年間で３２.６

％の方、男性が１１７名、女性が６７名、計１８４

名の方が、がんでお亡くなりになっているというこ

とであります。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 私は、多分、たしかふえて

いるというふうに記憶しておりますので、ふえてい

るということでまた再質問させていただきます。 

 ２５年度の国の目標値は、がん検診は４０％とい

うふうに出していたと思います。上富良野は、がん

検診は１３.８％というふうな表示が出ておりま

す。これに目標値が記載されておりませんが、国は

４０％を目標にしておりますけれども、上富良野が

１３.８％ということになっておりまして、この目

標の差、これについてどのようなお考えを持ってい

るのか伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） がん検診受診率目標値につ

きましては、国においては４０％、当町におきまし

ては私が現課とやりとりしている中では、もう少し

高い数値を目標値としているというふうに理解して

おります。いずれにいたしましても国の目標値を下

回っているということは事実でございまして、経緯

につきまして少し、課長のほうでわかれば、課長の

ほうからお答えさせてください。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） 御質問にお答えい

たします。 

 佐川議員のほうからありましたように、国の目標

については、それぞれ５大がんの目標値示されてお

りまして、健康日本２１の中で、胃がん、肺がん、

大腸がんにつきましては、平成２８年度を目標値と

して４０％の受診率を目指しております。女性の子

宮がん、子宮頸がん、乳がんにつきましては、５０

％の受診率を目標にしているところでありますけれ

ども、本町につきましては、がん検診につきまして

は、これまで積極的な取り組みがなかなかなされな

かったということもありまして、現計画のスタート

時点においては、それぞれ国の現在値よりもかなり

低いような受診率にあったこと。 

 そのようなことから、町においてはこの現計画の

中では、毎年度１％ずつ何とか受診率を高めていこ

うということで、それぞれの５大がんごとに目標値

を設定しておりまして、胃がんについては１５.９

％、肺がんはもともと結核検診の時代から高い受診

率がありましたので、現状維持の数値を目指そうと

いうこと、それから大腸がんについては２０.１

％、子宮頸がんは２３.８％、乳がんが３１.６％を
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目標値にしております。 

 それと、先ほどの２５年度のがん死亡者でありま

すけれども、男性２２名、女性６名、２８名が２５

年度のがんでお亡くなりになられた方の数でありま

す。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 目標値を言っていただきま

したけれども、以前のがん検診の受診率というのが

ありまして、５大がんの中で一番低いのが胃がんで

あります。１３.８％、大幅に下回っています。２

３年度の統計でも１０.８％と、ほかのがんに比べ

て大変低い数値となっております。 

 ２０１３年の北海道新聞に載った記事でございま

すけれども、がんの受診率を上げるために、胃がん

に対しても含まれていると思いますけれども、受け

ない理由は何かというアンケートをとったところ、

受ける時間がないというのが４７.４％で、がんと

わかるのが怖いというのが３６.２％、費用がかか

るというのが３５.４％、自分は健康だと思ってい

るということで３４.５％、病院に行けば何かあっ

たら、それでいいという感じでいるというのが２２

％というふうになっております。 

 胃がんに対しても特に受診率を上げるということ

が、出向く、病院に行かないといけない、検診をし

ないといけないということをおっくうがっていると

いう結果が、如実にあらわれた数字だなというふう

に理解しております。 

 国と比べまして、最大医療費の傷病名で、がんの

医療費が３２％と高いことがありますけれども、こ

れについてはどのように考えていますでしょうか、

教えていただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の健康維持の

ための御質問にお答えをさせていただきます。 

 まず、前段目標値等について、国と当町との数値

の開き等についても御説明させていただきましたけ

れども、私どもが理解しておりますのは、国といた

しましては、全国押しなべてこれぐらいの受診率に

なってほしいなというような、そういう思いがこ

もった目標値かなと。当町におきましては、実際に

検診を受けていただいている実績を踏まえて、実態

に即した目標値というふうに定めている関係の差も

あることを御理解いただきたいなというふうに思っ

ております。 

 それから、特に胃がんにつきましては、未然に早

目に発見することによって、治癒率は極めてまた高

いがんでもあることから、今、佐川議員のほうから

いろいろ原因等についてお述べいただきましたけれ

ども、そういったものを私どももそういう傾向にあ

るということ認識しておりますので、さらに受診者

がふえるような環境整備を、健康づくりの現場の保

健師の皆さん方については、非常に課題意識は高く

持って取り組んでいただいておりますが、しかし、

さまざまな理由で受診率が上がっていないことも一

方で事実でございますので、さらに個別に指導させ

ていただくなど、あるいは生活習慣病を未然に防ぐ

手だて等も講じて、胃がんのみならず５大がんにつ

きましては極力受診率を高め、そして健康な方をふ

やしていくように取り組んでいく必要があるという

ふうに認識しております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） ここに、保健福祉課からの

死亡原因第１位という、がんについて亡くなった人

だとかの資料、前にいただいたことがあります。 

 ここに医療費、早期の胃がんが発覚した場合に、

内視鏡による胃粘膜の切除術、これが約３２万円か

かるというふうに書いてあります。その後、進行が

んの方が発覚されたときは、胃の開腹切除術、これ

に関しまして１７５万円もかかるということになっ

ております。 

 先ほど、町長からのお答えでもありましたよう

に、がんに対しては本当に早期発見が重要だという

ことは、この数字からも医療費の面からも大切なこ

とであるというのが理解するところです。 

 がん予防が、もしも可能であった場合に、がんに

なる前に見地ができたということになりますと、こ

れは確実に医療費の削減につながるということは理

解していただけるというふうに思っておりますが、

それは間違いないですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の御質問にお

答えをさせていただきます。 

 本当に私も痛いぐらい、発見がおくれたことに

よって非常に望ましくない方向へ進んでいってし

まった方等の事例をたくさん聞いておりまして、と

にかくおっくうがらず検診を受けていただきたい

と。そして最近、特に検診技術が進んでおりまして

発見率も、これもまた高くなっております。そし

て、そのことによって早期に発見につながって、佐

川議員が今お話いただきましたように、治療費に

至っては格段に差があります。 

 ですから、町が所管いたします国保等について

も、そういったことが保険基盤の安定化に非常に大

きく左右する部分でございますので、これは本当に

「健康づくり推進のまち」宣言にふさわしいよう

に、意を尽くしてまいりたいと考えております。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 
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○１番（佐川典子君） 少し質問の内容を変えたい

と思います。 

 健康かみふらの２１の計画の中に、生活習慣病の

予防ということで７５歳未満のがん年齢調整死亡率

の減少を目指すということになっております。現在

の上富良野町の胃がんの検診において、エックス線

検査というのをしておりますけれども、これはずっ

とこのままの予定でいく予定がありますでしょう

か。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） １番佐川議員の御

質問であります。 

 ちょっと質問の趣旨がわからなかったのですけれ

ども、胃がん検診につきましては、町のセット検診

等で行っている胃がん検診については、バリウムの

検査でありまして、エックス線は、多分、肺がんの

検査のほうかなというふうに思うのですけれども、

もし質問の趣旨と答弁等が違っていれば、再度、御

質問いただければと思います。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） ここのページに書いてあっ

たものですから、表には、そのように書いてありま

したので、そのまま言わせていただきました。済み

ませんが、そこはちょっと理解していただきたいと

思います。 

 それでエックス線検査を毎年受けていく、胃がん

発見のために、ということは要するに放射線の被曝

をある程度は、毎年受ける形になるということで理

解してよろしいですね。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） 先ほど、私の答弁

おかしくて申しわけありません。バリウムを飲んで

映してみますので、そういうことだと思います。当

然、レントゲンもそうですし、そういったカメラ等

は一定程度、放射線を使った確認になりますので、

極めて微量ではあると思いますが、そういうことを

体に受けることは事実かと思います。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） この間、改定になったピロ

リ菌除菌の内容は、いろいろな検査がありますが、

その検査法のもちろん今まで同じように内視鏡の検

査というのを行う方法と、あと内視鏡を使わないピ

ロリ菌の抗体を調べる、そういった検査がありま

す。新しく認められております。これの中に、尿中

抗体価測定法、それから鞭虫抗体測定法、尿素呼気

試験、これらはそういったエックス線の検査を受け

なくてもピロリ菌が慢性胃炎ということで決める手

だてとなるという検査でございます。 

 ピロリ菌が常駐しているということで、がん発生

に必ずつながっていくという、そういう結果も出て

おります。今、一番新しい情報ですので、多分、な

かなかほかの自治体では理解できない話になってく

るのかなというふうには思っておりますが、先ほど

の検診率を高めるとしたら、もしこの検査法をやる

としたら、それほど大変でなくなるという可能性も

ありますし、毎年、エックス線を使わなくても判明

するという、そういうことにもつながってきます。 

 それで、今、胃がんの確定をするという、胃がん

を早期発見するという部分の前提に、ピロリ菌が胃

の細胞内に住みついているということを先ほど言い

ましたこの検査、いろいろな検査がありますけれど

も、これを用いて確認するということで、慢性胃炎

に移行していくことがわかっております。 

 それで、今、中学校や高校など若い世代、この世

代はまず１００％に近い除菌が成功します。２０

代、３０代までに除菌をしておきますと、１００％

の胃がんが抑えられるという結果も出てきておりま

す。この辺は、大変重要なことだというふうに理解

しておりますので、この辺をもう少し、まだ新しい

ことなのでなかなか難しい部分もございます。自治

体の施策としては。でも、これをもし理解できたと

したらば、上富良野町は「健康づくり推進のまち」

でございますので、はるかにまた新たながんの減少

を迎えることが施策としてできるのではないかなと

いうふうに思っておりますが、こういうこと、情報

についてはどのような対応をされる予定がございま

すか、伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 佐川議員のがん予防に関し

ます御質問にお答えさせていただきます。 

 検査の手法等につきましては、日進月歩、新しい

検査方法というのができてきているというふうに、

詳しい内容は存じませんが、いずれにいたしまして

も新しい検査体制というのは確立されてきていると

いうことは、これは客観的に理解をできます。 

 ただ、当町といたしまして、どういったメニュー

を検査項目として、どういう手法を用いて検査をす

るとかいうことは、町がこういう検査をしてくださ

いというような検査機関との間でやりとりの中で、

それは医療機関のほうから、こういう検査方法もあ

ります、ああいう検査方法も確立されましたという

こと等、情報交換、情報共有をしながら町としてそ

の方向づけを、町が医学的な見地を持って医療機関

に述べていくほどの私はまだそこまで達していない

と思います。いろいろな医療機関からの情報をいた

だきながら、あるいは病院現場等の情報も御指導い

ただきながら、確立していくべきものというふうに

思いますので、それはどちらが一方的に指示をする
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というような形ということまでは、町として、その

レベルに達していないのではないかなというふうに

考えております。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 予防できるピロリ菌の除菌

をすることによって、胃がんの予防が可能であると

いうことがわかった以上、これに関する講演だとか

そういったものを「健康づくり推進のまち」とし

て、町民の皆様や私たちも含めてですけれども、そ

ういった人たちに今後その苦しみを一人でも味あわ

ないような施策ということで、講演会を今度開いて

いただける予定はございませんでしょうか、その点

確認したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 佐川議員の御質問にお答え

をさせていただきます。 

 今、御提言ございました講演会・講習会等の類に

つきましては、今、この時点でお答えするような状

況にはございませんことを御理解いただきたいと思

います。 

 ただ、ピロリ菌除菌につきましては、冒頭お答え

させていただきましたように、保険適用になったと

いうことで、医療機関において、これはポスター掲

示だとかそういうことで啓蒙、住民の皆さん方に以

前よりずっと見えるような形で、目につくような形

で周知されておりますので、確実に関心は、関心度

は広がっているというふうに思います。 

 また、今後、町民に対するどういうふうにそれを

広めていくかということに関しましては、健康指導

を預かる現場のほうにまた聞きながら、健康増進に

図っていくようなことに資することには、取り組み

をしていきたいというふうに考えおります。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 中学生や高校生など若い時

期に除菌をしておけば、一生がんで苦しむことがな

いということが出ておりますので、健康づくり推進

の町として、ぜひ胃がんの検診に行かなくても済む

ような数値が出てくることにもつながりますので、

子どもたちの健康を守るという意味で、ぜひ次年度

の施策の中に講習会等を開いていただいて、多くの

町民に新しい形のがん予防ということで提示をして

いただきたいなというふうに思っております。 

 現在、北海道では本当にまだ少ないですけれど

も、たまたま北大の医学部の院長でした浅香先生

が、北海道出身者ということもありまして、何件か

の町で助成が始まっております。 

 由仁町は、人口５,６１８人のところですけれど

も、ここではもう中学２年生と３年生の方にピロリ

菌除菌の事業についての講演会等をされておりまし

て、現実にことし予算化するというような情報も

入っております。また、美幌町も完全に、ことしの

５月に講演会というのを開いて、これも施策のほう

に反映させております。 

 ピロリ菌が在中しているかどうかをわかる検査と

いうのは高い金額でございませんので、その両方の

町も中学生全員だとか、中学２年生、中学３年生を

対象にした施策を行っております。 

 また、稚内市におきましても２６年度は高校３年

生、そして次の年からは徐々に中学２年生、３年生

というふうに段階的に少しずつ、１回除菌したら完

璧になりますので、胃がん予防に取り組んでいるま

ちがたくさんふえてくることを今願っているところ

なのですが、あとはピロリ菌の抗体の有無を調べる

のに、大阪の高槻市におきましては尿検査から治療

費まで、全てが無料になるというふうな施策もして

おります。ぜひ、こういった新しい予防が、がんそ

のものの予防につながる施策が、その町その町で考

えられているということも御理解していただきた

い。 

 そして、上富良野町の健康づくり推進の町の町民

が関心を持たれている部分についても大きく町とし

て関与していただきたいというふうに思っておりま

す。 

 次に、２項目めの高齢者や障がい者に優しい環境

整備についてのお答えをいただきました。 

 ことしに入りましてから、本当に特に腰を大きく

曲げて車というのですか、スーパーに手押し車を押

して、腰が大変曲がっているにもかかわらず一生懸

命、スーパー近くを歩いていらっしゃる高齢の方を

見かけております。地域にスーパーがなくなったと

いうこともあるとは思いますけれども、何とも言い

がたいというか、頑張っていらっしゃるなというふ

うに見ております。 

 そして高齢の方になると、特に、自分のペースで

歩きたいということがあるそうなのですね。上富良

野町は、買い物弱者になりかけている方がたくさん

いる中、そうやって自分の健康のことも考えながら

歩き、そして押し車を押しながら、買い物をしなが

ら行くまでの道すがら、路肩に腰をおろして休んで

いる方、そしてしゃがみ込んでいる方も何回か見ま

したが、そういう高齢の方たちが一生懸命、生活の

ために歩いて、お買い物に行かれたり病院へ行かれ

たりするというときに、休む場所として町はもう少

し休むところ、ベンチを置いて自由にお休みいただ

くと、そういった提案的なことをしていただければ

というふうに思っておりますが、今後、まず７カ所

ある場所というのは、大体どこら辺にあるのか、も

しわかれば教えていただきたいというふうに思いま
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す。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤清君） １番佐川議員の御質

問にお答えさせていただきます。 

 まず、道路に隣接して設置されているベンチであ

りますが、東２丁目通り、役場の前の通りでござい

ますが、役場の庭のところに横に設置しておりま

す。それと、東１丁目通り、郵便局の駐車場の横の

部分です。それと、東１条通り、ロータリーの中に

ベンチを設置しております。それから、西保育園の

前のこの４カ所と、それから道路に隣接しています

緑地がございまして、これにつきましては本町５丁

目４番通りの緑地内、それから江花通りのポケット

パークの中にベンチを設置しております。それか

ら、富良野川の桜つづみポケットパークの江花通り

のすぐ近くに設置しております。これは３カ所で

す。合計７カ所設置しております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 今、伺いましたけれども、

本当に人が通るような場所で、また公園の中だとか

緑地の中だとか、いい場所を選んで置いていただい

ているというのがわかりました。 

 しかし、やっぱり先ほど申しましたように、上富

良野町でお買い物をする、したいスーパーというの

は集中する形になっておりまして、できれば利用す

る方たちが、少しでも高齢の方たちがお休みいただ

けるような場所を１カ所でも２カ所でもふやしてい

ただいて、また、病院に行ったりそういうところの

手前にも、病院とスーパーとの間とかそういうとこ

ろにもぜひ、もし可能であればそういうベンチをふ

やすということを考えていただきたいなというふう

に思っております。 

 これは高齢の方から直々に私のほうに、町政で

言っていただきたいのだということを言われまし

て、私、今、ここで質問をさせていただいておりま

す。横の連携も大変重要になってくると思います。

商店街の近くだったり、地権者だったりする方の了

承も得ることが大切ですし、本当に歩行者の邪魔に

ならないような場所選びというのも大変だとは思い

ますが、ぜひ高齢の方の町民の声を受けとめる、そ

ういう優しいまちづくりに関してもぜひお力をいた

だけるような施策として考えていただくわけにはい

かないものでしょうか。ちょっと伺いたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の高齢者等の

弱者に優しい歩行環境、移動環境というのでしょう

か、そういったものの整備については、十分御質問

の意味は理解できております。 

 先ほど、課長のほうから要所要所に設置してあり

ますベンチ等については御報告させていただきまし

たが、そのほかにまだ町内には、商工振興条例を

もってお店等を改築された町内で申し上げますと、

奥田はなやさんだとか、四釜さんだとかというとこ

ろにもお休みいただけるような仕組みは整っており

ます。さらに、中茶屋だとか、そういったような他

にも活用できるようなところもあるという状況もご

ざいます。 

 しかし、それで完全かということにはなりません

ので、これから町民の皆さん方から、そういった実

態をさらにいろいろ御意見を伺ったり、やはりそう

いう中でも抜け落ちているところはあろうかと思い

ます。議員も御理解いただいておりますけれども、

あと歩行者に迷惑にならない、あるいは冬期間どう

するとかというような課題もありますけれども、多

くの皆さん方が望まれるような場所に、もしそう

いった不足している部分がありましたら、それは改

善してまいりたいと考えておりますので、御理解賜

りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、１番佐川典子君の一般質問を

終了いたします。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 １時４３分 散会



― 31 ― 

 

 

   上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の 

 

  正確なることを証するため、ここに署名する。 

 

 

     平成２６年１２月１１日 

 

 

     上富良野町議会議長  西  村  昭  教 

 

 

         署 名 議 員         小  野     忠 

 

 

         署 名 議 員         村  上  和  子 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年第４回定例会 

 

 

 

上富良野町議会会議録（第２号） 

 

 
 

平成２６年１２月１２日（金曜日） 

 

 



― 33 ― 

○議事日程（第２号） 

第 １ 会議録署名議員の指名について 

第 ２ 議案第 １号 平成２６年度上富良野町一般会計補正予算（第１２号） 

第 ３ 議案第 ２号 平成２６年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

第 ４ 議案第 ３号 平成２６年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

第 ５ 議案第 ４号 平成２６年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

第 ６ 議案第 ５号 平成２６年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第４号） 

第 ７ 議案第 ６号 平成２６年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

第 ８ 議案第 ７号 平成２６年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

第 ９ 議案第 ８号 平成２６年度上富良野町水道事業会計補正予算（第２号） 

第１０ 議案第 ９号 平成２６年度上富良野町病院事業会計補正予算（第３号） 

第１１ 議案第１０号 上富良野町行政手続条例の一部を改正する条例 

第１２ 議案第１１号 上富良野町スクールバス条例を廃止する条例 

第１３ 議案第１２号 上富良野町地域包括支援センターの職員等に係る基準を定める条例 

第１４ 議案第１３号 上富良野町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例 

第１５ 議案第１６号 上富良野町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例 

第１６ 議案第１４号 上富良野町子どものための教育・保育給付に関する条例 

第１７ 議案第１５号 上富良野町立学校設置条例の一部を改正する条例 

第１８ 議案第１７号 上富良野町病院事業の設置に関する条例の一部を改正する条例 

第１９ 議案第１８号 上富良野町避難行動要支援者名簿に関する条例 

第２０ 議案第１９号 富良野地区広域市町村圏振興協議会の廃止について 

第２１ 認定第 １号 平成２６年第３回定例会付託 
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第２３ 発議案第１号 国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見について 

第２４ 閉会中の継続審査申出について 
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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１３名でございます。 

 これより、平成２６年第４回上富良野町議会定例

会２日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 議会運営委員長、総務産建常任委員長及び厚生文

教常任委員長から、閉会中の継続調査として配付の

とおり申し出がございました。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

    ４番 米 沢 義 英 君 

    ５番 金 子 益 三 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 議案第１号平成

２６年度上富良野町一般会計補正予算（第１２号）

を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました議案第１号平成２６年度上富良野町一般会計

補正予算（第１２号）につきまして、提案の要旨を

御説明申し上げます。 

 １点目は、保育所入所者について、当初予算から

１２月現在見込みの人員の異動に伴います保育料、

国・道負担金及び運営負担について、所要の費用の

補正をするものであります。 

 ２点目は、給与費について、給与制度の改正に伴

います給与費及び職員手当の増額補正、退職及び会

計間異動等に伴います補正並びに退職手当組合及び

共済費等の負担率の確定に伴います減額補正をする

ものであります。あわせて、農業委員会委員選挙の

無投票の確定に伴います職員手当の減額補正並びに

北海道知事道議会議員選挙の執行に要する職員手当

の増額補正をするものであります。 

 ３点目は、後期高齢者医療費について、平成２６

年度保険基盤安定納付金の確定及び平成２５年度療

養給付費負担金並びに事務費負担金の確定に伴いま

す負担金及び繰出金の減額補正をするものでありま

す。 

 ４点目は、北海道知事道議会議員選挙について、

平成２７年４月に執行予定であり、選挙事務期間が

平成２６年度から平成２７年度にまたがることか

ら、平成２６年度中に要する経費について補正をす

るものであります。 

 ５点目は、改正農地法が平成２６年４月から施行

されたことに伴い、農地台帳システムの改修をする

必要があるため、所要の費用の補正をするものであ

ります。なお、改修に要する費用については、全額

道交付金で措置されるところであります。 

 ６点目は、小学校教科用図書が平成２７年４月に

改訂されることから、指導に用いる指導用図書等の

整備について所要の費用の補正をするものでありま

す。 

 ７点目は、各事業における事業費の確定に伴いま

す減額補正をするものであります。 

 以上、申し上げました内容を主な要素といたしま

して、財源調整を図った上で財源的に余剰となりま

す部分につきましては、今後の財政需要に備えるた

め、予備費に留保することで補正予算を調整したと

ころであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては議決

項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。 

 議案第１号平成２６年度上富良野町一般会計補正

予算（第１２号）。 

 平成２６年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第１２号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞ

れ１,７４２万６,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ７４億８,４７５万６,０

００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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 １ページをお開き願います。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １２款分担金及び負担金２５５万７,０００円。 

 １３款使用料及び手数料２７万５,０００円。 

 １４款国庫支出金４４０万８,０００円。 

 １５款道支出金１２２万８,０００円。 

 １６款財産収入１１５万円。 

 １７款寄附金７４万５,０００円。 

 １８款繰入金１５３万７,０００円の減。 

 ２０款諸収入８６０万円。 

 歳入合計は、１,７４２万６,０００円でありま

す。 

 ２ページをごらん願います。 

 ２、歳出。 

 ２款総務費１,０９２万円の減。 

 ３款民生費５２３万円の減。 

 ４款衛生費３９７万４,０００円の減。 

 ６款農林業費１１７万３,０００円。 

 ７款商工費９４万９,０００円。 

 ８款土木費１,１１８万８,０００円の減。 

 ９款教育費３２万８,０００円の減。 

 １０款公債費８４０万円。 

 １１款給与費３５２万１,０００円の減。 

 １２款予備費４,２０６万５,０００円。 

 歳出合計は、１,７４２万６,０００円でありま

す。 

 以上で、議案第１号平成２６年度上富良野町一般

会計補正予算（第１２号）の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ますが、まず第１点目には、１２ページの定住移住

の促進という形で、減額予算という形で精査になる

のだろうというふうに思いますが、実績等はどうい

うふうになっているのか、この点お伺いしておきた

いというふうに考えております。 

 次にお伺いしたいのは、１８ページ、児童措置費

にかかわって保育所の人員等の確定による措置負担

という形になっておりますが、各保育所では現在、

待機児童は上富良野町にはないと思いますが、それ

ぞれ何人入所されているのかという点と、今回のい

わゆる一時保育等の利用状況はどのようになってい

るのか、この点についてお伺いしておきたいという

ふうに思います。 

 次に、２１ページの衛生費という形でクリーンセ

ンターの光熱費、電気料ですね、４０万円増額とい

う形で、今回の電気料等の値上げ部分だというふう

に思いますが、今後、来年度以降また再引き上げと

いうことが想定されると、また、当然電気料等が上

がると思いますが、大体見込みとしてどういうふう

になるのか。また、町全体として、この電気料等に

ついては、値上げされた後、来年どのぐらい値上げ

を、負担がふえるという形になっているのか、この

点お伺いいたします。他の自治体では、電力の削減

等という形で代替で他の電力会社等と協力しながら

削減するという話もありますが、町はそういうこと

は想定されていないのかどうなのかお伺いいたしま

す。 

 次に、２５ページの商工振興費で、人材アカデ

ミー等の実績という形で、非常に観光を推進する上

で大切な役割を担ってきております。それで着実に

前へ進んでいる部分もあるかというふうに思います

が、こういうものも含めて、これから新たな観光産

業に一石を投じる部分もやっぱり位置づけられて、

貴重なワーキング推進もそうなのですが、内容に

なっているというふうに思いますが、こういったも

のも含めて、更新、派遣等、あるいはどういうよう

な、最終的に参加された人員等、また、今後につな

げるものがあったのかどうなのか、この点お伺いし

ておきたいというふうに思います。 

 次に、３１ページの学校管理費で、上富良野小学

校の整備、備品購入等執行残という形になっている

かというふうに思います。これは上富良野町内と町

外等の、恐らく備品等の購入がされたというふうに

思いますが、町内と町外等の備品購入の内訳がわか

れば、実績等がわかれば、この点お伺いしておきた

いというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ４番米沢議員の１点目

の定住移住促進費にかかわる御質問ですが、これに

つきましては、今年度、北海道暮らしフェアｉｎ東

京、それから名古屋、大阪ということで、３都市に

ことし行ってきたところでありますが、それに伴う

旅費、費用弁償の精算並びに消耗品等の精算という

ことであります。 

 具体的な、向こうのほうに行っての成果でありま

すが、アンケート調査等も今まとめているところで

ありますけれども、ただ単純に会場に来られるので

はなくて、やっぱり北海道のどこどこの町というこ

とで、ピンポイントで相談に来られる方が結構多
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かったということで話は伺っているところでありま

す。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ４番米沢議員の保

育所の入所人員等に関する御質問にお答えいたしま

す。 

 保育所の入所の人員等に伴います予算につきまし

ては、当初予算において、それぞれの保育所の定員

数をもとに予算の計上をさせていただいておりまし

て、６月の補正においては、４月１日の入所が確定

した時点の数字で６月に補正予算を一度させていた

だいております。 

 その後の新たな入所や変動等の要因に伴って、ま

たあと、来年の３月までを一定程度見込んだ中で今

回の補正をさせていただいておりまして、今現在、

中央保育所においては８０名、わかば愛育園につい

ては５４名、西保育所につきましては５８名の入所

をいただいておりまして、今回の補正には、それ

に、それぞれ各保育所に１・２歳児１名の新たな入

所、それから今現在で入所の決定をしている児童も

おりますので、それらを含めた数に基づいて補正を

させていただいたところであります。 

 あとは一時預かりの数でありましたが、今ちょっ

と手元に今年度の実績等のデータを持ち合わせてお

りませんので、後ほど答弁をさせていただきたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（林 敬永君） ４番米沢議員の、

先ほどの３項目めのクリーンセンターの電気料につ

いてお答えさせていただきます。 

 まず、このたびの補正につきましては、電気料の

燃料費調整額と再エネ発電賦課金の増額のために補

正するということを御理解いただきたいと思いま

す。 

 また、今後、クリーンセンターの電気料の値上げ

につきましては、北電のほうから試算としていただ

いております３００万円超えの増額ということの見

込みで通知をいただいているところを御報告させて

いただきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ４番米沢議員の電気料

にかかわります全体的な話でありますが、町全体と

しては来年度年間１,１００万円程度増額になると

いうことを想定しておりますが、また、質問の中で

他の電力会社等の契約の検討等ということがあった

かと思いますが、この部分についてはまだまだ他の

業者の電気供給力のことが未知数でありますことか

ら、今後の研究する材料としては考えられるかなと

思いますが、当面は変更の予定はないということで

御理解をいただきたいなと思います。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ４番米沢議員の観光

に関する部分での御質問にお答えさせていただきま

す。 

 観光振興計画上のワーキング推進という形で、町

に訪れてこられる方のために受け入れ体制として

の、どういうふうにおもてなしをするかというよう

な、そういう講習、講演等を行いまして、そういう

部分でのスキルアップを図るのがまず１点と、もう

一つは、いかに町に来たときに滞留時間をつくるか

という点で、将来的には、例えば宿泊施設が独自に

設けるオプションとか、そういうような、商品化と

いうようなことを目指しながら作業を進めていると

ころであります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ４番米沢議員の上

富良野小学校の改築備品の関係で、町内、町外とい

うお尋ねかと思います。 

 今回、小学校の備品整備に当たりましては、基本

は町内業者ということで購入を進めておりまして、

約２０件の購入の中で町内業者７００万円、町外業

者約４００万円弱ということで、町外業者４００万

円となっている部分については２件でありまして、

１件についてはコンピューター関係で富良野の業者

を入れたということで４０万円弱と、あと、放送機

具ということで、特殊機械が１件ありましたので、

これが三百数十万円。これは札幌の業者ということ

で、この２件が今言った４００万円弱の中で町外に

業者が納入したと、このようになっています。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） ２４ページの農地台帳シス

テム改修ですが、これはどのような内容の改修にな

るのか。農地の取り扱い方が変わるのか、単位とか

が変わるのでしょうか、ちょっとお尋ねしたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） 農業委員会事務局長、答

弁。 

○農業委員会事務局長（北越克彦君） ３番村上議

員の、農地台帳のシステム関係につきましてお答え

いたします。 

 農地台帳は、今でも現存にはありまして、農業委

員会の日常の業務に使っているものでございます。 
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 農地法という法律がありまして、農地法という法

律に、この農地台帳を「各市町村の農業委員会に置

くものとする」ということに、平成２６年４月から

法律に書かれたところでございます。今までは農林

水産省の局長の通知で農地台帳システムを各市町村

に置きなさいというものだったのですけれども、こ

れが法律に書かれたということが大きく変わりまし

て、法律に書かれたことは農地台帳をインターネッ

ト等で公表するということが書かれました。 

 各市町村農業委員会で公表することになるのです

けれども、日本中の農業委員会それぞれに公表する

と、システムがいろいろ出てきますので、全国農業

会議所という、農業委員会の一番大もとの組織が東

京にあるのですけれども、そこで一本化をして公表

するという、日本中の農業委員会の農地の情報を全

部吸い上げていって、全国同じシステムで統一する

という方式に変わりました。 

 上富良野の農業委員会で持っている農地の情報

等々を、統一化システムという、ＣＳＶファイルと

言うのですけれども、それを全国ベースのシステム

に合わせるために、ちょっと中身を、データの整理

をするというような作業になります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 先ほどの答弁漏れについて、今、答弁いたさせま

す。 

 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） 先ほど各保育所の

一時預かりの数でございますが、１１月末現在で、

中央保育所で１１件、わかば愛育園で２７件、西保

育園で１４件という実績になってございます。 

────────────────── 

◎日程第３ 議案第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 議案第２号平成

２６年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（林 敬永君） ただいま上程いた

だきました議案第２号平成２６年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）につきまし

て、提案の趣旨を御説明申し上げます。 

 まず、歳入につきましては、国保基盤安定負担金

が確定したこと並びに人事異動に伴い職員給与費等

が減額したことから所要の補正をするものでありま

す。 

 次に、歳出につきましては、人事異動に伴い、職

員給与費等が減額したことから、所要の補正をする

ものであります。 

 また、収支の差額については予備費を充当しよう

とするものであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては議決

項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。 

 議案第２号平成２６年度上富良野町国民健康保険

特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２６年度上富良野町国民健康保険特別会計補

正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 (歳入歳出予算の補正)。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ２３１万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１３億６,１３０万７,００

０円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きいただきたいと思います。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ８款繰入金２３１万２,０００円の減。 

 歳入補正の合計は、２３１万２,０００円の減で

あります。 

 ２、歳出。 

 １款総務費３１万円の減。 

 １１款予備費２００万２,０００円の減。 

 歳出補正の合計は、２３１万２,０００円の減で

あります。 

 以上で、議案第２号平成２６年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）の説明といた

します。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 
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 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第２号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第４ 議案第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 議案第３号平成

２６年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（林 敬永君） ただいま上程いた

だきました議案第３号平成２６年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第３号）につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 まず、歳入につきましては、後期高齢者医療保険

基盤安定負担金が確定したこと並びに後期高齢者医

療広域連合事務費負担金に係る平成２５年度分の精

算及び平成２６年度分が確定したことから、繰入金

の補正をするものであります。 

 次に、歳出につきましては、歳入補正をしました

相当額について、広域連合納付金の補正をするもの

であります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては議決

項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。 

 議案第３号平成２６年度上富良野町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２６年度上富良野町後期高齢者医療特別会計

の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ３５０万５,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１億２,８８６万円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ３款繰入金３５０万５,０００円の減。 

 歳入補正の合計は、３５０万５,０００円の減で

あります。 

 ２、歳出。 

 ２款広域連合納付金３５０万５,０００円の減。 

 歳出補正の合計は、３５０万５,０００円の減で

あります。 

 以上で、議案第３号平成２６年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の説明とい

たします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第３号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第５ 議案第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 議案第４号平成

２６年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第

３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ただいま上程いた

だきました議案第４号平成２６年度上富良野町介護

保険特別会計補正予算（第３号）につきまして、提

案の要旨を御説明申し上げます。 

 職員の給与費について、本年度の人事院勧告によ

る給与手当の増額改定と退職手当組合負担金及び共

済費の減額改定に伴う補正をお願いするものであり

ます。 

 当該補正に伴い、給与費の負担分として、一般会

計繰入金のほか、地域支援事業分に当たります国・

道支出金につきまして所要額の補正をするものであ

ります。 

 以下、議案を朗読し説明といたします。 

 議案第４号平成２６年度上富良野町介護保険特別
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会計補正予算（第３号）。 

 平成２６年度上富良野町の介護保険特別会計の補

正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ４７万３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ８億５,５０４万７,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 議決項目であります款ごとの補正額のみ申し上げ

ます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ３款国庫支出金５万７,０００円の減。 

 ４款道支出金２万９,０００円の減。 

 ７款繰入金３８万７,０００円の減。 

 歳入合計４７万３,０００円の減であります。 

 ２、歳出。 

 １款総務費３５万８,０００円の減。 

 ３款地域支援事業費１４万２,０００円の減。 

 ７款予備費２万７,０００円。 

 歳出合計４７万３,０００円の減であります。 

 ２項目め以降の事項別明細書につきましては、既

に御高覧いただいておりますことで説明を省略させ

ていただきます。 

 以上、議案第４号平成２６年度上富良野町介護保

険特別会計補正予算（第３号）の説明といたしま

す。 

 御審議いただき、御議決くださいますようよろし

くお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第４号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第６ 議案第５号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 議案第５号平成

２６年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計

補正予算（第４号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） ただいま

上程いただきました議案第５号平成２６年度上富良

野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第４

号）につきまして、提案の要旨を御説明申し上げま

す。 

 歳入におきまして、１点目は、リフト付ワゴン車

購入価格確定による施設整備基金繰入金の減額補正

であります。 

 ２点目は、寄附採納による一般会計繰入金の増額

補正であります。 

 歳出におきまして、１点目は、リフト付ワゴン車

購入価格確定等による減額補正であります。 

 ２点目は、寄附採納をサービス事業費の備品購入

費、介護用ベッド２台に充当し、一般財源からその

他財源への組みかえをするものであります。 

 ３点目は、人事院勧告による給与改定等に伴う給

与費の増、退職手当組合負担率、共済組合負担率等

の確定、労災保険料、雇用保険料の確定、社会保険

料等の精査による一般管理費の減額補正でありま

す。 

 ４点目は、財源組みかえによる一般財源１０万

円、歳入における施設整備基金繰入金の減、歳出に

おける一般管理費、備品購入費の減との差額による

一般財源３７万３,０００円、合わせて４７万３,０

００円を予備費に計上いたしまして、ラベンダーハ

イツ事業における利用者のサービス利用状況等に対

処し、今後の施設運営に支障が生じないよう不測の

事態に備えようとするものでございます。 

 なお、今後におきまして、事業の収支状況を見き

わめながら、基金への積み立て等も検討してまいり

たいと考えております。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第５号平成２６年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計補正予算（第４号）。 

 平成２６年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の補正予算（第４号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ８０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ３億８２万８,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ４款繰入金８０万円の減。 

 歳入補正額の合計は、同額の８０万円の減額でご

ざいます。 

 ２、歳出。 

 １款総務費１７万２,０００円の減。 

 ２款サービス事業費１１０万１,０００円の減。 

 ５款予備費４７万３,０００円。 

 歳出補正額の合計は、８０万円の減額でございま

す。 

 これをもちまして、議案第５号平成２６年度上富

良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第

４号）の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） このたびの補正は、備品購

入費、介護用のリフト付ワゴン車ですとかいろいろ

買いまして、そのほか３点ぐらいの理由があるわけ

ですけれども、予算に対して精査した結果、今減額

補正するところなのですが、サービス収入、これが

非常に厳しいような状況がありまして、平成３７年

までのサービス収入の見込み表をいただいておりま

すけれども赤字ということで、また、来年、介護報

酬が改定されます。そうすると、６％程度だという

ことが言われているのですけれども、これが実現す

れば９年ぶりということで、経営努力に限界があっ

て、６割ぐらいが赤字になるだろうと言われている

のです。 

 今、介護用のいろいろ求めて、サービス事業も一

生懸命やられているのですけれども、所長もラベン

ダーハイツを預かっていらして、今回給食も民営委

託いたしました。いろいろ考えておられると思うの

ですけれども、やっぱり建てかえを早めるとか、今

回一番厳しいのが多床型、個室にはそんなに落とし

ませんけれども、介護報酬はかなり落としますの

で、現在多床型ですので、どうにもならないかなと

いうところはありますので、そういったことを、町

長でないとちょっと難しいかもしれませんけれど

も、このサービス収入が２０倍ぐらいの赤字に、試

算いただいていますので、そこら辺、改革をどのよ

うにお考えなのか、ちょっとお尋ねしたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） ラベンダーハイツ所長、答

弁。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） ３番村上

議員の御質問にお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、現在第６期の介護報酬改定

では、特養従来型多床室の関係とかデイサービスの

影響がどのようなものになるか危惧されるところで

あります。今後、国等の動きに注視しながら、どう

なっていくかということで対応を図っていかなけれ

ばならないと考えております。 

 また、ハイツといたしまして安定した経営を継続

していくために、給与費とか賃金の増とかスプリン

クラーの償還などさまざまな要因がありまして、

年々厳しい経営状況になっていますから、今後、効

率的な運営、管理による歳出の削減も今まで以上に

努めていかなければならないと考えております。 

 また、施設の整備基金も、今、トイレの改修とか

リフト付ワゴン車の更新ということで使っておりま

すので、今後基金も底をつくことが想定されますの

で、町のほうと、今後、そういう施設の改修も年次

的に進めていかなければならないことから、協議を

しながら逐次進めていきたいなと考えております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 今、担当の施設長がおっ

しゃられた施設整備の関係でお伺いいたします。 

 まず、第１点目。 

 今後、この収支決算の状況を見ますと、当然基金

等がなくなる。それとあわせて、当然、行政として

も、こういった老朽化してきている施設等に充て

る、やはり一般会計からの繰り入れや支援体制とい

うのは当然とらなければならないというふうに思い

ます。これを単独の運営で収支を全部賄えというふ

うには当然ならないと思いますので、その点は行政

側も、そういったことも含めて、今後こういったも

のに対する財政の支出というのは考えていらっしゃ

ると思いますが、まずこの点、どのような考えをさ

れているのかお伺いしておきたいと思います。 

 次に、補正予算の中で介護ベッドの２台充当とい

う形になってきているかというふうに思います。こ

れは、従来のベッドと機能が、向上する部分だと

か、そういったものも見込んだ購入という形の予算

に充当されるのかどうなのか、また、今後ベッドの

老朽化等々というのはないのかどうなのか、この点

もあわせてお伺いしておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 
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○副町長（田中利幸君） ４番米沢議員の２点のう

ち、１点目の施設の老朽化に関する御質問に私のほ

うからお答えをさせていただきます。 

 御案内のように、ラベンダーハイツも相当老朽化

が進んでおります。基本は特別会計でありますし、

また、介護報酬を収入源としておりますので、そこ

で完結することが基本でありますが、ただ、大規模

改修含めて、そういうものについて別途の協議をし

ながら、場合によったら一般会計から、その施設の

長寿命化に対して応援をしていくことは考えている

ところであります。 

○議長（西村昭教君） ラベンダーハイツ所長、答

弁。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） ４番米沢

議員の御質問にお答えします。 

 ベッドの関係でございますけれども、現在ショー

トのほうでベッド１０台入れておりますが、旧式と

いうことで、使用において具体的な、ちょっとどう

いうふうにだめなのかという部分、ちょっと私も把

握はしておりませんが、センサーつきで、上下動だ

とか、左右に動かせるとか、そういうような具体的

な部分ですぐれている部分がありますので、現在利

用している方が、さまざまな状況がございますの

で、それに対応できるということで介護用ベッドを

年次的に、できれば１０台買いたいなというふうに

考えておりまして、そのうちの２台ということでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第５号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第７ 議案第６号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 議案第６号平成

２６年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算

（第３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ただいま上程いた

だきました議案第６号平成２６年度上富良野町簡易

水道事業特別会計補正予算（第３号）につきまし

て、補正の要旨について御説明申し上げます。 

 歳入では、１点目として、補償工事確定によりま

す雑入の減でございます。内容は、北海道が行いま

すデボツナイ川河川改修工事に伴います第１興農橋

架けかえ工事水道管移設補償工事の確定と、同じく

北海道が行います農業農村整備事業に伴います水道

管移設補償工事確定によるものであります。 

 ２点目として、事業費確定によります起債借入額

の減と一般会計繰入金の減でございます。 

 次に歳出では、工事請負費事業確定及び備品購入

費精査によります衛生費の減であります。内容は、

１点目として、道営事業の第１興農橋架けかえ工事

におきまして、当初、橋梁を新設し、水道添架管を

設置する予定でありましたが、変更によりまして本

年度は仮橋設置のみの工事となり、既存水道管の撤

去のみを行うことから、工事請負費確定による減と

なったこと、２点目として、農業農村整備事業によ

ります水道管移設補償工事確定による減と検満量水

器取りかえ工事の事業費の確定によります減と、３

点目は、備品購入費の水道メーター購入精査により

ます減額となり、所要の補正を行う内容となってお

ります。 

 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。 

 議案第６号平成２６年度上富良野町簡易水道事業

特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２６年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１,０９８万９,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ５,９１９万５,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正）。 

 第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補

正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款ごとの補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 ２款繰入金１０１万９,０００円の減。 

 ４款諸収入１９７万円の減。 

 ５款町債８００万円の減。 

 歳入合計１,０９８万９,０００円の減となってお
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ります。 

 ２、歳出。 

 １款衛生費１,０９８万９,０００円の減。 

 歳出合計１,０９８万９,０００円の減とするもの

であります。 

 第２表、地方債補正。 

 簡易水道事業、補正前８００万円、補正後ゼロと

なっております。 

 以降、事項別明細書につきましては、御説明を省

略させていただきます。 

 以上、議決項目についてのみ御説明申し上げま

す。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第６号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第７号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案第７号平成

２６年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予

算（第３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ただいま上程いた

だきました議案第７号平成２６年度上富良野町公共

下水道事業特別会計補正予算（第３号）の補正の要

旨について御説明申し上げます。 

 歳入では、歳出の事業費精査及び財源組みかえに

よる地方債償還金利子の減による一般会計繰入金の

減と、また、歳出では、１点目は人事異動及び職員

給与改定に伴う一般管理費の減と、２点目は不明水

対策事業費の精査に伴います施設管理費の減と、３

点目は浄化センター更新事業費の確定に伴います建

設事業費の減となり、所要の補正を行う内容となっ

ております。 

 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。 

 議案第７号平成２６年度上富良野町公共下水道事

業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２６年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１,１４３万６,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ４億８,５８４万８,００

０円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款ごとの補正額のみ申し上げます。 

 １、歳入。 

 ４款繰入金１,１４３万６,０００円の減。 

 歳入合計１,１４３万６,０００円の減となってお

ります。 

 ２、歳出。 

 １款下水道事業費１,１４３万６,０００円の減。 

 歳出合計１,１４３万６,０００円の減とするもの

であります。 

 以降、事項別明細書につきましては省略させてい

ただきます。 

 以上、議決項目についてのみ御説明申し上げまし

た。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第７号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第８号 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 議案第８号平成

２６年度上富良野町水道事業会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 
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○建設水道課長（佐藤 清君） ただいま上程いた

だきました議案第８号平成２６年度上富良野町水道

事業会計補正予算（第２号）の補正の要旨について

御説明申し上げます。 

 歳出において、人事異動及び職員給与改定に伴い

ます職員給与費を減額し、同額を予備費に充てる内

容となっており、総予算の増減は伴わない内容と

なっております。 

 以下、議案の朗読をもって説明にかえさせていた

だきます。 

 議案第８号平成２６年度上富良野町水道事業会計

補正予算（第２号）。 

 （総則）。 

 第１条、平成２６年度上富良野町の水道事業会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 （収益的収入及び支出）。 

 第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

 支出。 

 第１款水道事業費用、既決予定額１億７,１８２

万２,０００円、計１億７,１８２万２,０００円。 

 第１項営業費用、１億２,９８５万４,０００円を

１７９万９,０００円減じ、１億２,８０５万５,０

００円となっております。 

 第４項予備費、２,８３３万５,０００円を１７９

万９,０００円の増で２,５１３万４,０００円と

なっております。 

 （議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費）。 

 第３条、予算第５条に定めた経費の金額を次のよ

うに改める。 

 （１）職員給与費、３,２６３万２,０００円を１

７９万９,０００円減じ、３,０８３万３,０００円

とするものです。 

 以降、１ページから７ページの予算実施計画及び

明細書につきましては御高覧賜りますようお願いい

たします。 

 以上、議決項目についてのみ御説明申し上げまし

た。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第８号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第９号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第９号平

成２６年度上富良野町病院事業会計補正予算（第３

号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（山川 護君） ただいま上程い

ただきました議案第９号平成２６年度上富良野町病

院事業会計補正予算（第３号）につきまして、初め

に提案の要旨を御説明申し上げます。 

 今回の補正予算につきましては、二つの要素で構

成されておりまして、１点目は人事院勧告に伴う給

与費の補正と人事異動に伴います会計間の異動によ

る収益的支出の医業費用と老人保健施設事業費用の

給与費からそれぞれの所要額を減額するもので、減

額総額は５０５万５,０００円であり、減額する全

額を予備費に計上し、今後に備えようとするもので

あります。 

 ２点目は、御寄附を２件、１３万円いただいてお

りますので、寄附者の御趣意に沿いまして、備品の

購入費用として予算措置するものであります。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第９号平成２６年度上富良野町病院事業会計

補正予算（第３号）。 

 （総則）。 

 第１条、平成２６年度上富良野町病院事業会計の

補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （収益的収入及び支出）。 

 第２条、平成２６年度上富良野町病院事業会計予

算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次

のとおり補正する。 

 以下、補正予定額のみ申し上げます。 

 支出。 

 第１款病院事業費用、補正予定額ゼロ円。 

 第１項医業費用４２４万７,０００円の減。 

 第３項老人保健施設事業費用８０万８,０００円

の減。 

 第５項予備費５０５万５,０００円。 

 （資本的収入及び支出）。 

 第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 
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 以下、補正予定額のみ申し上げます。 

 収入。 

 第１款資本的収入、補正予定額１３万円。 

 第１項出資金１３万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出１３万円。 

 第２項建設改良費１３万円。 

 （議会の議決を経なければ流用のできない経

費）。 

 第４条、予算第７条中（１）職員給与費６億３,

０３６万１,０００円を（１）職員給与費６億２,５

３０万６,０００円に改める。 

 なお、１ページ以降については御高覧いただいて

いるものとして、御説明を省略させていただきま

す。 

 以上で、議案第９号平成２６年度上富良野町病院

事業会計補正予算（第３号）の説明といたします。 

御審議いただき、議決賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第９号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第１０号 

○議長（西村昭教君） 日程第１１ 議案第１０号

上富良野町行政手続条例の一部を改正する条例を議

題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました議案第１０号上富良野町行政手続条例の一部

を改正する条例につきまして、提案の要旨を御説明

申し上げます。 

 処分や行政指導に関する手続について、国民の権

利、利益の保護の一層の充実を図るため、行政手続

法の一部を改正する法律が平成２６年６月１３日に

公布され、平成２７年４月１日から施行されるとこ

ろであり、この改正法の施行にあわせ本条例の一部

を改正しようとするものであります。 

 主な改正内容について、１点目は、許認可権限の

根拠の明示について規定の追加をするものでありま

す。２点目は、行政指導の中止等の求めについて規

定の新設をするものであります。３点目は、処分等

の求めについて規定の新設をするものであります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１０号上富良野町行政手続条例の一部を改

正する条例。 

 上富良野町行政手続条例（平成９年上富良野町条

例第６号）の一部を次のように改正する。 

 以下につきましては、議案の朗読を省略させてい

ただき、条を追って、その主な改正点のみの説明と

させていただきますので御了承願います。 

 目次は、条文の追加により改めるものでありま

す。 

 第２条、第３条及び第４条は、改正法において、

それぞれ字句が改められたことから改めるものであ

ります。 

 第３３条は、許認可権限の根拠の明示について、

行政指導に携わる者は、その行政指導をする際に、

町の機関が許認可等をする権限または許認可等に基

づく処分をする権限を行使し得る旨を示すときは、

その相手方に対して、その権限を行使し得る根拠事

項等を示さなければならない規定の追加でありま

す。 

 第３４条の２は、行政指導の中止等の求めについ

て、法令に違反する行為の是正を求める行政指導の

相手方は、その行政指導が規定する要件に適合しな

いと思料するときは、その行政指導をした町の機関

に対し、その旨を申し出て、その行政指導の中止そ

の他必要な措置をとることを求めることができる。

また、その申し出を受けた町の機関は、必要な調査

を行い、その行政指導が規定する要件に適合しない

と認めるときは、その行政指導の中止、その他必要

な措置をとらなければならない規定の新設でありま

す。 

 ２ページをお開きください。 

 第３４条の３は、処分等の求めについて、法令に

違反する事実がある場合において、その是正のため

にされるべき処分または行政指導がされていないと

思料するときは、その処分または行政指導する権限

を有する町の機関に対し、その旨を申し出て、その

処分または行政指導することを求めることができ

る。また、その申し出を受けた町の機関は、必要な

調査を行い、その結果に基づき必要があると認める

ときは、その処分または行政指導をしなければなら

ない規定の新設であります。 

 附則第１項は、施行期日を平成２７年４月１日か

らとするものであります。 
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 附則第２項は、上富良野町税条例において本条例

を引用していることから、本条例の改正により引用

する条項が繰り下がったことから、引用する条項に

改めるものであります。 

 以上で、議案第１０号上富良野町行政手続条例の

一部を改正する条例の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点か、よくわからないの

で質問させていただきますが、行政指導の対象にな

る部分というか範囲というか、個人だとか、あるい

は業務上において不適切な運営業務があったという

ことも対象になるのかなというふうに思います。そ

うしますと、そこに至るまでの説明責任だとかいろ

いろと出てくるのだろうというふうに思いますが、

そのやりとりはどういうふうになるのか。一般的に

は、税務でしたら督促、勧告だとか、いろいろ行く

まで日にちがあって、最終的に差し押さえというふ

うになりますが、こういう場合はどういうふうにな

るのか、この点、手続上の問題をお伺いいたしま

す。 

 次に、相手方から町に対して、逆にこれはおかし

いのではないかと、行政処分は不当だという申し出

があった場合、その申し出に対する、いわゆる調査

を行うというふうになっておりますが、行政機関

で、改めて町政に基づいて指導だとかどうあるべき

かだとかということを適切に判断して、またやりと

りするというふうになっておりますが、これ、行政

機関というのは第３者機関も含まれているのか、町

の内部だけにおいてやるのか、狭い範囲でしか

ちょっとわからないので、そこの範囲等については

どういうふうになるのか、お伺いしておきたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ４番米沢議員の２点の

御質問にお答えします。 

 まず、１点目の処分の手続の関係でありますけれ

ども、これにつきましては、あくまでも条例の規則

に基づく中身について、その行政指導をした相手方

に大きな事実上の不利益が生ずるおそれがあるとき

に鑑みて、相手方から申し出を受けた場合に行政機

関が改めて調査を行って、その部分について必要な

措置を講ずるという中身のものであります。 

 ２点目につながりますが、その範囲ということに

なっていますが、この条例につきましては町の条例

でありますので、町長もしくは町の機関ということ

で規定しているものであります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 再度、総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） 例えば、今、税の督促

等のお話がありましたが、税の督促等の部分につい

ては、地方税法に基づいての督促、それから滞納処

分の実施ということになりますが、当然のことなが

ら徴税条例のほうにもその部分については触れられ

ているところがありますので、町の処分に対して、

それぞれ……（「ちょっと違うのだよな」と呼ぶ者

あり） 

○議長（西村昭教君） しばらくお待ちください。 

 暫時休憩といたします。２５分で再開したいと思

いますので、その後、米沢議員の質問に答弁をいた

させます。 

────────────────── 

午前１０時１０分 休憩 

午前１０時２５分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 先ほどの４番米沢議員の質問に対しての答弁をい

たさせます。 

 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ４番米沢議員の質問に

対して再度お答えいたします。 

 行政手続の部分についての申請があってからの対

応でありますけれども、その中において、申請に基

づく町が行った部分についての審査の申し出があっ

たときには、それぞれの審査基準の標準処理期間と

いうものがありまして、その期間内にその処理を決

定した部分を許可等の処分に行くということで、そ

れぞれの申請に対する処分の、標準期間がそれぞれ

で種類がありまして、それに基づいて処分をすると

いう中身になっているものであります。 

 なお、先ほど申し上げておりました税の滞納処分

等につきましては、個別の法令がありまして、この

部分については今回の町の条例からは別の部分での

処理の対応となるように、そちらのほうでの申請手

続が必要となるという中身になっているところであ

ります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１０号を採決いた

します。 
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 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第１１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１２ 議案第１１号

上富良野町スクールバス条例を廃止する条例を議題

といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました議案第１１号上富良野町スクールバス条例を

廃止する条例につきまして、提案の要旨を御説明申

し上げます。 

 平成１６年１０月から、路線バスとスクールバス

を一元化した混乗方式により運行しているところで

ありますが、バス利用者が減少したこと、予約型乗

り合いタクシーが交通手段として浸透し、利用者が

拡大したこと及び児童生徒の通学の利便性の向上を

図るため、平成２７年１月から混乗方式を廃止し、

スクールバス運行のみとすることから、一般旅客の

利用及び旅客運賃が生じなくなることから、本条例

を廃止するものであります。 

 また、本条例の廃止に伴い、議会の議決に付すべ

き公の施設の利用及び廃止に関する条例に規定する

スクールバス事業施設を削除する改正をするもので

あります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１１号上富良野町スクールバス条例を廃止

する条例。 

 上富良野町スクールバス条例（平成１６年上富良

野町条例第２４号）は、廃止する。 

 附則。 

 （施行期日）。 

 １、この条例は、平成２７年１月１日から施行す

る。 

 （議会の議決に付すべき公の施設の利用及び廃止

に関する条例の一部改正）。 

 ２、議会の議決に付すべき公の施設の利用及び廃

止に関する条例（昭和６２年上富良野町条例第２０

号）の一部を次のように改正する。 

 第３条第１１号を削る。 

 以上で、議案第１１号上富良野町スクールバス条

例を廃止する条例の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 確認させていただきたいと

思います。 

 スクールバス条例廃止という形で、これに伴って

地域の利便性がどうなるのかというところが一番気

にかかります。当然、利用者については、こういっ

た、廃止することにより予約型タクシーの方向に来

るという形の話も出てくるかと思いますが、本当に

生徒が、授業が終わった、部活が終わった後、それ

に伴って帰宅が遅くなるという場合等も想定される

のかなというふうに思いますが、こういった部分に

対する対処も含めて、一般の利用者等の利便性もど

うなのかというところが一番気にかかるところなの

ですが、この点についてはどういうような改善、あ

るいは例があるのかも含めてお伺いしておきたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ４番米沢議員のスクー

ルバスの廃止後の、その後の利用に関してのお話で

ありますが、まず１点が、一般乗客の部分につきま

して、現在廃止する理由の一つにも申し上げており

ましたが、利用者がだんだんと減少してきたことも

ありますが、予約型乗り合いタクシーが平成２３年

から試行を開始しておりまして、平成２５年から本

行、今年度は、より利便性を向上させるために、平

日のみの運行から土曜日運行も追加して運行してい

るということで、地域の方々、遠方からの方も含め

てですが、利用しやすい環境づくりということも今

進めておりますので、その部分について、これまで

乗っていた方につきましては、予約型乗り合いタク

シーの利用に移行していただく形で交通手段の確保

をしていただきたいと考えているところでありま

す。 

 また、児童生徒の部分については、今、教育委員

会のほうで利用児童生徒のほうに周知する準備を進

めているところでありますが、それにつきまして

も、スクールバスに特化することによりまして、効

率的な運行が図られるということで認識していると

ころでありますので、御理解をいただきたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 予約型のタクシーになりま

すと、当然農家のほうから町に出てくる場合だとか

逆に移動する場合等が高く、従来の１００円から、

バス利用からなれば高くなります。そういった部分

で、利用者からもこういう負担の均一化を求める声

が出てきているというふうに思います。 
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 やはりそういうものも含めて、祝祭日の利用だと

かも改善を図って、少なくともやっぱり利用者の環

境をよくするという方向も必要だというふうに思う

ので、この点も将来的にどういうふうに考えている

のか、前も質問しましたが、そこまでは求めないと

いう答弁でありますが、この点お伺いいたします。 

 あと、生徒については、例えば地域で奥に生徒が

いるという場合、東中だとか江花だとか、そういう

場合、その年によって生徒数も変わったりとか当然

しますが、その戸口まで、言うなれば、行ける環境

があるのかどうなのかというところも、当然、廃止

によってそういった所まで行ける条件が出てくる可

能性もあるのだろうと思いますが、そういったとこ

ろの改善がされるのかどうなのか。あわせて、一般

の利用者に不便をかけてはならないということが原

則でありますから、より向上という点で、こういう

廃止とあわせて、それが一層利用者の利便性を高め

るということが前提条件になるというふうに思いま

すので、この点等について、どのようになるのかお

伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ４番米沢議員の、まず

１点目の予約型乗り合いタクシーの今後の運行の部

分についての御質問にお答えしたいと思います。 

 まず、予約型乗り合いタクシーの部分についての

料金体系の部分につきましても、先般の部分でもお

答えしたとおり、この部分、現行の制度を今で維持

していく考え方ではありますが、今後、利用者から

のアンケート調査等も当然実施していかなければな

らないと考えておりますので、その利用者ニーズも

見ながら考えていきたいと思いますが、昨年のアン

ケートの中では、多くの方が今の利用料金について

は理解を示していただいているということでもあり

ますので、その部分で今回、当面の間、この部分は

継続していきたいと考えております。 

 また、運行の拡大についても今御質問がありまし

たが、今回、そのアンケートに基づいて、利用目的

が通院というのがほとんど、８割を超えるというこ

とで、日曜・祝日は病院は休んでおりますが、土曜

日は開院しているところがありますので、その部分

を考慮すると、土曜日の運行拡大をする必要がある

ということで、ことしの４月からやっているという

ところでもありますので、その部分も事業者とそれ

ぞれ相談しながら、理解を得た上で今回拡大をした

ということでありますので、今後もそういう利用者

の御意見等も伺いながらの運行にもなっていくと思

いますが、現在はこの制度の中で進みたいと考えて

おりますので、御理解をいただきたいなと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ４番米沢議員から

の、運行の利便性に関する御質疑かと思います。 

 現在、バス５路線のうち、十勝岳線１路線以外４

路線、それぞれ今度はスクール専用ということにな

ります。清富１路線、里仁、江幌、静修、江花、東

中、富原ということで、旭野十勝岳地区以外につい

ては、全町的に、この４便で網羅をしたいと考えて

います。 

 ただし、今、遠くの部分の御懸念がございます。

そういった部分で、まず児童生徒が、学校へ来る時

間が相当長くならないように、最初に乗ったお子さ

んが学校に着くまでに、少なくても３０分、４０分

以内に来ないと疲れてしまう、こういった問題もあ

ることとあわせて、隣の町の、例えば美瑛の付近

の、町界に住んでおられる方、そういったことも含

めて今の時間におさまるかどうか、その年によって

通学する生徒が変わりますので、そういったことも

含めて今検討を進めておりますので、場合によって

は今、一部タクシーを利用している生徒もおります

ので、それらのほうとあわせまして、効率的な運行

に今は努めていくところでありますし、あわせまし

て、できるだけその生徒の入り口で乗れるような環

境づくりも進めて、そういったことを含めて利便性

の向上を図れるよう今検討を進めているところであ

りまして、できましたら時期含めて、いろいろ課題

もあるところでありますが、新年１月から、できれ

ばということで今内部で検討を進めておりますの

で、それらの課題を含めて、いろいろなことを進め

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これより、議案第１１号を起立により採決いたし

ます。 

 本件は、地方自治法第２４４条の２第２項の規定

に基づき、出席議員の３分の２以上の者の同意を必

要といたします。 

 出席議員はただいま１３名でありますので、その

３分の２は９名でございます。 

 本件を原案のとおり決することに賛成の諸君の起

立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） ３分の２以上でございま

す。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 
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────────────────── 

◎日程第１３ 議案第１２号 

◎日程第１４ 議案第１３号 

○議長（西村昭教君） 日程第１３ 議案第１２号

上富良野町地域包括支援センターの職員等に係る基

準を定める条例、日程第１４ 議案第１３号上富良

野町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準等を定める条例を一括

して議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ただいま上程いた

だきました議案第１２号上富良野町地域包括支援セ

ンターの職員等に係る基準を定める条例及び議案第

１３号上富良野町指定介護予防支援等の事業の人員

及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準等を定め

る条例につきまして、提案の要旨を御説明申し上げ

ます。 

 当該条例は、地域の自主性及び自立性を高めるた

めの改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律、いわゆる第三次一括法において、介護保険

法の改正に伴い、地域包括支援事業に関する基準及

び指定介護予防支援等の事業に関する基準などが市

町村条例で定めることとなったことから制定するも

のであります。 

 まず、議案第１２号上富良野町地域包括支援セン

ターの職員等に係る基準を定める条例であります

が、この条例は、介護保険法の規定に基づき、地域

包括支援センターにおいて包括的支援事業を適切に

実施するために必要な基準を定めるもので、事業の

基本方針のほか職員の配置基準などについて規定し

ております。 

 条例の制定に当たっては、国が示しました基準に

過不足がなく、異なる基準を定める必要性がないも

のと判断することから、国の基準どおりに制定しよ

うとするものであります。 

 次に、議案第１３号上富良野町指定介護予防支援

等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準等を定める条例でありますが、この条例は、

介護保険法の規定に基づき、指定介護予防支援事業

者の申請要件のほか事業の人員や運営の基準などに

ついて定めるものであります。 

 条例の制定に当たっては、国が示しました従うべ

き基準、参酌すべき基準を基本としまして、一部町

としての独自基準を追加したところであります。 

 第１章第１条から第３条までは総則で、条例の趣

旨及び基本方針のほか申請者の要件について規定し

ており、町の暴力団排除の推進に関する条例の理念

から、暴力団等の排除規定を独自基準として追加し

たところであります。 

 第２章第４条から第５条までは人員に関する基準

で、従業者の人数及び管理者の配置等について規定

しております。 

 第３章の第６条から第３０条までは運営に関する

基準で、利用申込者等への説明及び同意のほか運営

規定の制定、秘密の保持、苦情処理等について規定

しており、本町の独自基準として職員の資質向上に

向けた具体的な研修計画の作成と事業に伴う諸記録

の保存年限として、国の基準の２年から５年間とす

る旨追加したところであります。 

 第４章の第３１条から第３３条までは介護予防の

ための効果的な支援の方法に関する基準で、指定介

護予防支援を取り扱っていく上での方針や留意事項

について規定しております。 

 第５章の第３４条では、要支援者ら町外の遠隔地

に居住する場合などの基準外等介護予防支援等に関

する基準で、指定介護予防支援を準ずる旨規定をし

ております。 

 また、指定地域密着型の介護予防サービスにおい

て、これまで国の基準に沿った取り扱いとしていた

ものにつきましても、当条例の基準に基づき取り

扱っていくこととするよう、附則において、上富良

野町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービ

スに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準を定める条例の一部を改正しようとするも

のであります。 

 なお、施行期日は両条例とも平成２７年４月１日

とするものであります。 

 以上、議案第１２号上富良野町地域包括支援セン

ターの職員等に関する基準を定める条例及び議案第

１３号上富良野町指定介護予防支援等の事業の人員

及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準等を定め

る条例の説明といたします。 

 御審議いただき、御議決くださいますようよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） まず、第１点目について

は、包括支援センターの職員等にかかわる基準の条

例の設定等についてお伺いいたします。 

 町では、保健師１人、社会福祉士、これに準ずる



― 50 ― 

者１人という形で、あとは主任看護支援員という形

で設置されております。３,０００人未満という場

合の設定基準だというふうになっているかというふ

うに思いますが、これはあくまでも、その地域の事

情によって、例えば保健師を２人配置するだとか、

介護の支援する要因の状態をもっと把握したりだと

か、よりよい支援体制をとりたいという場合に、こ

の配置基準というのは町独自で、単独で見直せる部

分というのはあるのかどうかのか。あくまでも国の

基準を参酌しながらという形になっているかという

ふうに思いますが、その点はどのようになるのかお

伺いいたします。一つ目です。 

 二つ目には、これに基づいて、今よく言われてい

る権利擁護の問題等、一人一人の要介護者における

状況も含めて、やっぱり地域の施設との連携等が当

然求められて、恐らくこの部分で相当高度な判断も

要する部分、あるいは決定する部分だとか、運営協

議会等もあるかというふうに思いますが、それに基

づいてやられるわけですから、そういう支援体制を

当然密にするということであれば、ここがしっかり

と機能しなければ、やはりできない話でありますの

で、そういうものも含めてどういう体制に今後なる

のかお伺いしておきたいと思います。 

 （３）に、そういった地域でもう１カ所地域包括

センターを必要とする場合は、運営協議会において

認められた場合というふうになっておりますが、あ

くまでもこれは運営協議会を通しながら、設置が可

能なのか、または必要なのかということが判断され

るのかというような内容かと思いますが、この点お

伺いしておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ４番米沢議員の御

質問にお答えいたします。 

 包括センターの職員の配置基準につきましては、

条例にも記載しておりますように、原則の基準とし

て、国が配置基準につきましては従うべき基準と

なっておりまして、基本的にはこれが下限になると

いうのが国の考え方でありますので、議員おっしゃ

るように、例えば町においてもっと多くの職員を配

置すべきだということであれば条例の中に、今回町

のほうは、それぞれ保健師、社会福祉士、それから

主任介護支援専門員、もしくはそれに準ずるような

職員を１名ずつ配置することを基準として条例を定

めさせていただいておりますけれども、運営協議会

等において、さらにもっと多くのそういう専門職を

配置すべきだということになれば、条例の規定に基

づいてそういう改正ということはやぶさかではない

ものというふうに理解しておりますけれども、基本

的に、１包括支援センター、大体３,０００人から

６,０００人ぐらいの１号被保険者を抱える包括セ

ンターとしては、専門職３人程度の配置が効率的な

運営につながるものというふうに理解をしていると

ころであります。 

 あと、特にサービス事業を展開していくのは、町

内の各事業所等でそれぞれサービスの展開をしてい

ただく中で、特に課題になっております権利擁護等

の問題につきましても、先ほどの包括センターの条

例とは別に、地域指定介護の予防支援等にかかわる

基準条例においても、私たちの包括センターの職員

もそうでありますし、それぞれサービスを担ってい

ただきます各事業所の職員の皆さんにおいても、こ

ういった権利擁護等についてもしっかりと学習して

もらうことが必要ということで、私どもの町の今回

の基準の中にも、職員の資質の向上に向けた権利擁

護、それから虐待防止、それから認知症の理解等に

ついて、そういったものをしっかりと研修項目に挙

げていきましょうという基準を定めさせていただい

て、それらの効果的な運営に努めていきたいという

ことで考えているところであります。 

 同じように、サービス担当者会議はそれぞれの事

業所の中でお願いすることになりますし、各事業所

等が連携する中で、本町の包括センターが中心にな

りまして、ケア会議等を定期的に開催する中で、そ

れぞれの事業所等での課題等も情報公開しながら、

効果的な、利用者が安心して利用できるような、そ

ういう運営を努めてまいりたいというふうに考えて

いるところであります。 

 以上です。（発言する者あり） 

 答弁が漏れておりました。 

 包括センターを、例えば上富良野町内にもう一つ

というようなことというのは、御指摘のように運営

協議会の中で御議論をいただいて決定していくこと

になりますが、現在、町のほうでは、大きな自治

体、それとか、例えば地理的な条件で、１号の被保

険者は数は少ないのですけれども遠く離れていると

か、そういう地理的な条件であったりだとか、逆に

大きな、都会であれば、そういう中学校区単位に設

けるとか、いろいろな考え方の中で一つの自治体の

中に複数の地域包括センターを設けているところが

ありますが、そのようなことが必要であれば運営協

議会の中で御議論いただくことになりますけれど

も、現時点、上富良野町においては、１施設という

ことで運営していくことが妥当だということで判断

をしているところであります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 次にお伺いしたいのが、議

案第１３号の点でありますが、これは違いますか。 
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○議長（西村昭教君） 別な質問ですか。 

○４番（米沢義英君） ええ、そうです。 

○議長（西村昭教君） 別でしたらだめです。関連

ならいいですけれども。 

○４番（米沢義英君） 一つ一つですね。 

○議長（西村昭教君） ３回までですから、今の答

弁に対して質問があれば。 

○４番（米沢義英君） 関連するのでお伺いいたし

ます。 

 これは、利用者等にもかかわる非常に重要な条例

の改正であります。今回の改正は、１２号と１３号

という形の中で、連動する部分も非常に多くありま

す。 

 そこでお伺いしたいのは、１３号の中の人員及び

運営、予防を効果に達するための要件として掲げら

れている内容があります。そこには、第３３条に

は、やはり介護予防支援の実施に当たっては、介護

予防の効果を最大限に発揮できる、こういうことが

掲げられております。そこには単に運動機能や栄養

状態、口腔機能といった問題だけではなくて、利用

者の生活環境、そういうものも含めて支援しなさい

ということがうたわれております。これは当然のこ

とでありまして、やはりこういった、日常の生活含

めて、例えば米沢が介護に陥った、要支援に陥った

場合に、どういう生活をしているのかと。どういう

食べ物を食べて、毎日生活して、人との関係が成り

立っているのか、生活社会の中で、上富良野町の中

で成り立っているのかいうところまで、小まめな調

査をして、そこに自立できるような生活機能の向上

を求めて、それに対する支援体制の充実をしなさい

と、大まかなこと言ってますがうたわれておりま

す。 

 そういった場合に、やはりそれに対する指導だと

か援助というのは当然必要になってきます。それと

あわせて、それぞれの事業者が介護計画に基づいた

指導だとか機能訓練の回復だとかというのが当然求

められてくるというふうに思いますが、これを怠っ

た場合、これは行政が恐らく指導しなければならな

い部分が出てくるのかなというふうに思いますが、

そういったものも含めて、今回の条例の位置づけと

いうのは本当に非常に重要になってきている部分で

あります。 

 私は、今回の条例が改正されることによって、一

人一人の利用者の機能改善に結びつく、そういうも

のをやはり重視しなければならないと思いますが、

その点、どういうふうに町として、この条例設置と

あわせて方向性を見出そうとしているのか伺いたい

と思います。 

 来年度から、当然、要支援者については、訪問介

護だとか通所だとか、あるいはそういった部分につ

いても、ボランティアだとか、あるいはＮＰＯだと

か、そういったものも含めて利用改善すべきだとい

うことも明記されている内容もこの条文の中にはあ

ると思いますが、そうしますと、ＮＰＯ等について

は、こういう事業を委託する場合については、要件

があるかというふうに思います。そういう管理運営

を賄える責任者がいるかどうかという問題、当然そ

れを支援するような人がいるのかどうかという問題

があるかというふうに思います。 

 仮に上富良野町でこういった要支援等を、そう

いったＮＰＯ法人法等に委託する場合、そういった

場合の要件等だとか条件等、あるいはその受け皿が

なければ、当然ないわけですから、そういった部分

は町としてどのように考えているのか、お伺いして

おきたいと思います。 

 ３点目にお伺いしたいのは、そういう運営基準に

基づいて介護支援計画をどんどん立てます。立て

て、なおかつ改善、いわゆる本人の不服申請、先ほ

どもありましたけれども、なかなかやっぱり改善が

見られない、介護計画に基づいた計画が順調に運営

されていないだとかという場合は、指導する機関が

あるのだというふうに思いますが、それも恐らく行

政側が指導しなければならないのかなというふうに

思いますが、そういう場合はどういうようなところ

でそういったものをきちんと審議して指導するの

か、その受け皿として、行政としてどういう体制を

今つくろうとしているのか、この点お伺いいたしま

す。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ４番米沢議員の御

質問にお答えいたしたいと思います。 

 ちょっと多岐にわたる質問でしたので、もし答弁

漏れがあれば御指摘をいただきたいというふうに思

いますが、まず１点目、条例の第３３条には、これ

ら事業を行っていく上での留意すべき事項が記載さ

れております。この３３条を含め、前段の取り扱っ

ていくための具体的な取り扱い方針等も、２６号に

わたってそれぞれ取り扱い方針等が定められており

ますが、これらの基準は全て、これまでも国が示し

てきた基準と同様でありますので、これまでと同様

に、各事業所、それから私たちの包括センター含め

て、こういった取扱方針、留意事項に基づいて適切

な運営に努めていこうというための基準になってお

りますので、新たに基準を設けたものではありませ

んけれども、当然、これからは国が定めた基準をも

とに、今度からはこれが町が定める基準になります

ので、町がよりしっかりと、こういう取扱方針や留

意事項を理解した中で、それぞれの事業所において
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も、そういうことをふだんの定期的なケア会議等を

通じて意見交換しながら、さらによりよいサービス

に、利用者の日常生活の支えになるような方向で取

り進めていくことが私たちに課せられている課題だ

というふうに新たに受けとめているところでありま

すので、引き続き、これまで同様、努力を続けてい

きたいというふうに考えております。 

 それから、介護保険法の改正がありまして、次期

計画の期間中には、議員御指摘にもありましたよう

に新しい総合事業の移行時期を迎えることになりま

す。その時期に当たっては、まだ町のほうでは決定

しておりませんけれども、それら移行に向けて、お

話にありましたように、ボランティアであったりＮ

ＰＯであったりということのさまざまな支えに基づ

いて行っていくわけですけれども、基本的に、通所

介護、それから訪問介護等については、専門のサー

ビスが必要なものについては引き続き専門サービス

を利用いただくように、当然予防の必要な方につい

ても、こういった基準や留意事項に沿って、それぞ

れの事業所で専門的なサービスの御支援をいただく

ことになりますが、ＮＰＯやボランティアにお願い

するような事項というのは、この事業とはまた

ちょっと別で、地域の皆さんで支え合っていった

り、事業とは別の部分で、もっとそういう身近な支

え合いの中で機能できるようなものについては、そ

ういうものをしっかりと機能させていくことは必要

なのかなというふうに考えているところでありま

す。 

 それから、介護計画、それから介護予防のサービ

ス計画等については、お一人お一人の方に沿った

サービス計画をつくった中で、それぞれその計画に

沿って事業を進めていくわけでありますけれども、

当然、場合によっては予防効果がなかなか発揮され

ないと、いろいろと事業をした中でも人によっては

介護度がさらに予防から要介護にどうしても移らな

ければならないとか、そういうことというのは場合

によってはなっていくことはあり得ることなのだろ

うというふうに思いますけれども、基本的に、予防

介護は、介護度を高めていかない、要介護になるべ

くなっていかないように、こういう支援をしっかり

していこうということになりますので、計画に沿っ

た適切なサービスが引き続き提供できるように、包

括センターが当然中心的な役割を果たしていかなけ

ればならないことでありますので、引き続き各それ

ぞれの町内でサービスを提供していただいている事

業者と連携を図りながら、適切なサービスの提供に

今後も努めていきたいというふうに考えているとこ

ろであります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これで質疑を終

了いたします。 

 討論を省略し、これより採決いたします。 

 初めに、議案第１２号上富良野町地域包括支援セ

ンターの職員等に係る基準を定める条例を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１３号上富良野町指定介護予防支援

等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準等を定める条例を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１５ 議案第１６号 

○議長（西村昭教君） 日程第１５ 議案第１６号

上富良野町社会教育委員に関する条例の一部を改正

する条例を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ただいま上程され

ました議案第１６号上富良野町社会教育委員に関す

る条例の一部を改正する条例について、提案要旨を

御説明申し上げます。 

 国における地方分権改革の一環として、地域の自

主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るた

めの関係法律の整備に関する法律が平成２５年６月

に公布されました。 

 これにより、これまで社会教育法に基づく社会教

育委員の委嘱でありましたが、国の省令で定める基

準を参酌し、町が条例で規定することに改められま

したことから、条例の改正を行うものであります。 

 以下、議案を朗読し、提案理由の説明といたしま

す。 

 議案第１６号上富良野町社会教育委員に関する条

例の一部を改正する条例。 

 上富良野町社会教育委員に関する条例（昭和４７

年上富良野町条例第２４号）の一部を次のように改

正する。 

 第４条を第５条とし、第３条を第４条とし、第２
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条を第３条とし、第１条の次に次の１条を加える。 

（委嘱）。 

 第２条、委員は、次に掲げる者の中から、教育委

員会が委嘱する。 

 第１号、学校教育及び社会教育の関係者。 

 第２号、家庭教育の向上に資する活動を行う者。 

 第３号、学識経験者。 

 附則。 

 この条例は、平成２７年４月１日から施行する。 

 平成２６年１２月１１日提出、上富良野町長向山

富夫。 

 以上、御審議いただき、議決いただきますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１６号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１６ 議案第１４号 

○議長（西村昭教君） 日程第１６ 議案第１４号

上富良野町子どものための教育・保育給付に関する

条例を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 子ども・子育て担当課長。 

○子ども・子育て担当課長（吉岡雅彦君） ただい

ま上程いただきました議案第１４号上富良野町子ど

ものための教育・保育給付に関する条例について、

提案の要旨を説明申し上げます。 

 子ども・子育て支援法に基づき、新制度では、教

育・保育施設の利用に当たっては、児童の年齢や保

護者の状況に応じて三つの区分に認定するととも

に、保育の必要量を認定し、その認定に応じた給付

を行っていくこととなります。 

 当条例は、教育・保育の認定、給付を実施するに

当たり、その基本事項となる保育認定の基準等を定

めるとともに、利用者負担を求める根拠を条例にお

いて明確にするため制定するものであります。 

 第１条、目的では、全ての子どもに質の高い教

育・保育を保障し、子どもの健やかな成長と安心し

て子育てができる環境づくりを目指すこととしてお

ります。 

 第２条第１項では、先ほど申し上げました三つの

区分に認定することについて規定し、同条第２項が

保育の認定基準であり、国が示した基準を基本とし

規定したところでありますが、労働時間についての

基準は、国が示した下限の４８時間を採用すること

とあわせて、親族の介護、看護については別居の場

合も対象とすることで、認定につながるよう独自の

基準を追加したところであります。 

 第３条は、保育の必要量に応じた保育標準時間と

保育短時間に区分して認定することを規定していま

す。 

 第４条は、住民に利用者負担額を求める根拠を条

例において明確にすることとし、負担額の決定は、

国の基準額、保育単価の変動等に速やかな対応が図

れるよう、規則に委任する旨規定しています。 

 また、附則において、労働時間の読みかえ規定、

現在入所している児童の経過規定とあわせて、現行

の保育の実施に関する条例の廃止について規定して

います。 

 なお、本条例の施行期日は、子ども・子育て支援

法の施行の日で平成２７年４月１日を予定している

ところであります。 

 以上、議案第１４号上富良野町子どものための教

育・保育給付に関する条例についての説明といたし

ます。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ます。 

 説明会が開かれているかどうか、ちょっと確認し

たいのですが、今後、制度が変わることによって、

利用する人がどういうふうに保育を利用したらいい

のかというような戸惑いが出てくるのかなというふ

うに思います。事前にこういう制度が変わりますと

いうことで説明されているかどうか、この点につい

て、まず第１点、お伺いしておきたいと思います。 

 二つ目には、恐らくまだはっきりしないいろいろ

な要素があって、保育料等についても、今回、国の

基準の８０％を基本にするという、この資料では説

明がなされております。利用者にとっては一定程度

負担軽減というところはあるかというふうに思いま

すが、この間出されてきた、２子目についても保育

料の半額等を実施してほしいというような、子ども

アンケートの中等にも、また、この間の中等にも
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あったかというふうに思いますが、この点につい

て、あわせてちょっと、どういうふうになるのかお

伺いします。 

 保育時間の設定でありますが、標準時間と短時

間、この基準は何によって定められるのか、この点

お伺いしておきたいというふうに思います。何より

も私が言いたいのは、利用される方が安心して保育

所に預けられるような、そういう制度でなければ改

定した意味がないわけですから、今回、独自基準と

しても、引き続き町長の判断によって、保育を受け

られる条件も一定加味されている部分があるのかな

というふうに思いますし、そういうものも含めて、

やはり利用者が安心して利用できるような環境づく

りというのが何よりも大切だというふうに思いま

す。この点、まず伺っておきたいと思います。 

 次に、同じ保育所に保育時間が標準時間の子と短

い時間の子がいるとした場合、これは、例えば仕事

によっては昼から出てくるということの場合もある

かもしれません。上富良野町の場合はそういった部

分は恐らくないのかというふうに思いますが、恐ら

く大きな町になればなるほどそういった部分も見受

けられるかというふうに思いますが、そういった場

合の認定ということになれば、短時間保育というふ

うになるのかどうなのか、この点お伺いいたしま

す。 

 普通、延長保育等が当然出るかというふうに思い

ますが、その場合の利用料等の取り扱い、短時間で

も延長保育をお願いしたいだとか、いろいろ出るか

というふうに思いますが、そういう場合の取り扱い

と料金等の設置等はどのようになるのか、お伺いし

ておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 子ども・子育て担当課長、

答弁。 

○子ども・子育て担当課長（吉岡雅彦君） まず、

１点目の説明会でございますけれども、今ようやく

大体骨子が固まってきたところでございますので、

今後説明、当然これは必要だろうというふうに思っ

ておりますので、各保育所なんかに、保護者の集ま

る機会か何かで説明をしていこうというふうには考

えてございます。 

 それから、２点目の保育の認定でございますけれ

ども、まさに本条例に、第２条第２項の１号から９

号に書いてあるとおり、その中で保育が必要かどう

かということに関しては認定をしてまいります。 

 それから、３点目が標準時間と保育短時間の決め

方でございますけれども、まず、基本的には、労働

の場合を申し上げますけれども、４８時間以上原則

１カ月働いていることが原則でございます。ただ、

当分の間、時間は制限はしないという形でやってま

いります。 

 あと、標準時間と短時間の区分は、おおむね１カ

月の労働時間が１２０時間、これは国のほうで示し

ておりますので、それに基づいて考えてまいりま

す。 

 それから、保育短時間という、認定になる場合も

中にはあろうかと思いますけれども、基本的に標準

時間の範囲内であれば、つまり８時間の短時間の方

が保育の標準時間の範囲内、時間帯は午前７時から

１８時までと考えておりますけれども、その範囲内

で利用される分については延長保育料は求めないと

いう考え方を持ってございます。ただ、それを超え

た場合は、当然ながら延長保育という形、延長の時

間をいただくという形になりますけれども。 

 それから、実際問題、さまざまな家庭、いろいろ

なケースがございます。それで、あくまで個々の状

況に応じて判断していくことになります。ただ、町

の考え方としましては、その家庭にとって必要な保

育時間というのは確保したいというふうに考えてお

りまして、保護者が困ることのないような、そうい

う考え方を基本に持ってございます。 

 あと、短時間保育の場合、それを望む家庭もい

らっしゃるかと思います。その場合は当然ながら短

時間保育の認定になりますけれども、先ほど申し上

げましたように、標準時間の範囲内であれば、特に

料金を求めないという考え方を持っています。 

 それから、先ほど議員が申し上げたとおり、いま

だにこの制度、いろいろ固まっていないところがご

ざいます。例えば、きのうまたＱ＆Ａの追加版が来

たりとか、そんな状況ではございますけれども、総

じて市町村の裁量の幅が広いようなことになってお

りますので、そういう考え方、基本に沿って対応し

ていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。（発言する者あり） 

 済みません。第２子の半額でございますけれど

も、保育料の基準そのものが第２子は半額となって

ございます。第３子以降は無料という設定になって

ございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 私が第２子の半額と言った

のは、上が児童生徒です。そういう場合はどうなの

かと。前にも質問したので、その部分のことを聞い

ているので、答えていただきたい。 

 保護者の説明はこれからということで、恐らく想

定されていなかったのかなというふうに答弁を聞い

ていたのですけれども、一番大事で、利用者が今後

どういうふうに、保育制度が変わることによって利

用できるのかということを一番知りたいという声が
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ありますので、やっぱりそこら辺は十分説明して、

保育単価の問題も含めて、保育の時間等も含めて、

給付条例の、この点はやっぱり知らせて、やっぱり

理解を求めるということが大事だと思いますので、

この点しっかりしていただきたい。答弁は要りませ

んけれども。 

 あとは、やっぱりきちんと地域の子どもは地域で

育てて、やっぱり自治体がきちんと保育できる環境

づくりを整えるという、この字句が残りました、条

例の中で。そういったものも含めて、やっぱり今

後、利用者側から、これはおかしいのではないかと

いうことが出てきた場合に、自治体の裁量でできる

部分とできない部分、当然あるのかなというふうに

思います。やはりそういう条文を生かしながら、最

大限に利用者の不安を解消して、安心して子育てが

できる環境づくりを十分整える必要があると思いま

すので、この点、もう一度確認しておきたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 子ども・子育て担当課長、

答弁。 

○子ども・子育て担当課長（吉岡雅彦君） 第２子

半額の点について、ちょっと勘違いしていました。

済みません。 

 保育所の場合は、あくまで就学前ということで、

ゼロ歳から５歳でありますので、６年間の幅で第２

子が半額という仕組みになってございます。例えば

幼稚園でしたら３歳以上からですから、そちらも同

じく６歳の幅ということで小学校３年生までを第１

子、２子とカウントするというやり方で、これは国

のほうでそういう形になってございますので、御理

解いただきたいというふうに思います。 

 それから、説明会でございますけれども、今回、

制度の大幅な改正でございますので、各保育所、幼

稚園へ出向いてやっていきたいというふうには考え

てございます。そして、その中で保育の時間だとか

保育料だとかを丁寧に説明してまいりたい、それで

理解を得たいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） ４番米沢議員の質問に、

私のほうからも一部補足をさせていただきたいと思

います。 

 基本的には、これまで児童福祉法に基づいて、保

育に欠けるお子さんをしっかり地域で保育環境を整

えることが、まず第一義的に法律に定めがあったわ

けであります。それがこの９月に、３法の条例を改

正しましたが、子ども・子育て支援法の法律に基づ

いて、今度は、ここにもあります１０項目、いわゆ

る保育に欠けるという基本を崩さずに、その解釈を

さらに広げて、保育所に入所できるお子さんを広げ

たという私どもは理解をしております。 

 したがいまして、米沢議員が懸念されている、そ

ういう対象の方に、町民の方に不安が生じるのでは

ないかという部分につきましては、さらに町の考え

としては、そういうことが起きないように、さらに

また解釈が拡大するものというふうに考えておりま

すので、御理解もいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） よろしいですね。 

 ほかに質問はございませんか。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 今回、保育環境はかなり変

わるものですから、昨日も一般質問させていただい

て、保健福祉課が総合窓口になっていただいて、そ

ういう相談に乗っていただきたいということを質問

させてもらったのですけれども、市町村から認定証

が交付されますね、２号、３号につきましては。そ

うすると、今度は保育を必要とする人が、必要に応

じて市町村で、保育等の状況なんかの利用調整を図

らなければいけないと、こういうことがうたってあ

ります。それであれば、終了時間等によっても受け

る時間とサービスなんかも変わってきますし、ぜひ

保健福祉課に総合窓口的な、連携をとって、昨日も

調整をしながら、そういう利用調整をしますという

ことをいただいたのですけれども、その点について

どのように考えていらっしゃるか、うまく利用調整

ができるのかどうか、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ３番村上議員の御

質問にお答えいたしますが、昨日議員から御質問い

ただいた内容でもお答えしましたが、本町において

は、保健福祉課の子育て支援班が既にそういう機能

を持ち合わせているというふうに我々理解しており

ますので、引き続きそのような形で、保健福祉課の

子育て支援班が中心にそういう対応を図ってまいり

たいと思っておりますけれども、基本的に、仕組み

は大きく法律が変わって、いろいろなさま変わりを

しておりますけれども、実際に保育所等を御利用い

ただくお母さん、お子さんたちにとりましては、今

までと、さほど大きく何かさま変わりするようなも

のではありませんので、基本的にこれまでと同じよ

うに保育所のほうに入所したいのですということで

入所の手続等があって、そして、これまで幸いに、

上富良野町はここずっと、その御家庭の御希望する

保育所のほうに入所いただくような形で進んでおり

ますので、場合によって、どこかの保育所だけが利

用が大きく、希望が大きく、定員を超えるようなこ

と、そういう事態になったときには、町において
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も、こちらもいっぱいいっぱいの状況ですから、こ

ちらのほうの保育所で考えられませんかというよう

な問いかけをする場合が出てくるかもしれませんけ

れども、ここ数年の状況を見た中では、子どもの数

も、ふえていくことが理想なのでしょうけれども、

今後の状況を見たときには、これまで同様、おおむ

ね御希望の施設にお子さんが利用できるような、そ

ういうことで進んでいくものというふうに理解して

いるところであります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１４号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１７ 議案第１５号 

○議長（西村昭教君） 日程第１７ 議案第１５号

上富良野町立学校設置条例の一部を改正する条例を

議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ただいま上程され

ました議案第１５号上富良野町立学校設置条例の一

部を改正する条例について、提案要旨を御説明申し

上げます。 

 上富良野町立江幌小学校が児童数の減少などから

平成２７年３月をもって閉校となるため、上富良野

町立学校設置条例とあわせて、関係する上富良野町

公立学校の施設設備使用料徴収条例の一部を改正す

るものです。 

 以下、議案を朗読し、提案理由の説明といたしま

す。 

 議案第１５号上富良野町立学校設置条例の一部を

改正する条例。 

 上富良野町立学校設置条例（昭和４０年上富良野

町条例第３３号）の一部を次のように改正する。 

 別表第１中上富良野町立江幌小学校の項を削る。 

 附則。 

 （施行期日）。 

 １項、この条例は、平成２７年４月１日から施行

する。 

 （上富良野町公立学校の施設設備使用料徴収条例

の一部改正）。 

 ２項、上富良野町公立学校の施設設備使用料徴収

条例（昭和３７年上富良野町条例第４号）の一部を

次のように改正する。 

 別表中屋内体育館の部江幌小学校の項を削る。 

 平成２６年１２月１７日提出、上富良野町長向山

富夫。 

 以上、御審議いただき、議決いただきますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 これより、議案第１５号を起立により採決いたし

ます。 

 本件は、先ほどありました議案第１１号と同じよ

うに、地方自治法第２４４条の２第２項の規定に基

づき、出席議員の３分の２以上の者の同意を必要と

いたします。 

 出席議員は、ただいま１３名でありますので、そ

の３分の２は９名でございます。 

 本件を原案のとおり決することに賛成の諸君の起

立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） ありがとうございます。 

 起立多数、３分の２以上であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１８ 議案第１７号 

○議長（西村昭教君） 日程第１８ 議案第１７号

上富良野町病院事業の設置に関する条例の一部を改

正する条例を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（山川 護君） ただいま上程い

ただきました議案第１７号上富良野町病院事業の設

置に関する条例の一部を改正する条例につきまし

て、提案の理由を御説明申し上げます。 

 改正の要旨でございますが、町立病院は、平成２

０年７月から富良野協会病院との病病連携により、

眼科医師の派遣を受けて眼科診療業務を行っており

ましたが、平成２６年８月から当病院の眼科の常勤

医師が不在となったため、町立病院への派遣中止と

なり休診しておりました。診療再開の見通しが立た

ないことから、診療科目から眼科を廃止するため当

該条例を改正するものであります。 
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 以下、議案を朗読して説明にかえさせていただき

ます。 

 議案第１７号上富良野町病院事業の設置に関する

条例の一部を改正する条例。 

 上富良野町病院事業の設置に関する条例（昭和４

２年上富良野町条例第１７号）の一部を次のように

改正する。 

 第２条第１項第５号を削る。 

 附則。 

 この条例は、平成２７年１月１日から施行する。 

 以上で説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１７号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１９ 議案第１８号 

○議長（西村昭教君） 日程第１９ 議案第１８号

上富良野町避難行動要支援者名簿に関する条例を議

題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました議案第１８号上富良野町避難行動要支援者名

簿に関する条例につきまして、提案の要旨を御説明

申し上げます。 

 平成２５年度の災害対策基本法の改正に伴い、災

害時要援護者名簿が避難行動要支援者名簿として法

的根拠をもって作成されることとなり、本年３月に

上富良野町地域防災計画の改定において避難行動要

支援者名簿の作成を位置づけしたところでありま

す。 

 しかしながら、関係機関等への名簿の提供に関し

ては本人の同意が必要であることから、名簿の個人

情報については、本人からの拒否の意思表示がない

限り、平常時から関係機関と提供できるよう条例の

制定をしようとするものであります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１８号上富良野町避難行動要支援者名簿に

関する条例。 

 以下につきましては、議案の朗読を省略させてい

ただき、条を追って、その主な内容のみの説明とさ

せていただきますので御了承願います。 

 第１条は、本条例の目的を規定するもので、避難

支援等関係者による災害時の円滑かつ迅速な避難支

援等の実施を支援し、もって避難行動要支援者の生

命または身体を災害から守ることを目的とするもの

であります。 

 第２条は、用語の定義及び名簿の提出先を規定す

るもので、名簿の提供先は、富良野広域連合消防及

び上富良野消防署、富良野警察署、上富良野町民生

児童委員協議会委員、上富良野町社会福祉協議会、

上富良野町の住民で組織する自主防災組織及び住民

会、その他避難行動要支援者避難支援プランに定め

る団体等とするものであります。 

 第３条は、避難行動要支援者の範囲を規定するも

ので、名簿に登載する対象者は、７５歳以上の独居

者及び７５歳以上のみの世帯の者、要介護認定者、

身体障害者手帳の１、２級、精神障害者保健福祉手

帳の１級及び療育手帳のＡを保有する者、特定疾患

医療受給者及び小児慢性特定疾患医療受給者であり

重症認定を受けている者、その他町長が必要と認め

規則で定める者とするものであります。 

 ２ページをお開き願います。 

 第４条は、避難行動要支援者名簿の作成について

規定するもので、記載する事項は、氏名、生年月

日、性別、住所または居所、電話番号、その他連絡

先、避難支援等を必要とする理由、その他避難支援

等の実施に関し町長が必要と認める事項とするもの

であります。 

 第５条は、名簿情報の提供について規定するもの

で、第１項は、災害発生に備え、避難支援等関係者

に対する名簿情報の提供。第２項は、名簿情報の提

供の非同意の申し出の者の名簿情報の未提供、第３

項は、第２項の規定にかかわらず、災害発生、災害

のおそれがある場合は、避難支援等の実施に必要な

範囲で名簿情報を提供できるとするものでありま

す。 

 第６条は、名簿情報の取り扱いについて規定する

もので、名簿情報の安全管理のため必要な措置を講

ずるものであります。 

 ３ページをごらん願います。 

 第７条は、名簿情報の漏えい防止のための措置を

規定するものであります。 

 第８条は、利用及び提供の制限について規定する

もので、名簿情報の提供を受けた者が目的外に使用

しないこと及び他の者に提供しないとするものであ



― 58 ― 

ります。 

 第９条は、守秘義務を規定するものであります。 

 附則は、施行期日を交付の日からとするものであ

ります。 

 以上で、議案第１８号上富良野町避難行動要支援

者名簿に関する条例の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 先般質問した第２条の

（３）の避難支援等関係者についてお伺いしたいと

思います。 

 我が町には自衛隊が存在していまして、共存共栄

をうたわれていますよね。そういったことで質問し

まして、避難支援関係者の中に自衛隊が明記されて

いないということをお聞きしたわけです。事後、確

認するという答弁を全員協議会だったですか、お聞

きしております。その辺の結果について、まずお聞

きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） １１番今村議員の御質

問にお答えします。 

 先般の全員協議会のときにも自衛隊について、名

簿提供について確認しているのかという御質問も

あったところですが、今回、自衛隊のほうには確認

をさせていただいたところでございます。その中に

おいて、法に規定する部分については、条例にもあ

りますように、災害対策基本法の第４９条の１１第

２項に規定する機関ということで掲載させておりま

して、この条例の中では掲載はしておりませんが、

その他避難行動要支援者避難プランに定める団体等

ということで、当然のことながら災害発生時、ま

た、おそれのあるときには提供するということでご

ざいますが、平時の場合において、自衛隊のほうに

おいても、それを受けてのふだんの行動というとこ

ろに対してについては、なかなか困難な状況もある

ということの返事はいただいているところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） ちょっとよくわからな

かったのだけれども、ふだん困難な状況があるから

名簿をいらないと言っているのですか、欲しいと

言っているのですか、どちらなのですか。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） １１番今村議員の再度

の質問ですが、確認した結果、平時の場合において

は提供の必要はないということで確認はとれている

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。（今村議

員「わかりました」と呼ぶ） 

 ほかにございませんか。 

 １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 何点か確認をさせていた

だきます。 

 非常に大変な業務がかぶさってくるなという感じ

をしています。 

 それで、まず第４条の関係でありますが、第４条

の第３項では、名簿の記載事項については正確かつ

最新の内容に保つことということになっています。

それで、避難支援関係者等への名簿を提供すること

になろうかと思いますが、それらについては、災害

弱者でありますので、日々刻々と内容等は変わるも

のだなと、そうやって想定をしますが、そこら辺は

どのような流れの中で相手方のほうに情報を提供し

ていくのかを確認させていただきたいと思います。 

 また、第２点目としては、当然名簿の漏えい等が

問題になってきます。ここに書かれている支援等の

関係者に対して、これは協定か何かを結んで提供す

るのか、それとも協定や何かを結ばないで提供して

いくつもりなのか、そこら辺はどう考えているのか

をお聞きをいたしたいと思います。 

 それから３点目ですが、これがもし本格的に動い

てくるとすれば、かなりの事務量になって、事務的

な進行や何かをどのように考えているのか。当然、

受け入れ先との調整だとか、それから漏えい防止、

また名簿の整理、特に非同意の者に対する確認、そ

のようなものがどのように考えられているのかを

ちょっと確認をいたしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） １０番中澤議員の３点

の御質問にお答えしたいと思います。 

 まず、１点目が情報提供の方法でありますが、今

申し上げたとおり、日々情報というのは変わってい

くかと思いますが、その提供については、それぞれ

必要に応じ、その更新情報の提供はしていかなけれ

ばならないと思っておりますが、その提供方法等に

ついて、詳細については規則、要綱で細かく定めた

いと考えているところでございます。 

 また、情報漏えい等の防止策として、当然、名簿

の提供に関しましては、漏えい防止であるとか名簿

の安全管理、利用提供の制限、守秘義務等について

誓約をいただくような形で提供しまして、その後、

その管理がどのようにしているか報告をすることも
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求めることができますし、検査もできるようになっ

ておりますので、個人情報の安全管理については適

切な措置を講じてまいりたいと考えているところで

あります。 

 それから、３点目の業務量の増加に伴う、また、

その方法等をどのように進めていくのかということ

でございますが、これにつきましても、名簿の作成

に当たりましては、今言いましたように規則、要綱

等で詳細を定めて、遺漏のない事務手続にしてまい

りたいと考えているところでありますので、御理解

をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 今、要綱で詳細について

は定めるということでありますが、今の段階で名簿

の修正とかそういうのはどう考えているのか。 

 また、当然要綱で定めることになると思うのです

が、条例ですので、これが通ると、施行月日も交付

の日から施行するということになっていますので、

住民の方々たちからすると、こういう情報がいつ流

れてくるのか、また、どのような、受け入れのほう

としては体制をとっていったらいいのかというよう

なことも当然考えることになろうかなと思います。

そのようなことで、今の段階でどのような日程で予

定しているのか、そこら辺をお聞かせいただければ

と思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） １０番中澤議員の今後

の日程等ということでありますが、まだ詳細につい

ては、日程等の組み立ては、これからの準備段階と

いうことで、具体的な日程等についてはまだあれで

すが、これまでの災害時の要援護者名簿というのが

ありますので、それをさらに、今回の避難行動要支

援者名簿のほうに変わっていくということで、全く

情報というのがないわけではありませんので、その

部分を早急に整備しまして、必要な情報の提供につ

いては速やかな対応をしてまいりたいなと考えてい

るところでございます。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １０番中澤議員の御質問

に、私のほうからちょっと補足をさせていただきた

いと思います。 

 まず、整理をさせていただきたいと思いますが、

まず行政の責務として、この行動要支援者名簿、更

新も含めて最新の状態に仕上げていくということ

は、ここにもありますように、今もやっています

が、それは名簿管理がしっかり、手帳の交付者も含

め、介護認定者も含め、全て行政機関で、まず名簿

は整っているという状況です。それを相手に、守秘

義務のある、法律に基づく守秘義務ですが、例えば

消防機関だとか行政機関とか、そこには最新の情報

をお出しすることを想定しています。 

 ただ、一方、先日も申し上げましたが、自主防災

組織を中心に、個別支援計画を具体にこれから立て

ていっていただくことを、準備の整った自主防災組

織にお願いをどんどんしていきますが、毎日変わる

個別情報を、どこまで相手にお出しすることが、相

手ももらった以上は、それを追加したり削除して

いったり、そういう業務が日々、自主防災組織にか

かってまいりますので、例えば上半期と下半期で年

２回それを更新するとか、相手次第では、それは年

１回しかできないというようなことも含め、相手の

自主防災組織において、そういう対応を個別に協議

をしていく必要があるかなというふうに思っていま

す。 

 そのようなことで、ぜひ２５の自主防災組織が、

そういうような思いが共有できるような、これから

啓蒙含めて対策をつくっていきたいと。したがいま

して、本当に、業務量含め、非常に、相手もおられ

ますので、そういうことを徐々に体制を整えていき

たいという思いから、この条例が今回の提案につな

がっているということであります。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 今のことは理解をするわ

けでありますが、やはりこの条例の目的は、災害時

の円滑かつ迅速な避難支援等の実施をするという、

そのために名簿を提供するのだと。でありますの

で、そこら辺は、きめ細かなといったって毎日やれ

という話にはならないのですが、やっぱり常識的な

範囲の中で、１年に１回といったらかなり状況が変

わりますし、その人の体自体も変わると思います

し、それから連絡先だとか、周りが、支えている人

たちも変わっていくと思うのです。 

 そういうようなことで、私の考えでは年に本当に

何回かは更新をする必要があるのだろうなというこ

とを考えています。そんなことを含めて、きめ細か

な情報提供に努めていただければなと思っていま

す。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １０番中澤議員の再度の

質問に私からお答えをさせていただきます。 

 私の答えがちょっと誤解を招いたかもしれません

が、まず、日々の対象者の死亡、転出、あと、場合

によったら、きょうから長期の入院になりました

と、例えばです。そういう日々の情報を含めて、ま

ず行政機関においては、知り得る限り、それらの名

簿の更新は日々していくということ。それと、もう

一つは、先ほど言いましたように、個別支援計画を

立てていただく、特に住民会、自主防災組織におい
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て負担にならないように、その名簿を、例えばこの

おばあちゃんはきょう施設に入りましたとか、そう

いう話を、毎日そういう情報を受けて、個別支援計

画を毎日のように修正をしていくことをやってあげ

られますよというふうに言うのであればそのように

しますし、いや、年３回でいいですよと、年１回で

いいですよと、年１回しかできませんというような

ことがあれば、そういうような、相手に負担のかか

らない範囲でも一方でしなければならないかなと。

そういう意味で答弁をさせていただいたことを御理

解もいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１８号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２０ 議案第１９号 

○議長（西村昭教君） 日程第２０ 議案第１９号

富良野地区広域市町村圏振興協議会の廃止について

を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました議案第１９号富良野地区広域市町村圏振興協

議会の廃止についてにつきまして、提案の要旨を御

説明申し上げます。 

 本件は、平成２０年度をもって国の広域行政圏策

定要綱が廃止され、また、平成２６年度から、定住

自立圏による連携事業により、広域連携に係る施策

の推進を行っていることから、構成市町村において

も、本協議会の廃止について合意がされたところで

あります。 

 本協議会を廃止するため、地方自治法第２５２条

の６の規定により準用する同法第２５２条の２第３

項の規定に基づき、議会の議決をお願いするもので

あります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１９号富良野地区広域市町村圏振興協議会

の廃止について。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２

条の６の規定により、平成２７年３月３１日限りで

富良野地区広域市町村圏振興協議会を廃止する。 

 以上で、議案第１９号富良野地区広域市町村圏振

興協議会の廃止についての説明といたします。 

 御審議いただきまして、御議決くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１９号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２１ 認定第１号 

◎日程第２２ 認定第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第２１ 認定第１号、

平成２６年第３回定例会で付託されました議案第１

２号平成２５年度上富良野町各会計歳入歳出決算認

定について、日程第２２ 認定第２号、平成２６年

第３回定例会で付託されました議案第１１号平成２

５年度上富良野町企業会計決算認定についてを一括

して議題といたします。 

 本件に関し、決算特別委員長の報告を求めます。 

 決算特別委員長、長谷川徳行君。 

○決算特別委員長（長谷川徳行君） ただいま上程

されました認定第１号、第２号を、朗読をもって説

明とかえさせていただきます。 

 決算特別委員会審査報告書。 

 平成２６年第３回定例会において、本委員会に付

託された下記案件を審査した結果、次の意見を付し

認定すべきものと決定したので、会議規則第７７条

の規定により報告する。 

 決算特別委員長、長谷川徳行。 

 記。 

 付託事件名、議案第１２号平成２５年度上富良野

町各会計歳入歳出決算の認定について及び議案第１

１号平成２５年度上富良野町企業会計決算認定につ

いて。 

 １、審査の経過。 

 本委員会は、平成２６年１０月７日、８日、９日

の３日間開催し、正・副委員長を選出後、委員会を

公開とし、直ちに２分科会による書類審査を行い、

全体による質疑応答を行った上、各分科会から審査

意見を求め、これをもとに全体で審査意見書を作成
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し、理事者の所信をただし表決をした。 

 ２、決定。 

 慎重に審査した結果、本決算は次の意見を付し、

原案のとおり認定するものとした。 

 特に、委員会で発言された質問並びに別記「平成

２６年度（平成２５年度会計）上富良野町決算特別

委員会審査意見書」については、今後の予算編成と

町政運営に反映されたい。 

 また、監査委員の審査意見はいずれも的確な判断

によると認められ、指摘事項については、早急に改

善または対応し、予算執行に当たられたい。 

 なお、平成２６年度（平成２５年度会計）上富良

野町決算特別委員会審査意見は御高覧をいただいた

ものとし、省略させていただきます。 

 認定をいただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、決算特別委

員長の報告を終わります。 

 これより、採決を行います。 

 最初に、認定第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１２号平成２５年度上富良野町各会計歳入

歳出決算認定についてに対する委員長の報告は、意

見を付し認定すべきとするものであります。 

 本決算は、委員長の報告のとおり認定することに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は委員長の報告のとおり認定するこ

とに決しました。 

 次に、認定第２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１１号平成２５年度上富良野町企業会計決

算の認定についてに対する委員長の報告は、意見を

付し認定すべきとするものであります。 

 本決算は、委員長の報告のとおり認定することに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は委員長の報告のとおり認定するこ

とに決しました。 

────────────────── 

◎日程第２３ 発議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第２３ 発議案第１号

国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見

についてを議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ５番、金子益三君。 

○５番（金子益三君） ただいま上程されました発

議案第１号国民健康保険に対する国庫負担の増額を

求める意見について、内容の朗読をもって趣旨の説

明といたします。 

 発議案第１号国民健康保険に対する国庫負担の増

額を求める意見について。 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 平成２６年１２月１１日提出、上富良野町議会議

長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、金子益三。 

 賛成者、同じく岡本康裕。 

 裏面をごらんください。 

 国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意

見書。 

 国民健康保険料が高く、国保加入者の生活を圧迫

し困難を極めている。国保財政に占める国庫負担金

の割合は、１９８３年には総医療費の４５％（定率

４０％プラス調整交付金５％）から医療給付費の５

０％（総医療費マイナス患者負担分に対して）に変

更された。これは、総医療費の３８.５％への引き

下げとなり、自治体と国保加入者の負担が増大した

要因となっている。２０１３年度では、自治体国保

財政への国庫負担金は２０％台まで引き下げられ、

その運営は一層厳しくなっている。 

 ２０１０年の通常国会予算委員会で、当時の鳩山

首相は、国庫負担の削減が、高い保険料（税）の原

因となっていることを認めるとともに「財源の確保

に努力したい」と答弁した。 

 また、「国民健康保険法」第４条は、国の責務と

して「国は国民健康保険事業の運営が健全に行われ

るよう努めなければならない」と規定している。 

 これらのことから、全国的に苦しい財政運営を余

儀なくされている国民健康保険に対する国庫負担を

増額するよう強く要望する。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により提出をい

たします。 

 平成２６年１２月１２日、北海道空知郡上富良野

町議会議長、西村昭教。 

 提出先。 

 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労

働大臣。 

 以上、御審議賜りまして、原案をお認めいただき

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた
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します。 

 討論を省略し、これより発議案第１号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２４ 閉会中の継続調査申出について 

○議長（西村昭教君） 日程第２４ 閉会中の継続

調査申出についてを議題といたします。 

 議会運営委員会並びに各常任委員会から、会議規

則第７５条の規定により、各委員会において、別紙

配付の申出書の事件について閉会中の継続調査の申

し出がありました。 

 お諮りいたします。 

 各委員会からの申し出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、各委員会からの申し出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決しました。 

────────────────── 

◎町 長 挨 拶             

○議長（西村昭教君） ここで、年末に当たり、町

長から御挨拶がございます。 

 町長。 

○町長（向山富夫君） 議長のお許しをいただきま

して、第４回定例町議会の閉会に当たりまして、一

言お礼と御挨拶を申し上げたいと思います。 

 昨日、本日と、２日間にわたって開催していただ

きました平成２６年第４回定例町議会におきまし

て、皆様方の大変心温まる御理解、御協力を賜りま

して、私ども御提案申し上げました案件につきまし

て御議決賜りましたことを、まず心から感謝申し上

げたいと思います。あわせて、平成２６年につきま

しては、大変行政運営万般にわたりまして御理解、

御協力をいただきましたことも重ねて感謝申し上げ

る次第でございます。 

 御案内のように、今、我が国におきましては、少

子高齢化、さらには地方の経済がなかなか元気が

戻ってこないという非常に厳しい状況の中で行政運

営を強いられているところでございます。しかしな

がら、かといって、いっときも立ちどまるわけには

いかない状況でもございます。 

 これから、ただいま選挙が行われようとしており

ますが、結果によらず、私ども地方自治を預かる者

といたしましては、住民に対する行政サービスをさ

らに充実させていくことが何にも増して大変大事な

ことだというふうに自覚しているところでございま

す。 

 これからいよいよ北海道も本格的な冬を迎えます

が、行政運営はいっときも休まず進めていかなけれ

ばならない。その中にありまして、議会の皆さん方

と本当に手を組み、しっかりと、ともに歩みを進め

ていきたいというふうに切望しているところでござ

います。 

 どうか、これから皆様方におかれましても、大変

忙しい、多忙な年末年始を迎えることとなるでしょ

うけれども、どうかくれぐれも健康に留意されまし

て、いい新年をお迎えいただきますことを心から御

祈念申し上げますとともに、平成２６年、大変御協

力を賜りましたこと、重ねて感謝申し上げまして、

御挨拶とさせていただきたいと思います。 

 大変ありがとうございます。 

────────────────── 

◎議 長 挨 拶             

○議長（西村昭教君） 私のほうからも、一言御挨

拶を申し上げたいと思います。 

 まず一年間、議会活動に関しまして、それぞれ皆

さん方に大変御苦労いただきましたこと、改めて厚

くお礼を申し上げたいと思います。 

 一年を振り返ってみますと、議会として初めて取

り組んだ出来事もございます。まずその１点は、議

会運営委員会が議会広報で活動報告をしたというこ

とは、私の記憶では初めてでございます。もう１点

は、決算委員会に臨時会を開いたというのも初めて

でございます。そういう意味では、ことしはある面

で議会も新しい面で出くわしたことがあったのかな

というような気もいたしております。 

 来年は、８月までの任期ということでございます

けれども、また改めて、新しい年を迎えるに当たり

まして、それぞれ一年に希望を託して、皆さんまた

それぞれの立場で御活躍をいただきたいと思います

し、あわせて、ことし一年、皆さん方に大変な御理

解と御協力をいただきながら議会運営をスムーズに

進めさせていただきましたことを厚くお礼申し上げ

ますとともに、理事者各位におかれましても、議会

運営に関していろいろな立場から御協力をいただき

ましたことを厚くお礼を申し上げまして、一言私の

ほうからお礼の御挨拶にかえさせていただきます。 

 大変一年間ありがとうございました。 

────────────────── 

◎閉 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、本定例

会に付議された案件の審議は全て終了いたしまし

た。 
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 これにて、平成２６年第４回上富良野町議会定例

会を閉会といたします。 

午後 ０時０９分 閉会 
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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１３名でございます。 

 これより、平成２６年第４回上富良野町議会定例

会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 今期定例会は、１２月８日に告示され、同日、議

案等の配付をいたしました。 

 今期定例会の運営については、１１月２１日及び

１２月５日に議会運営委員会を開き、会期及び日程

等を審議いたしました。今期定例会まで審議しまし

た陳情、要望の件数は５件であり、その内容は、さ

きに配付したところであります。 

 監査委員から、監査・例月現金出納検査結果報告

書の提出がありました。 

 今期定例会に提出の案件は、町長からの提出議案

１９件及び議長からの報告案件５件及び認定案件２

件、議員からの発議案１件であります。 

 町長から、今期定例会までの主要な事項につい

て、行政報告の発言の申し出がありました。その資

料として、行政報告とともに平成２６年度建設工事

発注状況を配付しましたので、参考に願います。 

 町の一般行政について、村上和子議員外２名の議

員から一般質問の通告がありました。その要旨は本

日配付したとおりであり、質問の順序は、通告を受

理した順となっております。 

 今期定例会までの議会の主要な行事は、お手元に

配付の議会の動向に掲載したところであります。 

 今期定例会の議案説明のため、町長以下関係者の

出席を求め、別紙配付のとおり出席しております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ２番 小 野   忠 君 

     ３番 村 上 和 子 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 会期の決定につ

いて議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月１２日までの

２日間といたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は、１２月１２日までの２日間と決

しました。 

────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 行政報告を行い

ます。 

 今期定例会までの主な行政執行経過について、町

長から報告の申し出がありましたので、発言を許し

ます。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 議員各位におかれましては、公私ともに何かと御

多用のところ、第４回定例町議会に御出席いただ

き、まことにありがとうございます。 

 この機会に、去る９月定例町議会以降におきます

町政執行の概要について御報告させていただきま

す。 

 初めに、平成２６年度の町表彰式についてであり

ますが、多くの御来賓の御臨席を賜り、１１月３日

に挙行いたしました。町の関係では、農業振興、消

防業務、社会福祉の各分野において、長年にわたり

大きな役割を果たされた１０名に、社会貢献賞を授

与いたしました。 

 教育委員会関係では、１６名に文化奨励賞、１８

名６団体にスポーツ奨励賞の表彰をさせていただい

たところであります。 

 国の栄典関係では、１１月３日発令の秋の叙勲に

おきまして、危険業務従事者の防衛功労として、瑞

宝双光章に１名、瑞宝単光章に２名が受章されまし

た。受章されました皆様の御功績に対し、心より敬

意をあらわしますとともに、ますますの御活躍と御

健勝をお祈り申し上げる次第であります。 

 次に、全国町村長大会及びふるさと会等について

でありますが、１１月１９日の全国町村長大会に出
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席するとともに、旭川十勝道路の整備促進に向け

て、期成会関係首長の皆様と秋季の中央要望を行っ

てまいりました。また、上京中に、東京ふらの会総

会が開催されたことから、沿線市町村長とともに出

席をしてまいりました。 

 なお、札幌上富良野会総会につきましては、１１

月７日に開催され、関係者とともに出席し、当町に

ゆかりのある多くの方々とお会いし、有意義な時間

を過ごさせていただきました。 

 次に、不採算地区病院に対する特別交付税経過措

置に関する要望についてでありますが、昨年度末で

の経過措置終了が予定されておりましたが、昨年行

いました中央要望の結果、制度内容の見直し検討を

図るため、経過措置が１年延長されてきたところで

あります。 

 今年度は、経過措置病院への対応といたしまし

て、北海道及び関係３町で調整を図り、１１月１９

日に連名による「公立病院に係る財政措置の充実に

関する要望書」を総務省自治財政局に対し提出した

ところであります。 

 町立病院の維持は、町民の地域医療環境を支える

基盤であり、さらには救急医療体制を初めとした圏

域医療体制の一翼を担っていることから、その財政

支援の確保について、引き続き関係する自治体や北

海道と連携し、取り組みを進めてまいります。 

 次に、昨年度から事業を進めております超高速ブ

ロードバンド環境整備事業の進捗状況についてであ

りますが、農村部及び十勝岳温泉地区の整備工事に

つきましては、本年６月３０日に契約し、今月２６

日を工期として進めているところであります。 

 役場基地局を初め農村部及び十勝岳温泉地区にお

ける無線中継局の設置工事については、全ての設置

が終了し、現在、工事完成に向けた機器調整等を

行っている段階となっております。 

 また、１１月１２日からは、十勝岳温泉地区にお

いて試行運行を開始し、既に一部の温泉施設では、

施設、利用者ともにインターネットを利用している

ところであります。 

 農村部の皆様へのインターネット接続サービスに

つきましては、来年４月からを予定しており、今月

から来月にかけまして、各農村地区での説明会を初

め、利用希望者の事前申し込みの取りまとめを行っ

てまいります。 

 あわせて、農村部の皆様への単なるインターネッ

ト接続サービスにとどまらず、観光や防災・地域振

興策に資する情報通信技術の利用を前提としてきま

したことから、施設の有効活用を図るよう進めてま

いります。 

 次に、緊急防災・減災事業についてであります

が、地域の元気臨時交付金を活用した防災備蓄施設

を上富良野小学校敷地内に整備し、１１月１１日に

完成したところであります。備蓄品につきまして

は、今後、策定いたします備蓄計画に基づいて整備

を進めてまいります。 

 また、火山災害対策につきましては、９月の御嶽

山噴火により多くの犠牲者が発生したことを踏ま

え、活火山を抱える当町におきましても、登山者の

安全確保など必要な対策を講ずるため、１１月１８

日から２０日にかけて、北海道並びに美瑛町ととも

に「十勝岳火山災害対策の充実強化に関する要望」

として、シェルター等の避難施設整備について、関

係省庁、国会議員に対し要望を行ってまいりまし

た。 

 また、過日、上富良野町建設業協会様より、登山

者用ヘルメット１００個の寄贈を賜り、早速、登山

口にあります宿泊施設及び避難小屋へ配備をさせて

いただきました。 

 次に、自衛隊関係についてでありますが、１１月

１０日に北海道基地協議会によります「平成２７年

度基地関係予算の確保及び基地交付金等に関する要

望、防衛施設周辺整備対策に関する中央要望」を、

翌１１日には、北海道自衛隊駐屯地等連絡協議会に

よります「北海道の自衛隊体制強化を求める中央要

望」を、それぞれ国会議員、自由民主党本部、防衛

省に対し行ってまいりました。 

 また、９月９日から１０日、１０月１６日から１

７日にかけて、富良野地方自衛隊協力会及び上富良

野支部によります「上富良野駐屯地現状規模堅持さ

らなる拡充を求める要望」を道内選出国会議員、防

衛省に対して行ってまいりました。 

 次に、記念行事についてでありますが、９月１３

日の第３地対艦ミサイル連隊創立２０周年記念行事

を初めとして、多田弾薬支処創立５８周年記念行

事、自衛隊協力会上富良野支部女性部３０周年記念

行事、北海道殉職者隊員追悼式、北部方面隊創隊６

２周年記念行事にそれぞれ参加したところでありま

す。 

 また、このたび富良野地方自衛隊協力会におきま

しては、防衛基盤の育成と自衛隊員の士気高揚に寄

与した等、日頃の活動の功績が認められ、１０月２

５日に防衛大臣感謝状をいただいたことを御報告い

たします。 

 次に、保健福祉総合センター「かみん」について

でありますが、平成１６年１１月のオープンから１

０周年を迎え、この１０周年を記念し、町内福祉事

業所１０施設の紹介や作品提示コーナーを「ふれあ

いホール」に設置し、多くの来場者にごらんいただ

いたところであります。あわせて１１月の１カ月
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間、健康遊浴施設の無料体験を実施し、プール４５

人、浴室８１人の利用をいただきました。今後とも

多くの町民の皆様に利用されるよう、また本町の保

健・福祉の拠点施設として、その機能を発揮してま

いります。 

 次に、臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時特例給

付金についてでありますが、それぞれ９月３０日に

申請受け付けを終了し、申請辞退や居所不明などに

より申請のなかった方を除き、臨時福祉給付金につ

いては、支給対象１,６０５件に対し１,５９２件、

２,８４７万円を、子育て世帯臨時特例給付金につ

きましては、支給対象８１５件全てに対し１,４０

６万円を支給したところであります。今後は、所得

更正等が生じた場合などの対応を図りまして、事業

の完了を迎えることとしております。 

 次に、臨時福祉生活支援、通称（ぬくもり生活応

援券給付）事業についてでありますが、１１月２８

日に対象世帯に対しまして申請書を同封し、お知ら

せしたところであります。１２月１日から申請受け

付けを開始し、１２月９日現在、３９８名の方に商

品券を交付させていただいているところでありま

す。 

 次に、上富良野町子ども・子育て支援事業計画に

ついてでありますが、ニーズ調査の分析結果の検証

を進めるとともに、子ども・子育て会議における審

議を重ね、１０月に素案をまとめ、パブリック・コ

メントを経て、１１月２８日に計画策定したところ

であります。 

 本計画は、次年度からスタートする「子ども・子

育て新制度」のもと、平成３１年度までの５カ年間

を計画期間とし、幼児教育・保育・子育て支援の充

実を図り、計画的に給付・事業を実施するために策

定したものであります。今後におきましては、計画

目標を達成するよう、計画に沿った着実な実践に努

めてまいります。 

 次に、津市との交流についてでありますが、１０

月１１日から１２日に開催されました「津まつり」

に、産業振興課長を初め観光協会職員を含む５名が

訪問し、イベント会場において上富良野コーナーの

設置、ラベンダー製品及び農産物等のＰＲ、販売、

また両市町間における交流の経過を紹介した写真パ

ネルを展示し、来場者に上富良野町を広く紹介させ

ていただいたところであります。今後も人材交流を

初めとして、経済、スポーツ、さらには文化交流な

ど、さまざまな分野において交流を深めてまいりた

いと思います。 

 次に、「暴力団等の排除に関する合意書」の締結

についてでありますが、当町暴力団排除の推進に関

する条例に基づき、１１月２７日に富良野警察署と

の調印式を行ったところであります。 

 この締結により、町が発注する工事や公共施設の

利用などからの暴力団排除に向けて、連絡協議体制

が確立され、今後におきましても富良野警察署その

他関係機関と連携を密にし、地域社会における安

全・安心な社会の実現を目指してまいります。 

 次に、イベントの実施状況についてであります

が、町内各団体を中心に構成された「２０１４全国

フットパスフォーラムｉｎかみふらの実行委員会」

が主催し、９月２０日、２１日の両日、「２０１４

全国フットパスフォーラムｉｎかみふらの」が開催

され、道内外から約３００名に及ぶ愛好者皆様の参

加を得て、盛大に開催されたところであります。 

 両日とも天候に恵まれ、参加された皆様におかれ

ましては、本町が風光明媚な町として、深い印象を

抱かれたものと思っております。 

 次に、街なかの賑わいづくりの拠点として、セン

トラルプラザ横の中央コミュニティ広場に設置した

大型テントの利用状況についてでありますが、町と

商工会、農協、観光協会で組織する「かみふらの街

なか賑わい協議会」を設立し、７月３日の供用開始

から、１０月２４日の天幕撤去までの１０４日間、

管理運営を行ってまいりました。この間、１９件、

延べ１,２６６人の町民の皆様に御利用をいただい

たところであり、来年以降におきましても、利用環

境の向上とともにソフト面での充実を図り、より多

くの皆様に御活用いただき、地域の活性化に努めて

まいります。 

 次に、プレミアム商品券事業についてであります

が、１１月１７日から２１日までの予約期間におい

て、５７９組、５,７９０万円、１,２３９世帯の皆

様が予約をされ、また、残りの２１組、２１０万円

分につきましても、引きかえ販売初日の１２月１日

には、完売したとの報告を受けているところであり

ます。本事業を通じ、町民の地元での購買意欲を喚

起し、地元経済の活性化につながることを期待して

いるところであります。 

 次に、治水砂防海岸事業促進同盟関係行事につい

てでありますが、１０月２９、３０日にかけて栃木

県日光市で開催された全国治水砂防協会理事・顧問

会議及び現地視察に出席し、１１月１８日には東京

で開催された全国治水砂防促進大会及び国土交通省

への中央要望行動を行ってまいりました。今後にお

きましても、道内の河川砂防整備の促進はもとよ

り、当町の河川砂防施設の整備がより進捗する取り

組みとなるよう取り組んでまいります。 

 次に、町立病院の眼科の廃止についてであります

が、平成２０年７月から富良野協会病院との病病連

携により、眼科医師の派遣を受けて眼科診療を行っ
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てまいりました。しかし、平成２６年８月から、同

病院の眼科の常勤医師が不在となったため、町立病

院への派遣が中止され、休診としておりましたが、

診療再開の見通しが立たないことから、平成２７年

１月１日をもって、診療科目から眼科を廃止するも

のであります。 

 次に、第５１回町総合文化祭についてであります

が、１１月１日から１１月３日までの３日間、社会

教育総合センターにおいて開催されました。今回の

文化祭は、町民コンサートに１２団体、芸能発表に

１８団体が参加されたほか、町民作品など１,０５

０点の展示や協賛事業が開催され、延べ２,７１５

名の方々に御来場をいただき、盛会のうちに終了す

ることができました。 

 あわせて１０月３１日は、特別協賛事業として、

北海道舞台塾のふらの塾ＯＢユニット公演が保健福

祉総合センターにおいて開催され、２１５名が鑑賞

されました。 

 最後に、建設工事の発注状況についてであります

が、９月定例町議会で報告以降に入札執行した建設

工事は、１２月１０日現在、件数で３件、事業費総

額２億５,３５７万３,２００円、本年度累計では５

７件、事業費総額９億９,４１７万４,５６０円と

なっております。 

 詳細につきましては、お手元に「平成２６年度建

設工事発注状況」を配付しておりますので、御高覧

いただきますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、行政報告を

終わります。 

────────────────── 

      ◎日程第４ 報告第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 報告第１号監

査・例月現金出納検査結果報告について、監査委員

より報告を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 監査及び例月現金

出納検査の結果について御報告いたします。概要の

み申し上げますので、御了承を賜りたいと存じま

す。 

 初めに、定期監査の結果について御報告を申し上

げます。 

 １ページをお開きください。 

 地方自治法第１９９条第４項の規定により定期監

査を執行しましたので、同条第９項の規定により、

その結果を報告いたします。 

 監査の対象及び範囲ですが、総務課所管の財務事

務を監査の対象として、平成２６年度１１月１１日

の１日間、平成２６年度に執行された財務及びこれ

らに関する事務の執行状況を監査いたしました。 

 監査の方法ですが、所管財務事務に関しての一部

を選択して試査する部分監査とし、伝票、決議書な

ど関係書類の資料の提出を求め、この中から抽出し

て点検、照合を行うとともに、必要に応じて関係職

員から事務の執行状況及び内容の聴取もいたしまし

た。 

 監査の結果を申し上げます。 

 抽出により試査した結果、財務に関する事務は、

おおむね適正に執行されていると認められました。 

 次に、２ページから１３ページの例月現金出納検

査結果について御報告申し上げます。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により、

例月現金出納検査を執行いたしましたので、同条第

３項の規定により、その結果を報告いたします。 

 平成２６年度８月分から１０月分について、概要

並びに検査結果を一括して御報告いたします。 

 例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、

いずれも各会計の出納の収支状況は、別紙資料に示

すとおりであり、現金は適正に保管されていること

を認めました。 

 なお、資料につきましては、御高覧いただいたも

のと存じ、説明を省略させていただきます。 

 また、税の収納状況につきましては、１４ページ

にございますので、参考としていただきたいと存じ

ます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

      ◎日程第５ 報告第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 報告第２号町内

行政調査について、報告を求めます。 

 総務産建常任委員長、岡本康裕君。 

〇総務産建常任委員長（岡本康裕君） 報告第２号

町内行政調査報告について。 

 ただいま上程いただきました報告第２号町内行政

調査報告について御報告申し上げます。 

 平成２６年第３回定例会において議決された町内

行政調査について、次のとおり実施したので、その

結果を報告する。 

 平成２６年１２月８日、議長あて。 

 総務産建常任委員長、岡本康裕。 

 厚生文教常任委員長、金子益三。 

 記。 

 １、調査の経過。 
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 平成２６年９月３０日、全議員による合同調査と

して町内行政調査を実施し、町内の公共施設等の現

況を視察し、町理事者及び所管課長等から説明を求

め、調査を行った。 

 ２、調査の結果。 

 施設等の把握をすることを重点とし、１５カ所の

現地調査を行ったところ、その実態により今後の議

会審議の資とすることとした。 

 調査時点では、工事などおおむね適正に進められ

ているが、今後においても適正な施工・管理に努め

られたい。 

 調査した施設等は次のとおりである。 

 以下、１５カ所については御高覧願います。 

 ３、まとめ。 

 調査日以降（10）泉町南団地町営住宅新築工事に

おいて遅延が発覚し、工期に間に合わない事態と

なった。調査段階で懸念がありながら、所管委員会

で精査検討しなかったことは対応としては不十分で

あった。今後は調査後において、必ず総括するもの

とする。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第６ 報告第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 報告第３号議員

派遣結果報告について、報告を求めます。 

 議会運営委員長、今村辰義君。 

〇議会運営委員長（今村辰義君） ただいま上程さ

れました報告第３号議員派遣結果報告について、報

告書の朗読をもって御報告申し上げます。 

 裏面をごらんください。 

 報告第３号議員派遣結果報告書。 

 平成２６年第３回定例会において議決された議員

派遣について、次のとおり実施したので、その結果

を報告する。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 議会運営委員長、今村辰義。 

 記。 

 １、富良野沿線市町村議会議員研修会。 

 （1）研修の経過。 

 本町議会は、平成２６年１０月２１日に占冠村で

開催された富良野沿線市町村議会議長会主催の議員

研修会に１２名が参加した。 

 （2）研修の結果。 

 北海道町村議会議長会事務局長、村川寛海氏よ

り、「道州制について」の講演を聴講した。 

 ２、上川管内町村議会議員研修会。 

 （1）研修の経過。 

 本町議会は、平成２６年１０月２８日に鷹栖町で

開催された上川町村議会議長会主催の議員研修会に

１１名が参加した。 

 （2）研修の結果。 

 東京新聞・中京新聞論説副主幹、ジャーナリスト

長谷川幸洋氏より「政局展望」の講演と、慶應義塾

大学商学部教授、日本創成会議メンバー、樋口美雄

氏より「地域の雇用と産業創成」の講演を聴講し

た。 

 以上、御報告申し上げます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。 

────────────────── 

      ◎日程第７ 報告第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 報告第４号議会

報告会開催結果報告について、報告を求めます。 

 議会運営委員長、今村辰義君。 

〇議会運営委員長（今村辰義君） ただいま上程さ

れました報告第４号議会報告会開催結果報告につい

て、報告書の朗読をもって御報告申し上げます。 

 １ページ、おめくりください。 

 報告第４号議会報告会開催結果報告書。 

 平成２６年第３回定例会において議決された議会

報告会について、次のとおり実施したので、その結

果を報告する。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 議会運営委員長、今村辰義。 

 記。 

 １、開催の目的。 

 上富良野町自治基本条例による「議会の役割と責

務」の趣旨に基づき、議会の監視機能や政策提言活

動などの議会活動を町民に直接報告するため、昨年

に引き続き全議員による議会報告会を町内２カ所で

開催した。 

 ２、開催日。 

 平成２６年１１月１９日水曜日。 

 ３、会場及び参加人数。 

 ２会場、３０人。 

 （1）保健福祉総合センターかみん（夜間）８

人。 

 （2）セントラルプラザ（夜間）２２人。 

 ４、出席議員数。 

 （1）１班（保健福祉総合センターかみん）７
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人。 

 （2）２班（セントラルプラザ）６人。 

 ５、議会報告及び懇談内容等。 

 （1）議会報告。 

 平成２６年第１回定例会から第３回定例会までの

主な議決事件及び常任委員会の調査報告等につい

て、担当議員により説明を行うとともに、質疑応答

を行った。 

 （2）懇談。 

 「議員定数と報酬について」のテーマのほか、参

加された町民の方から自由に発言をいただき、懇談

を行った。 

 まちづくり全般について、参加者から多くの意

見・質問が寄せられ、議員との懇談が図られた。 

 （3）参加者のアンケート調査を実施した。 

 ６、結果報告。 

 両会場で寄せられた意見などをまとめ、「かみふ

らの議会だより」で周知報告する。 

 ７、まとめ。 

 （1）今回の議会報告会も第４回報告会と同様、

２部構成として行い、第１部の定例会及び委員会の

説明では、審議・調査された議事について説明を

行った。 

 また、第２部では参加者と議会との直接的な懇談

の場を設けて、住民の質問に議会が答えるという一

方通行ではなく、住民からまちづくりの意見を聞く

という、相互の意見交換が図られた。 

 議員定数と報酬については、削減、現状維持など

多くの意見をいただいたが、これらの意見を議員

個々が重く受けとめながら、今後の検討に資してい

く。今後も引き続き幅広い住民の意見を聞きなが

ら、議会活性化とともに住民に身近で開かれた議会

を目指していく。 

 （2）今回の議会報告会において、住民から出さ

れた要望等で重要なものについては、町長に書面で

提出し、今後の町政の参考とするよう求めていく。 

 （3）多くの方が参加するよう、より興味を持ち

やすい議会報告会のテーマや、参加しやすい実施方

法などについて検討する必要がある。 

 以上でございます。御審議を賜りまして、お認め

くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御質疑がなければ、これを

もって、本件の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第８ 報告第５号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 報告第５号委員

会所管事務調査報告について、各常任委員長より報

告を求めます。 

 初めに、総務産建常任委員長、岡本康裕君。 

○総務産建常任委員長（岡本康裕君） 報告第５号

委員会所管事務調査報告について。 

 次の委員会から会議規則第７５条の規定により申

し出のあった閉会中の継続調査について、同規則第

７７条の規定により、別紙のとおり報告があったの

で提出する。 

 平成２６年１２月１１日提出。 

 上富良野町議長、西村昭教。 

 記。 

 総務産建常任委員長、岡本康裕。 

 厚生文教常任委員長、金子益三。 

 総務産建常任委員会所管事務調査報告書。 

 本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調

査に付託された事件について、調査の経過及び結果

を会議規則第７７条の規定により報告する。 

 調査事件名、先進市町村行政調査の件。 

 １、調査の経過。 

 本委員会は、平成２６年第１回定例会において、

本委員会の閉会中の継続調査に付託された先進市町

村行政調査について、平成２６年６月から４回の委

員会を開催し、「６次産業化について」及び「商工

振興について」のテーマから「特産品等開発と販路

について」「商店街空き店舗対策等について」「御

当地キャラクターの活用について」を調査課題と

し、現状把握とともに先進市町村の選定調査などを

行い、平成２６年１０月１４日から１７日までの

間、栃木県茂木町、茨城県茨城町、千葉県横芝光町

を視察し、調査を行った。 

 以下、項目ごとにまとめを読み上げ、報告といた

します。 

 ３ページをごらんください。 

 ６次産業化の取り組みについては、行政が主体と

なって加工販売に携わっている例、新しい特産品の

開発に携わっている例、事業者が主体となり行政の

関与は少ない例と、三者三様の取り組みが見られ

た。行政が中心となり進められていた背景には、農

家個人が行うには、施設整備などの資金の確保・販

路の確保・品質の確保・衛生面の確保など多くのリ

スクが伴うことが予想されることから、当面は、民

間の事業者の力をかり、特産品の開発、加工と販売

を手がけることができる事業者に委託し、町が主導

して６次産業化の取り組みが実施されている。 

 今後、町が６次産業化の取り組みを行う上で重要

だと考えるのは、既に実施している農業者や新規に

参入したいと考えている農業者等による商品開発や

加工設備、直売所の設置等の取り組みが促進される
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よう、人材育成のための講座の開設、融資や補助金

等の支援体制を整備するなど、行政の持続的な支援

体制が欠かせないと考える。 

 また、単体の事業にとどまらず、その町全体の方

向性を考え、６次産業・雇用・移住定住等、複合的

な施策を通じて大きな視点での取り組みが必要であ

る。 

 ４ページをごらんください。 

 商店街空き店舗対策等については、首長の強い

リーダーシップのもと、調査に基づき国・県の補助

等を有効活用し、あわせて中心市街地拠点整備も含

めて、面で整備していたのが特徴的であった。ま

た、今後の人口減少も念頭に置きながら、魅力ある

町を目指し、移住・定住がより一層図られ、また雇

用の創出ができるよう整備している印象を強く感じ

取れた。今後、行政がどのようなまちづくりをして

いくのかを、関係各機関との調整をし、また町民の

参画・協働を通じて検討していく必要を感じた。 

 ５ページをごらんください。 

 御当地キャラクターの活用等については、研修先

をキャラクターに共通するのは、キャラクター自身

に人格を持たせ、積極的に行動し、日常の出来事を

町内はもとより全国に広く情報発信する事で、キャ

ラクター視点から見た町の魅力をＰＲしていた。ま

た、中に入る人間も緊急雇用創出事業等で雇用した

女性を登用し、かわいい動きを演出し、より愛され

る工夫をしていた。また、付き添いの人間の衣装や

帽子などの小道具にも工夫を凝らし、セットでＰＲ

していたのが特徴的であった。 

 関連グッズに関しても、多種多様なものを取りそ

ろえていた。特筆すべきは、その町の衣料業者と提

携してキャラクターの入ったＴシャツやポロシャツ

を販売していた。官民挙げた取り組みによって、地

元を盛り上げる工夫がなされていた。 

 上富良野町の町と観光・農産物のＰＲのために

も、今後とも「らべとん」の積極的な活用が求めら

れる。 

 以上、報告といたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、厚生文教常任委員

長、金子益三君。 

〇厚生文教常任委員長（金子益三君） 次に、厚生

文教常任委員会から報告をいたします。 

 厚生文教常任委員会所管事務調査報告。 

 本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調

査に付託された調査事件について、調査の経過及び

結果を会議規則第７７条の規定により報告する。 

 平成２６年１２月１日。 

 上富良野町議会議長、西村昭教様。 

 厚生文教常任委員長、金子益三。 

 記。 

 調査事件名。 

 １、特別養護老人ホームラベンダーハイツの運営

について。２、健康寿命の延伸について。 

 調査の経過。 

 本委員会は、閉会中の継続調査事件名を「特別養

護老人ホームラベンダーハイツの運営について」と

「健康寿命の延伸について」に決定し、平成２５年

６回、平成２６年７回、計１３回にわたり委員会を

開催し、その結果を次により報告する。 

 調査の結果。 

 （1）「特別養護老人ホームラベンダーハイツの

運営について」。 

 ラベンダーハイツの現状。 

 昭和５９年４月１日に開設され、定員５０名の多

床室で運営されている。その後、平成４年に定員２

５名のデイサービス事業、平成１１年に定員１０名

の短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護い

わゆる（ショートステイ）事業を行い、平成２６年

には給食業務が委託となり、それにかかわる臨時職

員は、委託先の業者に再雇用されている状況であり

ます。 

 ラベンダーハイツの施設及び設備整備状況につい

ては、平成７年にボイラーの更新、平成８年から９

年にかけて暖房の大規模改修、平成１０年に一般及

び介護浴室の改修が行われ、平成１３年から１４年

に屋根及び外壁の改修、平成１７年には給湯暖房ボ

イラーと下水道整備の改修がされ、平成２３年には

スプリンクラーの新設、平成２４年、２５年にトイ

レの改修を行い、今後はさらに大規模な中間浴室や

ボイラーの改修が予定をされております。 

 ラベンダーハイツ介護サービスの利用状況につい

て。 

 特別養護老人ホームにおきましては、平成２５

年、１日平均として４８名、ショートステイにおい

ては、平成２５年、１日平均８名、デイサービス事

業においては、平成２５年、１日平均１９.５名の

サービス状況となっております。 

 富良野圏域の介護施設「特別養護老人ホーム」の

状況につきましては、当町におきましては、昭和５

９年４月開所のラベンダーハイツが５０床のベッド

数の多床室で、公設公営。中富良野町におきまして

は、こぶし苑が平成１７年１２月に、同じく３０床

で多床室、公設公営が行われており、富良野市にお

いては北の峯ハイツが昭和５４年１月に開設され、

その後、平成２５年４月に移転新築が行われ、現

在、１２０床の個室型として民設民営で行われてお

り、南富良野町におきましては平成２２年４月から

民間移譲がされ、一味園、ふくしあにおいて、それ
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ぞれ５０床ずつ多床室と個室型で、公設民営で行わ

れている状況にございます。 

 特別養護老人ホーム「ラベンダーハイツ」の課題

につきましては、介護職員、看護職員の確保につい

て。 

 介護職員、看護職員の確保は、安定した事業の運

営には欠かせない常時の課題であり、安定した良質

なサービス提供を維持するためには、人員確保のた

めの処遇改善など、何らかの対応を図る必要があ

る。 

 長期的展望に立った整備計画の策定について。 

 ラベンダーハイツは、昭和５９年４月に開設し、

ことしで３０年目を迎え、これまで各種の改修を行

い施設を維持してきたが、全体的に老朽化している

状況にある。今後の多様化・高度化する利用者ニー

ズに対応できる個室型の部屋がなく、多床型のみの

つくりとなっている。 

 第６期介護保険制度改正に係る対応について。 

 介護保険法改正が予定されている平成２７年度第

６期の初年度以降の財政措置については不透明な状

況であり、今後、施設の経営状況の推移を見きわめ

ながら、適切な運営を図っていく必要がある。 

 小規模特養（50 床）の規模について。 

 一般的に特養の経営で採算がとれる適正な規模

は、１００床程度が最も効率的と言われている。今

後は、効率的な利用者確保を図るとともに、経営改

善や財源確保の観点からも、増床の調査研究を重ね

る必要がある。 

 まとめ。 

 ラベンダーハイツは、建設から既に３０年が経過

し、開所された当時の社会的背景としては、高齢化

率も９.９２％と低く、いわゆる高齢者の収容の場

として位置づけがされていた。その後、収容の場か

ら生活の場へと老人ホームのあり方が変化し、より

人権を重視した施設運営が求められてきた。 

 近年、特別養護老人ホームも公設公営から社会福

祉法人など民間への移譲を行い、入所者のプライバ

シー保護やプライベート空間の確保などの面から、

個室化によるユニット化がふえている。 

 富良野圏域でも南富良野町は、平成２２年に行政

から社会福祉法人に管理運営を移譲し、個室ユニッ

トの特養も運営がされている。 

 また、富良野市は、昭和５４年に開設された多床

室の施設も平成２５年には、郊外の北の峯地区から

市街地区に、完全個室ユニット型介護施設の特養と

して移設新築がされた。 

 先進地の視察先においても、地元の社会福祉法人

が移譲を受けて、公設民営化で運営をしている例が

老朽化した施設を民間の社会福祉法人が新たに新築

をして、民設民営を行った例もあり、入所者にも働

く従業員にも、さらには地域の介護のためにも、

「三方よし」の福祉政策がとられている地域なども

非常に多くなっている。 

 入所者や家族のニーズの多様化や社会状況の変化

に伴い、我が町のラベンダーハイツも近い将来まで

に公設民営化、民設民営化などのあり方も検討する

必要がある。 

 超高齢社会で、居宅介護では支えきれない状況が

想定される中で、現在、５０床のラベンダーハイツ

も増床を視野に入れ、多床室と個室の混合型など、

さまざまな介護施設の運営が望まれる。 

 施設に入所した高齢者が、社会的に孤立しないよ

うに生活の場として、地域と共存・共栄する施設が

求められる。 

 次に、「健康寿命の延伸について」。 

 国では、平成２５年からの第２次健康日本２１計

画において、「健康寿命の延伸と健康格差の縮小」

が重要推進事項に定められていることから、本町に

おいても、高齢者になっても健康で自立して暮らす

ことができる期間をいかに長く保つかが、超高齢社

会の最も重要な基本戦略の一つとして位置づけられ

ていることから、「健康寿命の延伸」をテーマに掲

げるものとする。 

 上富良野町の平均寿命と健康寿命について。 

 平成２２年の我が町の平均寿命は、男性７９.５

５歳、女性８６.３０歳で、健康寿命は男性７０.４

２歳、女性７３.６２歳となっている。 

 この平均寿命と健康寿命との差は、日常生活に制

限のある「不健康な期間」を意味し、この差は、男

性が９.１３歳、女性１２.６８歳となっている。 

 上富良野町の健康寿命延伸の取り組み状況につい

て。 

 健康日本２１計画（第２次）における「健康寿命

の延伸」の位置づけにおいて、生活習慣病の１次予

防を重視した国民健康づくり運動を推し進めてい

る。本町においても、「健康かみふらの２１」健康

増進計画で、生活習慣病の発症予防と重度化予防、

社会生活に必要な機能の維持向上を最重要課題に位

置づけ、健康寿命の延伸に積極的に取り組んでい

る。 

 特定健診と特定保健指導実施率について。 

 多くの市町村では、特定健診の受診率が低迷する

中で、本町の特定健診の受診率は、平成２２年度に

おいては７３.２％で全道１位、特定保健指導の実

施率は８１.７％で全道６位と、高位置をおさめて

いることは特筆に値する。 

 健康づくりの推進体制について。 

 行政の推進体制は、保健福祉課が中心となり、特
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定健診、特定保健指導、がん検診、食生活改善、歯

科検診、介護予防等の事業を行っている。 

 国保担当部局の町民生活課においては、住民を対

象とした健康づくり講演会や健康教室等を開催して

きている。 

 また、教育委員会においては、体育協会や総合型

地域スポーツクラブの協力のもと、スポーツ団体の

育成や体力増強の各種教室や講演会を開催してい

る。 

 住民の健康づくりとして、住民会単位で定期的に

フロアカーリングやパークゴルフ大会や練習を行っ

ており、住民個人ではウオーキング、ジョギング、

自転車、パークゴルフ、ふまねっとなど、体力増強

や維持活動が行われている。 

 「健康づくり推進のまち」宣言について。 

 町では、平成２６年２月８日に「健康づくり推進

のまち」宣言を行い、さらなる健康長寿の町を目指

している。 

 その他の取り組みとして、学童・若年者健診、後

期高齢者健診、無保険者健診の実施と受診促進。国

保加入者以外の希望者の保健指導実施。がん検診受

診率向上対策。健康学習の実施、健康知識の普及啓

発活動の推進。歯周病等への歯科対策の推進を行っ

ております。 

 今後の課題として、健康寿命の延伸は、住民個々

人の「健康」に対する考え方によることが大きいこ

とから、健康づくりに対する意識をさらに高めてい

くことが最も重要なことと考えられる。 

 健康づくりの目標の明確化については、数値化・

数量化した目標を掲げ、町民の健康寿命を何年延長

するか、運動大好き人口を何％にといった目標を数

値化し、その目標に向かい、着実に住民と一体と

なって健康づくりを進めるべきである。 

 喚起事業の充実。 

 みずからの健康はみずからつくることが基本であ

るが、住民の気づきとやる気を起こさせることが必

要であり、住民自身が気づき、そしてやる気を起こ

させるような施策の充実が求められる。 

 健康づくり推進体制。 

 行政組織内の推進体制としては、行政組織の関係

部署を連携させ、推進体制をつくることが期待され

る。 

 地域力を活用した推進体制の充実としては、行政

と地域が一体となって取り組む必要がある。 

 「健康づくり推進のまち」を活用し、宣言後、２

月９日から１５日までを「健康づくり推進週間」と

位置づけ、各施設の無料開放等を行ったが、継続的

に「健康づくり推進週間」を設定し、住民の意識向

上を図るべきである。 

 まとめ。 

 上富良野町の健康づくりの取り組みは、他の市町

村の模範となるほど充実している。特に、特定健診

受診率、特定保健指導終了率は、全道市町村の中で

もトップを競い合っていることは、元気で長生きを

したいという誰もの願いと、医療費や介護給付費の

削減に大きく貢献していることは、大きな成果と評

価するものである。しかしながら、健康寿命の延伸

は、特定健診受診率や特定保健指導率を向上させる

ことが目的ではなく、あくまでも住民一人一人の健

康寿命を延伸、生き生きとした豊かな暮らしを持続

することが究極の目的と考える。 

 そのためには、健康寿命を延ばすための施策を明

確にし、ターゲットの絞り込み、地域力の積極的な

活用などを進め、「健康づくり推進のまち」宣言に

ふさわしい健康寿命の町の実現のために、主役であ

る町民と行政との協働で進めていくことが強く望ま

れる。 

 なお、１３ページにあります委員会における審議

の経過については、御高覧いただいておりますこと

から省略させていただきます。 

 以上、厚生文教常任委員会所管事務調査報告とい

たします。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって委員会所管事務調査の報告を終わります。 

 この際、理事者に申し上げます。 

 今、各委員会より報告された報告書について十分

参考とされ、今後の行政運営に反映されますことを

御期待いたします。 

────────────────── 

◎日程第９ 町の一般行政について質問 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 町の一般行政に

ついて質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次、発言を許しま

す。 

 初めに、３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 私は、さきに通告してあり

ます２項目５点について質問させていただきます。 

 １項目めは、人口減少時代に対応した町独自での

支援事業の展開を。 

 １点目は、街コンの考えは。 

 ライフスタイルの多様化により、男女ともに独身

でいることに対しての抵抗が弱くなり、晩婚化の傾

向にある。また、結婚をしない選択をする男女もふ

えており、これらの独身者に対して出会いの場を創

出し、婚活を促すためにも街コンを実施してはどう
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か。 

 ２点目は、出生祝い金を。 

 日本創成会議の発表によると、２０１０年から２

０４０年にかけて、道内の１４７市町村で子どもを

産む中心世代の２０歳から３９歳の女性が５割以上

減ると予測された。人口が減ると税収が減り、公共

サービスや社会インフラの水準が低下するおそれが

ある。また、上富良野町の合計特殊出生率は１.６

６人、（平成２４年現在）であり、北海道では１３

位となっている。５年後の計画も上昇する見込みは

なく、出生した第１子・第２子・第３子に対して出

生祝い金を支給してはどうか。 

 ３点目は、不妊治療費助成を。 

 晩婚化の影響から、不妊に悩む夫婦が年々ふえて

いる。しかし、高度な不妊治療は医療保険が適用さ

れず、高額な医療費がかかる。町独自での支援策と

して、治療に要する費用の一部を助成してはどう

か。 

 ４点目は、保育情報の窓口設置を。 

 幼児期の学校教育や保育、地域の子ども・子育て

支援を総合的に推進するため、子ども・子育て支援

法などが改正された。町に子どもを預ける施設や子

育てに関する相談を一括して行える窓口を設置して

はどうか。 

 町長にお伺いいたします。 

 ２項目めは、江幌小学閉校後の利活用について。 

 江幌・静修住民会では、利活用したいが住民会で

維持管理を行い、利活用していくには荷が重いとい

う結論になった。この意見を行政としてはどのよう

に受けとめ、考えていくのか。地域の核である小学

校がなくなることは一抹の寂しさを覚え、周辺住民

の思いを生かすためにも行政側から、維持管理等行

う人材を派遣し利活用できないか、町長と教育長に

お伺いいたします。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の御質問にお

答えをさせていただきます。 

 まず、１項目めの人口減少時代に対応した町独自

の支援策に関します４点の御質問にお答えをさせて

いただきます。 

 我が国は、いよいよ人口減少時代を迎え、地域社

会の持続性が大きな懸念となっているところであり

ます。ことしの春、日本創成会議におきまして、２

０１０年から２０４０年までの間に、２０歳から３

９歳の女性人口が５割以上減少する市町村は８９６

にのぼり、全自治体の４９.８％になり、そのうち

人口が１万人を切る市町村は５２３自治体に及び、

このままでは消滅する可能性が高いと言わざるを得

ないという、衝撃的な試算結果が発表されたところ

であります。このようなことから人口減少問題、少

子化問題は、議員と同様に極めて大きな課題である

と認識しているところであります。 

 また、結婚や出産につきましては社会の価値観が

多様化し、さまざまな生活スタイルの中からそれぞ

れが選択し、人生設計をされているということを理

解し、また、社会背景等を見きわめながら対応して

いく必要があると受けとめているところでありま

す。 

 そこで、１点目の婚活を促すための街コンの実施

についてでありますが、これまで町では農業後継者

のパートナー対策として実施している、アグリパー

トナー事業、駐屯地曹友会が実施するふれあいパー

ティー事業などの支援・協力をしているところであ

り、今後におきましても引き続き関係団体に対しま

して、支援・協力を進めてまいりたいと考えている

ところであります。 

 また、町におきましては、さまざまなイベント等

が実施されておりますが、それらのイベント等に若

者が積極的に参加していただけるような創意工夫を

検討し、その中で出会いの機会がふえることを期待

しているところであり、町が独自に実施することは

想定していないことを御理解賜りたいと存じます。 

 次に、２点目の出生祝い金についてであります

が、子どもの誕生は御家族のみならず、地域社会に

とりましても大変喜ばしいことであり、町といたし

ましては、安心して出産・子育てができるよう相談

体制や多様な支援の仕組みなど、子育て環境の整備

に努めていくことは、何より大切であると受けとめ

ておりますことから、直接的な給付制度を創設する

考えは持ち合わせておりませんので、御理解を賜り

たいと存じます。 

 次に、３点目の不妊治療に対する町独自の助成に

ついてでありますが、体外受精など高額な費用を要

する特定不妊治療に対しましては、北海道の助成が

制度化されており、みずからの選択の中でこれらの

治療を希望される場合にありましては、北海道の制

度をしっかり説明し活用していただくことで、現時

点におきまして、町独自の支援策の必要性を考慮し

なければならない状況とは判断しておりませんこと

を御理解賜りたいと存じます。 

 次に、４点目の子育てに関する相談窓口について

でありますが、子ども・子育て支援制度における地

域子育て支援事業の一つとして利用者支援事業があ

り、このたび策定した本町の子ども・子育て支援事

業計画にもありますように、その調整機関を保健福

祉課とし、子育て支援班を初め子どもセンター、健

康推進班、教育委員会、さらには民間の幼稚園や保
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育所など、どこに相談しても必ず必要な支援につな

がることができるよう、連携体制を図っていくこと

としております。 

 町では、妊娠期の母子手帳交付から始まり、妊婦

相談、乳児全戸訪問、乳幼児健診のほかさまざまな

子育て支援や発達支援事業、育児サークル支援、地

域支援事業等により、子育て支援体制の基盤は一定

程度確保されているものと理解しているところであ

りまして、引き続き連携体制の強化に努めてまいり

たいと考えておりますので、御理解を賜りたいと存

じます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番村上議員の２項目

め、江幌小学校閉校後の利活用に関する御質問にお

答えいたします。 

 江幌小学校は、明治４３年４月に上富良野第２教

習所が西８線北２８号に開校、明治４５年に江幌尋

常小学校に改称し、昭和４年には静修特別教授場と

併合し、現在地に校舎が移転されました。この間、

１,３００人を超える多くの卒業生を輩出し、地域

における人材育成とともに、地域振興と文化活動の

拠点として大きな役割を果たしてまいりました。 

 平成３年度からは特認校として、小規模校ならで

はの特色ある教育を進めるとともに、平成２２年に

は開校１００周年を迎えたところでありますが、児

童数の減少などから来年３月をもって閉校し、１０

４年の長い歴史に幕をおろすことになりました。現

在の学校は、平成２年に建設され、校舎と体育館が

一体の建物で、面積は約９６１平方メートルであり

ます。 

 閉校後の利活用でありますが、江幌・静修両住民

会長を通じ、地域の意向を伺ったところ、次の３点

を要望されたところであります。 

 １点目として、江幌小学校の体育館で現在ミニバ

レーを行っているほか、最近は高齢者を中心にフロ

アカーリングが広まっており、閉校後も継続した利

用をお願いしたいと。 

 ２点目として、地域の集会施設である公民館江幌

分館が老朽化しているため、清富地区にある多世代

交流センターと同じように、地域の会館として利用

をお願いしたい。 

 ３点目として、災害の避難所でもあるため、閉校

後も引き続き避難所機能として残すようにお願いし

たい。 

 この中で、２点目の旧清富小学校と同様の利活用

につきましては、公民館江幌分館を地域の集会施設

として利用している現状から、その考えは持ち合わ

せておりませんので、御理解を賜りたいと存じま

す。 

 今後、地域におきましては、高齢化や人口減少問

題など将来の地域コミュニティーの課題もあります

ことから、町においては民間活力も含めた幅広い利

活用の検討を行ってまいりますので、御理解を賜り

たいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） １点目の街コンを考えては

というところでございますが、人口減少問題と少子

化問題は、私と同じ極めて大きな課題であるという

ことで、町長も認識されているということで、私も

意を強くしたところでございますが、それであれば

やっぱりこのままですと、男女の自由にゆだねてお

りますと、だんだん晩婚化が進みますし、人口減少

になると考えますので、総務課で企画をしていただ

いて、ホームページに「街コン始めましたよ」とい

うことで、参加者、希望は申し込んでくださいとい

うことで、男女ともに会費は３,０００円ぐらい、

それで年齢はこれは考えていただくこととして、５

０ぐらいなら５０ぐらいまでということで、そう

やってホームページに載せていただいて、そして産

業振興課、農業委員会、町民生活課、教育委員会と

かにも声をかけて協力をしていただいて、そしてポ

スターは３カ月前ぐらいに作成しまして、コンビニ

さんに協力をもらってポスターを張らしていただい

て、そうしますと余りお金もかけないで、１５万円

ぐらい予算がありますと、できるかなということで

ございます。 

 余りお金もかかりませんので、そして申し込みを

見て、これらのお手伝いをしてくださる方、実行委

員さんを募ってやってみるという、今、男女の方に

お聞きしますと出会いの場が余りないと、出会える

機会も余りないのだと、こういう話をいっぱい聞い

ておりますので、どうでしょうか。とかく行政でや

ると堅くなってしまうのでということをよくおっ

しゃるのですけれども、少しそこは柔軟に考えてい

ただいて、取り組みをお考えいただけないでしょう

か、お尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の婚活に対し

ます御質問にお答えさせていただきます。 

 冒頭のお答えで申し上げましたように、私も結婚

適齢期を迎えた方々が晩婚化になってきている、あ

るいは結婚を選択しないと、そういうライフスタイ

ルを選ばれる方が最近多いということは、これは社

会問題として考えていかなければならないというふ

うに考えているところでございます。 

 そういう中で、出会いの機会をどのようにつくっ

てあげるかということは非常に大切であります。先
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ほど申し上げましたように、私の考えといたしまし

ては、やはりそういったグループだとか、あるいは

サークル、あるいは組織団体、そういった方々が主

体に機会を議員から御提言ございましたような形

で、そういう仕組みづくりは可能だといたしまして

もやはり中身をどのようにするかということが、非

常に大切だと思うのです。 

 そういうことから、不特定多数と申しましょう

か、そういう表現が正しいかどうかわかりませんけ

れども、皆さん、どこからでもどなたでもいらして

くださいというような形での果たして中身が充実す

るかということを考えると、やはり願わくば昔のよ

うな世話焼きおばあさんがいてくれれば一番いいの

ですが、最近そういうわけにいきませんので、冒頭

申し上げましたように、いろいろな上富良野で言え

ばアグリパートナー事業だとか、あるいは曹友会の

皆さん方の事業だとかと、そういったことにしっか

りとこれからも支援させていただくことのほうが、

結果として実はいいのではないか、実りはあるので

はないかなというふうに考えおりますので、ぜひそ

ういう機会を数多くつくっていきたいなというふう

に考えているところでございます。 

 御理解をいただきたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 再質問させていただきま

す。 

 こういった方法でいたしますと、地元の女性より

も地元以外の方が申し込んでくださるということ

で、今、美瑛町では、上富良野と同じような人口で

すけれども、社会福祉協議会なんかに結婚相談所と

いうのがありまして、美瑛町もやっぱり自衛隊なん

かに問い合わせがあるそうで、こういうことを町で

するのであれば、自衛隊のほうも何とか情報を提供

したい。自衛隊さん何かも、人を送り込みたいとい

うようなお話もありますので、ぜひこういった、お

金も余りかかりませんので、そういったポスターを

つくっていただくとか、ホームページに載せていた

だくとか、この申し込みが地元以外の方、女性が申

し込んでくださるということで定住、人口増にもつ

ながるかなということで、一度これやってみていた

だく、支援をするよと町長はおっしゃるのですけれ

ども、町のほうでもぜひとこう思うのですけれど

も、いかがでしょうかね。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 村上議員の再度の婚活に対

します御質問にお答えさせていただきます。 

 今、御質問の中に、御意見の中にありましたよう

に、どういった組織か、あるいはどういった機関か

が結婚問題といいましょうか、そういうことのお話

をお聞きしたり、あるいは情報提供したりするとい

う仕組みは、これはやっぱりあってもいいのだなと

いうような感じで受けとめております。それはどこ

が担うかは別といたしましても、そういうような人

口定住者がふえる、あるいは人口を確保するという

ことは、私も非常に大きな問題だと思っております

ので、そういうところに結ぶような方法があれば、

今、議員から御提言ございましたようなことも含め

て、町として取り組めるものがあれば取り組むよう

なことは、これからも検討させていただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） よろしくお願いいたしま

す。 

 では、２点目の出生祝い金のところですけれど

も、給付制度を創設する考えはないということを

おっしゃって答弁いただいたのですけれども、８年

前、上富良野町で１４３名ぐらいの子どもさん出生

いたしておりまして、もう８年で９０名ぐらいにな

りまして、５０名ぐらい出生率が落ちてきていると

いうことで、出生率も道内一、二を争って１.８３

ぐらいだったのですけれども、今は１.６６という

ことで、これでも高いほうですけれども、各道内か

ら見ますと。でも８年前と比べて、既に５０名ぐら

い出生率が落ちてきていると、第２子、第３子もう

けたいなと思いましても、また経済的なことが大変

でございまして、児童手当も国とか道で出されてお

りますけれども、これら見ましても町は１,５５１

万円ぐらい。 

 それから、子育て支援等も、ごみ袋１歳の誕生祝

いとかやっていただいております、いろいろと。子

育て支援事業やっていただいているのですけれど

も、これを見ましても８６０万円ぐらいと、それか

ら母子保健のほうもやっていただいております。い

ろいろやっていただいているのですけれども、何と

いったって子育てには大変お金がかかることでござ

いますし、結婚も経済面の支援、経済的なきちっと

した基盤ができなければということもありますし、

今、国のほうでは３６０万円未満は５歳までの教育

費無償にするということ、文科省で検討していたの

ですけれども、解散になりましたので、ちょっとこ

こら辺はどうなるのかなと思うのですけれども、そ

ういうことを考えますと、特殊出生率も少し回復を

狙って１.８を目指すような計画、計画は１.６６で

横ばいのような計画されておりますし、やっぱり第

１子誕生されましたら、「あなたは上富良野町の宝

物だと、よく産まれてくださいました」というよう

な感じのお祝い金、子育ての予算が、優先順位は一

番高いのではないかと。 
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 やっぱり大体で子育て、子どもさんの関係で３,

０００万円ぐらいの予算でしょうか、全体を眺めま

すと、やっぱり子育てのほうの予算がちょっと、も

う少し取ってもいいのではないかな。第１子、あな

たは宝物、上富良野町にとって本当にというお子さ

んに対するお祝い金これを考えても、児童手当があ

るではないかとかいろいろ言われるかもしれません

けれども、それは国・道からの大分補助金もいただ

いていますので、上富良野自体を考えますと、もう

少し子どもさんに予算を取ってもいいのではないか

とこのように考えるのですけれども、いかがでしょ

うか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の子どもに対

する給付制度についての御質問にお答えさせていた

だきます。 

 町といたしまして、おかげさまで出生率につきま

しては、全道と比較いたしましてもあるいは全国と

比較いたしましても、割と上位に位置している恵ま

れた状況でございます。しかし、まだまだ町の思い

としては、高い出生率を望むわけでございますけれ

ども、いろいろ今までも議会の皆さんとも議論の中

で、私もお答えさせてきていただいておりますけれ

ども、やはり私は上富良野町の姿勢として妊娠から

就学に至るまで、確かにおめでたいということでお

祝いをしてあげることも、それは有用ではあるとい

うことは十分理解できますけれども、しかし、やは

りどの時点においてもしっかりとサポートされ、支

えられているという安心感を若い世代の皆さん方に

与えていくということは、今の政治のキャッチフ

レーズではないですけれども、切れ目がなくどこま

でもしっかりとサポートされているという仕組みを

厚くしていくことが、やはり究極的には安心して出

産をしていただける、安心して子どもを育てていっ

ていただける基本であろうというふうに考えおりま

すので、限られた財政の中でどのように出産・子育

てをしていくという観点から考えますと、やはり日

常のそういった支援体制を厚くしていくほうに町民

の大事な血税を向けていくことが、私は安定したま

ちづくりにつながるものと理解しておりますので、

給付事業につきましては、そういう考えは持ち合わ

せていないことを御理解いただきたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） では、子育て環境のほうに

厚くするように、ひとつよろしくお願いしたいと思

います。 

 それから、３点目の不妊治療費の助成のところで

すけれども、この質問は、何回か前に１回させてい

ただいておりまして、これできょう２回目なのです

けれども、前回、検討してみるというような答弁い

ただいたのですけれども、今現在、道のほうからで

通算５回助成されていますけれども、ことしの４月

１日から新たに助成を利用する妻の年齢が４３歳以

上の場合は、助成が３回になったのですよ。それ

で、そこのところを何とか、前と同じような通算５

回にならないかどうかということと、それと、これ

が進んでいかないのは町として、どういった方が不

妊治療されているかという状況を把握していらっ

しゃらないところが、ちょっと進んでいかない原因

なのかなと思うのですけれども、それと、国のほう

でもどんどん変わってくるわけなのですね、助成方

法が。それで、この手続も物すごい複雑でして、五

つぐらい資料がいるのですね。 

 それで、この資料の五つを省くわけにはいきませ

んけれども、助成のほう、ことし４月からこのよう

に変わっておりますので、その変わった部分につい

てでもどうなのでしょうか、お考えしていただけな

いでしょうかと思いますが、いかがですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の不妊治療に

対します助成についての御質問にお答えさせていた

だきます。 

 以前にも議員から御質問をちょうだいしておりま

すが、そのときもお答えさせていただいております

が、御質問の中でありました、本町の実態につきま

しては現場のほうで把握しておりますので、必要で

あればお知らせさせていただきますが、制度につき

ましては、本年の４月から一部受けられる助成の回

数が変わったという実態はございます。平成２８年

からは、さらに見直しがされるというふうに伺って

おりますが、現在、ほかの現課におきまして、町村

独自の助成事業を行っているような実例も伺ってお

ります。どこの町村にお聞きいたしましても、非常

に北海道の行っております助成事業を超えて、それ

を望まれるという仕組みは持っていてもなかなかそ

ういった実態に結びついていないと、多くの自治体

がですね、そういうようなお話も伺っております。 

 しかしながら、少ないからいいのかということで

はございませんが、当町におきましても非常に、

今、聞いている限りでは過去に、いっとき大変複数

の方々が御利用されたと、事業を受けたということ

を聞いておりますけれども、最近の状況の限りにお

きましては緊急性等を考えると、少し検討する期間

があってもいいのかなというふうに理解しておりま

して、あの制度を議員からお話がありましたよう

な、町でも応援してあげること大事ではないのとい

うことを否定するわけではありませんけれども、少

し状況を検討する期間がまだあってもいいのかなと
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いうふうに理解しておるところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） よろしくお願いしたいと思

います。もう２８年と言いましても来年２７年です

ので、途中で挫折される方がいらっしゃいますの

で、その点、今、継続するような感じでひとつ考え

ていただきたいなと思います。 

 それから、４点目の地域に保育所情報の窓口の設

置のところでございますが、今度、子ども・子育て

支援新事業の中に、子どもを預ける施設探しですと

か、新しい制度で今後１号、２号、３号、幼稚園や

保育所を利用するときには、自治体から認定を受け

ることが原則となりましたし、保護者の就労などで

保育の必要性がある場合は２号、３歳以上、それか

ら３号はゼロ歳から２歳、利用できるサービスの範

囲も異なるわけなのですね。 

 そういったことで設置機関が、保健福祉課だとい

うことであれば、大元は保健福祉課ですので、やっ

ぱり利用者の支援事業として情報を集約して、まと

めて相談できる場を設けることが盛り込まれている

わけですので、そういったことをわかりやすく保健

福祉課の中に子育て支援班がございますけれども、

こういったすごい環境が変わりますので、今度、保

育事業が。そういったことで、総合のここが窓口で

すよというような感じで設置をしていただいて、わ

かりやすいようにしていただきたいと思うのですけ

れども、その取り組みについてはいかがでしょう

か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の子育てに関

する相談窓口についての御質問にお答えさせていた

だきます。 

 ただいまの御質問は、保育事業に関することが主

眼なのかなというふうに理解しております。 

 町といたしましては、先ほど当初のお答えで申し

上げましたように、ワンストップサービスができる

ように、例えば保育に関する事項、あるいは育児に

関する事柄、あるいはお子様の病気等に関する事

柄、そういったものはどこの部署へ行ってもきちっ

と御説明できるような連携体制は、一定程度整って

いるということでお答えさせていただいたところで

ございます。 

 保育に関する相談も、その目的に沿った場所へ

行っていただければ、必ず保育に関する事項は全て

御説明できるような状況に、現在、既になっている

というふうに私は理解しておりますので、もし、そ

ういったことでまだ十分なそういった体制が整って

いないと感じる部分がありましたら、それはどんど

んおっしゃっていただければ改善もいたしますし、

今、あちらへ行って聞いてください、こちらへ行っ

て聞いてくださいというような御不便はおかけして

いないというふうに理解しておりますので、もし私

の思いと違う部分がありましたら、ぜひ御指導いた

だければと思います。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 横の連携、保健福祉課に設

置するということで、子育て会議の中にもうたわれ

ておりますので、あっちへ行きなさい、こっちへ来

なさいということならないように、今、町長、おっ

しゃいましたけれども、ぜひ横の連携をひとつよく

していただくように相談窓口、よろしくお願いした

いと思います。 

 それで、次の２項目めの江幌小学校、閉校後の利

活用についてでございますが、町長と教育長に再質

問させていただきたいと思います。 

 １０４年の長い歴史に幕をおろすということにな

りまして、大変寂しく感じているところでございま

すけれども、江幌小学校の閉校後の利活用について

は、地域の会館としての利用は江幌会館があります

ので、分館がありますので、集会所としての利用は

考えていないということをいただきましたけれど

も、そのほかについては町としては、民間活力を含

めた幅広い利活用を検討を行うという御答弁をいた

だいたのですけれども、それであれば民間でこうし

た場所を借りて何か事業を行いたいということ、そ

ういったことがありましたときには、それに応じて

いただくことができるのでしょうかどうか、ちょっ

とお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番村上議員からの江幌

小学校閉校後の利活用についての御質問にお答えい

たします。 

 今、民間活力という部分で売却になるのか、貸与

なのか、具体的な話は全く進んでおりませんし、

今、御質問あった部分については、その相手から話

があったときに、さまざまなことに対応していくと

いう形で考えているところでございます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） そういった方がないことも

ありませんので、そういった場合には相談に乗って

いただいて、そのときに住民会の要望も避難場所、

これは絶対必要だと思いますので、やっぱり避難場

所としての機能を備えるということは、これは条件

的にはいずれにしても大事なことだと考えているの

ですけれども、住民会の今言われているところを条

件も飲んでいただくと言ったらあれですけれども、

できることとできないことがあるとは思うのですけ

れども、そういったもし民間はないこともありませ
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んので、そういった方がこことをということになっ

た場合には、住民会の意向も取り入れていただける

ような努力をされるのかどうか、そこら辺ちょっと

お尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番村上議員の御質問に

お答えいたしたいと思います。 

 先ほど申し上げたとおり、１番の部分、体育館の

部分を続けて利用したいだとか、３点目にお話の

あった避難所施設としての部分についての御質問か

と思いますけれども、ともかく相手が貸与にするの

か、譲渡するのかだとかいろいろな条件が、まず相

手が出てきたときにはあります。 

 住民会のほうから、こういう部分でという御要望

については当然相手が許せば、そういうふうな対応

を極力とりたいなというふうに思っております。 

 また、避難所についてでありますけれども、避難

所については今回の防災計画の改正したときに、そ

れまで江幌分館が避難所と指定されていましたけれ

ども、それらを江幌小学校に改正したばかりでござ

います。それは閉校になるということを想定してな

かったものですから、そういう結果になったのであ

りますけれども、避難所については、それら江幌分

館に直すというようなことも対応としてございます

ので、それらの部分で御理解をいただければと思っ

ております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、３番村上和子君の一般質問を

終了いたします。 

 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１０時３６分 休憩 

午前１０時５０分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 一般質問、次に、４番米沢義英君の発言を許しま

す。 

○４番（米沢義英君） 私は、６項目について、町

長に質問いたします。 

 第１点目は、福祉避難施設の指定についてお伺い

いたします。 

 福祉避難施設の指定は、災害時における福祉避難

所として利用されるというのが現状であります。既

存の建物を活用し、介護の必要な高齢者や障がい者

など一般の避難施設では生活に支障が出るというこ

とが予想される人に対してケアが行われ、要支援者

に配慮した避難所のこととされています。しかし、

上富良野町においては、明確な福祉避難施設の指定

がないというのが現状であります。今後、どのよう

にされるのか、この点についてお伺いいたします。 

 次に、ファミリーサポートについてお伺いいたし

ます。 

 ファミリーサポートセンターとは、家庭の事情な

どで、子どもを一時的に預けなければならないとき

に利用できる会員制の組織であります。利用料につ

いては３０分を基本とし、設定されています。しか

し、利用者からは、利用料が高いという声も聞か

れ、パートなどで働いたら、パートの賃金がなく

なってしまうという声が、利用者のアンケート調査

でも明らかになってきています。その点でおいて、

高い利用料金の見直しを町としても対応すべきだと

いうふうに考えますが、この点について、今後、ど

のようにされるのかお伺いいたします。 

 次に、中学校までの医療費の無料化と小児科の設

置についてお伺いいたします。 

 上富良野町子ども・子育て支援事業計画策定のた

めのアンケート調査結果でも、子育ての環境や支援

に関する意見、充実してほしいという声が多数寄せ

られています。 

 例えば、子どもが病気になったとき、遠くへ行か

なくても済むような医療体制の充実を望む声や、子

どもの医療費の無料期間を現在よりももっと長くし

てほしいなどなどの声が、多数寄せられているのが

実情であります。これは就労の状況等の変化、経済

的な負担がふえるという状況の中で、医療体制の充

実、子育て支援の充実の声が上がるのは当然であり

ます。このことを考えれば、中学生までの医療費の

無料化と小児科の設置など、町として今後どのよう

にされるのか、明確な答弁をお願いいたします。 

 次に、介護保険計画についてお伺いいたします。 

 第６期介護保険事業計画の策定がされています。

介護保険制度が大幅に改悪されようとする中で、多

くの利用者の方からも将来の介護保険料の負担はど

うなるのか、介護施設の入所はかなうだろうかなど

などの不安の声が多数聞かれるという状況にありま

す。そのことを申し上げ、次の項目についてお伺い

いたします。 

 一つ目には、平成２７年度の介護保険料は高くな

ることが予想されますが、見込み額はどのようにな

るのか、お伺いいたします。今現在では、基準額

３,９５０円というところから出発すれば、当然４,

５００円台になることも想定されます。そういう状

況になれば当然介護利用者の負担が増すという状況

になりますから、介護保険料の抑制を行うことが求

められます。一般会計からの繰り入れを行うなどし

て介護保険料の軽減を行う、これが今、行政に求め
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られているものと考えます。この点について伺いま

す。 

 二つ目には、従来からの要望が多い特別養護老人

ホーム、上富良野町においては５０床という状況の

中で、上富良野町に入所できないという状況で、他

の施設に入所せざるを得ないという状況がありま

す。グループホームについてもそうであります。こ

のことを考えれば、増床や新設が当然日程に上るべ

きものと考えますが、介護保険計画の中では、この

位置づけはどのようにされているのかお伺いいたし

ます。 

 三つ目には、独居、高齢者世帯へのこの間、町は

１０世帯を対象にした合同訪問調査を実施している

ということが書かれていました。介護計画に反映す

べき内容など多数あるものと考えられますが、この

合同調査の結果踏まえて、介護計画に反映すべき課

題はどのような課題があったのか、この点について

お伺いいたします。 

 次に、農業政策についてお伺いいたします。 

 今、農業は、大変な状況にあります。近年では、

反当たりの直接支払い金が半額になるという状況の

中で、米価格の暴落や畑作物の価格の低迷、またこ

の間決着したＥＰＡの決定、経済連携協定、あるい

はＴＰＰの推進、太平洋連携協定という状況の中

で、農家の人が農家をしたくてもなかなかできない

環境、一定価格の価格保障がなければ、農家はやっ

ていけないということは明らかであります。 

 また同時に、それは上富良野町の基幹産業である

農業、これは当然言うまでもなく家族経営・農業経

営で維持・発展してきたわけですから、今、こうい

うことを考えれば、少なくとも上富良野町において

農業を維持するための多様な農業者を確保し、農業

を強くすること、これが今、町に求められていると

考えます。 

 町においては、独自の農業振興計画の総括と評価

を踏まえ、町の特色を生かした足腰の強い魅力ある

農業の実現のために、農業振興計画の策定が実施さ

れましたが、次の項目についてお伺いいたします。 

 一つは、第６次農業振興計画の評価と次年度の計

画に生かすべき課題はどういうものであったのか、

この点をどう評価されているのかお伺いいたしま

す。 

 二つ目が、高齢化する農業の中で、労働力の確保

は欠かせないものになっています。また同時に、後

継者の育成及び新規就農者を受け入れる支援体制づ

くりが必要であることは言うまでもありません。閉

校した学校、空き家などを活用し、農業実習生や農

業体験者を受け入れる施設整備など、具体的な施策

の展開、こういう状況の中で労働力の確保もする必

要が今求められているとも考えますが、この点につ

いてお伺いいたします。 

 三つ目には、当然のことながら、大規模拡大をし

なさいというのが国の政策であります。しかし、大

規模拡大をすればするほど、経費がかさんで農業が

やっていけないという声が、上富良野町でも聞かれ

るという状況になってきています。しかし、そうい

うことをいっておられませんから、農業者はみずか

ら努力して営農集団等、あるいは機械等の使い方を

共同利用するなどいろいろな工夫を試みながら、こ

の上富良野町の農地を守りたい、その思いで農業を

維持しているというのが状況でありますから、農業

機械や施設などの共同利用の充実は、当然のごとく

これからも一層充実するということは必要だと考え

ますが、この点についてどのように考えているのか

お伺いいたします。 

 また、今、近年では女性農業者が、農業に参入す

るという機会もふえてきているのも実情でありま

す。上富良野町を見ても、若い女性が農業に夢見て

農業をする、こういう人たちも出てきています。そ

のことを踏まえれば、女性農業者を育成するための

一層の研究機会の充実、または上富良野町独自での

農業者の女性農業者のフォーラムを開催するなど、

女性農業者がこの上富良野で、さらに希望を持って

農業の担い手としてなっていけるそういう農業を目

指すためにも、フォーラムの開催が必要だというふ

うに考えますが、この点について町長は、どのよう

にお考えなのかお伺いいたします。 

 次に、６次産業化についてお伺いいたします。 

 ６次産業化は、町においてもこの間取り組まれて

きております。観光客などの宿泊施設として活用さ

れているという話も聞きました。また、畑等におい

てワイン用のブドウを植え、そして栽培して、それ

を加工し販売する、あるいは地元の麦などを使い活

用しながら、パスタなどの加工販売するなど、農業

者の新たな取り組みも始まっているというのが実情

であります。 

 しかし一方で、経営するためには農産物の加工販

売するための資金ぐりや許認可の申請を初め、多く

の課題があるようであります。当然、人も必要であ

ります。多くの人に上富良野町の自然や農業の魅力

を知ってもらうためにも、町の支援体制の強化・充

実が今よりも求められていると考えますが、この点

についてお伺いします。 

 二つ目には、町の現在ある加工施設を観光者にも

利用できる、また当然ながら一般の町民にも利用し

てもらうことは言うまでもありませんが、加工体験

施設として発展・充実させるということが今求めら

れていると考えます。今こそ上富良野町の独自色、
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町の色を出す、このことが必要だと思います。 

 以上の点について、町長の明確な答弁を求めま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの福祉避難施設の指定に関する御

質問にお答えさせていただきます。 

 町では、災害発生時におきましては、まず第一に

指定する避難所へ安全に避難していただくことが重

要であると考えており、各避難所におきましては、

避難行動要支援者に対しましては、避難所生活に配

慮し、専用スペースの確保や間仕切りの設置など、

地域防災計画において位置づけているところであり

ます。 

 また、避難生活が長期化した場合におきまして

は、高齢者・障がい者・妊産婦・乳幼児及び病気の

方など、一般的な避難所での生活に支障を来す避難

行動要支援者に対しまして、特別な配慮が必要とさ

れた場合に、福祉避難施設を開設することとしてお

ります。 

 福祉避難施設の開設に当たりましては、２次避難

所として位置づけられ、指定する避難所のほかに特

別養護老人ホーム等の老人福祉施設、保健福祉総合

センター等社会福祉施設等に開設し、避難行動要支

援者の身体的状況に応じた施設へ収容することとし

ており、あらかじめ福祉避難施設を指定しておりま

せんが、災害時にはその対応がしっかりとできる地

域防災計画となっており、さらにこれら福祉避難施

設につきましては、町外へ及ぶことも想定されてお

り、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めのファミリーサポートセンターの

利用料に関する御質問にお答えいたします。 

 ファミリーサポートセンターは、現在、ＮＰＯ法

人こどもサポートふらのに委託し、会員間の信頼関

係をもとに事業運営が図られているところでありま

す。 

 利用料につきましては、会員相互の援助活動とし

て、援助する側と受け取る側、双方の立場から検討

し設定されたものであり、会員登録の際には、事業

の趣旨と助け合いの仕組みを十分説明し、御理解を

いただいた上で入会していただいております。 

 会員の中には、依頼するときには利用料を支払

い、提供するときには利用料を受け取るという、両

方の会員登録をされている方も多くおり、提供会員

となっていただく方には、２４時間の講習を受講い

ただき、その後のフォローアップ研修や託児サポー

ターなどの経験を積み、スキルアップを図っており

ます。 

 また、この事業は、保育所入所や一時預かり事業

の補助的な役割が大きく、早朝・夜間・休日等の限

られた場合での預かりや送迎など、他の保育サービ

スのすき間を埋めるような利用が主であることか

ら、提供される援助活動に対して、現在の利用料は

適正なものと理解しているところであり、現状にお

いて利用料の見直しを考えておりませんので、御理

解を賜りたいと存じます。 

 次に、３項目めの小児医療への支援に関する御質

問にお答えいたします。 

 議員の御質問にありますように、昨年実施いたし

ましたアンケート調査におきましては、小児医療に

対する不安や医療費の負担感について、多くの御意

見が寄せられたところであります。 

 町内に小児科を設置することは、非常にハードル

の高い課題であると受けとめておりますが、幼児保

育など子育て支援事業の充実のほか、任意の予防接

種費用の助成や各種健診事業など、予防への支援や

母子保健面からの支援の充実などに取り組んでいく

ことが必要と考えているところであります。 

 また、中学生までの医療費の無料化につきまして

は、多額の一般財源を伴う事業でありますことか

ら、年代による医療費の負担感、あるいは入院・通

院別など、さまざまな角度から検証を行い、子育て

支援対策全体の中で、現行の乳幼児医療費助成制度

の見直しも含め、検討を進めてまいりたいと考えて

おりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、第６期介護保険事業計画に関する３点の御

質問にお答えさせていただきます。 

 まず１点目の第６期の介護保険料についてであり

ますが、国の介護報酬についてもいまだ未確定の中

での計画策定であり、現段階におきましては、来年

度以降の介護保険料基準額は確定していない状況で

あります。 

 改定に当たりましては、安定した介護保険財政の

運営を基本とし、平成２７年度からの３カ年の介護

給付費を見込んだ中での算定となりますが、昨今の

急激な高齢化による要介護認定者の増加に伴い、介

護給付費の増嵩が見込まれることから、現状の介護

保険料では、十分なサービスの提供が難しくなるも

のと考えております。 

 また、１号被保険者の保険料負担割合につきまし

ても２１％から２２％になることから、一定程度の

保険料の上昇は避けられないものと予測していると

ころであります。 

 介護保険料抑制のための一般会計からの繰り入れ

につきましては、介護保険制度は相互扶助の趣旨の

もと、ルールに基づいて国・道・町、そして１号被

保険者・２号被保険者の保険料によって運営するこ
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ととなっておりますことから、町独自の一般会計か

らの繰り入れは考えておりませんので、御理解を賜

りたいと存じます。 

 ２点目の介護保険施設等の増床についてでありま

すが、地域における状況は、特養・老健・療養型の

介護保険３施設を含め、グループホームや小規模多

機能といった地域密着型施設のほか、有料老人ホー

ムやサービスつき高齢者住宅など、多様な施設の整

備が進められております。本町におきましても、昨

年度、小規模多機能施設と住宅型有料老人ホームが

開設されたところでありまして、富良野圏域全体で

は、第５期の計画期間中に約２００床が増床された

ところであります。 

 このようなことから、第５期の計画に盛り込んで

おりましたグループホーム９床の整備につきまして

は、積極的な対応を見合わせたところであります

が、なお、一層進む高齢化の中で介護認定者、とり

わけ認知症高齢者につきましては、年々増加が予測

されますことから、民間事業者における多様な施設

整備の状況も踏まえながら、地域ニーズをとらえた

中で、次期計画に反映できるよう検討してまいりた

いと考えております。 

 ３点目の高齢者調査の次期計画への反映について

でありますが、本年度、地域福祉活動の核である社

会福祉協議会と保健福祉課におきまして、地域の実

態把握、情報共有等を図ることを目的に、独居高齢

者世帯等への合同訪問調査を実施したところであり

ます。 

 また、町内の在宅高齢者９００名を無作為抽出

し、「高齢者生活状況アンケート」を実施するとと

もに、町内の居宅介護支援事業所、介護サービス事

業所等からのヒアリングを実施し、高齢者が在宅で

生活する上での課題等について把握を行ったところ

であり、これら調査等から、冬期間の除雪、買い物

支援、移動支援等の充実など、主に生活支援に関す

る課題が抽出されたところであります。 

 今回の介護保険計画策定の中でも、地域包括ケア

システムの構築が求められており、その中で生活支

援策の充実・強化が掲げられておりますので、本町

におきましても生活支援サービスの充実のため、Ｎ

ＰＯやボランティアなどを活用するとともに、自治

会組織の御協力をいただきながら、地域全体で高齢

者を支え合う仕組みづくりが重要と認識をしており

ます。 

 また、次期計画期間中に「新しい総合事業」のス

タートを迎えることから、恒常的な支え合いの仕組

みづくり等も含め検討を重ね、次期計画に反映して

まいりたいと考えておりますので、御理解を賜りた

いと存じます。 

 次に、５項目めの農業政策に関する４点の御質問

にお答えいたします。 

 まず１点目の第６次農業振興計画の評価と第７次

計画への反映についてでありますが、取り組みの達

成程度や事業の活用度合いなど、第６次計画で示し

た主要施策ごとに評価を行い、さらに今後の農業情

勢を推しはかる中から、後継者対策、土地基盤整備

の推進、経営の効率化、多角化等重点課題を含め、

見直しや継続、拡充など、今後における施策の必要

性や重要性を判断し、第７次計画に反映させ、策定

したところであり、本計画の着実な推進に力を注い

でまいりますので、御理解を賜りたいと思います。 

 次に、２点目の労働力確保のための体制づくりに

ついてでありますが、後継者の育成や新規就農者の

受け入れの必要性につきましては、大変重要なこと

と認識しており、議員御発言にあります新規就農者

受け入れのための諸対策も含め、農作業全般を支援

するコントラクターの導入や法人化の推進など、総

合的な見地から労働力の確保や担い手対策を講じる

必要があると考えております。 

 いずれにいたしましても、農業が魅力的で将来性

のある産業になっていくことが重要と考えておりま

して、第７次農業振興計画におきましても、そのよ

うな方向へ向かっていけるよう計画されております

ので、一層努力をしてまいりたいと考えております

ので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、３点目の農業施設・農業機械の共同利用の

充実と促進についてでありますが、農業施設等の共

同利用は、生産コストの低減による経営の安定・向

上につながることから、非常に有効であると認識し

ております。 

 これまでも国や北海道の制度活用による共同利用

施設・機械の導入が図られてまいりましたが、中山

間事業を活用した町の独自事業におきましても、共

同利用についての補助事業制度を設けており、豆の

調整施設、育苗施設、格納庫や直播用田植機などの

導入を進めてきております。今後におきましても、

農業者の需要に応じた事業・制度の組み立てと合わ

せ、共同利用を促進してまいりますので、御理解を

賜りたいと存じます。 

 次に、４点目の女性農業者の育成についてであり

ますが、女性農業者で構成される直売活動への支援

を初め、女性農業者を対象とした学習・研修機会へ

の情報提供などを行っており、女性農業者がかか

わった活動も年々活発化してきていると、私も認識

しているところであります。 

 昨今、全道規模のネットワークを有する女性農業

者組織の活動も活発になってきており、その中に当

町の若手女性農業者が参画し、積極的に活動を展開
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しております。 

 私といたしましては、町の研修制度等の活用拡大

を図るなど、女性農業者がみずから取り組む一連の

活動に、引き続き支援をさせていただきたいと考え

ておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 いずれにいたしましても、議員御質問の農業政策

につきましては、第７次農業振興計画をもとに、足

腰の強い上富良野農業を目指して、新たな展開とし

て位置づける施策の規模や優先度、あわせて推進体

制の明確化について早急に作業を進め、施策の具現

化を図ってまいりたいと考えておりますので、御理

解を賜りたいと存じます。 

 次に、６項目めの６次産業化に関する２点の御質

問にお答えいたします。 

 まず１点目の町の支援体制の強化についてであり

ますが、これまでもお答えさせていただいておりま

すが、６次産業化に対応した専門部局は設けており

ませんが、現体制の中で必要に応じた活動への支援

協力、また、バイヤー紹介などの販路拡大や６次化

製品の都市部レストランでの活用、デパートでのＰ

Ｒ・販売活動の支援など、取り組み農業者・団体へ

の支援拡大を図ってきたところであります。 

 議員と同様に、６次産業化は農業者の所得向上の

みならず、雇用機会の増大など地域振興を図る上で

も重要であると考えており、引き続き現体制の中で

一層の充実・強化を図ってまいりますので、御理解

を賜りたいと存じます。 

 次に、２点目の農産物加工の観光体験利用につい

てでありますが、農業振興、あるいは観光振興を図

る上においても、当町を訪れていただく皆様に加工

体験の機会を提供することは大変有効であり、ま

た、地域の風土に触れていただくことも、その地域

を理解し、魅力の発信につながると思われます。 

 このことから、工夫に満ちた体験メニューは、誘

客の仕掛けとして効果的な手法であると認識をして

おり、実践される方々に対する側面的支援は必要で

あると考えていることから、これからも農業者や観

光事業者など、民間の皆様の取り組みに対し、積極

的に支援や情報提供を行ってまいります。 

 なお、行政みずからが直接行うべきものとは考え

ておりませんことを御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） まず１点目については、福

祉避難施設についてお伺いいたします。 

 道の調査では、上富良野町においての指定福祉避

難施設の施設指定はないというような表示になって

おります。当然、保健福祉センター、あるいは各施

設等においては、避難所指定という形にもなってお

りますから、万が一、そうなった場合、混雑するよ

うな状況が生まれるということは明らかでありま

す。確かに、そういう機能は備えているとはいって

も、多くの人がそういう施設に避難されるというこ

とも考えられますから、そういうことを考えれば、

きっちりと福祉避難施設の指定というのは、あらか

じめしておかなければならないというふうに思いま

すが、答弁の中では、大枠、指定はしていないけれ

ども、指定してあるのだという、わかったようなわ

からないような答弁で、私自身、非常に納得できな

い話で、この点どのように理解したらいいのか、明

確な答弁お願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の福祉避難所

についての御質問にお答えさせていただきます。 

 お答えの中でも御説明させていただいております

が、現在、福祉避難所となり得る場所は、想定して

おることは御案内のとおりでございます。しかし、

避難に当たりましては１次避難、１次避難に当たり

ましては、とにかくまず避難ということが大前提と

なりますので、１次避難を終えた後、１次避難の中

でも一部そういった支援を、特別な支援を要する方

に対しましては配慮いたしますけれども、それから

さらにそれぞれの方に合った場所へ２次避難をして

いただく。そしてその場所が、議員が心配されてお

ります福祉避難施設としてそこを位置づけるわけで

ございまして、住民の皆さん方に御不便をかけする

わけでもありませんし、何ら不安感を与えるものと

は思っておりませんので、避難行動をお願いする過

程において、それらは障りとなるようなことは想定

しないことから、あらかじめここが福祉避難施設で

すというような明示はしていないことを御理解いた

だきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） いずれにしても福祉避難所

として指定していないということでありますから、

きちっとどことどこを福祉避難施設として指定する

のかということは明確に位置づけて、道のほうにも

申告してもらいたいというふうに思います。 

 次、ファミリーサポートについてお伺いいたしま

す。 

 先ほども例で言いましたが、働いてもパート代が

この利用料になくなってしまうという形に、平日で

したら３０分当たり３５０円、１時間７００円とい

う形になります。平日の午前７時から午後７時以外

の時間当たりになりますと、３０分４００円、祝祭

日もそういう形になります。預ければ預けるほど、

当然ながらありがたいことなのですが、負担がふえ

るという状況になります。 
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 そのほかにも送り迎えに１回２００円と、距離等

によって換算されますし、食事等が提供された場合

は、１食２００円等が納めなければならないという

形になります。 

 そういうことを考えれば、アンケートの中にもあ

りましたように、こういう実情を変えてほしいと、

負担を軽減してほしいと、いっときであってもそう

いう声が寄せられておりますが、町の従来からも私

は答弁の内容の中でおかしいと思う。そういうこと

は一切行いませんと、従来の制度を利用していただ

くことが最高なのだということなのですが、こうい

うアンケートの結果をもって子育て支援計画をつく

るわけですから、そういう計画を生かさないという

わけにはいかないのだというふうに私自身は考える

のですが、この点は何が何でもこれは見直さない、

負担の軽減策は行わないのですか、明確に答弁して

いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員のファミリー

サポートに関します利用料の御質問にお答えさせて

いただきます。 

 このファミリーサポートセンターが運営されてい

るという趣旨そのもの、先ほども御説明申し上げま

したが、これは通常の保育事業の中で充足しきれな

いすき間を埋める事業というふうに私ども理解して

おりまして、例えば議員御質問にありましたよう

に、パートで働く時間帯は預かってほしい、あるい

はそういったことに類するそういうような方々をサ

ポートするという目的より、むしろ突発的などうし

ても予期できないような状況のときに預かったり、

あるいは面倒を見させていただくというようなこと

を相互に会員制で運営している事業でございまし

て、これは事業の中身を考えますと、当然、現在設

定されているような料金設定が、これは会員相互の

皆さん方が十分理解をした中での設定内容となって

おりますので、これは一部そういうような、どうい

う方面から御意見を伺ったかわかりませんが、現

在、私どものほうの判断といたしましては、料金は

適正に設定されているというふうに理解しておりま

すので、現在、見直す予定はございません。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） いずれにしても一時預かり

だろうが何であろうが、料金設定が高いという声が

あるわけですから、そういう側面、そういうことを

判断した場合、子育てを支援する、応援するという

ことは会員相互が納得して受け入れたとしても、や

はりそういう状況があれば頼まざるを得ないという

状況が生まれますから、ぜひこの点、負担の軽減策

を通り一遍のそういった決まり切った答弁ではなく

て、町でどうするのかということを明確に子育てを

側面から支援するという点からも、私はそう多くな

い利用だというふうに思いますので、この点再考す

べきだというふうに思いますが、町長の明確な答弁

を求めます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員のファミリーサ

ポート事業に対します利用料につきましての御質問

に再度お答えさせていただきますが、先ほど申し上

げましたとおり、その運営主体を含めまして、料金

設定も含め、あるいはその運営体制につきまして

も、しっかりと会員相互が理解を深めた中で運営が

されておりまして、私どもが認識している限り、そ

ういった議員から御質問にありますようなことが運

営上、課題だというような状況というふうに理解し

ておりませんし、私も現在、設定されている利用料

につきましては適正であると、先ほど申し上げまし

たように理解しておりますので、今の体制で進む

と、事業を運営されていくことについては、それで

適正であるというふうに理解しておりますので、御

理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 町長、もう一度、子育て支

援計画の寄せられたアンケートの中をよく熟読して

いただきたいと思う。表面的な読むことは誰でもで

きるわけですが、町長ともなれば熟読して、こう

いった住民から寄せられたアンケートの中に何を求

めているのかと。子育て支援に対して、そういうと

ころまできっちり押さえて政策展開をしないと、子

育ての基準がおかしくなってくるというふうに思い

ますので、含めてぜひ検討見直していただきたいと

いうふうに思います。 

 次に、中学生までの医療費の無料化と小児科の設

置の問題で伺います。 

 まず中学生までの医療費の無料化でありますが、

この間、幾度となく無料化を行うべきだということ

で質問を再三行ってきました。しかし、一向にらち

が明かないというのが実情であります。検討しま

す、検討しますということで、何を検討しているの

かわからないというのが、町長の答弁の内容なので

す。私、聞いてもですね。 

 それで、近隣の医療費の無料化の状況どうなって

いるのかということで、道の調べのもとで調べまし

た。幌加内から鷹栖、東神楽、中富良野町や南富良

野町、それこそ美瑛町においても中学生までの医療

費の無料化を行っている。ほとんどが小学校６年生

までが、通院も入院も含めて実施しているというこ

とがうかがえます。そういう状況の中で、どこもお
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金はないけれども、こういったお金をやりくりしな

がら、そういった制度をつくっているというのが実

情なのです。 

 私は、そういうことを考えたら、いつまでたって

も同じ答弁の繰り返しだ、お金がない、お金がな

い。誰もお金がないというのはわかっているのだけ

れども、そこで工夫するのは、町長、行政の役割だ

と私は思うのです。そういうことを繰り返してい

て、何がこれから検討するのだと、何を検討したい

のだという話になるのですよ、町長、やる気がない

ということでしょう。どうなのですか、明確に答弁

お願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の小児医療に対す

る助成の御質問について、中学生までの医療費無料

化についての御質問にお答えをさせていただきま

す。 

 ただいま議員のほうから、他の自治体の事例等に

ついてもお話ございました。それはその部分を切り

取ってみれば、確かにそういう自治体もあるという

ことは私も当然、承知をしております。しかし、こ

の自治体を預かる立場として、その１点だけ切り

取って判断するということは、むしろ非常に住民の

皆さん方には公平感を欠くと、あるいはバランスを

欠いた行政運営になる大きな要因を生むことになり

ます。 

 私としては、米沢議員にも再三お答えさせていた

だいておりますが、全体を通して、行政運営全体を

通して例えば子育て、あるいは子ども手当、医療費

も含めまして、全体がバランスのとれた行政運営を

することが、私に課せられた最大の責務でございま

す。１点を切り取って、それが自分に合う合わない

ということで判断をするべきものでないというふう

に考えております。総合的に子育て事業を通じて、

私は町民の皆様方から御理解をいただいているとい

うことで、これをこれからも継続していくことが私

の責任の果たし方だと考えておりますので、御理解

をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 毎回そういう答弁の繰り返

しなのです。トータルで総合的に判断すると、他の

自治体も総合的に子育て支援をしながら、こういう

ものをさらに充実して深めるということをやってい

るのですよ。ですから私は何度も言いますが、その

子育て支援計画に、こういう計画、立派な報告書な

んかも調査結果も書かれております。この中に本当

に切実な声が寄せられている、病気になったときだ

とか、少しでも医療費の負担を軽減してしほしいと

いう声もたくさん寄せられているのですよ。 

 そういうことを考えたときに、私は、何のために

この事業計画、あるいはアンケート調査を行ったの

かということで、疑問を、疑念を抱かざるを得ない

という状況に私は今考えています。 

 そういう意味では、この点、例えば一遍に中学校

まで行かなくても中学校までの２年までだとか、せ

めて小学校の６年までは全て無料にするだとかと、

いろいろ工夫の仕方があるでしょう。町長、それす

ら出てこないのですよ、答弁の中に。だからそうい

う手順、一遍にいくのが嫌だったら、段階踏まえて

一つずつやりましょうと、こういうことも発想とし

て町長の頭の中にはないですか、この点お伺いいた

します。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきますが、行政運営の事業組み立

ての手法というのは、さまざま想定して行わなけれ

ばならないというふうに考えおります。 

 そういう中でアンケート、あるいは意向調査、そ

ういったものの中から何をそこから読み取っていく

かということは、当然、議員の見解と同じにするも

のでございますが、私になりにその中から読み取っ

て、そして事業に反映させていっているというふう

に理解しておりまして、米沢議員と私との判断の価

値判断がどこに力点が置いているかというその点の

違いはあろうかと思いますが、子どもたちが安心し

て育てていただけるような方向を目指そうというこ

とでは、これは手法は多少違っても目指すところは

私は一緒だというふうに考えおりますので、御理解

を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 毎回、町長の答弁を聞くと

感じますが、情熱が感じられないですね、町をどう

いうふうにつくっていくかという、そこは上富良野

町が元気な町になっていない一つの要因だというふ

うに考えております。ぜひ中学校までの医療費の無

料化、だめであれば段階的にそういったところまで

充実してほしいというふうに考えている。 

 小児科の設置については、いろいろ段階がありま

すから、お医者さんがいないだとかということも考

えられます。そう簡単にはいかないにしても、やは

りそういう心を持った人たちを、診療科目を設置す

るだとか、そういうことも当然必要だというふうに

思いますので、この点ぜひ検討していただきたいと

いうふうに思います。 

 次に、介護保険料の問題についてお伺いいたしま

す。 

 従来も同じ答弁で、受益者負担という形の中で運

営しているので、町独自の繰り入れは行わないとい
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う形の答弁繰り返しておりますが、私は、ぜひ想定

される介護保険料等を考えた場合、繰り入れを行う

ということが必要だと思いますので、この点。介護

保険料等については、大体どのぐらい想定されてい

るのか、見込み額、この点も合わせてお伺いいたし

ます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の介護保険の

新しい介護保険計画に関する御質問にお答えをさせ

ていただきますが、まず、次期計画の中で介護保険

料をどのように設定するかということに対しまして

は、これはまだ皆さん方にお示しするような状況に

至っておりません。しかしながら、現在の料金設定

におきまして、介護保険料設定におきまして、従来

のサービス提供は非常に難しくなるというような状

況は申し上げれると思います。 

 しかしながら、料金改定をお願いしなければなら

ないことになりましても、でき得る限りの工夫をし

て利用料の低減につながるような、これから検討は

してまいらなければならないというふうに考えおり

ます。具体的にどの程度ということは、今、ここで

申し上げるわけにいきませんが、現行の水準でサー

ビス提供が維持できるということは、非常に困難だ

ということで御理解をいただきたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 一般会計からの繰り入れは

ぜひ行って、低減をしていただきたいというふうに

思います。 

 次に、グループホーム等、あるいは特養等の設置

でありますが、この答弁では町主体では設置しない

ということで、民間の活力を使うということであり

ますが、やはり入所者の多くの方の、あるいは介護

されている方の話では、当然、私も介護をした経験

ありますので、美瑛だとか富良野だとか行った場合

に結構時間がかかったりだとかします。やはり地元

で一定程度、その要素を全部カバーできないにして

も、そういう施設の充実というのは必要だというふ

うに思います。この点もう一度、介護計画はありま

せんが、位置づける必要があると思います。この

点、答弁お願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の老人保健施設と

介護保険施設等に関する御質問にお答えさせていた

だきますが、現在、そういう表現はふさわしくない

かもしれませんけれども、求める側、あるいはお引

き受けする側、施設の整備状況につきましては、現

在、不足しているような状況ではないというふう

に、総体的に不足している状況ではないというふう

に把握しております。 

 しかしながら、町の特徴、将来の、上富良野町の

みならずでしょうけれども、今後、認知症の高齢者

が増加していくというこの傾向は読み取れますの

で、そういった部分については町内において、さら

に次期計画の中で上富良野の中で充足されるような

ことは、計画の中で盛り込んでいく必要があるかな

というような課題意識を持っている状況でございま

す。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） その点を明確にしていただ

きたいというふうに思います。町はいつも曖昧に、

はっきり明確に述べないというのが従来の答弁の繰

り返しで、私は、充足しているという話であります

が、潜在的に上富良野町に求める方が多いというふ

うに判断しておりますので、ぜひこの点をきっちり

対応していただきたいと思います。 

 次に、農業問題についてお伺いいたします。 

 ７次の農業振興計画、読まさせていただきました

が、従来の６次の農業振興計画と、ほぼ同列視され

たものが非常に多いという形になっています。総体

的に答弁の中では、今後、着実に農業者の育成等を

図るために、充実を今後とも図っていきますと、一

般的な言葉でしか羅列されていないという、答弁さ

れておりません。 

 恐らく６次の計画の中にも、ここに列記されてい

る同じ計画が出てきていますから、やはりそれが十

分でなかった、だから７次の計画の中にそれを位置

づけされている部分もあるのだろうというふうに、

不十分でなかったということでね。そこら辺を考え

たときに、やっぱりもっと具体的に町として何をし

たいのか、町長自身が何をしたいのか。 

 町長、農業者出身でありますけれども、私はいつ

も農業の問題を考えるときに、農業の独自施策は薄

いなというふうに考えているのです。私はこういう

ときにこそ、今、米価が下がって直接支払い金が半

減になって、面積が大きい人ほど打撃を受けるとい

う形になっています。 

 例えば、農民連の調査でもペットボトル５００ミ

リリットルのペットボトルの米を入れた場合、こし

ひかり、魚沼産で９０円台なのです。北海道でした

ら５４円台ぐらいになるみたいです。そのことを考

えたときに、ペットボトル１本百数十円、これにも

満たない価格で米の料金設定がされているというこ

と。そういうことを考えたときに、上富良野町で後

継者を育成して、そういった体験施設もつくりなが

ら前へ進めるという、こういった政策の展開をどう

していくのかということは、今後課題であります

し、さらに町として具体的にこの部分をどう支援す
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るのかという提起が、この振興計画の中にはっきり

ともう少し位置づけてやるべきだというふうに思い

ますが、こういう方向性、町長、どのように考えて

おられるのか、お伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の農業政策に

ついての御質問に総体的になろうかと思いますが、

お答えをさせていただきます。 

 特に、第７次の農業振興計画について御質問をい

ただきましたが、６次から７次へ引き継いだものも

相当程度あることは、私も承知しております。しか

しながら、振興計画の計画上、そういった振興計画

上やはり抽象的な表現を多く用いらざるを得ない、

そういった側面もあることは御理解いただきたいと

思います。 

 しかしながら、今回の４定の中で、補正予算の中

でもお願いすることになっておりますけれども、議

員がお話のように、さらに具体的に上富良野の方向

性をしっかりと示していきたいというのが、私の願

いでもございます。そういった意味におきまして、

これまで振興審議会等につきましては、非常にその

間隔は遠く御議論をいただいておりましたが、この

たびそういった皆さん方からの意見をもう少し頻度

を多く、さらに突っ込んだ意見を具体的に御意見を

いただいて、私の思いとそこで合わせまして、農業

者の皆さん方に具体的に上富良野町としてどういう

農業の姿を目指しているのかということをお知らせ

できるように、今、その準備に既に取りかかってお

りますので、これからの推移を見ていただきたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ぜひ具体的なところまで踏

み込んだ政策提言をやらないと、上富良野町の農業

は将来にわたって大変な状況に置かれます。ＴＰ

Ｐ、ＦＴＡとかＥＰＡだとかも含めて、自由貿易協

定がどんどん進むという形になりますから、価格の

低迷が予想をされます。実態調査でも農業所得の推

移がぐっと毎年下がっているという報告もありま

す。６０代、７０代が農業の担い手だという、この

深刻な状況もあるわけですから、それをカバーする

ためにもそういった具体的な振興策を持つべきだと

いうふうに考えます。 

 次に、若い女性の農業政策の問題で、町では具体

的な行動を起こしませんということを答弁しまし

た。私は、町の中で若い女性の方が希望を持って、

新しい後継者も必要です。そういう方も含めて独自

でフォーラムを開催するなど、そういう組み方をし

ていかないと、農業者の熱意をくみ上げる仕組みを

つくっていかないと、町は元気になりません、町

長。農業者でありながら、そういう具体的な政策の

展開が、なかなか町長の中から聞こえてこない。私

は、こういうものも含めて、町でする女性の後継者

も含めたフォーラム等を開催して、少しでも応援す

る、側面から、こういう場が大事だと思いますが、

この点お伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の女性農業者の活

動支援についてのお答えをさせていただきますが、

議員御心配をされておりますが、既にそういった活

動をされております。緑峰高校のそういったグルー

プを、もう既に上富良野の中にも浸透しておりまし

て、議員が御心配されているような部分は、既に活

動されております。ただ、上富良野でフォーラムを

開くかどうかということは、これは別問題でござい

まして、女性の農業者がしっかりと主体性を持って

活動や行動をされている実態がございますので、こ

れからもそういった活動に支援を続けてまいりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） そういうことが既にわかっ

ているのですよ、いろいろ聞いて。だけれども、そ

れにもう一つ上積みしましょうという話なのです。

町長。そういうところまできっちり踏み込んだ内容

で、多くの後継者を育成する立場からやってほしい

と思います。 

 次に、農業観光体験の加工施設を発展させるとい

う問題がありますが、これも相変わらず消極的で、

物事を前に出さないという町長の姿勢がはっきりし

ています。私は、こういう農業者がいろいろな観光

される方、一般の方も含めてああいうところを活用

して、そば打ち体験だとかいろいろなものを含めて

体験できる、そういうところが今、主流になってき

ているわけですから、そういう人たちと６次化をし

ている人たち、こういう人たちとリンクして、そう

いった支援するということが今望まれています。こ

の点、町長、明確な答弁お願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の６次化に対

する支援についてお答えさせていただきますが、当

初のお答えでもさせていただいておりますけれど

も、既にそういった方々と町・行政と一体となって

取り組みをさせていただいておりますので、これを

さらに充実させていきたいというふうに考えており

ます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、４番米

沢義英君の一般質問を終了いたします。 
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○議長（西村昭教君） 昼食休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時５１分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 午前中に引き続き、会議を

再開いたします。 

 次に、１番佐川典子君の発言を許します。 

 １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） さきに通告のとおり、２項

目について質問させていただきたいと思います。 

 １項目めは、胃がん予防（ピロリ菌除菌）につい

てです。 

 平成２６年２月８日、上富良野町は多くの町民の

集う中、「健康づくり推進のまち宣言」をいたしま

した。過去における適正で細やかな保健指導によ

り、特定健診率や特定保健指導率も全道でトップク

ラスで、まさに「健康づくり推進のまち」にふさわ

しいことは、多くの町民が理解し、注目し、関心を

寄せているところです。 

 厚生労働省は、国保医療費の抑制や胃がんでの死

亡率を減らすため、平成２５年２月に、ヘリコバク

ター・ピロリ菌による慢性胃炎の除菌についても保

険適用の拡大を承認いたしましたが、この胃がん予

防について、町として死亡率の減少のための目標値

や町民周知の施策、助成制度など、今後の施策をど

のように行うのか伺いたいと思います。 

 ２項目めは、高齢者や障がい者に優しい環境整備

についてです。 

 先日、平成２６年度上富良野町高齢者実態調査の

概要が示されました。人口１万１,２９７名に対

し、６５歳以上の高齢者は３,２３４人、高齢化率

２８.６３％となっております。国や町においても

最大人口集団であるとされる団塊の世代が、いよい

よ還暦を超えてきているとされており、高齢化の波

が着実に来ております。 

 平成２５年に、上富良野町高齢者、障がい者等の

移動等の円滑化促進にかかわる道路の構造等に関す

る条例が、国の権限移譲により町として条例制定さ

れましたが、この中には乗り合い自動車停留所等に

おいては、ベンチ及び上屋を設けるとしてありま

す。高齢者や障がい者に安全で安心な道路利用の提

供をすることが、町のソフト面においても要求され

ています。買い物や病院に行くまでの途中に、雪の

ない間だけでもベンチを各所に置くことで、休みな

がら自分のペースで歩くことができる手助け的な配

慮を考えてみてはどうかと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の胃がん予防

（ピロリ菌除菌）に関する御質問にお答えさせてい

ただきます。 

 日本は、先進国の中ではピロリ菌の感染者が極め

て高く、５０歳以上では７０％の人が感染している

とも言われております。このようなことから、議員

御発言のとおり、平成２５年２月から、その除菌治

療の保険適用が大幅に拡大され、ほとんどの場合で

保険での対応が可能となったところであり、多くの

医療機関ではポスターの掲示などで、広く皆様に周

知されている状況にあります。 

 ピロリ菌検査や除菌に係る助成制度につきまして

は、現在、その考えは持ち合わせておりませんが、

がんの発症原因となる生活習慣の改善に向けた学習

や保健指導を引き続き継続していく中で、ピロリ菌

のリスク等についても周知に努めてまいりたいと考

えているところであります。 

 がん対策におきましても、最も重要なことは早期

発見でありますことから、町といたしましては進行

がんの罹患率を減少させ、がんによる死亡を少しで

も防ぐためにも「健康かみふらの２１計画」に沿い

まして、５大がんの検診受診率の目標達成に向けて

取り組んでいるところでありますので、御理解を賜

りたいと存じます。 

 次に、２項目めの高齢者や障がい者に優しい環境

整備に関する御質問にお答えいたします。 

 平成１８年に、高齢者、障がい者等の移動等の円

滑化の促進に関する法律が施行され、高齢者、障が

い者等が自立した日常生活及び社会生活を確保する

ために必要な公共交通機関の旅客施設及び車両等、

道路、路外駐車場、公園施設及び建築物の構造及び

設備を改善するための措置を講ずることにより、高

齢者、障がい者等の移動上及び施設の利用上の利便

性及び安全性の向上の促進を図り、公共の福祉の増

進に資することを目的に、国、地方公共団体及び国

民の責務などが義務づけられたところであります。 

 この法律の趣旨に基づき、北海道を参考に町でも

平成２５年４月に条例を制定し、高齢者、障がい者

等が安全かつ円滑に通行を確保するための基準等を

設けたところであります。 

 現在、町におきましては、主な道路に７カ所のベ

ンチを設置しており、そのほかにも個人商店等が店

先にベンチを設置していただいておりますが、歩道

に隣接して設置するためには、交通安全上、歩行者

の通行に支障にならない設置スペースがあることや

街路灯の設置がされていることなどが必要な条件と

なりますことから、今後におきましては、町民の皆

様の意向等を把握した上で、町においてどのような

対応が必要か等を検討してまいりたいと考えており
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ます。 

 また、高齢者、障がい者等の移動等の円滑化の促

進に関する法律では、道路における移動上の利便

性、安全性の適合基準につきまして、国が指定する

特定道路に対して適合義務が課せられておりまし

て、それ以外の道路につきましては努力義務となっ

ており、現在、当町におきます町道につきまして

は、特定道路の指定をされていないことから、適合

基準義務路線はありませんが、今後、大規模な歩道

改良事業等が実施されることとなりました場合は、

特定道路の指定等も含め、ベンチ、上屋等の整備も

検討するよう進めてまいりますので、御理解を賜り

たいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） きのう、厚生労働省のホー

ムページを開きまして、世界的にも新しく改定され

た除菌制度につきまして、高い評価を受けていると

いう情報もありましたので、ホームページを開いて

探してみましたが、一向に見当たらないという現実

があります。いろいろと厚生労働省ともお電話をさ

せていただきましたけれども、それぐらい新しい施

策であるということを先に御理解いただいて、お話

を進めたいというふうに思います。 

 次に、お答えをいただきましたことに関して、

ちょっと伺いますけれども、平成２５年度から平成

３４年度までの第２次国民健康づくり運動に合わせ

まして、健康かみふらの２１の計画（第２期）の上

富良野町国民健康保険特定健康診査等の実施計画と

いうのが出されました。そこで、上富良野町の２１

年度の死因はがんで、悪性新生物です。それで、そ

の中に３人に１人が、がんで亡くなっているという

実態がございます。 

 死亡者数を伺いますけれども、平成２４年は、が

んで２５人というふうに聞いております。２５年

は、がんで亡くなったのは何人ぐらいになっている

のか、お答えをまずいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の、がんにお

きます死亡者数についてのお尋ねにつきまして、現

在、そういった数値を持ち合わせておりましたら、

担当課のほうから答弁させていただきたいと思いま

す。少しお時間をください。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） １番佐川議員の御

質問にお答えいたしますが、今、手元に２５年度の

数値持ち合わせておりませんけれども、２０年から

２４年の５年間の積算の数値でございますが、がん

においては今、佐川議員のほうからの御発言ありま

したように、３人に１人の方が悪性新生物でお亡く

なりになっているということで、５年間で３２.６

％の方、男性が１１７名、女性が６７名、計１８４

名の方が、がんでお亡くなりになっているというこ

とであります。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 私は、多分、たしかふえて

いるというふうに記憶しておりますので、ふえてい

るということでまた再質問させていただきます。 

 ２５年度の国の目標値は、がん検診は４０％とい

うふうに出していたと思います。上富良野は、がん

検診は１３.８％というふうな表示が出ておりま

す。これに目標値が記載されておりませんが、国は

４０％を目標にしておりますけれども、上富良野が

１３.８％ということになっておりまして、この目

標の差、これについてどのようなお考えを持ってい

るのか伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） がん検診受診率目標値につ

きましては、国においては４０％、当町におきまし

ては私が現課とやりとりしている中では、もう少し

高い数値を目標値としているというふうに理解して

おります。いずれにいたしましても国の目標値を下

回っているということは事実でございまして、経緯

につきまして少し、課長のほうでわかれば、課長の

ほうからお答えさせてください。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） 御質問にお答えい

たします。 

 佐川議員のほうからありましたように、国の目標

については、それぞれ５大がんの目標値示されてお

りまして、健康日本２１の中で、胃がん、肺がん、

大腸がんにつきましては、平成２８年度を目標値と

して４０％の受診率を目指しております。女性の子

宮がん、子宮頸がん、乳がんにつきましては、５０

％の受診率を目標にしているところでありますけれ

ども、本町につきましては、がん検診につきまして

は、これまで積極的な取り組みがなかなかなされな

かったということもありまして、現計画のスタート

時点においては、それぞれ国の現在値よりもかなり

低いような受診率にあったこと。 

 そのようなことから、町においてはこの現計画の

中では、毎年度１％ずつ何とか受診率を高めていこ

うということで、それぞれの５大がんごとに目標値

を設定しておりまして、胃がんについては１５.９

％、肺がんはもともと結核検診の時代から高い受診

率がありましたので、現状維持の数値を目指そうと

いうこと、それから大腸がんについては２０.１

％、子宮頸がんは２３.８％、乳がんが３１.６％を
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目標値にしております。 

 それと、先ほどの２５年度のがん死亡者でありま

すけれども、男性２２名、女性６名、２８名が２５

年度のがんでお亡くなりになられた方の数でありま

す。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 目標値を言っていただきま

したけれども、以前のがん検診の受診率というのが

ありまして、５大がんの中で一番低いのが胃がんで

あります。１３.８％、大幅に下回っています。２

３年度の統計でも１０.８％と、ほかのがんに比べ

て大変低い数値となっております。 

 ２０１３年の北海道新聞に載った記事でございま

すけれども、がんの受診率を上げるために、胃がん

に対しても含まれていると思いますけれども、受け

ない理由は何かというアンケートをとったところ、

受ける時間がないというのが４７.４％で、がんと

わかるのが怖いというのが３６.２％、費用がかか

るというのが３５.４％、自分は健康だと思ってい

るということで３４.５％、病院に行けば何かあっ

たら、それでいいという感じでいるというのが２２

％というふうになっております。 

 胃がんに対しても特に受診率を上げるということ

が、出向く、病院に行かないといけない、検診をし

ないといけないということをおっくうがっていると

いう結果が、如実にあらわれた数字だなというふう

に理解しております。 

 国と比べまして、最大医療費の傷病名で、がんの

医療費が３２％と高いことがありますけれども、こ

れについてはどのように考えていますでしょうか、

教えていただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の健康維持の

ための御質問にお答えをさせていただきます。 

 まず、前段目標値等について、国と当町との数値

の開き等についても御説明させていただきましたけ

れども、私どもが理解しておりますのは、国といた

しましては、全国押しなべてこれぐらいの受診率に

なってほしいなというような、そういう思いがこ

もった目標値かなと。当町におきましては、実際に

検診を受けていただいている実績を踏まえて、実態

に即した目標値というふうに定めている関係の差も

あることを御理解いただきたいなというふうに思っ

ております。 

 それから、特に胃がんにつきましては、未然に早

目に発見することによって、治癒率は極めてまた高

いがんでもあることから、今、佐川議員のほうから

いろいろ原因等についてお述べいただきましたけれ

ども、そういったものを私どももそういう傾向にあ

るということ認識しておりますので、さらに受診者

がふえるような環境整備を、健康づくりの現場の保

健師の皆さん方については、非常に課題意識は高く

持って取り組んでいただいておりますが、しかし、

さまざまな理由で受診率が上がっていないことも一

方で事実でございますので、さらに個別に指導させ

ていただくなど、あるいは生活習慣病を未然に防ぐ

手だて等も講じて、胃がんのみならず５大がんにつ

きましては極力受診率を高め、そして健康な方をふ

やしていくように取り組んでいく必要があるという

ふうに認識しております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） ここに、保健福祉課からの

死亡原因第１位という、がんについて亡くなった人

だとかの資料、前にいただいたことがあります。 

 ここに医療費、早期の胃がんが発覚した場合に、

内視鏡による胃粘膜の切除術、これが約３２万円か

かるというふうに書いてあります。その後、進行が

んの方が発覚されたときは、胃の開腹切除術、これ

に関しまして１７５万円もかかるということになっ

ております。 

 先ほど、町長からのお答えでもありましたよう

に、がんに対しては本当に早期発見が重要だという

ことは、この数字からも医療費の面からも大切なこ

とであるというのが理解するところです。 

 がん予防が、もしも可能であった場合に、がんに

なる前に見地ができたということになりますと、こ

れは確実に医療費の削減につながるということは理

解していただけるというふうに思っておりますが、

それは間違いないですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の御質問にお

答えをさせていただきます。 

 本当に私も痛いぐらい、発見がおくれたことに

よって非常に望ましくない方向へ進んでいってし

まった方等の事例をたくさん聞いておりまして、と

にかくおっくうがらず検診を受けていただきたい

と。そして最近、特に検診技術が進んでおりまして

発見率も、これもまた高くなっております。そし

て、そのことによって早期に発見につながって、佐

川議員が今お話いただきましたように、治療費に

至っては格段に差があります。 

 ですから、町が所管いたします国保等について

も、そういったことが保険基盤の安定化に非常に大

きく左右する部分でございますので、これは本当に

「健康づくり推進のまち」宣言にふさわしいよう

に、意を尽くしてまいりたいと考えております。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 
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○１番（佐川典子君） 少し質問の内容を変えたい

と思います。 

 健康かみふらの２１の計画の中に、生活習慣病の

予防ということで７５歳未満のがん年齢調整死亡率

の減少を目指すということになっております。現在

の上富良野町の胃がんの検診において、エックス線

検査というのをしておりますけれども、これはずっ

とこのままの予定でいく予定がありますでしょう

か。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） １番佐川議員の御

質問であります。 

 ちょっと質問の趣旨がわからなかったのですけれ

ども、胃がん検診につきましては、町のセット検診

等で行っている胃がん検診については、バリウムの

検査でありまして、エックス線は、多分、肺がんの

検査のほうかなというふうに思うのですけれども、

もし質問の趣旨と答弁等が違っていれば、再度、御

質問いただければと思います。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） ここのページに書いてあっ

たものですから、表には、そのように書いてありま

したので、そのまま言わせていただきました。済み

ませんが、そこはちょっと理解していただきたいと

思います。 

 それでエックス線検査を毎年受けていく、胃がん

発見のために、ということは要するに放射線の被曝

をある程度は、毎年受ける形になるということで理

解してよろしいですね。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） 先ほど、私の答弁

おかしくて申しわけありません。バリウムを飲んで

映してみますので、そういうことだと思います。当

然、レントゲンもそうですし、そういったカメラ等

は一定程度、放射線を使った確認になりますので、

極めて微量ではあると思いますが、そういうことを

体に受けることは事実かと思います。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） この間、改定になったピロ

リ菌除菌の内容は、いろいろな検査がありますが、

その検査法のもちろん今まで同じように内視鏡の検

査というのを行う方法と、あと内視鏡を使わないピ

ロリ菌の抗体を調べる、そういった検査がありま

す。新しく認められております。これの中に、尿中

抗体価測定法、それから鞭虫抗体測定法、尿素呼気

試験、これらはそういったエックス線の検査を受け

なくてもピロリ菌が慢性胃炎ということで決める手

だてとなるという検査でございます。 

 ピロリ菌が常駐しているということで、がん発生

に必ずつながっていくという、そういう結果も出て

おります。今、一番新しい情報ですので、多分、な

かなかほかの自治体では理解できない話になってく

るのかなというふうには思っておりますが、先ほど

の検診率を高めるとしたら、もしこの検査法をやる

としたら、それほど大変でなくなるという可能性も

ありますし、毎年、エックス線を使わなくても判明

するという、そういうことにもつながってきます。 

 それで、今、胃がんの確定をするという、胃がん

を早期発見するという部分の前提に、ピロリ菌が胃

の細胞内に住みついているということを先ほど言い

ましたこの検査、いろいろな検査がありますけれど

も、これを用いて確認するということで、慢性胃炎

に移行していくことがわかっております。 

 それで、今、中学校や高校など若い世代、この世

代はまず１００％に近い除菌が成功します。２０

代、３０代までに除菌をしておきますと、１００％

の胃がんが抑えられるという結果も出てきておりま

す。この辺は、大変重要なことだというふうに理解

しておりますので、この辺をもう少し、まだ新しい

ことなのでなかなか難しい部分もございます。自治

体の施策としては。でも、これをもし理解できたと

したらば、上富良野町は「健康づくり推進のまち」

でございますので、はるかにまた新たながんの減少

を迎えることが施策としてできるのではないかなと

いうふうに思っておりますが、こういうこと、情報

についてはどのような対応をされる予定がございま

すか、伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 佐川議員のがん予防に関し

ます御質問にお答えさせていただきます。 

 検査の手法等につきましては、日進月歩、新しい

検査方法というのができてきているというふうに、

詳しい内容は存じませんが、いずれにいたしまして

も新しい検査体制というのは確立されてきていると

いうことは、これは客観的に理解をできます。 

 ただ、当町といたしまして、どういったメニュー

を検査項目として、どういう手法を用いて検査をす

るとかいうことは、町がこういう検査をしてくださ

いというような検査機関との間でやりとりの中で、

それは医療機関のほうから、こういう検査方法もあ

ります、ああいう検査方法も確立されましたという

こと等、情報交換、情報共有をしながら町としてそ

の方向づけを、町が医学的な見地を持って医療機関

に述べていくほどの私はまだそこまで達していない

と思います。いろいろな医療機関からの情報をいた

だきながら、あるいは病院現場等の情報も御指導い

ただきながら、確立していくべきものというふうに

思いますので、それはどちらが一方的に指示をする
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というような形ということまでは、町として、その

レベルに達していないのではないかなというふうに

考えております。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 予防できるピロリ菌の除菌

をすることによって、胃がんの予防が可能であると

いうことがわかった以上、これに関する講演だとか

そういったものを「健康づくり推進のまち」とし

て、町民の皆様や私たちも含めてですけれども、そ

ういった人たちに今後その苦しみを一人でも味あわ

ないような施策ということで、講演会を今度開いて

いただける予定はございませんでしょうか、その点

確認したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 佐川議員の御質問にお答え

をさせていただきます。 

 今、御提言ございました講演会・講習会等の類に

つきましては、今、この時点でお答えするような状

況にはございませんことを御理解いただきたいと思

います。 

 ただ、ピロリ菌除菌につきましては、冒頭お答え

させていただきましたように、保険適用になったと

いうことで、医療機関において、これはポスター掲

示だとかそういうことで啓蒙、住民の皆さん方に以

前よりずっと見えるような形で、目につくような形

で周知されておりますので、確実に関心は、関心度

は広がっているというふうに思います。 

 また、今後、町民に対するどういうふうにそれを

広めていくかということに関しましては、健康指導

を預かる現場のほうにまた聞きながら、健康増進に

図っていくようなことに資することには、取り組み

をしていきたいというふうに考えおります。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 中学生や高校生など若い時

期に除菌をしておけば、一生がんで苦しむことがな

いということが出ておりますので、健康づくり推進

の町として、ぜひ胃がんの検診に行かなくても済む

ような数値が出てくることにもつながりますので、

子どもたちの健康を守るという意味で、ぜひ次年度

の施策の中に講習会等を開いていただいて、多くの

町民に新しい形のがん予防ということで提示をして

いただきたいなというふうに思っております。 

 現在、北海道では本当にまだ少ないですけれど

も、たまたま北大の医学部の院長でした浅香先生

が、北海道出身者ということもありまして、何件か

の町で助成が始まっております。 

 由仁町は、人口５,６１８人のところですけれど

も、ここではもう中学２年生と３年生の方にピロリ

菌除菌の事業についての講演会等をされておりまし

て、現実にことし予算化するというような情報も

入っております。また、美幌町も完全に、ことしの

５月に講演会というのを開いて、これも施策のほう

に反映させております。 

 ピロリ菌が在中しているかどうかをわかる検査と

いうのは高い金額でございませんので、その両方の

町も中学生全員だとか、中学２年生、中学３年生を

対象にした施策を行っております。 

 また、稚内市におきましても２６年度は高校３年

生、そして次の年からは徐々に中学２年生、３年生

というふうに段階的に少しずつ、１回除菌したら完

璧になりますので、胃がん予防に取り組んでいるま

ちがたくさんふえてくることを今願っているところ

なのですが、あとはピロリ菌の抗体の有無を調べる

のに、大阪の高槻市におきましては尿検査から治療

費まで、全てが無料になるというふうな施策もして

おります。ぜひ、こういった新しい予防が、がんそ

のものの予防につながる施策が、その町その町で考

えられているということも御理解していただきた

い。 

 そして、上富良野町の健康づくり推進の町の町民

が関心を持たれている部分についても大きく町とし

て関与していただきたいというふうに思っておりま

す。 

 次に、２項目めの高齢者や障がい者に優しい環境

整備についてのお答えをいただきました。 

 ことしに入りましてから、本当に特に腰を大きく

曲げて車というのですか、スーパーに手押し車を押

して、腰が大変曲がっているにもかかわらず一生懸

命、スーパー近くを歩いていらっしゃる高齢の方を

見かけております。地域にスーパーがなくなったと

いうこともあるとは思いますけれども、何とも言い

がたいというか、頑張っていらっしゃるなというふ

うに見ております。 

 そして高齢の方になると、特に、自分のペースで

歩きたいということがあるそうなのですね。上富良

野町は、買い物弱者になりかけている方がたくさん

いる中、そうやって自分の健康のことも考えながら

歩き、そして押し車を押しながら、買い物をしなが

ら行くまでの道すがら、路肩に腰をおろして休んで

いる方、そしてしゃがみ込んでいる方も何回か見ま

したが、そういう高齢の方たちが一生懸命、生活の

ために歩いて、お買い物に行かれたり病院へ行かれ

たりするというときに、休む場所として町はもう少

し休むところ、ベンチを置いて自由にお休みいただ

くと、そういった提案的なことをしていただければ

というふうに思っておりますが、今後、まず７カ所

ある場所というのは、大体どこら辺にあるのか、も

しわかれば教えていただきたいというふうに思いま
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す。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤清君） １番佐川議員の御質

問にお答えさせていただきます。 

 まず、道路に隣接して設置されているベンチであ

りますが、東２丁目通り、役場の前の通りでござい

ますが、役場の庭のところに横に設置しておりま

す。それと、東１丁目通り、郵便局の駐車場の横の

部分です。それと、東１条通り、ロータリーの中に

ベンチを設置しております。それから、西保育園の

前のこの４カ所と、それから道路に隣接しています

緑地がございまして、これにつきましては本町５丁

目４番通りの緑地内、それから江花通りのポケット

パークの中にベンチを設置しております。それか

ら、富良野川の桜つづみポケットパークの江花通り

のすぐ近くに設置しております。これは３カ所で

す。合計７カ所設置しております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 今、伺いましたけれども、

本当に人が通るような場所で、また公園の中だとか

緑地の中だとか、いい場所を選んで置いていただい

ているというのがわかりました。 

 しかし、やっぱり先ほど申しましたように、上富

良野町でお買い物をする、したいスーパーというの

は集中する形になっておりまして、できれば利用す

る方たちが、少しでも高齢の方たちがお休みいただ

けるような場所を１カ所でも２カ所でもふやしてい

ただいて、また、病院に行ったりそういうところの

手前にも、病院とスーパーとの間とかそういうとこ

ろにもぜひ、もし可能であればそういうベンチをふ

やすということを考えていただきたいなというふう

に思っております。 

 これは高齢の方から直々に私のほうに、町政で

言っていただきたいのだということを言われまし

て、私、今、ここで質問をさせていただいておりま

す。横の連携も大変重要になってくると思います。

商店街の近くだったり、地権者だったりする方の了

承も得ることが大切ですし、本当に歩行者の邪魔に

ならないような場所選びというのも大変だとは思い

ますが、ぜひ高齢の方の町民の声を受けとめる、そ

ういう優しいまちづくりに関してもぜひお力をいた

だけるような施策として考えていただくわけにはい

かないものでしょうか。ちょっと伺いたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １番佐川議員の高齢者等の

弱者に優しい歩行環境、移動環境というのでしょう

か、そういったものの整備については、十分御質問

の意味は理解できております。 

 先ほど、課長のほうから要所要所に設置してあり

ますベンチ等については御報告させていただきまし

たが、そのほかにまだ町内には、商工振興条例を

もってお店等を改築された町内で申し上げますと、

奥田はなやさんだとか、四釜さんだとかというとこ

ろにもお休みいただけるような仕組みは整っており

ます。さらに、中茶屋だとか、そういったような他

にも活用できるようなところもあるという状況もご

ざいます。 

 しかし、それで完全かということにはなりません

ので、これから町民の皆さん方から、そういった実

態をさらにいろいろ御意見を伺ったり、やはりそう

いう中でも抜け落ちているところはあろうかと思い

ます。議員も御理解いただいておりますけれども、

あと歩行者に迷惑にならない、あるいは冬期間どう

するとかというような課題もありますけれども、多

くの皆さん方が望まれるような場所に、もしそう

いった不足している部分がありましたら、それは改

善してまいりたいと考えておりますので、御理解賜

りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、１番佐川典子君の一般質問を

終了いたします。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 １時４３分 散会
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○議事日程（第２号） 

第 １ 会議録署名議員の指名について 

第 ２ 議案第 １号 平成２６年度上富良野町一般会計補正予算（第１２号） 
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第１０ 議案第 ９号 平成２６年度上富良野町病院事業会計補正予算（第３号） 

第１１ 議案第１０号 上富良野町行政手続条例の一部を改正する条例 

第１２ 議案第１１号 上富良野町スクールバス条例を廃止する条例 

第１３ 議案第１２号 上富良野町地域包括支援センターの職員等に係る基準を定める条例 
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係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例 

第１５ 議案第１６号 上富良野町社会教育委員に関する条例の一部を改正する条例 

第１６ 議案第１４号 上富良野町子どものための教育・保育給付に関する条例 

第１７ 議案第１５号 上富良野町立学校設置条例の一部を改正する条例 

第１８ 議案第１７号 上富良野町病院事業の設置に関する条例の一部を改正する条例 

第１９ 議案第１８号 上富良野町避難行動要支援者名簿に関する条例 

第２０ 議案第１９号 富良野地区広域市町村圏振興協議会の廃止について 
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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１３名でございます。 

 これより、平成２６年第４回上富良野町議会定例

会２日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 議会運営委員長、総務産建常任委員長及び厚生文

教常任委員長から、閉会中の継続調査として配付の

とおり申し出がございました。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

    ４番 米 沢 義 英 君 

    ５番 金 子 益 三 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 議案第１号平成

２６年度上富良野町一般会計補正予算（第１２号）

を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました議案第１号平成２６年度上富良野町一般会計

補正予算（第１２号）につきまして、提案の要旨を

御説明申し上げます。 

 １点目は、保育所入所者について、当初予算から

１２月現在見込みの人員の異動に伴います保育料、

国・道負担金及び運営負担について、所要の費用の

補正をするものであります。 

 ２点目は、給与費について、給与制度の改正に伴

います給与費及び職員手当の増額補正、退職及び会

計間異動等に伴います補正並びに退職手当組合及び

共済費等の負担率の確定に伴います減額補正をする

ものであります。あわせて、農業委員会委員選挙の

無投票の確定に伴います職員手当の減額補正並びに

北海道知事道議会議員選挙の執行に要する職員手当

の増額補正をするものであります。 

 ３点目は、後期高齢者医療費について、平成２６

年度保険基盤安定納付金の確定及び平成２５年度療

養給付費負担金並びに事務費負担金の確定に伴いま

す負担金及び繰出金の減額補正をするものでありま

す。 

 ４点目は、北海道知事道議会議員選挙について、

平成２７年４月に執行予定であり、選挙事務期間が

平成２６年度から平成２７年度にまたがることか

ら、平成２６年度中に要する経費について補正をす

るものであります。 

 ５点目は、改正農地法が平成２６年４月から施行

されたことに伴い、農地台帳システムの改修をする

必要があるため、所要の費用の補正をするものであ

ります。なお、改修に要する費用については、全額

道交付金で措置されるところであります。 

 ６点目は、小学校教科用図書が平成２７年４月に

改訂されることから、指導に用いる指導用図書等の

整備について所要の費用の補正をするものでありま

す。 

 ７点目は、各事業における事業費の確定に伴いま

す減額補正をするものであります。 

 以上、申し上げました内容を主な要素といたしま

して、財源調整を図った上で財源的に余剰となりま

す部分につきましては、今後の財政需要に備えるた

め、予備費に留保することで補正予算を調整したと

ころであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては議決

項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。 

 議案第１号平成２６年度上富良野町一般会計補正

予算（第１２号）。 

 平成２６年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第１２号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞ

れ１,７４２万６,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ７４億８,４７５万６,０

００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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 １ページをお開き願います。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １２款分担金及び負担金２５５万７,０００円。 

 １３款使用料及び手数料２７万５,０００円。 

 １４款国庫支出金４４０万８,０００円。 

 １５款道支出金１２２万８,０００円。 

 １６款財産収入１１５万円。 

 １７款寄附金７４万５,０００円。 

 １８款繰入金１５３万７,０００円の減。 

 ２０款諸収入８６０万円。 

 歳入合計は、１,７４２万６,０００円でありま

す。 

 ２ページをごらん願います。 

 ２、歳出。 

 ２款総務費１,０９２万円の減。 

 ３款民生費５２３万円の減。 

 ４款衛生費３９７万４,０００円の減。 

 ６款農林業費１１７万３,０００円。 

 ７款商工費９４万９,０００円。 

 ８款土木費１,１１８万８,０００円の減。 

 ９款教育費３２万８,０００円の減。 

 １０款公債費８４０万円。 

 １１款給与費３５２万１,０００円の減。 

 １２款予備費４,２０６万５,０００円。 

 歳出合計は、１,７４２万６,０００円でありま

す。 

 以上で、議案第１号平成２６年度上富良野町一般

会計補正予算（第１２号）の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ますが、まず第１点目には、１２ページの定住移住

の促進という形で、減額予算という形で精査になる

のだろうというふうに思いますが、実績等はどうい

うふうになっているのか、この点お伺いしておきた

いというふうに考えております。 

 次にお伺いしたいのは、１８ページ、児童措置費

にかかわって保育所の人員等の確定による措置負担

という形になっておりますが、各保育所では現在、

待機児童は上富良野町にはないと思いますが、それ

ぞれ何人入所されているのかという点と、今回のい

わゆる一時保育等の利用状況はどのようになってい

るのか、この点についてお伺いしておきたいという

ふうに思います。 

 次に、２１ページの衛生費という形でクリーンセ

ンターの光熱費、電気料ですね、４０万円増額とい

う形で、今回の電気料等の値上げ部分だというふう

に思いますが、今後、来年度以降また再引き上げと

いうことが想定されると、また、当然電気料等が上

がると思いますが、大体見込みとしてどういうふう

になるのか。また、町全体として、この電気料等に

ついては、値上げされた後、来年どのぐらい値上げ

を、負担がふえるという形になっているのか、この

点お伺いいたします。他の自治体では、電力の削減

等という形で代替で他の電力会社等と協力しながら

削減するという話もありますが、町はそういうこと

は想定されていないのかどうなのかお伺いいたしま

す。 

 次に、２５ページの商工振興費で、人材アカデ

ミー等の実績という形で、非常に観光を推進する上

で大切な役割を担ってきております。それで着実に

前へ進んでいる部分もあるかというふうに思います

が、こういうものも含めて、これから新たな観光産

業に一石を投じる部分もやっぱり位置づけられて、

貴重なワーキング推進もそうなのですが、内容に

なっているというふうに思いますが、こういったも

のも含めて、更新、派遣等、あるいはどういうよう

な、最終的に参加された人員等、また、今後につな

げるものがあったのかどうなのか、この点お伺いし

ておきたいというふうに思います。 

 次に、３１ページの学校管理費で、上富良野小学

校の整備、備品購入等執行残という形になっている

かというふうに思います。これは上富良野町内と町

外等の、恐らく備品等の購入がされたというふうに

思いますが、町内と町外等の備品購入の内訳がわか

れば、実績等がわかれば、この点お伺いしておきた

いというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ４番米沢議員の１点目

の定住移住促進費にかかわる御質問ですが、これに

つきましては、今年度、北海道暮らしフェアｉｎ東

京、それから名古屋、大阪ということで、３都市に

ことし行ってきたところでありますが、それに伴う

旅費、費用弁償の精算並びに消耗品等の精算という

ことであります。 

 具体的な、向こうのほうに行っての成果でありま

すが、アンケート調査等も今まとめているところで

ありますけれども、ただ単純に会場に来られるので

はなくて、やっぱり北海道のどこどこの町というこ

とで、ピンポイントで相談に来られる方が結構多
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かったということで話は伺っているところでありま

す。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ４番米沢議員の保

育所の入所人員等に関する御質問にお答えいたしま

す。 

 保育所の入所の人員等に伴います予算につきまし

ては、当初予算において、それぞれの保育所の定員

数をもとに予算の計上をさせていただいておりまし

て、６月の補正においては、４月１日の入所が確定

した時点の数字で６月に補正予算を一度させていた

だいております。 

 その後の新たな入所や変動等の要因に伴って、ま

たあと、来年の３月までを一定程度見込んだ中で今

回の補正をさせていただいておりまして、今現在、

中央保育所においては８０名、わかば愛育園につい

ては５４名、西保育所につきましては５８名の入所

をいただいておりまして、今回の補正には、それ

に、それぞれ各保育所に１・２歳児１名の新たな入

所、それから今現在で入所の決定をしている児童も

おりますので、それらを含めた数に基づいて補正を

させていただいたところであります。 

 あとは一時預かりの数でありましたが、今ちょっ

と手元に今年度の実績等のデータを持ち合わせてお

りませんので、後ほど答弁をさせていただきたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（林 敬永君） ４番米沢議員の、

先ほどの３項目めのクリーンセンターの電気料につ

いてお答えさせていただきます。 

 まず、このたびの補正につきましては、電気料の

燃料費調整額と再エネ発電賦課金の増額のために補

正するということを御理解いただきたいと思いま

す。 

 また、今後、クリーンセンターの電気料の値上げ

につきましては、北電のほうから試算としていただ

いております３００万円超えの増額ということの見

込みで通知をいただいているところを御報告させて

いただきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ４番米沢議員の電気料

にかかわります全体的な話でありますが、町全体と

しては来年度年間１,１００万円程度増額になると

いうことを想定しておりますが、また、質問の中で

他の電力会社等の契約の検討等ということがあった

かと思いますが、この部分についてはまだまだ他の

業者の電気供給力のことが未知数でありますことか

ら、今後の研究する材料としては考えられるかなと

思いますが、当面は変更の予定はないということで

御理解をいただきたいなと思います。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（辻 剛君） ４番米沢議員の観光

に関する部分での御質問にお答えさせていただきま

す。 

 観光振興計画上のワーキング推進という形で、町

に訪れてこられる方のために受け入れ体制として

の、どういうふうにおもてなしをするかというよう

な、そういう講習、講演等を行いまして、そういう

部分でのスキルアップを図るのがまず１点と、もう

一つは、いかに町に来たときに滞留時間をつくるか

という点で、将来的には、例えば宿泊施設が独自に

設けるオプションとか、そういうような、商品化と

いうようなことを目指しながら作業を進めていると

ころであります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ４番米沢議員の上

富良野小学校の改築備品の関係で、町内、町外とい

うお尋ねかと思います。 

 今回、小学校の備品整備に当たりましては、基本

は町内業者ということで購入を進めておりまして、

約２０件の購入の中で町内業者７００万円、町外業

者約４００万円弱ということで、町外業者４００万

円となっている部分については２件でありまして、

１件についてはコンピューター関係で富良野の業者

を入れたということで４０万円弱と、あと、放送機

具ということで、特殊機械が１件ありましたので、

これが三百数十万円。これは札幌の業者ということ

で、この２件が今言った４００万円弱の中で町外に

業者が納入したと、このようになっています。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） ２４ページの農地台帳シス

テム改修ですが、これはどのような内容の改修にな

るのか。農地の取り扱い方が変わるのか、単位とか

が変わるのでしょうか、ちょっとお尋ねしたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） 農業委員会事務局長、答

弁。 

○農業委員会事務局長（北越克彦君） ３番村上議

員の、農地台帳のシステム関係につきましてお答え

いたします。 

 農地台帳は、今でも現存にはありまして、農業委

員会の日常の業務に使っているものでございます。 
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 農地法という法律がありまして、農地法という法

律に、この農地台帳を「各市町村の農業委員会に置

くものとする」ということに、平成２６年４月から

法律に書かれたところでございます。今までは農林

水産省の局長の通知で農地台帳システムを各市町村

に置きなさいというものだったのですけれども、こ

れが法律に書かれたということが大きく変わりまし

て、法律に書かれたことは農地台帳をインターネッ

ト等で公表するということが書かれました。 

 各市町村農業委員会で公表することになるのです

けれども、日本中の農業委員会それぞれに公表する

と、システムがいろいろ出てきますので、全国農業

会議所という、農業委員会の一番大もとの組織が東

京にあるのですけれども、そこで一本化をして公表

するという、日本中の農業委員会の農地の情報を全

部吸い上げていって、全国同じシステムで統一する

という方式に変わりました。 

 上富良野の農業委員会で持っている農地の情報

等々を、統一化システムという、ＣＳＶファイルと

言うのですけれども、それを全国ベースのシステム

に合わせるために、ちょっと中身を、データの整理

をするというような作業になります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 先ほどの答弁漏れについて、今、答弁いたさせま

す。 

 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） 先ほど各保育所の

一時預かりの数でございますが、１１月末現在で、

中央保育所で１１件、わかば愛育園で２７件、西保

育園で１４件という実績になってございます。 

────────────────── 

◎日程第３ 議案第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 議案第２号平成

２６年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（林 敬永君） ただいま上程いた

だきました議案第２号平成２６年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）につきまし

て、提案の趣旨を御説明申し上げます。 

 まず、歳入につきましては、国保基盤安定負担金

が確定したこと並びに人事異動に伴い職員給与費等

が減額したことから所要の補正をするものでありま

す。 

 次に、歳出につきましては、人事異動に伴い、職

員給与費等が減額したことから、所要の補正をする

ものであります。 

 また、収支の差額については予備費を充当しよう

とするものであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては議決

項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。 

 議案第２号平成２６年度上富良野町国民健康保険

特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２６年度上富良野町国民健康保険特別会計補

正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 (歳入歳出予算の補正)。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ２３１万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１３億６,１３０万７,００

０円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きいただきたいと思います。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ８款繰入金２３１万２,０００円の減。 

 歳入補正の合計は、２３１万２,０００円の減で

あります。 

 ２、歳出。 

 １款総務費３１万円の減。 

 １１款予備費２００万２,０００円の減。 

 歳出補正の合計は、２３１万２,０００円の減で

あります。 

 以上で、議案第２号平成２６年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）の説明といた

します。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 
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 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第２号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第４ 議案第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 議案第３号平成

２６年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（林 敬永君） ただいま上程いた

だきました議案第３号平成２６年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第３号）につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 まず、歳入につきましては、後期高齢者医療保険

基盤安定負担金が確定したこと並びに後期高齢者医

療広域連合事務費負担金に係る平成２５年度分の精

算及び平成２６年度分が確定したことから、繰入金

の補正をするものであります。 

 次に、歳出につきましては、歳入補正をしました

相当額について、広域連合納付金の補正をするもの

であります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては議決

項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。 

 議案第３号平成２６年度上富良野町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２６年度上富良野町後期高齢者医療特別会計

の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ３５０万５,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１億２,８８６万円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ３款繰入金３５０万５,０００円の減。 

 歳入補正の合計は、３５０万５,０００円の減で

あります。 

 ２、歳出。 

 ２款広域連合納付金３５０万５,０００円の減。 

 歳出補正の合計は、３５０万５,０００円の減で

あります。 

 以上で、議案第３号平成２６年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の説明とい

たします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第３号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第５ 議案第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 議案第４号平成

２６年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第

３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ただいま上程いた

だきました議案第４号平成２６年度上富良野町介護

保険特別会計補正予算（第３号）につきまして、提

案の要旨を御説明申し上げます。 

 職員の給与費について、本年度の人事院勧告によ

る給与手当の増額改定と退職手当組合負担金及び共

済費の減額改定に伴う補正をお願いするものであり

ます。 

 当該補正に伴い、給与費の負担分として、一般会

計繰入金のほか、地域支援事業分に当たります国・

道支出金につきまして所要額の補正をするものであ

ります。 

 以下、議案を朗読し説明といたします。 

 議案第４号平成２６年度上富良野町介護保険特別
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会計補正予算（第３号）。 

 平成２６年度上富良野町の介護保険特別会計の補

正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ４７万３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ８億５,５０４万７,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 議決項目であります款ごとの補正額のみ申し上げ

ます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ３款国庫支出金５万７,０００円の減。 

 ４款道支出金２万９,０００円の減。 

 ７款繰入金３８万７,０００円の減。 

 歳入合計４７万３,０００円の減であります。 

 ２、歳出。 

 １款総務費３５万８,０００円の減。 

 ３款地域支援事業費１４万２,０００円の減。 

 ７款予備費２万７,０００円。 

 歳出合計４７万３,０００円の減であります。 

 ２項目め以降の事項別明細書につきましては、既

に御高覧いただいておりますことで説明を省略させ

ていただきます。 

 以上、議案第４号平成２６年度上富良野町介護保

険特別会計補正予算（第３号）の説明といたしま

す。 

 御審議いただき、御議決くださいますようよろし

くお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第４号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第６ 議案第５号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 議案第５号平成

２６年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計

補正予算（第４号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） ただいま

上程いただきました議案第５号平成２６年度上富良

野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第４

号）につきまして、提案の要旨を御説明申し上げま

す。 

 歳入におきまして、１点目は、リフト付ワゴン車

購入価格確定による施設整備基金繰入金の減額補正

であります。 

 ２点目は、寄附採納による一般会計繰入金の増額

補正であります。 

 歳出におきまして、１点目は、リフト付ワゴン車

購入価格確定等による減額補正であります。 

 ２点目は、寄附採納をサービス事業費の備品購入

費、介護用ベッド２台に充当し、一般財源からその

他財源への組みかえをするものであります。 

 ３点目は、人事院勧告による給与改定等に伴う給

与費の増、退職手当組合負担率、共済組合負担率等

の確定、労災保険料、雇用保険料の確定、社会保険

料等の精査による一般管理費の減額補正でありま

す。 

 ４点目は、財源組みかえによる一般財源１０万

円、歳入における施設整備基金繰入金の減、歳出に

おける一般管理費、備品購入費の減との差額による

一般財源３７万３,０００円、合わせて４７万３,０

００円を予備費に計上いたしまして、ラベンダーハ

イツ事業における利用者のサービス利用状況等に対

処し、今後の施設運営に支障が生じないよう不測の

事態に備えようとするものでございます。 

 なお、今後におきまして、事業の収支状況を見き

わめながら、基金への積み立て等も検討してまいり

たいと考えております。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第５号平成２６年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計補正予算（第４号）。 

 平成２６年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の補正予算（第４号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ８０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ３億８２万８,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ４款繰入金８０万円の減。 

 歳入補正額の合計は、同額の８０万円の減額でご

ざいます。 

 ２、歳出。 

 １款総務費１７万２,０００円の減。 

 ２款サービス事業費１１０万１,０００円の減。 

 ５款予備費４７万３,０００円。 

 歳出補正額の合計は、８０万円の減額でございま

す。 

 これをもちまして、議案第５号平成２６年度上富

良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第

４号）の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） このたびの補正は、備品購

入費、介護用のリフト付ワゴン車ですとかいろいろ

買いまして、そのほか３点ぐらいの理由があるわけ

ですけれども、予算に対して精査した結果、今減額

補正するところなのですが、サービス収入、これが

非常に厳しいような状況がありまして、平成３７年

までのサービス収入の見込み表をいただいておりま

すけれども赤字ということで、また、来年、介護報

酬が改定されます。そうすると、６％程度だという

ことが言われているのですけれども、これが実現す

れば９年ぶりということで、経営努力に限界があっ

て、６割ぐらいが赤字になるだろうと言われている

のです。 

 今、介護用のいろいろ求めて、サービス事業も一

生懸命やられているのですけれども、所長もラベン

ダーハイツを預かっていらして、今回給食も民営委

託いたしました。いろいろ考えておられると思うの

ですけれども、やっぱり建てかえを早めるとか、今

回一番厳しいのが多床型、個室にはそんなに落とし

ませんけれども、介護報酬はかなり落としますの

で、現在多床型ですので、どうにもならないかなと

いうところはありますので、そういったことを、町

長でないとちょっと難しいかもしれませんけれど

も、このサービス収入が２０倍ぐらいの赤字に、試

算いただいていますので、そこら辺、改革をどのよ

うにお考えなのか、ちょっとお尋ねしたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） ラベンダーハイツ所長、答

弁。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） ３番村上

議員の御質問にお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、現在第６期の介護報酬改定

では、特養従来型多床室の関係とかデイサービスの

影響がどのようなものになるか危惧されるところで

あります。今後、国等の動きに注視しながら、どう

なっていくかということで対応を図っていかなけれ

ばならないと考えております。 

 また、ハイツといたしまして安定した経営を継続

していくために、給与費とか賃金の増とかスプリン

クラーの償還などさまざまな要因がありまして、

年々厳しい経営状況になっていますから、今後、効

率的な運営、管理による歳出の削減も今まで以上に

努めていかなければならないと考えております。 

 また、施設の整備基金も、今、トイレの改修とか

リフト付ワゴン車の更新ということで使っておりま

すので、今後基金も底をつくことが想定されますの

で、町のほうと、今後、そういう施設の改修も年次

的に進めていかなければならないことから、協議を

しながら逐次進めていきたいなと考えております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 今、担当の施設長がおっ

しゃられた施設整備の関係でお伺いいたします。 

 まず、第１点目。 

 今後、この収支決算の状況を見ますと、当然基金

等がなくなる。それとあわせて、当然、行政として

も、こういった老朽化してきている施設等に充て

る、やはり一般会計からの繰り入れや支援体制とい

うのは当然とらなければならないというふうに思い

ます。これを単独の運営で収支を全部賄えというふ

うには当然ならないと思いますので、その点は行政

側も、そういったことも含めて、今後こういったも

のに対する財政の支出というのは考えていらっしゃ

ると思いますが、まずこの点、どのような考えをさ

れているのかお伺いしておきたいと思います。 

 次に、補正予算の中で介護ベッドの２台充当とい

う形になってきているかというふうに思います。こ

れは、従来のベッドと機能が、向上する部分だと

か、そういったものも見込んだ購入という形の予算

に充当されるのかどうなのか、また、今後ベッドの

老朽化等々というのはないのかどうなのか、この点

もあわせてお伺いしておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 
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○副町長（田中利幸君） ４番米沢議員の２点のう

ち、１点目の施設の老朽化に関する御質問に私のほ

うからお答えをさせていただきます。 

 御案内のように、ラベンダーハイツも相当老朽化

が進んでおります。基本は特別会計でありますし、

また、介護報酬を収入源としておりますので、そこ

で完結することが基本でありますが、ただ、大規模

改修含めて、そういうものについて別途の協議をし

ながら、場合によったら一般会計から、その施設の

長寿命化に対して応援をしていくことは考えている

ところであります。 

○議長（西村昭教君） ラベンダーハイツ所長、答

弁。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） ４番米沢

議員の御質問にお答えします。 

 ベッドの関係でございますけれども、現在ショー

トのほうでベッド１０台入れておりますが、旧式と

いうことで、使用において具体的な、ちょっとどう

いうふうにだめなのかという部分、ちょっと私も把

握はしておりませんが、センサーつきで、上下動だ

とか、左右に動かせるとか、そういうような具体的

な部分ですぐれている部分がありますので、現在利

用している方が、さまざまな状況がございますの

で、それに対応できるということで介護用ベッドを

年次的に、できれば１０台買いたいなというふうに

考えておりまして、そのうちの２台ということでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第５号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第７ 議案第６号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 議案第６号平成

２６年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算

（第３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ただいま上程いた

だきました議案第６号平成２６年度上富良野町簡易

水道事業特別会計補正予算（第３号）につきまし

て、補正の要旨について御説明申し上げます。 

 歳入では、１点目として、補償工事確定によりま

す雑入の減でございます。内容は、北海道が行いま

すデボツナイ川河川改修工事に伴います第１興農橋

架けかえ工事水道管移設補償工事の確定と、同じく

北海道が行います農業農村整備事業に伴います水道

管移設補償工事確定によるものであります。 

 ２点目として、事業費確定によります起債借入額

の減と一般会計繰入金の減でございます。 

 次に歳出では、工事請負費事業確定及び備品購入

費精査によります衛生費の減であります。内容は、

１点目として、道営事業の第１興農橋架けかえ工事

におきまして、当初、橋梁を新設し、水道添架管を

設置する予定でありましたが、変更によりまして本

年度は仮橋設置のみの工事となり、既存水道管の撤

去のみを行うことから、工事請負費確定による減と

なったこと、２点目として、農業農村整備事業によ

ります水道管移設補償工事確定による減と検満量水

器取りかえ工事の事業費の確定によります減と、３

点目は、備品購入費の水道メーター購入精査により

ます減額となり、所要の補正を行う内容となってお

ります。 

 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。 

 議案第６号平成２６年度上富良野町簡易水道事業

特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２６年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１,０９８万９,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ５,９１９万５,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正）。 

 第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補

正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款ごとの補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 ２款繰入金１０１万９,０００円の減。 

 ４款諸収入１９７万円の減。 

 ５款町債８００万円の減。 

 歳入合計１,０９８万９,０００円の減となってお
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ります。 

 ２、歳出。 

 １款衛生費１,０９８万９,０００円の減。 

 歳出合計１,０９８万９,０００円の減とするもの

であります。 

 第２表、地方債補正。 

 簡易水道事業、補正前８００万円、補正後ゼロと

なっております。 

 以降、事項別明細書につきましては、御説明を省

略させていただきます。 

 以上、議決項目についてのみ御説明申し上げま

す。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第６号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第７号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案第７号平成

２６年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予

算（第３号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ただいま上程いた

だきました議案第７号平成２６年度上富良野町公共

下水道事業特別会計補正予算（第３号）の補正の要

旨について御説明申し上げます。 

 歳入では、歳出の事業費精査及び財源組みかえに

よる地方債償還金利子の減による一般会計繰入金の

減と、また、歳出では、１点目は人事異動及び職員

給与改定に伴う一般管理費の減と、２点目は不明水

対策事業費の精査に伴います施設管理費の減と、３

点目は浄化センター更新事業費の確定に伴います建

設事業費の減となり、所要の補正を行う内容となっ

ております。 

 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。 

 議案第７号平成２６年度上富良野町公共下水道事

業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２６年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１,１４３万６,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ４億８,５８４万８,００

０円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款ごとの補正額のみ申し上げます。 

 １、歳入。 

 ４款繰入金１,１４３万６,０００円の減。 

 歳入合計１,１４３万６,０００円の減となってお

ります。 

 ２、歳出。 

 １款下水道事業費１,１４３万６,０００円の減。 

 歳出合計１,１４３万６,０００円の減とするもの

であります。 

 以降、事項別明細書につきましては省略させてい

ただきます。 

 以上、議決項目についてのみ御説明申し上げまし

た。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第７号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第８号 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 議案第８号平成

２６年度上富良野町水道事業会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 
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○建設水道課長（佐藤 清君） ただいま上程いた

だきました議案第８号平成２６年度上富良野町水道

事業会計補正予算（第２号）の補正の要旨について

御説明申し上げます。 

 歳出において、人事異動及び職員給与改定に伴い

ます職員給与費を減額し、同額を予備費に充てる内

容となっており、総予算の増減は伴わない内容と

なっております。 

 以下、議案の朗読をもって説明にかえさせていた

だきます。 

 議案第８号平成２６年度上富良野町水道事業会計

補正予算（第２号）。 

 （総則）。 

 第１条、平成２６年度上富良野町の水道事業会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 （収益的収入及び支出）。 

 第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

 支出。 

 第１款水道事業費用、既決予定額１億７,１８２

万２,０００円、計１億７,１８２万２,０００円。 

 第１項営業費用、１億２,９８５万４,０００円を

１７９万９,０００円減じ、１億２,８０５万５,０

００円となっております。 

 第４項予備費、２,８３３万５,０００円を１７９

万９,０００円の増で２,５１３万４,０００円と

なっております。 

 （議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費）。 

 第３条、予算第５条に定めた経費の金額を次のよ

うに改める。 

 （１）職員給与費、３,２６３万２,０００円を１

７９万９,０００円減じ、３,０８３万３,０００円

とするものです。 

 以降、１ページから７ページの予算実施計画及び

明細書につきましては御高覧賜りますようお願いい

たします。 

 以上、議決項目についてのみ御説明申し上げまし

た。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第８号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第９号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第９号平

成２６年度上富良野町病院事業会計補正予算（第３

号）を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（山川 護君） ただいま上程い

ただきました議案第９号平成２６年度上富良野町病

院事業会計補正予算（第３号）につきまして、初め

に提案の要旨を御説明申し上げます。 

 今回の補正予算につきましては、二つの要素で構

成されておりまして、１点目は人事院勧告に伴う給

与費の補正と人事異動に伴います会計間の異動によ

る収益的支出の医業費用と老人保健施設事業費用の

給与費からそれぞれの所要額を減額するもので、減

額総額は５０５万５,０００円であり、減額する全

額を予備費に計上し、今後に備えようとするもので

あります。 

 ２点目は、御寄附を２件、１３万円いただいてお

りますので、寄附者の御趣意に沿いまして、備品の

購入費用として予算措置するものであります。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第９号平成２６年度上富良野町病院事業会計

補正予算（第３号）。 

 （総則）。 

 第１条、平成２６年度上富良野町病院事業会計の

補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （収益的収入及び支出）。 

 第２条、平成２６年度上富良野町病院事業会計予

算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次

のとおり補正する。 

 以下、補正予定額のみ申し上げます。 

 支出。 

 第１款病院事業費用、補正予定額ゼロ円。 

 第１項医業費用４２４万７,０００円の減。 

 第３項老人保健施設事業費用８０万８,０００円

の減。 

 第５項予備費５０５万５,０００円。 

 （資本的収入及び支出）。 

 第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 
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 以下、補正予定額のみ申し上げます。 

 収入。 

 第１款資本的収入、補正予定額１３万円。 

 第１項出資金１３万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出１３万円。 

 第２項建設改良費１３万円。 

 （議会の議決を経なければ流用のできない経

費）。 

 第４条、予算第７条中（１）職員給与費６億３,

０３６万１,０００円を（１）職員給与費６億２,５

３０万６,０００円に改める。 

 なお、１ページ以降については御高覧いただいて

いるものとして、御説明を省略させていただきま

す。 

 以上で、議案第９号平成２６年度上富良野町病院

事業会計補正予算（第３号）の説明といたします。 

御審議いただき、議決賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第９号を採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第１０号 

○議長（西村昭教君） 日程第１１ 議案第１０号

上富良野町行政手続条例の一部を改正する条例を議

題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました議案第１０号上富良野町行政手続条例の一部

を改正する条例につきまして、提案の要旨を御説明

申し上げます。 

 処分や行政指導に関する手続について、国民の権

利、利益の保護の一層の充実を図るため、行政手続

法の一部を改正する法律が平成２６年６月１３日に

公布され、平成２７年４月１日から施行されるとこ

ろであり、この改正法の施行にあわせ本条例の一部

を改正しようとするものであります。 

 主な改正内容について、１点目は、許認可権限の

根拠の明示について規定の追加をするものでありま

す。２点目は、行政指導の中止等の求めについて規

定の新設をするものであります。３点目は、処分等

の求めについて規定の新設をするものであります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１０号上富良野町行政手続条例の一部を改

正する条例。 

 上富良野町行政手続条例（平成９年上富良野町条

例第６号）の一部を次のように改正する。 

 以下につきましては、議案の朗読を省略させてい

ただき、条を追って、その主な改正点のみの説明と

させていただきますので御了承願います。 

 目次は、条文の追加により改めるものでありま

す。 

 第２条、第３条及び第４条は、改正法において、

それぞれ字句が改められたことから改めるものであ

ります。 

 第３３条は、許認可権限の根拠の明示について、

行政指導に携わる者は、その行政指導をする際に、

町の機関が許認可等をする権限または許認可等に基

づく処分をする権限を行使し得る旨を示すときは、

その相手方に対して、その権限を行使し得る根拠事

項等を示さなければならない規定の追加でありま

す。 

 第３４条の２は、行政指導の中止等の求めについ

て、法令に違反する行為の是正を求める行政指導の

相手方は、その行政指導が規定する要件に適合しな

いと思料するときは、その行政指導をした町の機関

に対し、その旨を申し出て、その行政指導の中止そ

の他必要な措置をとることを求めることができる。

また、その申し出を受けた町の機関は、必要な調査

を行い、その行政指導が規定する要件に適合しない

と認めるときは、その行政指導の中止、その他必要

な措置をとらなければならない規定の新設でありま

す。 

 ２ページをお開きください。 

 第３４条の３は、処分等の求めについて、法令に

違反する事実がある場合において、その是正のため

にされるべき処分または行政指導がされていないと

思料するときは、その処分または行政指導する権限

を有する町の機関に対し、その旨を申し出て、その

処分または行政指導することを求めることができ

る。また、その申し出を受けた町の機関は、必要な

調査を行い、その結果に基づき必要があると認める

ときは、その処分または行政指導をしなければなら

ない規定の新設であります。 

 附則第１項は、施行期日を平成２７年４月１日か

らとするものであります。 
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 附則第２項は、上富良野町税条例において本条例

を引用していることから、本条例の改正により引用

する条項が繰り下がったことから、引用する条項に

改めるものであります。 

 以上で、議案第１０号上富良野町行政手続条例の

一部を改正する条例の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点か、よくわからないの

で質問させていただきますが、行政指導の対象にな

る部分というか範囲というか、個人だとか、あるい

は業務上において不適切な運営業務があったという

ことも対象になるのかなというふうに思います。そ

うしますと、そこに至るまでの説明責任だとかいろ

いろと出てくるのだろうというふうに思いますが、

そのやりとりはどういうふうになるのか。一般的に

は、税務でしたら督促、勧告だとか、いろいろ行く

まで日にちがあって、最終的に差し押さえというふ

うになりますが、こういう場合はどういうふうにな

るのか、この点、手続上の問題をお伺いいたしま

す。 

 次に、相手方から町に対して、逆にこれはおかし

いのではないかと、行政処分は不当だという申し出

があった場合、その申し出に対する、いわゆる調査

を行うというふうになっておりますが、行政機関

で、改めて町政に基づいて指導だとかどうあるべき

かだとかということを適切に判断して、またやりと

りするというふうになっておりますが、これ、行政

機関というのは第３者機関も含まれているのか、町

の内部だけにおいてやるのか、狭い範囲でしか

ちょっとわからないので、そこの範囲等については

どういうふうになるのか、お伺いしておきたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ４番米沢議員の２点の

御質問にお答えします。 

 まず、１点目の処分の手続の関係でありますけれ

ども、これにつきましては、あくまでも条例の規則

に基づく中身について、その行政指導をした相手方

に大きな事実上の不利益が生ずるおそれがあるとき

に鑑みて、相手方から申し出を受けた場合に行政機

関が改めて調査を行って、その部分について必要な

措置を講ずるという中身のものであります。 

 ２点目につながりますが、その範囲ということに

なっていますが、この条例につきましては町の条例

でありますので、町長もしくは町の機関ということ

で規定しているものであります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 再度、総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） 例えば、今、税の督促

等のお話がありましたが、税の督促等の部分につい

ては、地方税法に基づいての督促、それから滞納処

分の実施ということになりますが、当然のことなが

ら徴税条例のほうにもその部分については触れられ

ているところがありますので、町の処分に対して、

それぞれ……（「ちょっと違うのだよな」と呼ぶ者

あり） 

○議長（西村昭教君） しばらくお待ちください。 

 暫時休憩といたします。２５分で再開したいと思

いますので、その後、米沢議員の質問に答弁をいた

させます。 

────────────────── 

午前１０時１０分 休憩 

午前１０時２５分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 先ほどの４番米沢議員の質問に対しての答弁をい

たさせます。 

 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ４番米沢議員の質問に

対して再度お答えいたします。 

 行政手続の部分についての申請があってからの対

応でありますけれども、その中において、申請に基

づく町が行った部分についての審査の申し出があっ

たときには、それぞれの審査基準の標準処理期間と

いうものがありまして、その期間内にその処理を決

定した部分を許可等の処分に行くということで、そ

れぞれの申請に対する処分の、標準期間がそれぞれ

で種類がありまして、それに基づいて処分をすると

いう中身になっているものであります。 

 なお、先ほど申し上げておりました税の滞納処分

等につきましては、個別の法令がありまして、この

部分については今回の町の条例からは別の部分での

処理の対応となるように、そちらのほうでの申請手

続が必要となるという中身になっているところであ

ります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１０号を採決いた

します。 
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 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第１１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１２ 議案第１１号

上富良野町スクールバス条例を廃止する条例を議題

といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました議案第１１号上富良野町スクールバス条例を

廃止する条例につきまして、提案の要旨を御説明申

し上げます。 

 平成１６年１０月から、路線バスとスクールバス

を一元化した混乗方式により運行しているところで

ありますが、バス利用者が減少したこと、予約型乗

り合いタクシーが交通手段として浸透し、利用者が

拡大したこと及び児童生徒の通学の利便性の向上を

図るため、平成２７年１月から混乗方式を廃止し、

スクールバス運行のみとすることから、一般旅客の

利用及び旅客運賃が生じなくなることから、本条例

を廃止するものであります。 

 また、本条例の廃止に伴い、議会の議決に付すべ

き公の施設の利用及び廃止に関する条例に規定する

スクールバス事業施設を削除する改正をするもので

あります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１１号上富良野町スクールバス条例を廃止

する条例。 

 上富良野町スクールバス条例（平成１６年上富良

野町条例第２４号）は、廃止する。 

 附則。 

 （施行期日）。 

 １、この条例は、平成２７年１月１日から施行す

る。 

 （議会の議決に付すべき公の施設の利用及び廃止

に関する条例の一部改正）。 

 ２、議会の議決に付すべき公の施設の利用及び廃

止に関する条例（昭和６２年上富良野町条例第２０

号）の一部を次のように改正する。 

 第３条第１１号を削る。 

 以上で、議案第１１号上富良野町スクールバス条

例を廃止する条例の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 確認させていただきたいと

思います。 

 スクールバス条例廃止という形で、これに伴って

地域の利便性がどうなるのかというところが一番気

にかかります。当然、利用者については、こういっ

た、廃止することにより予約型タクシーの方向に来

るという形の話も出てくるかと思いますが、本当に

生徒が、授業が終わった、部活が終わった後、それ

に伴って帰宅が遅くなるという場合等も想定される

のかなというふうに思いますが、こういった部分に

対する対処も含めて、一般の利用者等の利便性もど

うなのかというところが一番気にかかるところなの

ですが、この点についてはどういうような改善、あ

るいは例があるのかも含めてお伺いしておきたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ４番米沢議員のスクー

ルバスの廃止後の、その後の利用に関してのお話で

ありますが、まず１点が、一般乗客の部分につきま

して、現在廃止する理由の一つにも申し上げており

ましたが、利用者がだんだんと減少してきたことも

ありますが、予約型乗り合いタクシーが平成２３年

から試行を開始しておりまして、平成２５年から本

行、今年度は、より利便性を向上させるために、平

日のみの運行から土曜日運行も追加して運行してい

るということで、地域の方々、遠方からの方も含め

てですが、利用しやすい環境づくりということも今

進めておりますので、その部分について、これまで

乗っていた方につきましては、予約型乗り合いタク

シーの利用に移行していただく形で交通手段の確保

をしていただきたいと考えているところでありま

す。 

 また、児童生徒の部分については、今、教育委員

会のほうで利用児童生徒のほうに周知する準備を進

めているところでありますが、それにつきまして

も、スクールバスに特化することによりまして、効

率的な運行が図られるということで認識していると

ころでありますので、御理解をいただきたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 予約型のタクシーになりま

すと、当然農家のほうから町に出てくる場合だとか

逆に移動する場合等が高く、従来の１００円から、

バス利用からなれば高くなります。そういった部分

で、利用者からもこういう負担の均一化を求める声

が出てきているというふうに思います。 
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 やはりそういうものも含めて、祝祭日の利用だと

かも改善を図って、少なくともやっぱり利用者の環

境をよくするという方向も必要だというふうに思う

ので、この点も将来的にどういうふうに考えている

のか、前も質問しましたが、そこまでは求めないと

いう答弁でありますが、この点お伺いいたします。 

 あと、生徒については、例えば地域で奥に生徒が

いるという場合、東中だとか江花だとか、そういう

場合、その年によって生徒数も変わったりとか当然

しますが、その戸口まで、言うなれば、行ける環境

があるのかどうなのかというところも、当然、廃止

によってそういった所まで行ける条件が出てくる可

能性もあるのだろうと思いますが、そういったとこ

ろの改善がされるのかどうなのか。あわせて、一般

の利用者に不便をかけてはならないということが原

則でありますから、より向上という点で、こういう

廃止とあわせて、それが一層利用者の利便性を高め

るということが前提条件になるというふうに思いま

すので、この点等について、どのようになるのかお

伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） ４番米沢議員の、まず

１点目の予約型乗り合いタクシーの今後の運行の部

分についての御質問にお答えしたいと思います。 

 まず、予約型乗り合いタクシーの部分についての

料金体系の部分につきましても、先般の部分でもお

答えしたとおり、この部分、現行の制度を今で維持

していく考え方ではありますが、今後、利用者から

のアンケート調査等も当然実施していかなければな

らないと考えておりますので、その利用者ニーズも

見ながら考えていきたいと思いますが、昨年のアン

ケートの中では、多くの方が今の利用料金について

は理解を示していただいているということでもあり

ますので、その部分で今回、当面の間、この部分は

継続していきたいと考えております。 

 また、運行の拡大についても今御質問がありまし

たが、今回、そのアンケートに基づいて、利用目的

が通院というのがほとんど、８割を超えるというこ

とで、日曜・祝日は病院は休んでおりますが、土曜

日は開院しているところがありますので、その部分

を考慮すると、土曜日の運行拡大をする必要がある

ということで、ことしの４月からやっているという

ところでもありますので、その部分も事業者とそれ

ぞれ相談しながら、理解を得た上で今回拡大をした

ということでありますので、今後もそういう利用者

の御意見等も伺いながらの運行にもなっていくと思

いますが、現在はこの制度の中で進みたいと考えて

おりますので、御理解をいただきたいなと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ４番米沢議員から

の、運行の利便性に関する御質疑かと思います。 

 現在、バス５路線のうち、十勝岳線１路線以外４

路線、それぞれ今度はスクール専用ということにな

ります。清富１路線、里仁、江幌、静修、江花、東

中、富原ということで、旭野十勝岳地区以外につい

ては、全町的に、この４便で網羅をしたいと考えて

います。 

 ただし、今、遠くの部分の御懸念がございます。

そういった部分で、まず児童生徒が、学校へ来る時

間が相当長くならないように、最初に乗ったお子さ

んが学校に着くまでに、少なくても３０分、４０分

以内に来ないと疲れてしまう、こういった問題もあ

ることとあわせて、隣の町の、例えば美瑛の付近

の、町界に住んでおられる方、そういったことも含

めて今の時間におさまるかどうか、その年によって

通学する生徒が変わりますので、そういったことも

含めて今検討を進めておりますので、場合によって

は今、一部タクシーを利用している生徒もおります

ので、それらのほうとあわせまして、効率的な運行

に今は努めていくところでありますし、あわせまし

て、できるだけその生徒の入り口で乗れるような環

境づくりも進めて、そういったことを含めて利便性

の向上を図れるよう今検討を進めているところであ

りまして、できましたら時期含めて、いろいろ課題

もあるところでありますが、新年１月から、できれ

ばということで今内部で検討を進めておりますの

で、それらの課題を含めて、いろいろなことを進め

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これより、議案第１１号を起立により採決いたし

ます。 

 本件は、地方自治法第２４４条の２第２項の規定

に基づき、出席議員の３分の２以上の者の同意を必

要といたします。 

 出席議員はただいま１３名でありますので、その

３分の２は９名でございます。 

 本件を原案のとおり決することに賛成の諸君の起

立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） ３分の２以上でございま

す。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 
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────────────────── 

◎日程第１３ 議案第１２号 

◎日程第１４ 議案第１３号 

○議長（西村昭教君） 日程第１３ 議案第１２号

上富良野町地域包括支援センターの職員等に係る基

準を定める条例、日程第１４ 議案第１３号上富良

野町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び

に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準等を定める条例を一括

して議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ただいま上程いた

だきました議案第１２号上富良野町地域包括支援セ

ンターの職員等に係る基準を定める条例及び議案第

１３号上富良野町指定介護予防支援等の事業の人員

及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準等を定め

る条例につきまして、提案の要旨を御説明申し上げ

ます。 

 当該条例は、地域の自主性及び自立性を高めるた

めの改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律、いわゆる第三次一括法において、介護保険

法の改正に伴い、地域包括支援事業に関する基準及

び指定介護予防支援等の事業に関する基準などが市

町村条例で定めることとなったことから制定するも

のであります。 

 まず、議案第１２号上富良野町地域包括支援セン

ターの職員等に係る基準を定める条例であります

が、この条例は、介護保険法の規定に基づき、地域

包括支援センターにおいて包括的支援事業を適切に

実施するために必要な基準を定めるもので、事業の

基本方針のほか職員の配置基準などについて規定し

ております。 

 条例の制定に当たっては、国が示しました基準に

過不足がなく、異なる基準を定める必要性がないも

のと判断することから、国の基準どおりに制定しよ

うとするものであります。 

 次に、議案第１３号上富良野町指定介護予防支援

等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準等を定める条例でありますが、この条例は、

介護保険法の規定に基づき、指定介護予防支援事業

者の申請要件のほか事業の人員や運営の基準などに

ついて定めるものであります。 

 条例の制定に当たっては、国が示しました従うべ

き基準、参酌すべき基準を基本としまして、一部町

としての独自基準を追加したところであります。 

 第１章第１条から第３条までは総則で、条例の趣

旨及び基本方針のほか申請者の要件について規定し

ており、町の暴力団排除の推進に関する条例の理念

から、暴力団等の排除規定を独自基準として追加し

たところであります。 

 第２章第４条から第５条までは人員に関する基準

で、従業者の人数及び管理者の配置等について規定

しております。 

 第３章の第６条から第３０条までは運営に関する

基準で、利用申込者等への説明及び同意のほか運営

規定の制定、秘密の保持、苦情処理等について規定

しており、本町の独自基準として職員の資質向上に

向けた具体的な研修計画の作成と事業に伴う諸記録

の保存年限として、国の基準の２年から５年間とす

る旨追加したところであります。 

 第４章の第３１条から第３３条までは介護予防の

ための効果的な支援の方法に関する基準で、指定介

護予防支援を取り扱っていく上での方針や留意事項

について規定しております。 

 第５章の第３４条では、要支援者ら町外の遠隔地

に居住する場合などの基準外等介護予防支援等に関

する基準で、指定介護予防支援を準ずる旨規定をし

ております。 

 また、指定地域密着型の介護予防サービスにおい

て、これまで国の基準に沿った取り扱いとしていた

ものにつきましても、当条例の基準に基づき取り

扱っていくこととするよう、附則において、上富良

野町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービ

スに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準を定める条例の一部を改正しようとするも

のであります。 

 なお、施行期日は両条例とも平成２７年４月１日

とするものであります。 

 以上、議案第１２号上富良野町地域包括支援セン

ターの職員等に関する基準を定める条例及び議案第

１３号上富良野町指定介護予防支援等の事業の人員

及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準等を定め

る条例の説明といたします。 

 御審議いただき、御議決くださいますようよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） まず、第１点目について

は、包括支援センターの職員等にかかわる基準の条

例の設定等についてお伺いいたします。 

 町では、保健師１人、社会福祉士、これに準ずる
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者１人という形で、あとは主任看護支援員という形

で設置されております。３,０００人未満という場

合の設定基準だというふうになっているかというふ

うに思いますが、これはあくまでも、その地域の事

情によって、例えば保健師を２人配置するだとか、

介護の支援する要因の状態をもっと把握したりだと

か、よりよい支援体制をとりたいという場合に、こ

の配置基準というのは町独自で、単独で見直せる部

分というのはあるのかどうかのか。あくまでも国の

基準を参酌しながらという形になっているかという

ふうに思いますが、その点はどのようになるのかお

伺いいたします。一つ目です。 

 二つ目には、これに基づいて、今よく言われてい

る権利擁護の問題等、一人一人の要介護者における

状況も含めて、やっぱり地域の施設との連携等が当

然求められて、恐らくこの部分で相当高度な判断も

要する部分、あるいは決定する部分だとか、運営協

議会等もあるかというふうに思いますが、それに基

づいてやられるわけですから、そういう支援体制を

当然密にするということであれば、ここがしっかり

と機能しなければ、やはりできない話でありますの

で、そういうものも含めてどういう体制に今後なる

のかお伺いしておきたいと思います。 

 （３）に、そういった地域でもう１カ所地域包括

センターを必要とする場合は、運営協議会において

認められた場合というふうになっておりますが、あ

くまでもこれは運営協議会を通しながら、設置が可

能なのか、または必要なのかということが判断され

るのかというような内容かと思いますが、この点お

伺いしておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ４番米沢議員の御

質問にお答えいたします。 

 包括センターの職員の配置基準につきましては、

条例にも記載しておりますように、原則の基準とし

て、国が配置基準につきましては従うべき基準と

なっておりまして、基本的にはこれが下限になると

いうのが国の考え方でありますので、議員おっしゃ

るように、例えば町においてもっと多くの職員を配

置すべきだということであれば条例の中に、今回町

のほうは、それぞれ保健師、社会福祉士、それから

主任介護支援専門員、もしくはそれに準ずるような

職員を１名ずつ配置することを基準として条例を定

めさせていただいておりますけれども、運営協議会

等において、さらにもっと多くのそういう専門職を

配置すべきだということになれば、条例の規定に基

づいてそういう改正ということはやぶさかではない

ものというふうに理解しておりますけれども、基本

的に、１包括支援センター、大体３,０００人から

６,０００人ぐらいの１号被保険者を抱える包括セ

ンターとしては、専門職３人程度の配置が効率的な

運営につながるものというふうに理解をしていると

ころであります。 

 あと、特にサービス事業を展開していくのは、町

内の各事業所等でそれぞれサービスの展開をしてい

ただく中で、特に課題になっております権利擁護等

の問題につきましても、先ほどの包括センターの条

例とは別に、地域指定介護の予防支援等にかかわる

基準条例においても、私たちの包括センターの職員

もそうでありますし、それぞれサービスを担ってい

ただきます各事業所の職員の皆さんにおいても、こ

ういった権利擁護等についてもしっかりと学習して

もらうことが必要ということで、私どもの町の今回

の基準の中にも、職員の資質の向上に向けた権利擁

護、それから虐待防止、それから認知症の理解等に

ついて、そういったものをしっかりと研修項目に挙

げていきましょうという基準を定めさせていただい

て、それらの効果的な運営に努めていきたいという

ことで考えているところであります。 

 同じように、サービス担当者会議はそれぞれの事

業所の中でお願いすることになりますし、各事業所

等が連携する中で、本町の包括センターが中心にな

りまして、ケア会議等を定期的に開催する中で、そ

れぞれの事業所等での課題等も情報公開しながら、

効果的な、利用者が安心して利用できるような、そ

ういう運営を努めてまいりたいというふうに考えて

いるところであります。 

 以上です。（発言する者あり） 

 答弁が漏れておりました。 

 包括センターを、例えば上富良野町内にもう一つ

というようなことというのは、御指摘のように運営

協議会の中で御議論をいただいて決定していくこと

になりますが、現在、町のほうでは、大きな自治

体、それとか、例えば地理的な条件で、１号の被保

険者は数は少ないのですけれども遠く離れていると

か、そういう地理的な条件であったりだとか、逆に

大きな、都会であれば、そういう中学校区単位に設

けるとか、いろいろな考え方の中で一つの自治体の

中に複数の地域包括センターを設けているところが

ありますが、そのようなことが必要であれば運営協

議会の中で御議論いただくことになりますけれど

も、現時点、上富良野町においては、１施設という

ことで運営していくことが妥当だということで判断

をしているところであります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 次にお伺いしたいのが、議

案第１３号の点でありますが、これは違いますか。 
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○議長（西村昭教君） 別な質問ですか。 

○４番（米沢義英君） ええ、そうです。 

○議長（西村昭教君） 別でしたらだめです。関連

ならいいですけれども。 

○４番（米沢義英君） 一つ一つですね。 

○議長（西村昭教君） ３回までですから、今の答

弁に対して質問があれば。 

○４番（米沢義英君） 関連するのでお伺いいたし

ます。 

 これは、利用者等にもかかわる非常に重要な条例

の改正であります。今回の改正は、１２号と１３号

という形の中で、連動する部分も非常に多くありま

す。 

 そこでお伺いしたいのは、１３号の中の人員及び

運営、予防を効果に達するための要件として掲げら

れている内容があります。そこには、第３３条に

は、やはり介護予防支援の実施に当たっては、介護

予防の効果を最大限に発揮できる、こういうことが

掲げられております。そこには単に運動機能や栄養

状態、口腔機能といった問題だけではなくて、利用

者の生活環境、そういうものも含めて支援しなさい

ということがうたわれております。これは当然のこ

とでありまして、やはりこういった、日常の生活含

めて、例えば米沢が介護に陥った、要支援に陥った

場合に、どういう生活をしているのかと。どういう

食べ物を食べて、毎日生活して、人との関係が成り

立っているのか、生活社会の中で、上富良野町の中

で成り立っているのかいうところまで、小まめな調

査をして、そこに自立できるような生活機能の向上

を求めて、それに対する支援体制の充実をしなさい

と、大まかなこと言ってますがうたわれておりま

す。 

 そういった場合に、やはりそれに対する指導だと

か援助というのは当然必要になってきます。それと

あわせて、それぞれの事業者が介護計画に基づいた

指導だとか機能訓練の回復だとかというのが当然求

められてくるというふうに思いますが、これを怠っ

た場合、これは行政が恐らく指導しなければならな

い部分が出てくるのかなというふうに思いますが、

そういったものも含めて、今回の条例の位置づけと

いうのは本当に非常に重要になってきている部分で

あります。 

 私は、今回の条例が改正されることによって、一

人一人の利用者の機能改善に結びつく、そういうも

のをやはり重視しなければならないと思いますが、

その点、どういうふうに町として、この条例設置と

あわせて方向性を見出そうとしているのか伺いたい

と思います。 

 来年度から、当然、要支援者については、訪問介

護だとか通所だとか、あるいはそういった部分につ

いても、ボランティアだとか、あるいはＮＰＯだと

か、そういったものも含めて利用改善すべきだとい

うことも明記されている内容もこの条文の中にはあ

ると思いますが、そうしますと、ＮＰＯ等について

は、こういう事業を委託する場合については、要件

があるかというふうに思います。そういう管理運営

を賄える責任者がいるかどうかという問題、当然そ

れを支援するような人がいるのかどうかという問題

があるかというふうに思います。 

 仮に上富良野町でこういった要支援等を、そう

いったＮＰＯ法人法等に委託する場合、そういった

場合の要件等だとか条件等、あるいはその受け皿が

なければ、当然ないわけですから、そういった部分

は町としてどのように考えているのか、お伺いして

おきたいと思います。 

 ３点目にお伺いしたいのは、そういう運営基準に

基づいて介護支援計画をどんどん立てます。立て

て、なおかつ改善、いわゆる本人の不服申請、先ほ

どもありましたけれども、なかなかやっぱり改善が

見られない、介護計画に基づいた計画が順調に運営

されていないだとかという場合は、指導する機関が

あるのだというふうに思いますが、それも恐らく行

政側が指導しなければならないのかなというふうに

思いますが、そういう場合はどういうようなところ

でそういったものをきちんと審議して指導するの

か、その受け皿として、行政としてどういう体制を

今つくろうとしているのか、この点お伺いいたしま

す。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ４番米沢議員の御

質問にお答えいたしたいと思います。 

 ちょっと多岐にわたる質問でしたので、もし答弁

漏れがあれば御指摘をいただきたいというふうに思

いますが、まず１点目、条例の第３３条には、これ

ら事業を行っていく上での留意すべき事項が記載さ

れております。この３３条を含め、前段の取り扱っ

ていくための具体的な取り扱い方針等も、２６号に

わたってそれぞれ取り扱い方針等が定められており

ますが、これらの基準は全て、これまでも国が示し

てきた基準と同様でありますので、これまでと同様

に、各事業所、それから私たちの包括センター含め

て、こういった取扱方針、留意事項に基づいて適切

な運営に努めていこうというための基準になってお

りますので、新たに基準を設けたものではありませ

んけれども、当然、これからは国が定めた基準をも

とに、今度からはこれが町が定める基準になります

ので、町がよりしっかりと、こういう取扱方針や留

意事項を理解した中で、それぞれの事業所において
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も、そういうことをふだんの定期的なケア会議等を

通じて意見交換しながら、さらによりよいサービス

に、利用者の日常生活の支えになるような方向で取

り進めていくことが私たちに課せられている課題だ

というふうに新たに受けとめているところでありま

すので、引き続き、これまで同様、努力を続けてい

きたいというふうに考えております。 

 それから、介護保険法の改正がありまして、次期

計画の期間中には、議員御指摘にもありましたよう

に新しい総合事業の移行時期を迎えることになりま

す。その時期に当たっては、まだ町のほうでは決定

しておりませんけれども、それら移行に向けて、お

話にありましたように、ボランティアであったりＮ

ＰＯであったりということのさまざまな支えに基づ

いて行っていくわけですけれども、基本的に、通所

介護、それから訪問介護等については、専門のサー

ビスが必要なものについては引き続き専門サービス

を利用いただくように、当然予防の必要な方につい

ても、こういった基準や留意事項に沿って、それぞ

れの事業所で専門的なサービスの御支援をいただく

ことになりますが、ＮＰＯやボランティアにお願い

するような事項というのは、この事業とはまた

ちょっと別で、地域の皆さんで支え合っていった

り、事業とは別の部分で、もっとそういう身近な支

え合いの中で機能できるようなものについては、そ

ういうものをしっかりと機能させていくことは必要

なのかなというふうに考えているところでありま

す。 

 それから、介護計画、それから介護予防のサービ

ス計画等については、お一人お一人の方に沿った

サービス計画をつくった中で、それぞれその計画に

沿って事業を進めていくわけでありますけれども、

当然、場合によっては予防効果がなかなか発揮され

ないと、いろいろと事業をした中でも人によっては

介護度がさらに予防から要介護にどうしても移らな

ければならないとか、そういうことというのは場合

によってはなっていくことはあり得ることなのだろ

うというふうに思いますけれども、基本的に、予防

介護は、介護度を高めていかない、要介護になるべ

くなっていかないように、こういう支援をしっかり

していこうということになりますので、計画に沿っ

た適切なサービスが引き続き提供できるように、包

括センターが当然中心的な役割を果たしていかなけ

ればならないことでありますので、引き続き各それ

ぞれの町内でサービスを提供していただいている事

業者と連携を図りながら、適切なサービスの提供に

今後も努めていきたいというふうに考えているとこ

ろであります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これで質疑を終

了いたします。 

 討論を省略し、これより採決いたします。 

 初めに、議案第１２号上富良野町地域包括支援セ

ンターの職員等に係る基準を定める条例を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１３号上富良野町指定介護予防支援

等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等

に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準等を定める条例を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１５ 議案第１６号 

○議長（西村昭教君） 日程第１５ 議案第１６号

上富良野町社会教育委員に関する条例の一部を改正

する条例を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ただいま上程され

ました議案第１６号上富良野町社会教育委員に関す

る条例の一部を改正する条例について、提案要旨を

御説明申し上げます。 

 国における地方分権改革の一環として、地域の自

主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るた

めの関係法律の整備に関する法律が平成２５年６月

に公布されました。 

 これにより、これまで社会教育法に基づく社会教

育委員の委嘱でありましたが、国の省令で定める基

準を参酌し、町が条例で規定することに改められま

したことから、条例の改正を行うものであります。 

 以下、議案を朗読し、提案理由の説明といたしま

す。 

 議案第１６号上富良野町社会教育委員に関する条

例の一部を改正する条例。 

 上富良野町社会教育委員に関する条例（昭和４７

年上富良野町条例第２４号）の一部を次のように改

正する。 

 第４条を第５条とし、第３条を第４条とし、第２
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条を第３条とし、第１条の次に次の１条を加える。 

（委嘱）。 

 第２条、委員は、次に掲げる者の中から、教育委

員会が委嘱する。 

 第１号、学校教育及び社会教育の関係者。 

 第２号、家庭教育の向上に資する活動を行う者。 

 第３号、学識経験者。 

 附則。 

 この条例は、平成２７年４月１日から施行する。 

 平成２６年１２月１１日提出、上富良野町長向山

富夫。 

 以上、御審議いただき、議決いただきますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１６号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１６ 議案第１４号 

○議長（西村昭教君） 日程第１６ 議案第１４号

上富良野町子どものための教育・保育給付に関する

条例を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 子ども・子育て担当課長。 

○子ども・子育て担当課長（吉岡雅彦君） ただい

ま上程いただきました議案第１４号上富良野町子ど

ものための教育・保育給付に関する条例について、

提案の要旨を説明申し上げます。 

 子ども・子育て支援法に基づき、新制度では、教

育・保育施設の利用に当たっては、児童の年齢や保

護者の状況に応じて三つの区分に認定するととも

に、保育の必要量を認定し、その認定に応じた給付

を行っていくこととなります。 

 当条例は、教育・保育の認定、給付を実施するに

当たり、その基本事項となる保育認定の基準等を定

めるとともに、利用者負担を求める根拠を条例にお

いて明確にするため制定するものであります。 

 第１条、目的では、全ての子どもに質の高い教

育・保育を保障し、子どもの健やかな成長と安心し

て子育てができる環境づくりを目指すこととしてお

ります。 

 第２条第１項では、先ほど申し上げました三つの

区分に認定することについて規定し、同条第２項が

保育の認定基準であり、国が示した基準を基本とし

規定したところでありますが、労働時間についての

基準は、国が示した下限の４８時間を採用すること

とあわせて、親族の介護、看護については別居の場

合も対象とすることで、認定につながるよう独自の

基準を追加したところであります。 

 第３条は、保育の必要量に応じた保育標準時間と

保育短時間に区分して認定することを規定していま

す。 

 第４条は、住民に利用者負担額を求める根拠を条

例において明確にすることとし、負担額の決定は、

国の基準額、保育単価の変動等に速やかな対応が図

れるよう、規則に委任する旨規定しています。 

 また、附則において、労働時間の読みかえ規定、

現在入所している児童の経過規定とあわせて、現行

の保育の実施に関する条例の廃止について規定して

います。 

 なお、本条例の施行期日は、子ども・子育て支援

法の施行の日で平成２７年４月１日を予定している

ところであります。 

 以上、議案第１４号上富良野町子どものための教

育・保育給付に関する条例についての説明といたし

ます。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ます。 

 説明会が開かれているかどうか、ちょっと確認し

たいのですが、今後、制度が変わることによって、

利用する人がどういうふうに保育を利用したらいい

のかというような戸惑いが出てくるのかなというふ

うに思います。事前にこういう制度が変わりますと

いうことで説明されているかどうか、この点につい

て、まず第１点、お伺いしておきたいと思います。 

 二つ目には、恐らくまだはっきりしないいろいろ

な要素があって、保育料等についても、今回、国の

基準の８０％を基本にするという、この資料では説

明がなされております。利用者にとっては一定程度

負担軽減というところはあるかというふうに思いま

すが、この間出されてきた、２子目についても保育

料の半額等を実施してほしいというような、子ども

アンケートの中等にも、また、この間の中等にも
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あったかというふうに思いますが、この点につい

て、あわせてちょっと、どういうふうになるのかお

伺いします。 

 保育時間の設定でありますが、標準時間と短時

間、この基準は何によって定められるのか、この点

お伺いしておきたいというふうに思います。何より

も私が言いたいのは、利用される方が安心して保育

所に預けられるような、そういう制度でなければ改

定した意味がないわけですから、今回、独自基準と

しても、引き続き町長の判断によって、保育を受け

られる条件も一定加味されている部分があるのかな

というふうに思いますし、そういうものも含めて、

やはり利用者が安心して利用できるような環境づく

りというのが何よりも大切だというふうに思いま

す。この点、まず伺っておきたいと思います。 

 次に、同じ保育所に保育時間が標準時間の子と短

い時間の子がいるとした場合、これは、例えば仕事

によっては昼から出てくるということの場合もある

かもしれません。上富良野町の場合はそういった部

分は恐らくないのかというふうに思いますが、恐ら

く大きな町になればなるほどそういった部分も見受

けられるかというふうに思いますが、そういった場

合の認定ということになれば、短時間保育というふ

うになるのかどうなのか、この点お伺いいたしま

す。 

 普通、延長保育等が当然出るかというふうに思い

ますが、その場合の利用料等の取り扱い、短時間で

も延長保育をお願いしたいだとか、いろいろ出るか

というふうに思いますが、そういう場合の取り扱い

と料金等の設置等はどのようになるのか、お伺いし

ておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 子ども・子育て担当課長、

答弁。 

○子ども・子育て担当課長（吉岡雅彦君） まず、

１点目の説明会でございますけれども、今ようやく

大体骨子が固まってきたところでございますので、

今後説明、当然これは必要だろうというふうに思っ

ておりますので、各保育所なんかに、保護者の集ま

る機会か何かで説明をしていこうというふうには考

えてございます。 

 それから、２点目の保育の認定でございますけれ

ども、まさに本条例に、第２条第２項の１号から９

号に書いてあるとおり、その中で保育が必要かどう

かということに関しては認定をしてまいります。 

 それから、３点目が標準時間と保育短時間の決め

方でございますけれども、まず、基本的には、労働

の場合を申し上げますけれども、４８時間以上原則

１カ月働いていることが原則でございます。ただ、

当分の間、時間は制限はしないという形でやってま

いります。 

 あと、標準時間と短時間の区分は、おおむね１カ

月の労働時間が１２０時間、これは国のほうで示し

ておりますので、それに基づいて考えてまいりま

す。 

 それから、保育短時間という、認定になる場合も

中にはあろうかと思いますけれども、基本的に標準

時間の範囲内であれば、つまり８時間の短時間の方

が保育の標準時間の範囲内、時間帯は午前７時から

１８時までと考えておりますけれども、その範囲内

で利用される分については延長保育料は求めないと

いう考え方を持ってございます。ただ、それを超え

た場合は、当然ながら延長保育という形、延長の時

間をいただくという形になりますけれども。 

 それから、実際問題、さまざまな家庭、いろいろ

なケースがございます。それで、あくまで個々の状

況に応じて判断していくことになります。ただ、町

の考え方としましては、その家庭にとって必要な保

育時間というのは確保したいというふうに考えてお

りまして、保護者が困ることのないような、そうい

う考え方を基本に持ってございます。 

 あと、短時間保育の場合、それを望む家庭もい

らっしゃるかと思います。その場合は当然ながら短

時間保育の認定になりますけれども、先ほど申し上

げましたように、標準時間の範囲内であれば、特に

料金を求めないという考え方を持っています。 

 それから、先ほど議員が申し上げたとおり、いま

だにこの制度、いろいろ固まっていないところがご

ざいます。例えば、きのうまたＱ＆Ａの追加版が来

たりとか、そんな状況ではございますけれども、総

じて市町村の裁量の幅が広いようなことになってお

りますので、そういう考え方、基本に沿って対応し

ていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。（発言する者あり） 

 済みません。第２子の半額でございますけれど

も、保育料の基準そのものが第２子は半額となって

ございます。第３子以降は無料という設定になって

ございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 私が第２子の半額と言った

のは、上が児童生徒です。そういう場合はどうなの

かと。前にも質問したので、その部分のことを聞い

ているので、答えていただきたい。 

 保護者の説明はこれからということで、恐らく想

定されていなかったのかなというふうに答弁を聞い

ていたのですけれども、一番大事で、利用者が今後

どういうふうに、保育制度が変わることによって利

用できるのかということを一番知りたいという声が
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ありますので、やっぱりそこら辺は十分説明して、

保育単価の問題も含めて、保育の時間等も含めて、

給付条例の、この点はやっぱり知らせて、やっぱり

理解を求めるということが大事だと思いますので、

この点しっかりしていただきたい。答弁は要りませ

んけれども。 

 あとは、やっぱりきちんと地域の子どもは地域で

育てて、やっぱり自治体がきちんと保育できる環境

づくりを整えるという、この字句が残りました、条

例の中で。そういったものも含めて、やっぱり今

後、利用者側から、これはおかしいのではないかと

いうことが出てきた場合に、自治体の裁量でできる

部分とできない部分、当然あるのかなというふうに

思います。やはりそういう条文を生かしながら、最

大限に利用者の不安を解消して、安心して子育てが

できる環境づくりを十分整える必要があると思いま

すので、この点、もう一度確認しておきたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 子ども・子育て担当課長、

答弁。 

○子ども・子育て担当課長（吉岡雅彦君） 第２子

半額の点について、ちょっと勘違いしていました。

済みません。 

 保育所の場合は、あくまで就学前ということで、

ゼロ歳から５歳でありますので、６年間の幅で第２

子が半額という仕組みになってございます。例えば

幼稚園でしたら３歳以上からですから、そちらも同

じく６歳の幅ということで小学校３年生までを第１

子、２子とカウントするというやり方で、これは国

のほうでそういう形になってございますので、御理

解いただきたいというふうに思います。 

 それから、説明会でございますけれども、今回、

制度の大幅な改正でございますので、各保育所、幼

稚園へ出向いてやっていきたいというふうには考え

てございます。そして、その中で保育の時間だとか

保育料だとかを丁寧に説明してまいりたい、それで

理解を得たいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） ４番米沢議員の質問に、

私のほうからも一部補足をさせていただきたいと思

います。 

 基本的には、これまで児童福祉法に基づいて、保

育に欠けるお子さんをしっかり地域で保育環境を整

えることが、まず第一義的に法律に定めがあったわ

けであります。それがこの９月に、３法の条例を改

正しましたが、子ども・子育て支援法の法律に基づ

いて、今度は、ここにもあります１０項目、いわゆ

る保育に欠けるという基本を崩さずに、その解釈を

さらに広げて、保育所に入所できるお子さんを広げ

たという私どもは理解をしております。 

 したがいまして、米沢議員が懸念されている、そ

ういう対象の方に、町民の方に不安が生じるのでは

ないかという部分につきましては、さらに町の考え

としては、そういうことが起きないように、さらに

また解釈が拡大するものというふうに考えておりま

すので、御理解もいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） よろしいですね。 

 ほかに質問はございませんか。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 今回、保育環境はかなり変

わるものですから、昨日も一般質問させていただい

て、保健福祉課が総合窓口になっていただいて、そ

ういう相談に乗っていただきたいということを質問

させてもらったのですけれども、市町村から認定証

が交付されますね、２号、３号につきましては。そ

うすると、今度は保育を必要とする人が、必要に応

じて市町村で、保育等の状況なんかの利用調整を図

らなければいけないと、こういうことがうたってあ

ります。それであれば、終了時間等によっても受け

る時間とサービスなんかも変わってきますし、ぜひ

保健福祉課に総合窓口的な、連携をとって、昨日も

調整をしながら、そういう利用調整をしますという

ことをいただいたのですけれども、その点について

どのように考えていらっしゃるか、うまく利用調整

ができるのかどうか、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（石田昭彦君） ３番村上議員の御

質問にお答えいたしますが、昨日議員から御質問い

ただいた内容でもお答えしましたが、本町において

は、保健福祉課の子育て支援班が既にそういう機能

を持ち合わせているというふうに我々理解しており

ますので、引き続きそのような形で、保健福祉課の

子育て支援班が中心にそういう対応を図ってまいり

たいと思っておりますけれども、基本的に、仕組み

は大きく法律が変わって、いろいろなさま変わりを

しておりますけれども、実際に保育所等を御利用い

ただくお母さん、お子さんたちにとりましては、今

までと、さほど大きく何かさま変わりするようなも

のではありませんので、基本的にこれまでと同じよ

うに保育所のほうに入所したいのですということで

入所の手続等があって、そして、これまで幸いに、

上富良野町はここずっと、その御家庭の御希望する

保育所のほうに入所いただくような形で進んでおり

ますので、場合によって、どこかの保育所だけが利

用が大きく、希望が大きく、定員を超えるようなこ

と、そういう事態になったときには、町において
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も、こちらもいっぱいいっぱいの状況ですから、こ

ちらのほうの保育所で考えられませんかというよう

な問いかけをする場合が出てくるかもしれませんけ

れども、ここ数年の状況を見た中では、子どもの数

も、ふえていくことが理想なのでしょうけれども、

今後の状況を見たときには、これまで同様、おおむ

ね御希望の施設にお子さんが利用できるような、そ

ういうことで進んでいくものというふうに理解して

いるところであります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１４号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１７ 議案第１５号 

○議長（西村昭教君） 日程第１７ 議案第１５号

上富良野町立学校設置条例の一部を改正する条例を

議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 教育振興課長。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ただいま上程され

ました議案第１５号上富良野町立学校設置条例の一

部を改正する条例について、提案要旨を御説明申し

上げます。 

 上富良野町立江幌小学校が児童数の減少などから

平成２７年３月をもって閉校となるため、上富良野

町立学校設置条例とあわせて、関係する上富良野町

公立学校の施設設備使用料徴収条例の一部を改正す

るものです。 

 以下、議案を朗読し、提案理由の説明といたしま

す。 

 議案第１５号上富良野町立学校設置条例の一部を

改正する条例。 

 上富良野町立学校設置条例（昭和４０年上富良野

町条例第３３号）の一部を次のように改正する。 

 別表第１中上富良野町立江幌小学校の項を削る。 

 附則。 

 （施行期日）。 

 １項、この条例は、平成２７年４月１日から施行

する。 

 （上富良野町公立学校の施設設備使用料徴収条例

の一部改正）。 

 ２項、上富良野町公立学校の施設設備使用料徴収

条例（昭和３７年上富良野町条例第４号）の一部を

次のように改正する。 

 別表中屋内体育館の部江幌小学校の項を削る。 

 平成２６年１２月１７日提出、上富良野町長向山

富夫。 

 以上、御審議いただき、議決いただきますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 これより、議案第１５号を起立により採決いたし

ます。 

 本件は、先ほどありました議案第１１号と同じよ

うに、地方自治法第２４４条の２第２項の規定に基

づき、出席議員の３分の２以上の者の同意を必要と

いたします。 

 出席議員は、ただいま１３名でありますので、そ

の３分の２は９名でございます。 

 本件を原案のとおり決することに賛成の諸君の起

立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） ありがとうございます。 

 起立多数、３分の２以上であります。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１８ 議案第１７号 

○議長（西村昭教君） 日程第１８ 議案第１７号

上富良野町病院事業の設置に関する条例の一部を改

正する条例を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（山川 護君） ただいま上程い

ただきました議案第１７号上富良野町病院事業の設

置に関する条例の一部を改正する条例につきまし

て、提案の理由を御説明申し上げます。 

 改正の要旨でございますが、町立病院は、平成２

０年７月から富良野協会病院との病病連携により、

眼科医師の派遣を受けて眼科診療業務を行っており

ましたが、平成２６年８月から当病院の眼科の常勤

医師が不在となったため、町立病院への派遣中止と

なり休診しておりました。診療再開の見通しが立た

ないことから、診療科目から眼科を廃止するため当

該条例を改正するものであります。 
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 以下、議案を朗読して説明にかえさせていただき

ます。 

 議案第１７号上富良野町病院事業の設置に関する

条例の一部を改正する条例。 

 上富良野町病院事業の設置に関する条例（昭和４

２年上富良野町条例第１７号）の一部を次のように

改正する。 

 第２条第１項第５号を削る。 

 附則。 

 この条例は、平成２７年１月１日から施行する。 

 以上で説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１７号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１９ 議案第１８号 

○議長（西村昭教君） 日程第１９ 議案第１８号

上富良野町避難行動要支援者名簿に関する条例を議

題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました議案第１８号上富良野町避難行動要支援者名

簿に関する条例につきまして、提案の要旨を御説明

申し上げます。 

 平成２５年度の災害対策基本法の改正に伴い、災

害時要援護者名簿が避難行動要支援者名簿として法

的根拠をもって作成されることとなり、本年３月に

上富良野町地域防災計画の改定において避難行動要

支援者名簿の作成を位置づけしたところでありま

す。 

 しかしながら、関係機関等への名簿の提供に関し

ては本人の同意が必要であることから、名簿の個人

情報については、本人からの拒否の意思表示がない

限り、平常時から関係機関と提供できるよう条例の

制定をしようとするものであります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１８号上富良野町避難行動要支援者名簿に

関する条例。 

 以下につきましては、議案の朗読を省略させてい

ただき、条を追って、その主な内容のみの説明とさ

せていただきますので御了承願います。 

 第１条は、本条例の目的を規定するもので、避難

支援等関係者による災害時の円滑かつ迅速な避難支

援等の実施を支援し、もって避難行動要支援者の生

命または身体を災害から守ることを目的とするもの

であります。 

 第２条は、用語の定義及び名簿の提出先を規定す

るもので、名簿の提供先は、富良野広域連合消防及

び上富良野消防署、富良野警察署、上富良野町民生

児童委員協議会委員、上富良野町社会福祉協議会、

上富良野町の住民で組織する自主防災組織及び住民

会、その他避難行動要支援者避難支援プランに定め

る団体等とするものであります。 

 第３条は、避難行動要支援者の範囲を規定するも

ので、名簿に登載する対象者は、７５歳以上の独居

者及び７５歳以上のみの世帯の者、要介護認定者、

身体障害者手帳の１、２級、精神障害者保健福祉手

帳の１級及び療育手帳のＡを保有する者、特定疾患

医療受給者及び小児慢性特定疾患医療受給者であり

重症認定を受けている者、その他町長が必要と認め

規則で定める者とするものであります。 

 ２ページをお開き願います。 

 第４条は、避難行動要支援者名簿の作成について

規定するもので、記載する事項は、氏名、生年月

日、性別、住所または居所、電話番号、その他連絡

先、避難支援等を必要とする理由、その他避難支援

等の実施に関し町長が必要と認める事項とするもの

であります。 

 第５条は、名簿情報の提供について規定するもの

で、第１項は、災害発生に備え、避難支援等関係者

に対する名簿情報の提供。第２項は、名簿情報の提

供の非同意の申し出の者の名簿情報の未提供、第３

項は、第２項の規定にかかわらず、災害発生、災害

のおそれがある場合は、避難支援等の実施に必要な

範囲で名簿情報を提供できるとするものでありま

す。 

 第６条は、名簿情報の取り扱いについて規定する

もので、名簿情報の安全管理のため必要な措置を講

ずるものであります。 

 ３ページをごらん願います。 

 第７条は、名簿情報の漏えい防止のための措置を

規定するものであります。 

 第８条は、利用及び提供の制限について規定する

もので、名簿情報の提供を受けた者が目的外に使用

しないこと及び他の者に提供しないとするものであ
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ります。 

 第９条は、守秘義務を規定するものであります。 

 附則は、施行期日を交付の日からとするものであ

ります。 

 以上で、議案第１８号上富良野町避難行動要支援

者名簿に関する条例の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 先般質問した第２条の

（３）の避難支援等関係者についてお伺いしたいと

思います。 

 我が町には自衛隊が存在していまして、共存共栄

をうたわれていますよね。そういったことで質問し

まして、避難支援関係者の中に自衛隊が明記されて

いないということをお聞きしたわけです。事後、確

認するという答弁を全員協議会だったですか、お聞

きしております。その辺の結果について、まずお聞

きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） １１番今村議員の御質

問にお答えします。 

 先般の全員協議会のときにも自衛隊について、名

簿提供について確認しているのかという御質問も

あったところですが、今回、自衛隊のほうには確認

をさせていただいたところでございます。その中に

おいて、法に規定する部分については、条例にもあ

りますように、災害対策基本法の第４９条の１１第

２項に規定する機関ということで掲載させておりま

して、この条例の中では掲載はしておりませんが、

その他避難行動要支援者避難プランに定める団体等

ということで、当然のことながら災害発生時、ま

た、おそれのあるときには提供するということでご

ざいますが、平時の場合において、自衛隊のほうに

おいても、それを受けてのふだんの行動というとこ

ろに対してについては、なかなか困難な状況もある

ということの返事はいただいているところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） ちょっとよくわからな

かったのだけれども、ふだん困難な状況があるから

名簿をいらないと言っているのですか、欲しいと

言っているのですか、どちらなのですか。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） １１番今村議員の再度

の質問ですが、確認した結果、平時の場合において

は提供の必要はないということで確認はとれている

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。（今村議

員「わかりました」と呼ぶ） 

 ほかにございませんか。 

 １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 何点か確認をさせていた

だきます。 

 非常に大変な業務がかぶさってくるなという感じ

をしています。 

 それで、まず第４条の関係でありますが、第４条

の第３項では、名簿の記載事項については正確かつ

最新の内容に保つことということになっています。

それで、避難支援関係者等への名簿を提供すること

になろうかと思いますが、それらについては、災害

弱者でありますので、日々刻々と内容等は変わるも

のだなと、そうやって想定をしますが、そこら辺は

どのような流れの中で相手方のほうに情報を提供し

ていくのかを確認させていただきたいと思います。 

 また、第２点目としては、当然名簿の漏えい等が

問題になってきます。ここに書かれている支援等の

関係者に対して、これは協定か何かを結んで提供す

るのか、それとも協定や何かを結ばないで提供して

いくつもりなのか、そこら辺はどう考えているのか

をお聞きをいたしたいと思います。 

 それから３点目ですが、これがもし本格的に動い

てくるとすれば、かなりの事務量になって、事務的

な進行や何かをどのように考えているのか。当然、

受け入れ先との調整だとか、それから漏えい防止、

また名簿の整理、特に非同意の者に対する確認、そ

のようなものがどのように考えられているのかを

ちょっと確認をいたしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） １０番中澤議員の３点

の御質問にお答えしたいと思います。 

 まず、１点目が情報提供の方法でありますが、今

申し上げたとおり、日々情報というのは変わってい

くかと思いますが、その提供については、それぞれ

必要に応じ、その更新情報の提供はしていかなけれ

ばならないと思っておりますが、その提供方法等に

ついて、詳細については規則、要綱で細かく定めた

いと考えているところでございます。 

 また、情報漏えい等の防止策として、当然、名簿

の提供に関しましては、漏えい防止であるとか名簿

の安全管理、利用提供の制限、守秘義務等について

誓約をいただくような形で提供しまして、その後、

その管理がどのようにしているか報告をすることも
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求めることができますし、検査もできるようになっ

ておりますので、個人情報の安全管理については適

切な措置を講じてまいりたいと考えているところで

あります。 

 それから、３点目の業務量の増加に伴う、また、

その方法等をどのように進めていくのかということ

でございますが、これにつきましても、名簿の作成

に当たりましては、今言いましたように規則、要綱

等で詳細を定めて、遺漏のない事務手続にしてまい

りたいと考えているところでありますので、御理解

をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 今、要綱で詳細について

は定めるということでありますが、今の段階で名簿

の修正とかそういうのはどう考えているのか。 

 また、当然要綱で定めることになると思うのです

が、条例ですので、これが通ると、施行月日も交付

の日から施行するということになっていますので、

住民の方々たちからすると、こういう情報がいつ流

れてくるのか、また、どのような、受け入れのほう

としては体制をとっていったらいいのかというよう

なことも当然考えることになろうかなと思います。

そのようなことで、今の段階でどのような日程で予

定しているのか、そこら辺をお聞かせいただければ

と思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川和宏君） １０番中澤議員の今後

の日程等ということでありますが、まだ詳細につい

ては、日程等の組み立ては、これからの準備段階と

いうことで、具体的な日程等についてはまだあれで

すが、これまでの災害時の要援護者名簿というのが

ありますので、それをさらに、今回の避難行動要支

援者名簿のほうに変わっていくということで、全く

情報というのがないわけではありませんので、その

部分を早急に整備しまして、必要な情報の提供につ

いては速やかな対応をしてまいりたいなと考えてい

るところでございます。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １０番中澤議員の御質問

に、私のほうからちょっと補足をさせていただきた

いと思います。 

 まず、整理をさせていただきたいと思いますが、

まず行政の責務として、この行動要支援者名簿、更

新も含めて最新の状態に仕上げていくということ

は、ここにもありますように、今もやっています

が、それは名簿管理がしっかり、手帳の交付者も含

め、介護認定者も含め、全て行政機関で、まず名簿

は整っているという状況です。それを相手に、守秘

義務のある、法律に基づく守秘義務ですが、例えば

消防機関だとか行政機関とか、そこには最新の情報

をお出しすることを想定しています。 

 ただ、一方、先日も申し上げましたが、自主防災

組織を中心に、個別支援計画を具体にこれから立て

ていっていただくことを、準備の整った自主防災組

織にお願いをどんどんしていきますが、毎日変わる

個別情報を、どこまで相手にお出しすることが、相

手ももらった以上は、それを追加したり削除して

いったり、そういう業務が日々、自主防災組織にか

かってまいりますので、例えば上半期と下半期で年

２回それを更新するとか、相手次第では、それは年

１回しかできないというようなことも含め、相手の

自主防災組織において、そういう対応を個別に協議

をしていく必要があるかなというふうに思っていま

す。 

 そのようなことで、ぜひ２５の自主防災組織が、

そういうような思いが共有できるような、これから

啓蒙含めて対策をつくっていきたいと。したがいま

して、本当に、業務量含め、非常に、相手もおられ

ますので、そういうことを徐々に体制を整えていき

たいという思いから、この条例が今回の提案につな

がっているということであります。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 今のことは理解をするわ

けでありますが、やはりこの条例の目的は、災害時

の円滑かつ迅速な避難支援等の実施をするという、

そのために名簿を提供するのだと。でありますの

で、そこら辺は、きめ細かなといったって毎日やれ

という話にはならないのですが、やっぱり常識的な

範囲の中で、１年に１回といったらかなり状況が変

わりますし、その人の体自体も変わると思います

し、それから連絡先だとか、周りが、支えている人

たちも変わっていくと思うのです。 

 そういうようなことで、私の考えでは年に本当に

何回かは更新をする必要があるのだろうなというこ

とを考えています。そんなことを含めて、きめ細か

な情報提供に努めていただければなと思っていま

す。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田中利幸君） １０番中澤議員の再度の

質問に私からお答えをさせていただきます。 

 私の答えがちょっと誤解を招いたかもしれません

が、まず、日々の対象者の死亡、転出、あと、場合

によったら、きょうから長期の入院になりました

と、例えばです。そういう日々の情報を含めて、ま

ず行政機関においては、知り得る限り、それらの名

簿の更新は日々していくということ。それと、もう

一つは、先ほど言いましたように、個別支援計画を

立てていただく、特に住民会、自主防災組織におい
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て負担にならないように、その名簿を、例えばこの

おばあちゃんはきょう施設に入りましたとか、そう

いう話を、毎日そういう情報を受けて、個別支援計

画を毎日のように修正をしていくことをやってあげ

られますよというふうに言うのであればそのように

しますし、いや、年３回でいいですよと、年１回で

いいですよと、年１回しかできませんというような

ことがあれば、そういうような、相手に負担のかか

らない範囲でも一方でしなければならないかなと。

そういう意味で答弁をさせていただいたことを御理

解もいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１８号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２０ 議案第１９号 

○議長（西村昭教君） 日程第２０ 議案第１９号

富良野地区広域市町村圏振興協議会の廃止について

を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川和宏君） ただいま上程いただき

ました議案第１９号富良野地区広域市町村圏振興協

議会の廃止についてにつきまして、提案の要旨を御

説明申し上げます。 

 本件は、平成２０年度をもって国の広域行政圏策

定要綱が廃止され、また、平成２６年度から、定住

自立圏による連携事業により、広域連携に係る施策

の推進を行っていることから、構成市町村において

も、本協議会の廃止について合意がされたところで

あります。 

 本協議会を廃止するため、地方自治法第２５２条

の６の規定により準用する同法第２５２条の２第３

項の規定に基づき、議会の議決をお願いするもので

あります。 

 以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。 

 議案第１９号富良野地区広域市町村圏振興協議会

の廃止について。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２

条の６の規定により、平成２７年３月３１日限りで

富良野地区広域市町村圏振興協議会を廃止する。 

 以上で、議案第１９号富良野地区広域市町村圏振

興協議会の廃止についての説明といたします。 

 御審議いただきまして、御議決くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１９号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２１ 認定第１号 

◎日程第２２ 認定第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第２１ 認定第１号、

平成２６年第３回定例会で付託されました議案第１

２号平成２５年度上富良野町各会計歳入歳出決算認

定について、日程第２２ 認定第２号、平成２６年

第３回定例会で付託されました議案第１１号平成２

５年度上富良野町企業会計決算認定についてを一括

して議題といたします。 

 本件に関し、決算特別委員長の報告を求めます。 

 決算特別委員長、長谷川徳行君。 

○決算特別委員長（長谷川徳行君） ただいま上程

されました認定第１号、第２号を、朗読をもって説

明とかえさせていただきます。 

 決算特別委員会審査報告書。 

 平成２６年第３回定例会において、本委員会に付

託された下記案件を審査した結果、次の意見を付し

認定すべきものと決定したので、会議規則第７７条

の規定により報告する。 

 決算特別委員長、長谷川徳行。 

 記。 

 付託事件名、議案第１２号平成２５年度上富良野

町各会計歳入歳出決算の認定について及び議案第１

１号平成２５年度上富良野町企業会計決算認定につ

いて。 

 １、審査の経過。 

 本委員会は、平成２６年１０月７日、８日、９日

の３日間開催し、正・副委員長を選出後、委員会を

公開とし、直ちに２分科会による書類審査を行い、

全体による質疑応答を行った上、各分科会から審査

意見を求め、これをもとに全体で審査意見書を作成
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し、理事者の所信をただし表決をした。 

 ２、決定。 

 慎重に審査した結果、本決算は次の意見を付し、

原案のとおり認定するものとした。 

 特に、委員会で発言された質問並びに別記「平成

２６年度（平成２５年度会計）上富良野町決算特別

委員会審査意見書」については、今後の予算編成と

町政運営に反映されたい。 

 また、監査委員の審査意見はいずれも的確な判断

によると認められ、指摘事項については、早急に改

善または対応し、予算執行に当たられたい。 

 なお、平成２６年度（平成２５年度会計）上富良

野町決算特別委員会審査意見は御高覧をいただいた

ものとし、省略させていただきます。 

 認定をいただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、決算特別委

員長の報告を終わります。 

 これより、採決を行います。 

 最初に、認定第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１２号平成２５年度上富良野町各会計歳入

歳出決算認定についてに対する委員長の報告は、意

見を付し認定すべきとするものであります。 

 本決算は、委員長の報告のとおり認定することに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は委員長の報告のとおり認定するこ

とに決しました。 

 次に、認定第２号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第１１号平成２５年度上富良野町企業会計決

算の認定についてに対する委員長の報告は、意見を

付し認定すべきとするものであります。 

 本決算は、委員長の報告のとおり認定することに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は委員長の報告のとおり認定するこ

とに決しました。 

────────────────── 

◎日程第２３ 発議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第２３ 発議案第１号

国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見

についてを議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ５番、金子益三君。 

○５番（金子益三君） ただいま上程されました発

議案第１号国民健康保険に対する国庫負担の増額を

求める意見について、内容の朗読をもって趣旨の説

明といたします。 

 発議案第１号国民健康保険に対する国庫負担の増

額を求める意見について。 

 上記議案を別記のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 平成２６年１２月１１日提出、上富良野町議会議

長、西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員、金子益三。 

 賛成者、同じく岡本康裕。 

 裏面をごらんください。 

 国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意

見書。 

 国民健康保険料が高く、国保加入者の生活を圧迫

し困難を極めている。国保財政に占める国庫負担金

の割合は、１９８３年には総医療費の４５％（定率

４０％プラス調整交付金５％）から医療給付費の５

０％（総医療費マイナス患者負担分に対して）に変

更された。これは、総医療費の３８.５％への引き

下げとなり、自治体と国保加入者の負担が増大した

要因となっている。２０１３年度では、自治体国保

財政への国庫負担金は２０％台まで引き下げられ、

その運営は一層厳しくなっている。 

 ２０１０年の通常国会予算委員会で、当時の鳩山

首相は、国庫負担の削減が、高い保険料（税）の原

因となっていることを認めるとともに「財源の確保

に努力したい」と答弁した。 

 また、「国民健康保険法」第４条は、国の責務と

して「国は国民健康保険事業の運営が健全に行われ

るよう努めなければならない」と規定している。 

 これらのことから、全国的に苦しい財政運営を余

儀なくされている国民健康保険に対する国庫負担を

増額するよう強く要望する。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により提出をい

たします。 

 平成２６年１２月１２日、北海道空知郡上富良野

町議会議長、西村昭教。 

 提出先。 

 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労

働大臣。 

 以上、御審議賜りまして、原案をお認めいただき

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた
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します。 

 討論を省略し、これより発議案第１号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２４ 閉会中の継続調査申出について 

○議長（西村昭教君） 日程第２４ 閉会中の継続

調査申出についてを議題といたします。 

 議会運営委員会並びに各常任委員会から、会議規

則第７５条の規定により、各委員会において、別紙

配付の申出書の事件について閉会中の継続調査の申

し出がありました。 

 お諮りいたします。 

 各委員会からの申し出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、各委員会からの申し出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決しました。 

────────────────── 

◎町 長 挨 拶             

○議長（西村昭教君） ここで、年末に当たり、町

長から御挨拶がございます。 

 町長。 

○町長（向山富夫君） 議長のお許しをいただきま

して、第４回定例町議会の閉会に当たりまして、一

言お礼と御挨拶を申し上げたいと思います。 

 昨日、本日と、２日間にわたって開催していただ

きました平成２６年第４回定例町議会におきまし

て、皆様方の大変心温まる御理解、御協力を賜りま

して、私ども御提案申し上げました案件につきまし

て御議決賜りましたことを、まず心から感謝申し上

げたいと思います。あわせて、平成２６年につきま

しては、大変行政運営万般にわたりまして御理解、

御協力をいただきましたことも重ねて感謝申し上げ

る次第でございます。 

 御案内のように、今、我が国におきましては、少

子高齢化、さらには地方の経済がなかなか元気が

戻ってこないという非常に厳しい状況の中で行政運

営を強いられているところでございます。しかしな

がら、かといって、いっときも立ちどまるわけには

いかない状況でもございます。 

 これから、ただいま選挙が行われようとしており

ますが、結果によらず、私ども地方自治を預かる者

といたしましては、住民に対する行政サービスをさ

らに充実させていくことが何にも増して大変大事な

ことだというふうに自覚しているところでございま

す。 

 これからいよいよ北海道も本格的な冬を迎えます

が、行政運営はいっときも休まず進めていかなけれ

ばならない。その中にありまして、議会の皆さん方

と本当に手を組み、しっかりと、ともに歩みを進め

ていきたいというふうに切望しているところでござ

います。 

 どうか、これから皆様方におかれましても、大変

忙しい、多忙な年末年始を迎えることとなるでしょ

うけれども、どうかくれぐれも健康に留意されまし

て、いい新年をお迎えいただきますことを心から御

祈念申し上げますとともに、平成２６年、大変御協

力を賜りましたこと、重ねて感謝申し上げまして、

御挨拶とさせていただきたいと思います。 

 大変ありがとうございます。 

────────────────── 

◎議 長 挨 拶             

○議長（西村昭教君） 私のほうからも、一言御挨

拶を申し上げたいと思います。 

 まず一年間、議会活動に関しまして、それぞれ皆

さん方に大変御苦労いただきましたこと、改めて厚

くお礼を申し上げたいと思います。 

 一年を振り返ってみますと、議会として初めて取

り組んだ出来事もございます。まずその１点は、議

会運営委員会が議会広報で活動報告をしたというこ

とは、私の記憶では初めてでございます。もう１点

は、決算委員会に臨時会を開いたというのも初めて

でございます。そういう意味では、ことしはある面

で議会も新しい面で出くわしたことがあったのかな

というような気もいたしております。 

 来年は、８月までの任期ということでございます

けれども、また改めて、新しい年を迎えるに当たり

まして、それぞれ一年に希望を託して、皆さんまた

それぞれの立場で御活躍をいただきたいと思います

し、あわせて、ことし一年、皆さん方に大変な御理

解と御協力をいただきながら議会運営をスムーズに

進めさせていただきましたことを厚くお礼申し上げ

ますとともに、理事者各位におかれましても、議会

運営に関していろいろな立場から御協力をいただき

ましたことを厚くお礼を申し上げまして、一言私の

ほうからお礼の御挨拶にかえさせていただきます。 

 大変一年間ありがとうございました。 

────────────────── 

◎閉 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、本定例

会に付議された案件の審議は全て終了いたしまし

た。 
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 これにて、平成２６年第４回上富良野町議会定例

会を閉会といたします。 

午後 ０時０９分 閉会 
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